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    登場人物


    ガユス…………………さらに不運さを増す攻こう性せい咒じゅ式しき士し


    ギギナ…………………剣舞士、ガユスの相棒……のはず


    ジヴーニャ……………ガユスの恋人、半アルリアン人


    ラルゴンキン…………ランドック人の重機槍士


    ヤークトー……………元僧職の老千眼士


    イーギー………………アルリアン族の華剣士


    ジャベイラ……………女性の光幻士


    レメディウス…………チェルス将棋と咒式の天才博士


    カルプルニア…………ラズエル社の主


    ナリシア………………ウルムン共和国の少女


    ズオ・ルー……………〈曙光の鉄槌〉の指導者


    ドーチェッタ…………ウルムン共和国の独裁者


    ベイリック……………エリダナ警察の警部補


    エグルド………………交渉を専門とする攻性咒式士


    ヤナン・ガラン………男爵級の大禍つ式


    アムプーラ……………子爵級の大禍つ式


    ゼノビア………………ツェベルン龍皇国皇族、イルム選皇王


    モルディーン…………ツェベルン龍皇国皇族、枢機卿会議議長

  


  
    零章　竜の盤面


    



    　　　　　　　　真実の言葉は、その始し原げんから穢けがれている


    　　　　　　　　空の果てで雲が燃えつきて


    　　　　　　　　世界も人も形を失うだろう


    　　　　　　　　彼女の悲鳴に耳を塞ふさぎながら


    　　　　　　　　私は一個の地獄となって


    　　　　　　　　黄たそ昏がれ色の光景を歩む


    　　　　　　　　退屈な戦場で、私たちは息を潜ひそめるだけ


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト「絶対帝国の孤島」　皇こう暦れき四八九年

    


    



    



    「司教をｇ四へ」


    　僧衣をまとった青年の手が、司教の駒こまを動かしていく。


    「真に[image: ]造的な天才が、チェルス将しよう棋ぎと音楽と数学に、しかも幼年期や少年期にしか現れない理由が分かるかね？」


    　象ぞう牙げの司教の駒こまが、盤ばん上じようへと下ろされた。盤面は、八×八の六十四の黒と白に塗り分けられている。盤上には兵士や騎士、僧そう正じように塔とう、女王に王といった駒が並んでいた。


    　盤面を挟んだ向かい側の椅い子すには、少年が座っている。金髪に緑の瞳の、体の線が細い少年だった。緑の眼まな差ざしに思考の閃せん光こうが宿り、細い指先が黒くろ[image: ]さん瑚ごの塔を拾い上げる。


    「塔をｄ四へ」盤上に、少年の一手が放たれた。「その三つが、精神的成熟とは関係ない脳の領域を使うからでしょう」


    　返された少年の言葉と一手に、若き枢すう機き卿けいは賛嘆に近い表情を浮かべる。最年少枢機卿になった青年には珍しいことだった。


    　ツェベルン龍りゆう皇おう国こくの皇おう都とリューネルグにある、皇おう宮きゆうギネクンコンの奥の一室。無音の部屋で、少年と青年が盤面を囲んでいた。


    「惜しいね。だが遠くはないよ」


    　盤面を見ながら青年が意見を述べる。僧服姿の背後には、四人の護衛が控えていた。八つの瞳が、盤面の動きを見守っていた。


    「塔をｄの一へ。ついでの質問なのだが、君はこのチェルス将しよう棋ぎのどこが好きなのかね？」


    　青年の手が握る駒が、防ぼう御ぎよへと動いた。思考を見透かすような眼差しが、少年に向けられる。


    　少年は目を逸そらさずに、自らの内面の論理を見つめる。


    「僕が好きなのは透とう徹てつした合理性と論理性です。ここには単純化された法則性、縮小された世界があると考えます」盤面の端に少年の小さな手が向けられ、高価な黒[image: ]瑚の兵士の駒を下ろす。「ここで、ｇの八へ移動した兵士が竜になります」


    　枢機卿の僧衣をまとった黒髪の青年が微ほほ笑えんだ。


    「どうやら、あと十三手で私の負けのようだね」


    　自らの象牙の王を盤上に倒して、投とう了りようを認める。少年が恐縮したように頭を下げ、駒を握る。


    「猊げい下かの〈双そう騎き士しの守り〉の六手目で、兵士を女王の三へと移動させる定じよう石せきは当然として、そこからのブルクス・バルの変化は見事ですし、〈女王による兵士の受け入れと拒絶〉にも悩みました。ですが、僕の〈女王捨て〉には抗しえなかったようですね」


    　少年が盤面の駒を指し示しながら、感想を述べていった。熱心な説明に、僧服の青年が感心したように聞き入っていた。


    　青年の背後に立つ護衛たちも、少年の思考に賛嘆の視線をそそいでいる。


    「さすがにレメディウス・レヴィ・ラズエル、か」青年がつぶやく。「弱じやつ冠かん十一歳で二十二歳以下の大陸大会を制した天才少年王者だ。どうやら私ではチェルス競技者になれないな」


    「残念ですが、現代の棋士は咒じゆ式しき士し以外では成りえません」レメディウス少年は正直に述べた。「大会規定では秒間一兆手までですが、数すう法ほう咒式士のように演算能力を高める意識拡大を行って、手筋とその奥の関数を読み、記録されるあらゆるチェルスの手筋を引きださないと……」


    　少年らしい喜びを緑の双そう眸ぼうに浮かべて語る。だが、次の瞬間、自らの幼さを恥じるようにレメディウスは目を伏せた。


    「失礼しました。モルディーン猊げい下かこそ、素晴らしい指し手、まさに龍りゆう皇おう陛下に連なる御方の手筋でした」


    　少年の真っ直ぐな眼差しを、モルディーンの柔らかな笑みが受けとめる。


    「私に勝ったことで遠えん慮りよしなくてもいいよ。盤ばん面めんの上では、皇族も子し爵しやくも関係ない」


    　青年の黒い瞳に、真剣な感情と思考が含がん有ゆうされる。


    「私は本当の天才を見たかったのだ。この龍の皇おう国こくの将来を支えるであろう、超級の数すう法ほう咒じゆ式しき士しの力を。ただそれだけだ」


    　現行最年少の枢すう機き卿けいであるモルディーンの言葉に、少年も微ほほ笑えみかえす。


    「今度は僕の疑問です。僕が今まで指したどんな相手、先代の大陸王者と戦ったときよりも、猊下の手筋は読みにくいものでした」


    　盤面の先の対局者へ、レメディウスは疑念の混じった緑の眼を向ける。


    「猊下は本当に演算能力を高める意識の拡大や、チェルス将しよう棋ぎの専門的訓練を受けたことがないのですか？」


    　モルディーンは静かにうなずく。だが、レメディウス少年の幼い顔からは、納得がいかない表情が去らない。


    「不思議なことではないよ」


    　青年は薄く笑って、少年の真しん摯しな疑問の顔に答えることにした。


    「私の思考は、君の手の意図がなんであるのか、私にどう指させたいのかという心理を徹底的に読み、白でも黒でもない灰色の盤面、引き分けを目指していたのだよ。ただ、それだけでは、さすがに専門の競技者たるレメディウス君には勝てなかったようだけどね」


    「最初から引き分け狙いですか。たしかにチェルスの大会では重要な戦略のひとつですが、ここでやられるとは思いませんでした」


    　レメディウスは、眼前の青年皇族の思考に共鳴を覚えた。


    　数学に基づかない合理的な論理思考も存在することを、少年は初めて知ったのかもしれない。


    「猊下の思考は、僕の王を詰めようとしていました。でも、それは取った敵の駒こまを自軍の駒として使える東方将棋の思考です。チェルスという競技は、実は王を詰めるものではありません」


    　レメディウスは、右手に握っていた黒くろ[image: ]さん瑚ごの兵士を盤面の反対側、敵の陣地の最深奥に下ろす。


    　駒に仕組まれた組成変化が発動。無愛想な黒い兵士の駒が、吼ほえ猛たける黒竜の姿へと変へん貌ぼうする。


    「兵士がここに届くと〈竜〉の駒に変化する規則があります。どの駒の能力も選べる最強の〈竜〉の駒をいかに作るか。それが、このチェルス将棋という競技における分ぶん岐き点てんのひとつなのです」


    　眼前の竜の駒が、モルディーンの黒い瞳に映っていた。


    「そしてもうひとつ。最初の四手だけでも七万手、異なって指せる盤面になると、二十五に一〇の一一五乗を掛けた数ほどあると言われます。その中でも盤面の定石をどれだけ覚えていられるか、あらかじめ決まっているいくつかの終局図に持っていくかが勝負の分岐点なのです」


    　少年が続ける。


    「極論するならチェルスとは、計算力と記憶力の勝負であり、その二つにおいてだけなら、僕に敵かなうものは少ないでしょう」


    「君は今までのすべての盤ばん面めんを、一手も漏もらさずに記憶しているということかね？」


    「ええ、もちろんです。至高の一手を指せたときの高こう揚よう感。周囲の観衆のざわめきに、空気の匂い、そして肌を撫なでる風の温度、そのすべてを鮮明に覚えています」


    「それは、悲劇だな」


    「え？」


    　少年が顔を上げる。迎えたモルディーンの黒こく曜よう石せきの双そう眸ぼうには、深い哀しみが宿っていた。少年が確かめる前に、感情の色は消えさっていった。


    「君は危うい。自らがまだあまりにも幼いということを知らなさすぎる」


    「どういう、ことでしょうか？」


    　レメディウスの声は詰きつ問もんになっていた。少年の小さな手には、竜となった兵士の駒こまが握りしめられていた。


    「レメディウス君、私とともに世界を見てみないか？」


    　モルディーン枢すう機き卿けいの目が、レメディウスを覗のぞきこむ。


    「それは……」少年が息を呑のんだ。「……この僕に十二翼よく将しようになれということ、でしょうか？」


    　モルディーンは顎あごを引いて肯定した。レメディウスの緑の目は、モルディーンの背後に立つ四人の人物を捉えた。


    　皺しわに埋もれた東方系の顔をした老将。至高の刃と謳うたわれた、侍さむらいサナダ・オクナガ。


    　水面のような笑みを湛たたえている、性別も年齢も不詳の容よう貌ぼうの存在。大陸第二位の咒じゆ式しき士したる、大賢者ヨーカーン。


    　全身を積せき層そう甲かつ冑ちゆうに包んだ、髭ひげ面づらの壮年の将軍。闘争と暗殺の専門家、「皆殺しのラキ家」のラキ侯爵イェルドレド。


    　白い髪と髭を長く伸ばした僧服の老人。生ける伝説こと、聖者クロプフェル。


    　大陸でも最高最強の咒式士たちだった。栄はえある翼将の列に自分が並ぶところを想像し、レメディウスの少年らしい心が震える。


    「今すぐにとは言わない」


    　モルディーンは机に両肘をつき、組みあわせた掌てのひらの上に顎を乗せた。


    「二十年、いや十五年のうちに君は彼らに並び、そして越えていくかもしれない逸いつ材ざいだろう。私は君のその天才的な演算能力が欲しい。数と法を支配し、世界を捉えるという咒式士の力。そして隠された激情を」


    　深い淵ふちのような双眸が、レメディウスの視界全体に広がる。


    「君と私なら、世界を、人を見ることができると信じている。汚お辱じよくと栄光の時空の果て、特異点の向こうを」


    　レメディウスは、青年が示した光景に魅み了りようされた。どこまでも広がる世界。圧倒的な豊ほう穣じようと深さ。


    　見てみたい。彼の示す世界の先というものを。


    　ここではないどこか、いや「ここ」を「そこ」にしてしまう壮大な盤ばん面めんを。モルディーンとなら、最高の手を交わしていけるだろう。


    　指先に握っていた竜の駒こまが震えた。レメディウスは逡しゆん巡じゆんし、決断した。


    「迷うことなどありません。許されるならば、是非にでも僕はあなたとともに歩ん……」


    「モルディーン猊げい下か、お戯たわむれはそこまでになさっていただけませんか？」


    　薄うす絹ぎぬの紗しや幕まくが交差する入り口に、中年の貴婦人が立っていた。


    「これは、ラズエル婦人」


    　モルディーンの言葉に慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな礼を返し、ラズエル家のカルプルニアは室内を横切っていく。カルプルニアはレメディウス少年の背後に立つ。手は椅い子すの背を越えて、少年の両肩を握っていた。まるで少年を手放すことを許さぬような行動だった。


    「この子はまだ少年です。モルディーン猊下の助けになるようなものではございません。なにとぞ御ご容よう赦しやのほどを」


    　少年と同じ貴婦人の深い翡ひ翠すい色の瞳が、モルディーンに向けられる。凍こごえる炎の意志が宿る強い瞳だった。


    「分かっていますよ。ラズエル社の先端技術を生みだす至高の頭脳を、攫さらっていこうというわけではありません」相手を刺激しないように、モルディーンは言葉を選ぶ。「ただ、若きラズエル子し爵しやくに世界を見せてあげたいのです」


    　枢すう機き卿けいの言葉は、カルプルニアには届かなかった。


    「ありがたいお言葉ですが、レメディウスはすでにラズエル子爵家の当主です。亡き兄の子として私が後見人にはなっていますが」少年の肩を摑つかむ女性の手に、力が込められる。「この子の双そう肩けんには、ラズエル社の全社員、数万人の運命がかかっています」


    　カルプルニアの宣告で、レメディウスの顔に鮮烈なまでの責任感が浮かぶ。少年は苦く渋じゆうを唇ごと嚙かみしめた。


    「君は、それでいいのかね？」


    　柔にゆう和わな笑みを崩さずにモルディーンは問いかける。レメディウス少年は奥歯を嚙みしめ、笑顔を作る。渾こん身しんの力を込めて、堪こらえていた。


    「……ええ。僕がいなくなったら、ラズエル社の人々が困ります」


    　モルディーンの黒い瞳に、哀しみが滲にじんだ。背後に立つ翼よく将しようたち、東方の老将、歴戦の将軍、老聖者の表情にも同様の惜しむ色があった。


    　自らの翼を折ってまで、周囲の人々のために耐える少年の意志に、あまりにも少年らしく、また、らしくない覚悟に。


    　大賢者だけが眼を閉じていた。


    　カルプルニアも眼を閉じていた。自らの物言いが、甥おいの翼を折ることになると分かっていたのだろう。しかし、言わねばならなかった悔かい恨こんに耐えているかのようだった。そして目が開かれた。


    「猊げい下か、今こ宵よいはラズエル子し爵しやくの御相手をいただき光栄でした。それでは御ご壮そう健けんをお祈りいたします」


    　優雅に微ほほ笑えんで、カルプルニアはレメディウスを立たせた。なにかを言いたそうに少年の唇が震え、耐えた。叔お母ばに倣ならって一礼し、踵きびすを返して去っていく。


    　部屋の扉が無音で開き、幼き子爵と後見人が退出しようとした。


    　肩に乗せられた叔母の手を、少年が振りきった。椅い子すに泰たい然ぜんと座るモルディーン枢すう機き卿けいへと向きなおる。胸の前に掲げられた手には、竜の駒こまが握られたままだった。


    「モルディーン猊下、僕はラズエルを捨てることはできません！」


    　少年の叫びに、若き枢機卿は哀しげな眼差しを返す。


    「それに、あなたの問いに対する答えも分かりません」少年は目を輝かせて叫んだ。「でも、いつか、そう、十年か十五年ののち、また僕とチェルス将しよう棋ぎを指してください！　そこで僕なりの答えを見せたいのです！」


    　太陽のように眩しいものを見たようにモルディーンは目を細めた。小さくうなずき、そしてひどく優しい声を返した。


    「そのとき、君は兵士から竜となっているだろう。君の成長と思考を私は楽しみに待っている」


    　青年皇族の返答で、少年の顔が希望と誇りに燦さん然ぜんと輝いた。腰を折って深く一礼をし、走りさっていった。


    　憤ふん懣まんとした顔の叔母の横を駆けぬけた。それは弾丸のような疾走だった。


    　扉は無音で閉じていく。閉ざされた扉を、モルディーンが眺めていた。


    「猊下、よろしいのですか？」


    　壮年の武人、ラキ侯爵が口を開いた。


    「残念ではあるが、彼には彼の道がある。選択に彼自身が納得するのならば、私が口を出すわけにはいかない」


    　背後の腹ふく心しんの翼よく将しようへ、モルディーンは言葉を返した。瞳には気遣いがあった。


    「あの子は、イェルドレド君の双ふた子ごの子より上、サナダ翁おうの子の下くらいか」


    「恐縮です」


    　ラキ侯爵と老武士が頭を下げ、大賢者と聖者が静かに微笑む。


    　彼らも次代の咒じゆ式しき士したちと、レメディウスの姿を重ねあわせていたのだ。


    　枢機卿は両手を細い顎あごの下に組んだ。盤ばん面めんの上で思考を巡らせていた。


    　盤上の片隅では、白と黒の司教が向かい合っていた。


    「斜めに進む司教の駒が、それぞれ違う色の枡ます目めに位置している場合、二つの駒が交差することは決してない、か」


    　そしていつの間にか、自身が信じてもいないものにモルディーンは願っていた。


    「因いん果が律りつよ、どうかあの少年を守りたまえ。その前ぜん途とに、人の身に耐えられないほどの影を落としたもうな」


    　枢すう機き卿けい長ちようの唇から、真しん摯しな言葉が漏もれた。


    「あの子は強大な咒じゆ式しき力りよく、そしてあまりに真っ直ぐで正しい心を持っている。矛む盾じゆんしているが、私と同じ道を進んで欲しくはない」


    　そして憂うれいを帯びた瞳が閉じられた。それは祈りの姿にも見えた。

  


  
    一章　軋きしむ歯車


    



    　　　　　　悪魔も地獄も見たこともないから、想像上のものだと賢さかしげに主張する人間は、想像力がまったく存在しない人間だ。


    　　　　　　悪魔の詳細な原型は君の隣に存在しており、鏡の中で簡単に発見できる。


    　　　　　　街に出れば、地獄の元となった光景がいくらでも見つかるだろう


    
      ザッハド・ダノン・イエッガ「月のない夜の啓示」　皇こう暦れき四九一年

    


    



    



    　即席の鉄てつ格ごう子しが嵌はまった窓からは、抜けるように高い蒼そう穹きゆうが覗のぞいていた。鉄格子の間から、乾いた風と細かい砂さ塵じんが吹きこむ。


    　石壁に三方を囲まれた部屋。廊ろう下かに面した壁の代わりに、一面の鉄格子が嵌っていた。


    　そこは牢ろう獄ごくだった。


    　青年は粗そ末まつな寝台の上に座り、牢獄の壁に背を預けていた。青年が牢獄に閉じこめられて、どれくらいの時間が経ったのだろうか。


    　窓から射しこむ朝日と夜の闇の訪れから日数を数えていたのだが、途中から止やめてしまっていた。止めてからすでに幾度もの朝と夜が過ぎさっていった。


    　青年が粗そ末まつな寝台の硬さに身を[image: ]よじると、物音がした。廊ろう下かの石床に反響する物音が近づいてきた。


    　足音は、青年からは見えない位置、廊下の奥にいるであろう見張りの前で立ち止まった。見張りとなにかを話している小声が聞こえ、そして再び足音が動きはじめた。


    　足音の主は、鉄てつ格ごう子しの端に姿を現した。


    　褐色の肌に亜あ麻ま色の髪を揺らし、深い緑の瞳をした少女だった。


    　少女は食事を載せた金属の膳ぜんを抱えていた。なにも言わずに食事を冷たい石床に下ろし、少女は粗末な自分の服を探る。苦労して、鍵かぎを取りだす。


    　錆さびた鍵で鉄格子の小扉が開けられる。青年の目を見ないようにし、牢内へと膳を差しいれる。少女の一連の動作は無言で進められた。


    　少女は廊下の奥に下がり、膝を抱えて監視していた。警戒させないように、青年は床の食事へと近づく。膳を取り上げ、牢ろう獄ごくの壁に備えつけられた机に戻る。


    　曲がった匙さじで塩味がついただけの汁をすくい、口に運ぶ。続いて黒パンを切り分け、肉叉フオークで刺して口へと運ぶ。


    　少女は膝の上に立てた両手にかわいらしい顎あごを乗せて、青年の食事の様子を眺めていた。


    「なにか気になることでも？」

  


  [image: ]


  
    　一日ぶりに見た人間に、青年はなぜか話しかけてみた。


    「この国ではこういった食べかたは礼れい儀ぎに反するのかな？」


    　言葉が自分への呼びかけだと少女が気づいた。かわいらしい顔に、信じられないと言ったような表情が広がる。


    「あなた、外国人なのに、ウルムン語を話すことができるの？」


    　まったく音を立てずに塩のスープを飲みながら、男が返答する。


    「まあね。これでも僕は咒じゆ式しき技術者として、この国に来ていたからね。言葉も勉強したんだよ」


    「ふうん」


    　鉄てつ格ごう子しを挟はさんで、少女と青年は沈黙する。


    　物音ひとつ立てない静かすぎる食事が終わった。青年は食器と膳ぜんを綺き麗れいにそろえて、小扉の前に置く。


    「なんだか、とてもていねいな食べかたね」


    　少女が感想を漏もらした。青年はそれ以上に返答する気はなかったが、寂しさからか言葉を返してしまった。


    「そうなるように躾しつけられた。それが龍りゆう皇おう国こく貴族たるラズエル子し爵しやく家けの嫡ちやく子しの礼れい儀ぎだとね」


    　格子の向こうに座る少女の口元が、かすかに綻ほころぶ。


    「変なの」


    「僕もそう思う。牢ろう獄ごくでまで守る必要はないよね」


    　青年は素直に答えた。


    「いまどき貴族に意味はない。百年前、七都市同盟との戦争に敗れて導どう入にゆうされた相続税で、貴族とやらのほとんどが破産したよ」青年がつぶやく。「爵しやく位いという虚きよ名めいをありがたがる田舎いなか者ものに売りはらう貴族までいるのが現実だよ」


    　ラズエル家は、軍事や情報などの咒式産業に転身してたまたま繁栄しただけだ。貴族という人民の生き血を吸って生きる蛭ひるが、流血を舐なめる怪物に変わっただけだった。


    　青年の緑の目が窓を見上げた。青い空に、遠い故郷を思った。視線を戻すと、少女は青年を眺めつづけていた。


    「ひとつ尋ねたいのだけど、毎日僕に食事を届けてくれる君の名前は？」


    「なぜ聞きたいの？　それも躾？」


    「これは僕の流りゆう儀ぎだ。お礼を言うために聞いておきたかっただけだよ」


    　少女は、これ以上はないくらい怪け訝げんそうな顔をした。


    「あなたを捕まえて閉じこめたのは、あたしの仲間だよ？」


    「それでもだ。これは躾ではなく、僕個人の流儀だ」


    　少女は小さく微ほほ笑えんだ。すぐに、真ま面じ目めな顔を作りなおそうとするが失敗する。


    「本当は話しちゃいけないんだけど、まあいいわ」少女が立ち上がる。「あたしはナリシア、称号も家名もない、ただのナリシアよ」


    　青年も立ち上がり、少女に向かって淑しゆく女じよに対するような正式な礼法を披ひ露ろうする。


    「僕はレメディウス。レメディウス・レヴィ・ラズエル。どうぞ以降のお見知りおきを」


    　青年の場違いなまでに丁てい寧ねいな名乗りに、少女は小さく笑ってしまった。


    　レメディウスも、自分の行動にさらに小さく笑ってしまう。


    



    



    「ガユス・レヴィナ・ソレル。あなたを咒じゆ式しき取締法第三条の六項から八項の違反による不法魔ま杖じよう剣けん所持、ならびに第四条二項三号違反の容疑で逮たい捕ほします」


    　婦警の濃のう紺こんの制服を着こんだ女が、俺に告げた。


    　アシュレイ・ブフ＆ソレル咒式事務所の応接室で、俺は長なが椅い子すに座っている。玄関の前に、女は立っていた。


    　長めの白金の髪は、金の紋もん章しようが輝く紺色の帽子の中に押しこまれている。翠みどりの瞳が俺を見すえていた。怒りの表情すら、女の美び貌ぼうを際立たせるものでしかない。


    　短めの裾すそと体の線を強調するような濃紺の制服姿は、場合が場合でないなら、妙に煽せん情じよう的な姿だった。


    　俺は従うために椅子から立ち上がる、と身を翻ひるがえして逃走しようとした。


    　婦警は俺の行動を予測していたらしく、手を伸ばす。柔らかい手が逃げおくれた右手を摑つかんできた。同時に長く綺き麗れいな足を回転。応接机に立てかけておいた魔杖剣を蹴けりとばした。


    　脚線美に目を奪われていた一瞬、女は摑つかんだ俺の右手を逆手に取り、背後に回るようにして机の上に組みふせてきた。


    　婦警姿の女が腰から取りだしたのは、古めかしい合金製手て錠じよう。室内灯に鈍い光を反射させていた。


    「午後五時四十五分、攻こう性せい咒式士ガユス・レヴィナ・ソレル、あなたを逮たい捕ほします」


    　女が俺の右手を上げさせ、手錠を嵌はめようとした瞬間。俺は机から床へと前転して極きめられた腕間節を外す。体勢を崩した女の左手を、逆に俺が引きつけ、前に誘導する。


    　婦警が左手に持つ金属の輪が、自身の右手首で閉じられる音が響く。俺は跳ね上がりながら手錠の逆を引きよせ、棚たなの支柱に手錠をかける。


    　婦警の制服の女は自らの輪で囚とらわれてしまった。女の横顔には焦しよう燥そう。


    「なっ、警察にこんなことをしてどうする気？　ただではすみま……」


    「俺の心配をありがとう」女の細い顎あごに手をかける。「でも、婦警さんは自分の身の危険を考えるべきだね」


    　抵抗する動きを許さず、俺は真紅の唇を奪う。振りはらおうとする左手を摑み、女の背後に回る。そのまま右手を制服の下へと滑り入れていく。


    　意外に大きな胸が、掌てのひらの中で弾む。


    「や、やめ……」


    　もちろん俺が止やめるはずもないのです。今度は女のシャツの釦ボタンを外し、ブラの留め金を外し、雪原のような二つの丘きゆう陵りようを外気に晒さらす。滑らかな乳ち房ぶさを五指で摑む。


    　次第に抵抗が弱くなる女をこちらに振り向かせた。再び唇を奪おうとしたとき、女の緋ひ色いろの唇が冷静な言葉を放つ。


    「これって、ガユスは楽しいの？」


    「おそらく、ね」


    　固まってしまった俺に、恋人のジヴーニャの疑うような視線が突きささる。


    「会社が早くに終わって寄ってみたら、婦警の制服があるのが、まず悪い偶然だったね」


    「依頼者だった制服業者が、報ほう酬しゆう代わりに置いていったんだよ」


    　俺は正直に答える。


    「新品だし似合いそうだからあげるよと勧めたら、最初は嫌がりながらも最後は着てくれたジヴに敬礼」


    「実は、子供時代から婦警に憧れていたんだよね」


    　ジヴは自らの制服姿を見回すと、妙に短い裾すそが翻ひるがえる。ジヴが模も擬ぎ魔ま杖じよう短たん剣けんを抜いて、俺の鼻先に向ける。


    　凛りんとした美び貌ぼうのジヴが着ると、婦警姿と動作が妙に似合う。


    「ほら、やはりジヴも気に入っているみたいだね」


    「細部まで設定を決めて、逮たい捕ほごっこをして遊ぶ、まではいいけどね」魔杖短剣を腰に戻して続ける。「ガユスが変に興奮してきたから、妙な展開になったの。安やす手での桃色映画みたいな展開にね」


    　ジヴが自じ嘲ちようをこめて苦笑する。


    「まさか」ジヴの翡ひ翠すいの目に疑念が浮かび、俺を睨んでくる。「こういう展開がしたくて、わざと制服を置いていたんじゃないでしょうね？」


    「まさか」


    　俺は明後日あさっての方向、希望の方角へと視線を逸そらせた。


    「ジヴ、愛しあう二人といえども、性生活には変化が必要なのだよ」


    「変化というより、変態っぽい気がするけど？」


    　横目で確かめると、ジヴの瞳の温度は零れい下かに近くなっていた。意外とジヴは保守的だ。


    　俺は会話の間も乳ち房ぶさと先端を弄もてあそんでいた右手を、急速降下させる。気づいたジヴが身を[image: ]よじるのも構わずに、指先は帯を通り、ジヴの下着の中へと滑りこむ。指先が、柔らかな茂みに触れる。


    「と言うわりには、準備万端のようですけど？」


    「ば、馬鹿ガユスっ！」


    　耳まで赤く染めたジヴが、雷のような肘を放ってくる。しかし、俺が指先を動かした瞬間、体が前へと戻されてしまって不発。


    　俺の右手は、一刻も休まずにかわいがる勤勉さを見せた。声を堪こらえる恋人の耳元へ後ろから囁ささやく。


    「ジヴ、いいかな？」


    「怒るよっ!?」


    「どう怒るの？」


    「え？　ええと、こらっ、ダメだぞー」


    「かわいいね」


    　顔を覗のぞきこむと、ジヴが視線を逸そらす。了りよう承しようの合図に俺は内心で狂気乱舞。スカートの下に差しいれた手で、下着をずらしていく。


    　男の子に産んでくれてありがとうお母さん、と全力で感謝したくなる瞬間だ。


    　不愉快な電子音が鳴りひびき、俺とジヴの体が同時に硬直する。


    　机の上の携けい帯たい咒じゆ信しん機きが、不吉な唸うなり声をあげつづけていた。


    　無視して愛の行為を続けようとするが、無ぶ粋すいな呼びだし音は鳴りやまない。ジヴは乗り気ではなくなったらしく、俺の手を摑つかみ、スカートの下から追いだす。なんとなくだが、前にもこんなことがあったと記憶している。


    「電話に出たら？」


    「やだ」


    　ジヴは俺から離れ、腕の一振りで玩おも具ちやの手て錠じようを外した。膝まで下がった下着を、上まで戻しはじめた。


    　さよなら俺の青春。床を蹴けりたてて俺は応接机に近づく。正義の怒りを込めて携帯を取り、番号を確認。憤ふん怒ぬとともに耳に当てる。


    「てめえギギナっ、少しは時期を考えろ！　俺は今、天使を逃のがしたんだぞっ！」


    「私が知るわけがない。では、来い。仕事だ」


    　相棒からの通信を切った。俺が上着を引っつかみ外へと出ようとしたら、体が引きもどされる。振りかえると、ジヴが両手で俺の手を摑んでいた。


    　俺が「なに？」と尋ねると、ジヴは目を合わせようともせず下を向いていた。顔を覗きこもうとすると、小さな声を出す。


    「……その、お願いだから、手を拭ふいていって」


    「なんで？」


    　無言のジヴの靴くつが掲げられ、細い踵かかとが下ろされた。


    　踵は、俺の足の甲に突き刺さった。


    



    



    　俺は今日も憂ゆう鬱うつだった。足の甲は痛む。


    　信号までもが、意地悪に赤色を灯しやがった。バルコムＭＫⅥ七五年型の減速板を踏み停車する。


    　やはり衝撃吸収機構の調子が悪く、軋きしんだ音をたてる。拘こう束そくが充分でなかったらしく、後部荷台の各種咒じゆ式しき具ぐが崩れ、耳障りな音があがる。


    　やや遅れて、零こぼれた咒じゆ弾だん薬やつ莢きようが床に落ちた。澄んだ金属音が、どうでもいい音階を奏かなでる。


    　ようやく信号が変わり、最前列の車が直進する。次に前の車が右折していく。前の車に続いて、黒革貼りの操縦環ハンドルを廻して右折。直進して来る車と衝突しそうになり急停止。


    「呪われて死ね、うすらマヌケ」


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しにあるまじき非科学的な言葉を吐いてしまった。向こうも窓から左手を出し、中指を立てて走りさった。化学咒式第一階位〈燐舞ウコバ〉を組み、燐りんの炎で焼いてやろうと思ったが、止めた。


    「ガユス、前へ進め」


    　助手席で瞑めい目もくしていたギギナが、鋼製の声を投げつけてくる。信号が変わる前に車を進める。


    　ギギナが一九四五ミリメルトルという長身を屈めて座っているので、車内が狭く見える。おまけに兇きよう悪あく極まる形状の屠と竜りゆう刀とうネレトーを折りたたみ、胸に抱えている。狭さを上げる効果は倍増である。


    　精神科医なら、「お気に入りの毛布を手放さないのにも似た幼児性の現れ」だと分析するのだろうが、もちろん俺は言わない。


    「なにを苛いら々いらしている」


    　俺のことなど便利な咒式展開器具としか思っていない節ふしのあるギギナが、問いを続けた。たまに気温か湿度か、地磁気の影響なのかは不明だが相棒が問いかけてくる。べつになにも嬉うれしくはない。


    「俺は常に冷静だよ」


    　努力してギギナを責めておく。


    「ギギナが契約先の娼しよう館かんで暴れる咒式士たちを瞬時に制圧したのはいい。だが、壊れた設備の補ほ償しようを誰がするかで、俺を呼ぶな」


    「それが貴様の役目だ」


    「春先にあった事件で入った大きな収入で、事務所の経営が好転したのは一瞬だけだ。税金から控こう除じよされる経費もすでに昨日の時点で超過している」気が滅め入いる話を続ける。「早く大きな仕事が入らないと、最低限必要な咒式用の弾の購入すら赤字決済になる経営状態だ。少しは考えて生きてくれ。あとなるべくなら死んでくれ。部屋の隅っこで」


    　ギギナの無駄遣いと騒動だけが、憂ゆう鬱うつの原因ではないのだが。


    「俺よりおまえのほうが不機嫌に見える」


    「なにが、だ？」


    　ギギナの怪け訝げんそうな返答に俺は右折しながら片頰を歪ゆがめて答えてやる。


    「いや、最近、俺がおまえと同じ十三階梯になったことが面白くないんじゃないの？」


    　ギギナの美び貌ぼうの麗れい々れいしい眉まゆが、正確に三ミリメルトル跳ね上がった。右目の上下を跨またいだ蒼い龍と焰ほのおの刺いれ青ずみが身を[image: ]よじる。


    「俺を民間の攻性咒式士に誘ったのはギギナだ。戦闘の素しろ人うとだった俺を攻性咒式士へと鍛えあげたのもギギナだ」絶対に認めたくはないのだが、言わば師匠みたいなものでもある。続けておこう。「俺は最近昇格してそのギギナに並んだよな？　当然、無駄に高い矜きよう持じを持つドラッケン族の血を引くギギナにとって、愉快なはずもないだろう？」


    　しかしドラッケンは声を荒げて怒るわけにもいかない。怒れば認めることになる。


    「今だけだ」


    「今だけだ、ってすごーい負け惜しみ」


    　俺がギギナの声こえ真ま似ねをすると、鈍い金属音があがった。


    　ギギナが抜ばつ刀とうした剛化チタン製の鉈なたは、俺のかがめた頭上を薙ないでいく。車の内部補強骨格に刃を立て、そして瞬時に戻っていった。


    　いつものことである。ギギナが本気なら、この距離での抜刀が俺に躱かわせる力学的理由がない。


    「うるさい」と言うのが面倒なので、刀で警告してきたのだ。それが戦闘狩猟民族ドラッケンの流りゆう儀ぎだそうだ。早く滅べ、そんな腐れ民族。


    「すぐに置いていく」


    　ギギナは再び瞑めい目もくに戻った。右目の繊せん細さいな刺いれ青ずみが窓からの街の灯に映えた。俺は皮肉が言いたくなった。


    「人類がこのまま努力していけば、いつか蛙かえるや芋いも虫むしとも会話可能になる、と俺は自ら証明しているのだろうな」


    「貴様の不愉快さに耐えているのは私だ」


    「ギギナの相手をしている俺の超人的な忍耐力と努力を、国家が表彰するべきだと思うよ。金品で」


    　車はネレス通りを横切る。ほとんど車が走っていない道路を、加速していく。急加速に車輪の合成ゴムが焦げる。


    　汚お泥でいが煮立つような笑い声が横で響いた。


    「そうか、貴様の不機嫌の主原因は、あのジヴーニャとかいう女か」


    「なんのことだ？」


    　顔を見ずに返すが、現代人以前のギギナは妙に勘がいい。


    　ネレス通りといえば、恋人のジヴーニャが住んでいる高層住宅がある。連想して、ジヴの陽光色の髪と春の湖こ沼しようの瞳が脳のう裏りを掠かすめ、それが行動に出てしまったのかも知れない。戦闘嗜し好こう症のギギナごときに勘づかれたのは、痛恨事である。


    「ああそうだよ、不機嫌の元はジヴだよ」


    　先をうながすようにドラッケン族が黙ってやがるので、俺は半ば自や棄けぎみに話を続ける。


    「ジヴと愛しあうときにかぎって、ギギナに邪魔されるから不機嫌なんだよ。今日はようやく機嫌が良かったのに、それをおまえが……」


    「貴様の発情期の周期を私に把は握あくしておけと？　万年発情期である貴様のどこにそんな隙すきがあるのだ」


    　さらに乱暴に加速板を踏む。慣性の法則で運転席の背の革に背中が押しつけられる。ギギナといえば、隣で整った顔に爬は虫ちゆう類の表情で嗤わらっていやがる。


    「だから嫌だったんだよ」若干頭に来たのでギギナの急所を踏むことにした。「だが、自分の婚約者にとくに帰郷しなくて良し、とか言われるやつよりはマシだなぁ」


    　ギギナの凍った怒気が右隣から放射されるのを右頰に感じる。


    　ドラッケン族と母親のことでおちょくることと、酒が呑のめない事実と、婚約者の話は、ギギナの逆げき鱗りんを撫なでる自殺的話題である。


    「ガユスよ。今、なぜだか私にドラッケンの伝承にある死者の狩り手が告げてきて、貴様の寿命が突然今切れたのが分かった。葬式は十字教会式か？　イージェス教式か？　それとも生ゴミの日か？」


    「酒呑んで奥さんとドラッケンの血族とやらに聞けば？」


    　こちらも刺とげ々とげしい気分になっているので、喧けん嘩かを受ける。


    「前々から気づいて無視していたが、俺の不幸は、やはりすべてギギナが原因だ」


    　車内の雰ふん囲い気きは、最悪になっていた。


    　大地を揺るがす咒じゆ式しきを駆く使しし、〈異い貌ぼうのものども〉を打ち倒しても、我々は女性に振り回され、税金に苦しめられる、どこにでもいる人間なのだろう。


    　車が街を進んでいると、無線の呼びだし音が鳴った。冷戦を一旦休止し、出力に変える。


    「どこに居い腐くさるっ、この無能攻こう性せい咒式士の各種詰めあわせどもっ！　携帯を切るなっっ！」


    　銅ど鑼ら声ごえは、市役所の生活安全課のサザーラン課長だった。


    　続いていく声を無視して車を走らせる。俺の細胞内にあるゴルジ体の不格好さと、隣のミトコンドリアとの近所付きあいの悪さと、祖先のアメーバの国際的な株価不正操作疑惑を糾きゆう弾だんされたあたりで、精神耐性の限界に達した。


    　俺は急いで十イェン銅貨を受話器に当てて擦こする。


    「あーあー、誰ですか？　電波が混線していてよく聞きとれませんどーぞー」と丁てい寧ねいな作さ法ほうで無線を切ることにする。


    「聞こえないフリをするなっ違法生物っ！　スムルフ通り四丁目の消防署で違法な召しよう喚かん咒式が発動され、異貌のものどもの発現が確認されたっ！」


    　事件で俺の手が止まる。サザーランの怒声が車内に響く。


    「郡警察が突入するも制圧できず、警察本部の特化隊が来るまで間にあわないっ！　一番近い攻性咒式士、つまりおまえらが協力しろったらしろ！」


    　通信機の位置通知機能を切るのを忘れていた。隣を眺める。ギギナはまったくなにも聞こえていないという表情で、風景を眺めていた。俺が出るしかない。


    「えー、こちらソレルです。犯罪事件に首を突っこむと、また警察に嫌われますよ」


    「やっぱり聞いていやがったな、豚の尻好きの咒式士ども！　咒式犯罪は生活安全課の仕事でもある！　行けったら行けっ、ついでに死んで私を喜ばせろっ！」


    　壮絶な音とともに通信は切れた。俺は溜ため息いきを漏もらした。


    　操縦環ハンドルを回して、車体を百八十度転回させる。車を現場に向けながら、疲労しきった声を出す。


    「サザーラン課長の特技は、理り不ふ尽じんな怒りを何時間でも継続できることだな」


    　ギギナがうなずいた。


    「そういえば」ギギナの眉まゆ根ねが不愉快さを示し、歪ゆがんでいた。「午前中に小言を言いはじめ、昼食をとりながらさらに叱しつ責せきを続け、午後五時に役所が閉まって帰宅し、事務所に帰還しても電話をかけてきて罵ば倒とうするという前人未到の離れ業わざをやられたことがあるな」


    「実は、ギンネル社の世界記録管理室に、そのときの事実を記録申しん請せいしたことがある」


    　俺は告白する。


    「しかし、すでにラペトデス七都市同盟で、三十六時間三十二分十二秒怒鳴りつづけて死んだという僧そう侶りよの記録があるので、惜しくもそれは二位ですね、と言われ、俺は少し泣いたよ」


    「本人はまったく知らない世界第二位か」


    　俺は長い嘆たん息そく。ギギナは沈黙。車内の雰ふん囲い気きはこれ以上ないくらい最悪だ。


    



    



    　現場となっている夕方のスムルフ通りは、騒然としていた。


    　消防署の前には、警察車両が並んでいる。包囲網を作る警官たちが深刻な顔を並べていた。　封鎖帯の外では、安全圏で事態を見物する野次馬たちが無責任な視線を向けていた。


    　報道機関の派遣員が現場に近づこうとするが、警官たちは怒号をあげて制止している。


    「報道なめんな！　こっちは死んでも構わないから取材させろっ！」


    　叫び声を見ると、けしからん乳が見えた。警官隊相手に撮影機を振りかざしているのは、新聞記者見習いのアーゼルだった。


    「あ、ガユス！　こいつらを追いはらうのに協力して！」


    　アーゼルの声がかかるが、めんどくさいので無視しておこう。


    　俺とギギナは人波を搔かきわけて進む。現場の指揮本部らしき場所を見つけ、近づいていく。


    　無線に怒鳴っている、責任者らしい刑事がいた。無線を叩きつけるように戻した刑事が、俺たちの顔に気づく。襟えり章しようは銀の星せい紋もん一つに一本帯。いわゆる警部補階級だ。


    「くそっ、もう腐れ攻こう性せい咒じゆ式しき士しが嗅かぎつけてきたか」


    　ベイリック警部補の四角い顔には、深刻な事態への苦々しさがあった。そして、愚ぐ痴ちを聞いてくれそうな人物の登場への喜びも浮かんでいる。


    「警察が俺たちを愛していないことは知っているよ」俺はベイリックの前に立つ。「だが、俺の知るベイリックは、必要悪が、やはり必要だと知っている現実派だろう？」


    「たまにそちらの捜査を補助する見返りに、我らは情報を得る。持ちつ持たれつということだ」


    　俺とギギナの言葉に、ベイリックが苦い顔をする。


    「それで、どうなっている？」


    　俺とベイリック警部補の視線の先には、消防署があった。一階には赤い消防車や梯はし子ご車しやが巨大な獣のように身を潜ひそめている。夜も近い空に、四階建ての無味乾燥な建物がそびえていた。ベイリックの顎あごが、暗い正面口を示した。


    「なんとか逃げだした消防士が、ジノレイ消防署内で〈異い貌ぼうのものども〉が出現したと通報してきた。まだ宿直の消防士九人が取り残されているとだけ叫んで、意識を失った」


    「だとすると異貌のものども相手に、一般警察の出番はないな」


    　投光機に照らされる消防署を眺めつつ、俺は突入方法を考えていた。


    「有能な攻こう性せい咒じゆ式しき士しは、軍人にはなっても警察士や役人にはならないことが多いからな」


    　ベイリックが苦々しくつぶやく。


    「ジノレイ消防署か」


    　ギギナが建物を見上げたままつぶやいた。俺は気のない言葉を向ける。


    「消防署に興奮する変態趣味まであるのか？　放火は年三回までにしておけよ？」


    「一回でも多い」ギギナが続けた。「ただ、ここにはプレメレナがいた。赤い巻毛の女だ」


    「行く先々に、ギギナの女がいるような気がするな」


    　嫌な気分になってベイリックに視線を戻す。不満顔がお迎えしてくれた。


    「おまえたちの手は借りない。この程度の相手は警察が解決する」


    　強がるベイリックの意見に、ギギナが優雅な欠伸あくびをしていた。


    「私とガユスが積極的にやりたいわけではない。役所と険悪になりたくないし、報ほう酬しゆうが支払われるから義務で言ったまでだ。ラルゴンキン社か、警察の制圧部隊でも呼べばいい」


    　ベイリックは苦く渋じゆうに満ちた表情を浮かべた。


    「知らないだろうが、ラルゴンキン社は十五分前にルアン歯科で起きた同様の事件で、東に出はらっている」ベイリックが苦境を告げる。「警察の制圧部隊は、今け朝さ起きた北部の咒式爆破犯を包囲中だ。分隊の派は遣けん要請をしたが、到着にあと半時間はかかる」


    　ギギナはともかく、常識溢あふれる俺は経営好転のための目先の金が欲しい。なんとか事件に介入すべく揺さぶりをかけてみる。


    「では軍を呼べ。文句を言われることなしに戦術級咒式を派手に撃ちまくれるから、喜んで来てくれるさ」


    　ベイリックの暗い表情に嫌悪まで加味される。


    「歴史的な警察と軍の仲を知っているだろうが」


    「もちろん」俺は明るい声で答える。「ツェベルン龍りゆう皇おう国こくでは、七十二年前の二月二十四日に軍部の青年将校が決起した。制止しようとした警察と戦闘になり死者が出た。いわゆる〈禁きん橋きようの変へん〉以降、両者は非常に険悪というのが由ゆい緒しよ正しき伝統だったかな？」


    　俺は朗らかな表情で続けてやる。


    「つまりかわいそうなベイリック警部補は、警察という組織の面めん子つを裏切って軍に頼るか、もしくは縄張りの侵犯をしてくる役所の使いを頼るかを両りよう天てん秤びんにかけることになっているのさ」


    　苦々しい顔のベイリックに向けて、さらに言葉を続ける。俺が望む方向に決断しやすいように、天秤にもうひとつの受け皿と重しを作ってやるのだ。


    「ついでに、かわいそうなベイリック警部補には、迷っている時間があまり残っていない。熟考している間に内部の異貌のものどもが出てきて、周囲に死人が出たら、その慎重かつ冷静な判断を警視総そう監かんが表彰してくれるだろうよ」


    　俺は正しい忠告をしてやる。


    「その後、おまえはなぜか閑かん職しよくに廻まわされ、同どう僚りようや友人や行きつけの酒場の親おや父じになぜか疎うとまれ、奥さんと二人の子供はなぜか実家に永久に帰る。今でも撤てつ退たい中の髪の毛もなぜか後頭部まで退却し、自分の人生のどこが間違いだったかを煩はん悶もんする、愉快すぎる老後を送るだろうさ。いや、おめでとう。羨うらやましいよ」


    　俺の嫌味な祝しゆく辞じと鳴らない拍手。ベイリックの四角い顔に、人命保護の少しの正義感と、自己保身の成分が現れた。そして呻うめいた。


    「くそっ、だから攻こう性せい咒じゆ式しき士しは嫌いなんだよ。なんといっても、性格が最低最悪だ」


    「それは褒ほめ言葉にしかならないね。ま、市長と世論あたりが後で取りなしてくれるだろうさ」


    そういえば、咒式士学会機関誌『咒式の友』での性格の悪い咒式士投票で、四月号に続く五月号でも俺のような化学系咒式士がぶっちぎりで一位だった。俺にはよく理解できない話だ。


    　いまだ決断を逡しゆん巡じゆんしているベイリックの掌しよう中ちゆうで、無線端末がつながる。


    「……た、た、助けて……」


    「落ちつけ。内部はどうなっている!?」


    　ベイリックが問いかけるも、雑音が多い。


    「……我々の一般警察士の咒式と装備では！　敵は、は、まが……」


    　声に続いて、轟ごう音おんと悲鳴と絶叫が、無線端末と建物から長く長く響いた。


    　無線機からは、砂嵐の音が聞こえるだけだった。


    　俺とギギナは、ベイリックの苦く渋じゆうに満ちた顔を眺めていた。


    「どうする？　俺たちが行ったほうがいいような気がしてきたけど？」


    　正確に五秒が経過し、ベイリック警部補は顎あごを引いてうなずいた。


    



    



    　照明の電源が落ちた室内。ジノレイ消防署の内部は、仄ほの暗ぐらかった。


    　警察の先せん遣けん隊たいに破砕された正面扉と窓から零こぼれる落日、そして投光機の光だけが、室内に差しこんでいた。弱い光に室内の輪りん郭かくが浮かびあがる。


    　玄関のタイル床を靴くつ裏うらで慎重に踏みしめ、静かに歩む。


    　俺は魔ま杖じよう剣けん〈断罪者ヨルガ〉の柄つかを眺める。咒式弾だん倉そうの発射端子を確認すると、十三発全弾装そう塡てんされており、撃げき鉄てつも起こされている。


    　やや後方のギギナは、刀身だけで一〇七一ミリメルトル、片手持ち状態ですら全長一八四一ミリにもなる長大な屠と竜りゆう刀とうネレトーを下げていた。


    　二人の視線は、室内を左右に分けて、互いの視線の死角を補っていた。


    　知覚眼鏡クルークブリレに暗視機能まではつけていないが、室内を発光咒式で照らす愚は犯せない。ギギナの屠竜刀の咒じゆ弾だんが消費され、咒式を発動させる。


    　ギギナが俺に作動させた生体強化系咒式第一階位〈猫瞳バステ〉は、網もう膜まくの下の明るさを関知する桿かん状じよう体たい細さい胞ぼうを増加させた。猫類の目の奥にある輝板という器官で、通過した光を再び網もう膜まくへと反射。光を二度利用することによって、人間の視認限界光量の六分の一という暗所でも視界を確保する。


    　猫嫌いのギギナは、同様の効果を持つ生体強化系咒じゆ式しき第一階位〈梟瞳ミネル〉を展開している。


    　明めい瞭りようになってきた視界に人影が浮かび、思わず魔ま杖じよう剣けんを向ける。俺の足の乱れを即座に感知したギギナが、瞬時に振りかえる。


    「なんでもない。前を見ていろ」と手を振って告げると、ギギナが前方警戒に戻る。


    　俺が驚いた人影は、壁の鏡に映った自分の姿だった。少し伸びすぎた銅のような赤髪、青い瞳。下に続く細い鼻び梁りよう。鼻先に引っかかる知覚眼鏡クルークブリレと、いつも皮肉げに歪んでいる口くち許もと。顔色は気苦労のために良くなったことがない。


    　マヌケな行動を糊こ塗としようと、俺はギギナの横を抜ける。奥へと進む。


    　俺は後ろ手の左拳を開いて閉じ、前方を指で示し、奥の廊ろう下かへと進むようギギナに指示する。特殊部隊の制圧作戦ならば、大声を出しあって犯人を威い嚇かくしながら侵入するのだが、〈異い貌ぼうのものども〉相手に有効とは思えない。猫のように静かに進む奇襲作戦で行くべきなのだ。


    　咒式剣士として近接戦闘能力に優れるギギナが先行する。廊下の壁のやや左側に寄りつつ、狭い廊下を進んでゆく。俺はギギナの背中を追う。


    　知覚眼鏡クルークブリレに表示させた建築図面では、廊下の左奥に扉がある。消防士の詰め所は、扉の奥にある訓練室の先だ。


    　ギギナは廊下の曲がり角の壁に寄りかかる。刀の先を鏡として使い、左に曲がる廊下の先を確認。俺に向かって後ろ手で指を振り、続けと指示を出してきた。


    　無む造ぞう作さに歩むギギナの背中を追いかけ、角を曲がる。突きあたりの樹じゆ脂しタイルの床面には、紅の彩りがあった。鉄と塩の酸さん鼻びな臭気が加えられていた。


    　一人は廊下の床に足を投げだし、壁に寄りかかっていた。もう一人は奥で倒れている。都合二人の警察先せん遣けん隊たいの死体があった。


    　ギギナが周囲を警戒している間に、手前の死体を俺が検分する。


    　平均体重の人間の血液総量は約六リルトルと言われ、二リルトル以上の出血で失血死にいたるとされている。詳細に検分するまでもなく、限界以上の血ち潮しおが流れだしている。


    　死体が着こんでいた制服は、強化型アラミド繊維だった。鉄の五分の一の重量で三倍の強度を持ち、火薬式銃弾のほとんどを無効化するという強きよう靱じんな防ぼう御ぎよ力りよくに、四百度までの耐火性をも備える、郡警察の標準装備だ。


    「うえ、これはひどいな」


    　どのような衝撃が加わったのか、強化繊維の制服が引き裂かれていた。ついでに、小腸や肝かん臓ぞうが引きだされ、暗い廊下で残ざん酷こくな湯気をたてていた。


    　奥の床に倒れている死体に眼を向けると、こちらは損傷がまったくなかった。目や鼻や口から涙と体液を零こぼして、両手で喉のどを搔かきむしった姿で絶命していた。死因は毒か薬物か。二人の死者は、それぞれ物理力と咒式によって殺害されていた。


    「安月給でこんな死にざまをするなら、警官は割りにあわないな」死体の眼を閉じさせてやる。「元気に死んでも、遺族年金もクソも出ない俺たちよりはマシだろうが」


    　ギギナの瞳は咎とがめる色を帯びていた。


    「隠おん密みつ突入していたはずだが？　貴様のお喋しやべりぐせは不ふ治じの病だな」


    「はい、ギギナも喋ったので同罪」


    　ギギナが不愉快そのものといった表情。俺の目は、傍かたわらに落ちていたエリダナ郡警制式魔ま杖じよう剣けんのスルミ＆ウエスン三八式を詳細に眺める。


    　警察士の敢かん闘とうを示すように全六発を撃ちつくし、発射端子は空を指していた。


    　咒じゆ弾だんによる咒じゆ式しきが発射された方向を探す。奥にある金属製の扉が中から大きく歪ゆがんで開いていた。扉の向こうの壁では、突き立った槍が量りよう子し分解していくところだった。


    　ギギナと俺は、視線で互いの意思を交換した。足を進め、まったく同時に室内に突入する。室内の敵の待ち伏せを警戒して、魔杖剣を素早く四方に向ける。


    　部屋は消防士の訓練場らしく、小型の体育館ほどの高さと広さがあった。


    　コンクリ柱の間の闇には、紐ひもで重りを牽けん引いんする装置や重量上げ用の台が、不気味な凶器のように並んでいた。中二階の四方には、回かい廊ろうが備えつけられていた。


    　ギギナが屠と竜りゆう刀とうネレトーの刀身をさらに奥に向ける。


    　天井からは、消防士が昇り降りを鍛えるために使う綱が下がっていた。闇のなかで、綱が揺れていた。


    　俺は瞬時に飛びこみ前転で逃げる。背後から、室内を揺るがす派手な落下音が続いた。


    　振りかえりつつ、魔杖剣を向ける。強化コンクリの床には、隕いん石せきが衝突したような痕あとが穿うがたれていた。


    　目線を上げていく。原因となった巨大な全体を見上げることになった。人間の内臓を裏返したような表面。象ほどの巨きよ軀くを誇る球体だった。


    　肉色の表面で、呻うめき声があがる。


    　男、女、老人。肉色の球体の表面を、無数の人間の顔面が埋めつくしていた。苦痛の表情の間に、関節が[image: ]ねじ曲がった手や足が突きでている。


    　手や足は橙だいだい色の制服に包まれていた。逃げおくれた消防士たちが球体に取りこまれていたのだ。生理的嫌悪感で吐き気がする以上に、背筋に戦せん慄りつが走った。


    　いくら〈異い貌ぼうのものども〉といえども、ここまで生物学を完全無視した異常な姿をしたものはいない。


    「よりにもよって〈禍まがつ式しき〉とは、な」


    　俺が一歩後退すると同時に、球体前面の巨大な顔面の両目と唇が開かれた。穴から、目を閉じた人面が現れた。三つの人面は、すでに正気を失ったように弛し緩かんした笑みを浮かべていた。


    　人面たちが一斉に目を開けた。無機質な青い瞳の群れ。


    　るるほげらほげるるるううっっ！　


    　奇蹟的に破壊を免まぬがれていた棚たなや窓のガラスが、何十もの人面の哄こう笑しようや咆ほう哮こうで亀き裂れつを生じた。


    　悪夢の開幕だった。


    　嘔おう吐と感を抑えつつ、俺は魔ま杖じよう剣けんヨルガの引き金を絞しぼった。化学咒じゆ式しき第三階位〈爆ア炸イ吼ニ〉を前方に放つ。


    　トルエンにニトロ基きが三つ結合したトリニトロトルエン爆薬が炸さく裂れつ。秒速約六九〇〇メルトルほどの衝撃波と鋼はがねの破片が、室内の器具を破砕し、球体の禍まがつ式しきに殺到する。


    　排出された空から薬やつ莢きようが床に落ち、澄んだ音をたてた。爆煙の粉ふん塵じんを切り裂く影。


    　女の腕ほどの太さがある、長大な青い肉の鞭むちだった。触手をギギナの屠と竜りゆう刀とうが火花を発して迎げい撃げきした。


    　衝撃でギギナの靴くつが床に亀き裂れつを生む。刃を切りかえし、肉の鞭をガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刀身が切断。青い体液が撥はねる。


    　脊せき椎つい動物などの鉄とタンパク質からなるヘモグロビンではなく、銅を含む色素蛋たん白ぱく質しつの青黒い血液だった。腐った臓ぞう物もつのような臭気があがる。


    　切断された肉の鞭は人面の口こう腔こうへと収納された。爆煙を退け、肉につ塊かいの本体が迫ってくる。俺の〈爆ア炸イ吼ニ〉の直撃を受けても、禍つ式はほとんど無傷だった。


    「咒式干かん渉しよう結けつ界かいか！」


    　竜や禍つ式が持つ結界は、咒式の発動原理に干かん渉しようして、距離を置いて放つ攻こう性せい咒式の効果を阻害・減げん殺さいする。


    　つまりは、俺のような後衛役の咒式士の天敵。器具を破砕しながら、異い形ぎようの球体が突進してくる。


    　左右から青い舌の鞭が迫る。ギギナが後転して躱かわすが、触手はコンクリ柱を紙のように貫通。獲物を追跡する。


    　舌の鞭の穂先を、ギギナの刃が閃ひらめいて斬り落とす。急降下で襲ってくる舌を、左の裏拳で叩き折った。コンクリ柱を貫通するような一撃ですら素手で跳ね返す存在を、人間の範はん疇ちゆうに入れたくない。


    　だが、それは禍つ式の囮おとり攻撃。前面の人面が咒式を発動。三つの口腔から、黄緑がかった煙が吐きだされた。


    「化学咒式第一階位〈塩莫シエル〉だ！」


    　煙を避けるべく、ギギナと俺が急速後退する。


    　合成された塩えん素そはもっとも反応性に富み、強力な窒ちつ息そく性ガスでもある。人体への影響は臭いと刺激、目の損傷を生じさせ、なにより致死的に呼吸器を侵す。一リルトルの空気に〇・二五ミリグラムル加えられると三十分で犬を絶命させ、もっとも高濃度の時には気管支痙けい攣れんと反射性の呼吸低下が起こり、生物を数秒で絶命させる。しかし、四方には逃げ場がない。


    「ギギナっ！　上っ」


    　死の霧きりに囲まれながら俺は絶叫。自分の上方へと〈爆ア炸イ吼ニ〉を放つ。爆裂が天井を破砕。


    　耳を聾ろうする爆音と降りそそぐ瓦が礫れきの雨のなかを、ギギナが疾走。逞たくましい左腕で俺の胴を抱え、上方跳躍。


    　天井に開いた穴の断面から剝むきだしになった鉄骨を、ギギナの屠と竜りゆう刀とうが突き刺す。勢いのままに上方へ回転。穴を抜けて三階の床へ着地、二人して転がり急停止する。


    　ギギナと俺もガスで目から涙が出ていた。相手の咒じゆ式しきを瞬時に判断し、呼吸を停止していたため負傷は軽けい微びですんだ。


    　球体が吐いた塩素ガスは、比重が空気の二・五倍ほどあるため、上の階にまで広がらない。


    「しかし、禍まがつ式しきが相手とはな」


    　立ち上がる俺のつぶやきにギギナが返す。


    「古来、悪魔や魔神と呼ばれてきたが、現在は総じて禍つ式と呼称され、その咒じゆ力りよくは強大無比。その性質は伝承が示すように、限りなく異質で邪悪だ」ギギナが思い出していく。「咒式士たちの格言で、『竜と古き巨人と禍つ式と戦うくらいなら、実家に帰れ』と言われる相手だな」


    「何度か戦ったから知っているよ。だから帰りたい」


    　俺が弱音を漏もらすと同時に轟ごう音おん。背後に開いた穴の方向、三階の廊ろう下かを振りかえる。


    　白煙に浮かぶいくつもの青い光点。床や壁に突き刺さる青い舌。俺たちを追って、禍つ式が巨きよ軀くを押し上げてきたのだ。


    　超重量に廊下の床を軋きしませながら、前面の顔の群れから嫌な音が響く。次の瞬間、人面が青黒い肉と腱けんの尾を引いて射しや出しゆつされた。


    　俺とギギナは左右に分かれて回避。床や壁、天井を破壊しつつ球体が前進。表面からは顔面がまた射出される。地形が不利と判断し、俺たちは全速力で廊下を疾走。前方にはガラス窓。二人はそのまま突進。


    　ガラスと格子の破片をまき散らしながら消防署の外、空中へと飛び出る。足の下の空間を、肉色の首を伸ばした人面が飛ひ翔しようしていく。ギギナの屠竜刀が大きく円えん弧こを描き、異い形ぎようの触手を薙なぎはらった。


    　重力に引かれて落下。俺はコンクリ床に着地。衝撃を殺すために足裏から、膝、肘、肩、背中と転がる。口のなかに土が入る。


    　傍かたわらには、ドラッケン族が無音で着地していた。なにをしても美技になるギギナに腹が立つ。口の土を唾つばとともに吐きすてると、ギギナが笑っている。


    「ガユスよ、食物連鎖の順番をひとつ抜かすな。植物が土を喰って大きくなるまで待てないのか？」


    「次の世紀の食料問題を解決しているんだよ。パンがなければ土を食べればいいんだよ」


    　破砕音が響いた。


    　三階の窓ごと壁を破壊し、巨大な質量が降ってくる。


    　禍つ式が、四方に伸ばした人面を脚代わりにして着地。コンクリ床に激突した人面からは、呻うめき声と悲鳴があがっていた。


    　四方を消防署のビルに囲まれ、ヴォックル競技場の半分ほどの広さがある中庭。逃げ場のない闘技場で、俺とギギナと多顔面球体が対たい峙じしていた。


    　人々の悲鳴や怒号が遠く聞こえる。警察の投光機の光も届かず、戦闘の音だけが聞こえて不安なのだろう。どちらかというと、敵と直面している俺のほうが不安だが。


    　眼前の禍まがつ式しきは、俺たちが先の警察士たちのように簡単にはいかない相手だと警戒しはじめた。数十もある顔面から青い舌を閃ひらめかせて威い嚇かくしつつ、左方向へと動く。


    　移動のたびに、地面に擦こすられる人面から絶叫があがる。潰つぶれた眼球や鼻、千切れた唇や皮ひ膚ふが、青黒い血とともに床に軌跡を描く。


    「こいつを見ていると、なぜかは分からないけどギギナの寝顔を思い出すな」


    「同類とするな。そういえば貴様、女に寝顔がかわいいと言われるほうではないか？」


    　軽口を叩きつつ、俺たちも緩やかに左へと動く。禍つ式と俺たちは円の移動をする。


    「ギギナがなぜ知っている？」


    「起きている貴様に比べれば、まだ意識がないほうが我慢できるという論理的必然性だ」


    　ギギナの言葉を鼻先で笑ってやる。最近はドラッケン族も言うようになってきた。


    　禍つ式が奇声をあげる。円から直線へと軌道を変え、矢のごとく俺は突進する。


    　球体の裏側から放たれた人面の群れが左右へと伸びた。視界の外から、落雷のごとく迫ってくる。


    　俺は寸前で半回転。コンクリ床に歯を突き立てていく人面の大おお槌づちを躱かわす。さらに回転し、伸びきった首の内側に、勢いを乗せた魔ま杖じよう剣けんヨルガの刃を叩きこむ。


    　首の腱けんと筋肉が切断されていく手応えを感じる。


    　異界のものがあげる苦痛の叫び。伸びきっていた首に、飛ひ翔しようしていたギギナが着地。


    　屠と竜りゆう刀とうネレトーの長柄を伸ばし、全長一八四一ミリメルトルから、二九九〇ミリメルトルの両手持ちの槍という禍まが々まがしい姿を現す。間を置くことなく軸じく足あしを踏みこみ、瀑ばく布ふのごとき一刀を降らせる。


    　ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刀身が、球体状の肉につ塊かいの左上から叩きこまれた。悲鳴をあげる消防士たちの顔面を斜めに切断。一気に球体のなかほどまで刃が到達した。傷口からは、凄すさまじい量の青い体液が噴出する。


    「たたす、助けて、けてて！」「死に、死にた、たくなない！」「俺たちははこいつにに、取りこまれただけだけ！」


    　激痛で正気を取りもどした人面たちの、悲痛な懇こん願がんがあがる。青い目、緑の目、茶色の目が懇願していた。見知った顔に似ていたような気がして、堪たまらず俺は視線を逸そらした。


    「助けて、ギギナ……」


    　絶叫に女の声が混じり、ギギナの動きが停止する。


    　赤の巻毛、プレメレナらしき女の顔が浮かびあがっていた。眼から涙を零こぼして哀願する。


    「助けて……」


    「諦あきらめろ。貴様たちは助からない」


    　氷の声で言いはなったギギナが、屠竜刀ネレトーの引き金を絞しぼる。


    　生体強化系第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。咒式により、赤せつ筋きんと呼ばれる遅ち筋きん繊せん維いのクエン酸回路でグリコーゲン、グルコースに酸素を使用して最適効率で分解し、アデノシン三リン酸を生産。白はつ筋きんと呼ばれる速そつ筋きん繊維にあるクレアチンリン酸とアデノシン三リン酸を最適効率で使用し、ＡＴＰ─ＣＰ代たい謝しやによって収縮。強化された遅ち筋きんと中間筋繊維の間に、強力な神経伝達を行い、大量のクレアチンリン酸アデノシン三リン酸を合成。全身の強化筋肉が膨ぼう張ちよう。


    　肉球に深く食いこんだ刃に、さらなる剛力が込められる。残ざん酷こくな屠と竜りゆう刀とうが、絶叫するプレメレナの顔を、いくつもの顔面を縦断していく。


    　異界の球体は、この世ならぬ苦く鳴めいと青い体液を噴出させ、二つの半球に両断された。


    　二つになった球体は、残る人面を伸ばしてギギナを顎あごに捕らえようとする。だが、青い血の飛沫しぶきを背景に飛びのく姿も美しく、ドラッケン族の戦士は空に舞う。


    　人面が再生咒じゆ式しきを紡つむごうと、残る演算を開始。治ち癒ゆなどさせまいと、俺は化学鋼こう成せい系咒式第二階位〈矛槍射ベリン〉を発動。


    　咒式で生みだされた、十数条の鋼はがねの槍が高速射しや出しゆつ。対戦車砲弾なみの威力を秘めた鋭利な金属が、人面の眼がん窩かや口こう腔こうごと半球の骨格を貫通。コンクリの地面へと串くし刺ざしにする。


    　発光する組そ成せい式しきが砕け、伸びていた首が痙けい攣れんし、落下した。人面たちの青い目の光も消失し、完全沈黙した。


    「〈異い貌ぼうのものども〉であるがゆえの弱点だな」俺は止めていた息を吐く。「攻こう性せい咒式士であれば、装備や使用した咒式から後衛役の俺が囮おとりで、ギギナが致命の斬ざん撃げきを加える前衛役と気づいただろう。だが、異界からの訪問者には戦術が理解できなかった」


    「だとすれば、ガユスにしては、私の足を引っ張らない程度には戦術を理解しているようだ」


    　ギギナが死体の向かい側に立っていた。


    「とどめは主人公が刺すというが、脇役は大変だね」


    「どうやら、貴様とは刃で話しあいをしなければならないようだ」


    　俺の右足首に衝撃が加わった。感じたときには、引きずられ倒れていた。


    　足首には、青い舌が蛇へびのように一回転半巻きついていた。舌の反対側は、串刺しから逃れた唯一の人面の口へと続いている。


    「まだ生きていやがるのかっ！」


    　反射的に咒式を編もうとした瞬間、蛇が万力のように締まり、俺の右足首の骨が砕けた。乾いた音と痛覚が瞬時に脳のう髄ずいに達し、苦痛に仰のけ反ぞることしかできなかった。


    　ギギナが刃を抱えて走る。


    　だが、足首を絞めた舌先がさらに伸びた。ギギナの刃より、俺の頭部を貫通する舌の槍のほうが一瞬速い。


    　いかん、死ぬ。それよりギギナの目前で死ぬのは嫌だな、と思った。


    　迫る舌の穂先が消失。青い筋肉と血管の断面が見えた。


    　一拍遅れて、濡れた音。


    　視線で追うと、中庭の壁に青い血の花弁が咲いていた。切断された舌の先が叩きつけられていたのだ。青い鮮血で壁を濡らしつつ、舌は地面に落下した。


    　救い主は、俺の右足首の横、コンクリ床に突き刺さっていた。投げられた手斧が舌を切断していたのだ。


    　俺とギギナと禍まがつ式しきが射しや出しゆつ点を探し、一斉に見上げる。消防署の屋上から影が飛び下りる瞬間だった。


    　禍つ式の両断された左右の半球の縁に、左右の足が着地。闖ちん入にゆう者しやは、ギギナが作った切断面に巨大な槍そう斧ふを叩き込む。


    　魔ま杖じよう槍斧の引き金を引き、咒じゆ式しきを発動。化学鋼こう成せい系咒式第三階位〈赫錏哭叫ハウレス〉が炸さく裂れつ。アルミニウムと鉄酸化物が、マグネシウムを炸さく薬やくとした燃焼で金属還元熱反応を励れい起き。


    　酸化鉄がアルミニウムで還元されて鉄を生じるときの、目も眩くらむ凄すさまじい光と火花が炸裂。金属をも溶接する三千度の高熱が発生。左右の半球の断面を、灼しやく熱ねつの舌で舐なめつくす。


    　金属が燃える刺激臭と、凄まじい悪臭が周囲に漂った。球体を埋めつくす人面の鼻び孔こうと口こう腔こうから、炎と蒸気が噴出。青い眼球がそれぞれの方向へと激しく動く。


    　人面の瞳どう孔こうから、急速に意思の光が消えた。ついに禍つ式が絶命した。


    　残ざん酷こくなまでに確実な処刑を行った人物は、長大な槍斧を引きぬいた。長い柄を半回転させ、青い血液を払った。


    「禍つ式を相手にするときは、脳や心臓のすべてを破壊しないかぎりは生命活動を停止しない。ジオルグに習わなかったのか？」


    　声の主は、死し骸がいから降りる。男は小山のように巨大な肉体を誇っていた。厚い胸板と筋肉の束のような腕を積せき層そう鎧よろいで覆おおっていた。鼻も口も大きな男だった。


    　だが、度ど外はずれた巨漢にありがちな鈍重さは、いっさい感じられない。鳶とび色の瞳は深い知性を宿していた。


    「ラルゴンキンか、もう一方の事件に出ていると聞いたが？」


    　俺は皮肉ぎみに吐きすてる。


    「あちらも禍つ式が出現していたが、一分で殲せん滅めつした。おまえたちが泣きそうだと聞いてこちらへ急行したのさ」


    　片目を閉じて笑ったのは、ラルゴンキン・バスカークだった。


    　エリダナ市を含むエリウス自治郡でも最大の咒じゆ式しき士し会社、ラルゴンキン咒式士事務所の所長にして、エリダナ最強咒式士の称号をギギナと分けあう男だ。


    　俺が礼だかなんだかを口から出そうとすると、ラルゴンキンは床に突き立つ手て斧おのに手をかけた。


    　巨漢の動きが止まる。ラルゴンキンの厚い胸板に、ネレトーの刃が突きつけられていた。


    「友人を救った者に対して、それがドラッケン族の礼れい儀ぎか？」


    　深く響くような声に、ギギナが無言で刃を引く。


    「友人がこの場に存在しない事実は置いておき、貴様も礼儀を考えたほうがいい」


    　巨漢のラルゴンキンが顔だけを背後に向ける。背中に届く寸前に、長大な舌の槍があった。


    　女の手首の太さほどもある舌に、紫電をまとった鞭むちが幾重にも巻きついていた。雷は、俺の魔杖剣につながっていた。電でん磁じ雷らい撃げき系咒式第二階位〈雷霆鞭フユル・フー〉が、禍つ式の奇襲を阻止したのだ。舌が感電し、炭化して落下した。


    　瀕ひん死しの一撃を受けずにすんだ巨漢は、表情を変えなかった。


    「おまえたちに花を持たせたのさ」


    　手て斧おのを引きぬくラルゴンキンの言葉は、苦しまぎれには聞こえなかった。ラルゴンキンが脇に抱えていた魔ま杖じよう槍そう斧ふが、いつの間にか消えていた。


    　魔杖槍斧の分厚い刃は、焼け焦げた死し骸がいから分離していた小さな人面に刺さっていた。禍まがつ式しきの本体なのだろう。凄すさまじい生命力だった。


    　死にゆく人面が、左右に分かれていく。


    「……イは、すデに……ハじ……」


    　唇は声にならない言葉を紡つむぐも、人面が完全に分断されて途中で途切れた。


    「〈夜会は、すでにはじまっている〉とは、どういうことだ？」


    　唇の動きを口に出してみた。俺の疑問にギギナもラルゴンキンも答えなかった。ギギナの眼差しは、禍つ式の死骸へと向かうラルゴンキンを睨にらんでいた。


    　禍つ式の半球と分離した人面の輪りん郭かくが崩くずれた。まるで砂か灰のように分解していく。


    　予測によると、禍つ式の本体は異界の情報体とされ、この世界の物質を取りこむことによって物質化する。そのため、死後に分解現象が起こるらしい。


    　くだらないことを思い出している間にも、禍つ式の死骸の崩ほう壊かいが進む。死骸は砂山になっていった。


    「禍つ式が街中にこれほど出現するなど、珍しいことがあるとは思わないか？」


    　砂山に突き刺さった魔杖槍斧を引きぬき、ラルゴンキンが告げた。


    「さあな」


    　俺には分からない。砕けた右足首が痛いが、我慢して立っておく。


    「だが、おまえのような人間離れした化け物もいることだし、ありえないこともなかろう」


    　吐きすてるギギナと、ラルゴンキンが向かいあう。


    　一九四センチという長身のギギナより、まだ頭一つほどラルゴンキンの方が高く、二一七センチもあるそうだ。


    　肩の三角筋に腕の上腕二頭筋、胸板の大だい胸きよう筋に太ふと腿ももの大だい腿たい四頭筋肉。肉体を構成する部品のすべてが巨大で太い。


    　ギギナに倍する厚さと太さの体たい軀くを誇るラルゴンキンは、まさに歩く重戦車に見えた。ドラッケン族と並ぶ戦闘民族、ランドック人の身体だ。


    　ギギナとラルゴンキン、二人の咒じゆ式しき戦士の視線が絡みあう。


    「だが本当に奇妙な事態だ」


    　ギギナの視線を受けながすように、ラルゴンキンがつぶやく。


    「三日前にもオダル退役軍人会館に禍つ式が出現しているし、今日も一体を片付けてきた。今月に入って禍つ式の出現が四件も続いている」


    　なにかに思いを巡めぐらすように、巨漢が続けた。


    「これが、なにかの前触れでなければいいがな」


    　ラルゴンキンは巨大な姿を反転させた。魔ま杖じよう槍そう斧ふを肩に担ぎ、小山のような影を揺らしながら、去っていった。


    　俺とギギナは、巨大な背中をただ見送るだけだった。


    　遠くから、ベイリック警部補の号令と軍ぐん靴かの音が聞こえた。ようやく警察と制圧部隊が突入してきたようだ。


    　落日はすでに地平線の彼方かなたに沈みかけ、空は赤黒くなっていた。


    　もちろん、不吉さを示す光景ではない。青系の光が散乱で失われ、透過しやすい赤系の光が目に届くという単なる物理現象だ。


    　肌寒い夜風が吹きはじめた。


    　風は、禍まがつ式しきだった灰を吹きちらしていった。


    



    



    　工場の内部。部屋には小さな蛍光灯の光だけがあった。


    　か細い光の下で、工作機械や製造途中の製品が輪りん郭かくを覗のぞかせている。


    　機械の間、闇に点々と並ぶ姿があった。浅黒い肌をした男たちは、そろって魔ま杖じよう剣けんを腰に下げ、険しい目を並べていた。


    　男たちの目は、蛍光灯が照らす一点を見つめている。


    　部屋の中央で、男は椅い子すに縛しばられていた。周囲の男たちと同じ、浅黒い肌をしていた。男が必死に身を[image: ]よじるも、椅子の背や脚ごと幾重にも巻きついた鎖は解けない。


    「なぜこんなことをする！　私を誰だと思っている！」


    　縛られた男は、椅子の上で叫ぶ。ウルムン語だがツェベルン系の発音の叫びだった。


    「私は〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の党首、ゼムンだ！　おまえたちを率いてきた党首だぞ！」


    　ゼムンが叫ぶも、周囲の戦士たちは動かない。直立不動のままで立っている。


    「あなたは党首ではない」


    　錆さびた男の声が響いた。ゼムンが視線を動かすと、部屋の奥の闇に人影が立っていた。


    「そ、んな、おまえは……」


    　人影が歩む。歴戦の将軍のような、重々しい足取りだった。周囲に立つ[image: ]光の戦線の戦士たちが、居住まいを正し、魔杖剣に手をかけた。刃を少しだけ抜いて戻す金属音が響く。絶対の忠誠を捧げる将軍を迎える、砂漠の戦士たちの挨あい拶さつだった。


    　彼らの畏い敬けいの念は、すべてこの人物に向けられていた。


    「死んだ、はず。死んだはず、だ……」


    　長身の人影が、椅子に縛られたゼムンの前に立つ。男の背中越しに、ゼムンの目が驚きよう愕がくに見開かれていく。瞳には恐怖が塗りこめられていた。


    「あなたは背信によって処しよ罰ばつされる。今から前党首になってもらう」


    　人影が長身を屈かがめる。ゼムンに顔を近づける。互いの息がかかるほどの接近だった。ゼムンは恐怖で硬直していた。人影の右手が掲げられる。指先には青い燐りん光こうが宿っていた。膨ぼう大だいな咒じゆ印いん組そ成せい式しきが描かれている。


    「最後は我らのために役立ってもらおう」


    　長身の将軍の唇がゼムンに触れ、悲鳴を抑える。同時に指先の青い咒じゆ式しきがゼムンの顔に殺到していく。咒式とともに濛もう々もうとした白煙があがり、ついにあがるゼムンの凄すさまじい絶叫と激しく床に擦こすれる椅い子すの音が室内に響く。


    　肉が焦げる悪臭が充満するが、周囲の男たちは動かない。強制されたように、ゼムンの処刑を凝視していた。


    　悲鳴をあげるゼムンから、長身が顔を離す。白煙のなかに隠れた顔で、双そう眸ぼうが緑の光を放っていた。苦痛を堪こらえるように、人影は顔を右手で抑える。


    「あとの処置は任せる。時期が来るまで生かしておけ」


    　砂漠の国の戦士たちが動き、白煙に包まれたゼムンを抑える。縛りあげた椅子ごと部屋の奥へと運んでいく。ゼムンと悲鳴は扉の奥へと連れ去られた。扉が閉じ、静寂が生まれる。


    「ナジク、ナバロ」


    　人影は背後の闇へ声を投げかけた。呼びかけで、闇から男たちが歩み出る。精せい悍かんな顔をした長身の男と、巨漢だった。二人の面おも影かげは似ていた。


    「これより、災さい厄やくを呼びよせる」


    　将軍が錆さびた声で告げた。


    「おまえたちの命をもらうぞ」


    「元より、覚悟はできている」


    　長身の男が迷いもなく肯定した。


    「俺もナジク兄貴に同じだ」


    　巨漢も大きな手で自らの胸を叩いて肯定した。


    　二人の覚悟を聞いて、将軍がうなずく。周囲の戦士たちも、無言で賛成していた。


    　手袋に包まれた右手が上がっていく。指先に朧おぼろな光が宿る。青い燐りん光こうは凄まじく複雑な咒印組成式だった。


    　続く左手に掲げられたのは、蠢うごめく生物だった。八本脚を蠢かせる獰どう猛もうな蜘く蛛もに、長い体を[image: ]よじる猛毒の蛇だった。蜘蛛が牙を鳴らし、蛇の鱗うろこが濡れた輝きを見せていた。


    「復ふく讐しゆうを開始する。鉄槌は暁あかつきの光とともに！」


    　闇を切り裂く光が放たれた。青白い光の帯が、兄弟へと襲いかかる。


    　将軍が咒式を紡つむいでいく。


    「これが最初の呼び声だ」


    　膨ぼう大だいな咒式が、二人の兄弟を包む。組成式が光の糸となって、繭まゆのように二人を包む。孵ふ化かを待つように、光の繭は脈動する。


    「次は死神を呼びこむ」


    　咒式士の声が、朗ろう々ろうと響く。


    　世界を呪うように、


    　そして、祈りのように。


    　白煙に覆おおわれた唇は、自らの言動を笑うように歪ゆがんでいた。

  


  
    二章　凶きょう兆ちょう


    



    　　　　　　　　　　　　人はどうでもいい対象については無関心である。


    　　　　　　　　　　　　賛美も誹ひ謗ぼうも、服従も反抗も対象に関心があって初めて発生する。


    　　　　　　　　　　　　無関心こそが、人を破壊する最高の手段だろう。


    
      アスプ・カル・ダロウズ「怪物の肖像画」　皇こう暦れき四九三年

    


    



    



    　虜りよ囚しゆうであるはずのレメディウスの生活は、変化していた。


    　ナリシアが食事を運び、レメディウスが食べる間だけ話をするという奇妙な習慣が続いていた。


    　ナリシアに請こわれるままに、レメディウスはツェベルン龍りゆう皇おう国こくの生活、遠いラペトデス七都市同盟や東方諸国家について語る。青年が語る異国の話を、ナリシアはなにより喜んだ。


    　レメディウス自身はあまり縁がなかったが、貴婦人の最新の衣装や、豪華な舞踏会の様子の説明に、ナリシアは緑の目を輝かせて聞きいっていた。


    　砂漠の国の牢ろう獄ごくで少女に向かって話をしている自分に、レメディウスは不思議な感慨を抱いていた。


    　ラズエル財団の嫡ちやく子し、また数すう法ほう咒じゆ式しき博士として咒式技術部門を統とう括かつしているときとは違いすぎた。部下を叱しつ咤たし、眉み間けんに皺しわを寄せて咒印組そ成せい式しきを構築してはやり直し、また構築してと、毎日が砂のように過ぎさっていくだけだった。


    　だが今は、ナリシアと話すという緩やかな生活が続いている。


    「ツェベルン龍りゆう皇おう国こくっていい国なんだね」


    　ナリシアの声で、レメディウスの思考が現実に引きもどされる。鉄てつ格ごう子しの向こうで膝を抱える少女が、異国へと思いを馳はせていた。


    「そう？　僕には良くない思い出しかないよ」


    　レメディウスの瞳が、窓を見上げる。牢獄の窓からは、故郷に続く青空があった。


    　あの国では、自分は優秀な技術者としか思われていなかった。いくらでも交換が利く、便利で高価なだけの部品のひとつだった。


    　数少ない血縁たる叔お母ばのカルプルニアにしても、最高の利益を生み出す技術者、会社の跡継ぎ以上の感情を抱いてくれているとは思えなかった。


    　ナリシアは虜りよ囚しゆうと同じように高い窓を見上げていた。


    「だって、このウルムンと違って、誰も意味なく殺されたり死んだりしないんでしょ？」ナリシアの目に寂しい翳かげりが射した。「偉い人の悪口を言っても、税金を払えなくても殺されない。誰も飢うえで死んだり、女の人が売られたりしなくてもいいんでしょ？　まるでお話のなかの理想郷みたいだよ」


    　悲しい羨せん望ぼうの言葉に、レメディウスは自分の思いを恥じた。


    　どれほど腐敗した近代国家でも、近代以前のウルムン共和国よりは上等だった。


    　ウルムンの独裁者であるドーチェッタだけの理想に賛同しない、できない人民は、不適応者として排除されていくのだ。


    　目の前のナリシアも、そして少女の仲間でレメディウスを誘ゆう拐かいした〈[image: ]しよ光こうの戦線〉も、ドーチェッタに反対する人々の集まりなのだろう。


    「いつか、あたしもツェベルン龍皇国に行きたいな」


    　寂しげなナリシアの笑顔があった。


    「そしてレメディウスと、オリエラルって大きな川のほとりを歩いてみたいな」


    　レメディウスは静かにうなずいた。


    　少女の願いが叶えられることなど絶対にないことを知りながらも、うなずくことしかできなかった。


    



    



    　朝のエリダナを単車で進み、事務所に向かう。途中、ホートンの軽食屋に寄って朝食を買う。


    　珈コー琲ヒーを飲みつつ、ポロック揚げができるのを待つ。


    　店の前にある椅い子すに座って、五月十九日のエリシュオン紙を広げる。


    「郡警察、違法召しよう喚かん咒じゆ式しきによる召喚生物を殲せん滅めつし、咒じゆ式しき士し殺害事件を解決。ベイリック警部補の警察隊突入、および市役所生活保護安全課の協力への決断に、警察署長賞が授じゆ与よされる。また、殉じゆん職しよくした警察士二名の葬そう儀ぎは十九日に行われる予定、か」


    　まあ、こんなものだ。


    　実際は、警察の前に俺とギギナが突入していた。さらには俺たちとラルゴンキンが召喚された禍まがつ式しきを抹まつ殺さつしていた。都合の悪い事実は報道されないが、我ながら上う手まく立ちまわれた。あとは市当局からの入金を待つだけである。


    「できたぞ」


    　ホートンからポロック揚げを受けとる。


    「そして今日もお楽しみのホートン占いがはじま……」


    　ホートンの声を遮さえぎるような足音。店の前にある椅子に、腰を下ろす人影。汚れた軍ぐん靴か。濃緑色の軍用のパンツに同色の袖そでなしのシャツ。赤毛が頭とともにうなだれている。首から下がっているのは撮影機材。そして乳。すぐに知りあいの女だと分かった。


    「ああ、アーゼルか」


    「……ああ、ガユスか。よく会うね」


    　上げられた女の顔は、あいかわらず化け粧しようっけがなくそばかすが薄く浮いていた。疲労ゆえか、表情は憔しよう悴すいしていた。


    「こんな状態で私だとよく分かったね」


    「一発で分かるよ」


    　俺は珈コー琲ヒーを持っている手で、アーゼルの襟元から見える胸の谷間を指し示す。そこだけ日焼けしていない白はく磁じの肌が妙に扇せん情じよう的だった。


    「だから、ここだけ見るなっての」


    　アーゼルがシャツの襟元を手でそろえた。残念。俺は珈琲を啜すする。


    「お疲れの様子だけど、大丈夫か？」


    「それよ、それ」アーゼルは指で俺が見ている新聞を差す。「禍つ式事件を追って、徹夜だったのよ。夜に入にゆう稿こうして、続報を追ってすぐに飛びだしたからね」


    　膨ふくれあがる好奇心が、疲労しているはずのアーゼルの大きな瞳を輝かせはじめる。


    「事件記者も大変そうだな」


    「事件時の警察に、そのような強力な咒式戦力があったか疑問だから、追及していたの。警察は自分たちの功績にしているけど、民間の攻こう性せい咒式士の介入があったと考えるのが普通じゃない？」


    　鋭い。


    「そういえば、あなたも攻性咒式士よね。昨日は現場にいたし、なにか知らない？」


    　鋭すぎる。


    「昨夜は見物していただけだ。俺は民間事件が専門でね。大きな事件には関わらないよ」


    「……それもそうね」


    　肝かん心じんなところでアーゼルの直感が働いてくれなくて助かる。アーゼルは攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしての俺をあまり知らず、評価していないからだろう。


    　なんにしろ、こういう事件に関わった場合は警察と市当局の面めん子つをつぶさないほうがいい。


    　警察と軍、市と司法、企業にまで渦うず巻まく、ツェベルン龍りゆう皇おう国こく派やラペトデス七都市同盟派の勢力争いに巻きこまれないようにしないと、こちらの命が危ない。


    　音。アーゼルの腹が鳴る。恥ずかしそうに女は、肩を落とす。


    「ほら、これを食うか？」


    　できたてのポロック揚げを鼻先に下げてやる。


    「食う！」


    　嚙かみつきにくる口から、ポロック揚げを引く。


    「一回犯やらせてくれたらね」


    「おまえな～」


    　凄すさまじい目で睨にらまれる。


    「噓だって。ほら、やるよ」


    　アーゼルに包み紙を投げる。アーゼルが齧かじる。本当に空腹だったらしい。一個をすぐに平らげたので、すぐにもう一個を投げてやる。


    「どうでもいいけどさ、ガユス。あんたは彼女持ちなのに軽々しく誘いをかけるわけ？」


    「じゃあ、今別れたことにすれば犯らせてくれるわけ？」


    　俺もポロック揚げを齧りながら問いかえす。アーゼルは少し迷った。おや、脈ありかな？　


    「嫌ですよーだ」アーゼルは舌を出して拒否してきた「ガユスはどうせ、すぐにあのジヴーニャさんって人に戻るのが分かっているからね」


    「あれ？　ジヴを紹介したことがあったか？」


    「前、ツァマト社に取材にいったときに会った。ご飯くれた。いい人」


    「アホの判断基準だが、それだと俺もいい人になるな」


    「ガユスは下心があるからダメ」


    　アーゼルの瞳に、真ま面じ目めな色が混じる。


    「その人、大切にしてあげなよ」


    「ああ」


    　恥ずかしい言葉に、珈コー琲ヒーを飲みながらでも恥ずかしい愚直さで答える。


    「よし、エネルギー補給完了」跳ねるようにアーゼルが立ち上がり、撮影機材を抱える。「取材に行きますか」


    「今から禍まがつ式しき事件か？」


    「ひとつの事件だけを追っているわけないじゃない。どうやらこのエリダナで〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉が動いているという情報もあってね」


    「遠いウルムン共和国の反政府組織だったかな？　そいつらが来ているのか？」


    「うん。目的は分からないけど、情報の確度は確からしい」


    　アーゼルの瞳に報道関係者とは違う、一人の人間としての悲哀が混じる。


    「でもまぁ、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の気持ちも分からないでもないわ。一回取材に行ったことがあるけど、あれはひっどい国だよ」


    　アーゼルが語る。


    「国家元首のドーチェッタという男は、もともとは数すう法ほう咒じゆ式しき士しだった。強引さはあったけど、国のことを考える男だったらしいわね。だけど、選挙で選ばれて大統領になってから、だんだんとおかしくなってきちゃってね」


    「お決まりの独裁。そこから発生する圧政に貧困に格差か」


    　俺の予想にアーゼルがうなずく。


    「あれは経験し実際に見たものでないと分からないと思う」


    　俺はアーゼルの視線に倣ならって、西の空を見る。遠い砂漠の国に思いを馳はせる。


    　遠い砂漠の国で民が独裁者の圧政に苦しみ、貧困に喘あえいでいるのは事実だろう。だが、俺には言葉以上のことは分からない。俺自身も飢うえ渇き、苦しんだことがあるが、同じではない。


    「原因はなんだろうな」


    「さあね」


    　アーゼルが考えこむ。


    「たぶんだけど、絶望に負けちゃったのよ。どうにもならないウルムンという国に、人々に」


    　女の悲しい瞳に、俺は声をかけてしまいたくなった。


    「おまえもあまり無茶をするなよ」


    「分かっている。本当に心配なのはガユスのほうよ」


    「だろうな」


    「じゃ、ポロック揚げをありがとさん」


    　アーゼルは片手を上げて、去っていった。


    



    



    　事務所に到着した俺は、応接椅い子すに新聞や請求書の束たばを投げておく。


    　同時に旧式な携けい帯たい咒じゆ信しん機きが着信を告げる。画面を見ると、銀行の口座へと入金があった。


    　沈黙。


    　応接の椅子に座りながら番号を押して呼びだす。相手が出た瞬間に、怒りを押し隠して疑問を投げつける。


    「あのー、誠まことにすいませんがサザーラン課長。この振りこみ額は規定報ほう酬しゆうに四二％ほど足りていませんが、なにかの間違いなのではないでしょうか？」


    「んなわけないだろうが。それでいいのだよソレル君」


    　市局の責任者が叫んだ。


    「あの禍まがつ式しきの駆く除じよは君たちが勝手に、いわゆる善意でやったことだ。つまり我々が報酬を支払う理由にはならない。むしろこの金額は温情である」


    「それはおかしいのでは？　俺たちは課長からの依頼で……」


    「ほう、それではその依頼の契約書はどこにある？」


    　俺の舌は続く言葉を紡つむぐのを止めた。サザーランは次から次へと嫌がらせをよく考えるものだ。わけの分からない説教がまたまた始まりそうだったので、通信を切った。


    　新聞の続きを見る。春先から続いていたザッハドを真ま似ねた連続殺人事件は、カフェイル州から隣のグニルダ州でも発生し、州間警察の捜査本部が設置されることになった。


    　地下資源や稀き少しよう金属の鉱山を多数抱える西方のウルムン共和国では、ドーチェッタ大統領による祭典が近いとあった。同時に国内の反政府活動組織の活動も活発化しているそうだ。


    　独裁政権がまだ続くなら、地下資源や稀少金属関係の株を買っておくと事務所経営の足しになるかもしれないな。


    　次の芸能・競技面では、ヴォックル競技の強豪チーム、ゲオルグスの司令塔アッパイオがクラップスへ、ファランクスの年間最優秀選手賞受賞のイハーラがシグルスへと電撃移籍するという驚きよう愕がくの会見記事が出ていた。


    　どうせなら、俺の愛するオラクルズへと移籍して欲しかった。


    　三月の十三連敗という怒ど濤とうの敗北は、誰の目にもあきらかだ。チーム構成は悪くないのだが、アッパイオのような司令塔に恵まれていないため、戦術が徹底されていないからなのだ。


    　我がオラクルズは、今期の補強に早くも乗り遅れているようだ。すでに来年に期待するしかないのかもしれない。


    　役目を終えた新聞を机に放りなげようとすると、奥から騒音が響いてくる。


    　私室の扉を抜ける。目の前では、相棒のギギナが床に座りこんでいた。


    　ドラッケン族特有の清流のような白銀の髪に、鉄てつ定じよう規ぎを差している。鮮血色の唇に咥くわえられていたのは、工作用の金かな釘くぎだった。片手に握る金かな槌づちすら、天上の戦士の雄お々おしい美を引きたてる飾りにしかならない。


    　ようするに大工作業中だ。心底から興味がないけど、聞いてみることにした。


    「ギギナ、昨日からなにを作っているんだ？」


    　木製の立方体に釘を打ちこみながら、ギギナが返してくる。


    「棚たな。私の息子とも言う」


    「無機物を血縁に加えるなよ。遺産の相続問題がこじれる」


    　よく考えると、俺がなぜこの男と組んでいるのか、まったく思い出せない。なにかあったような気もするのだが。


    　思い出そうとしていると、ギギナが鋼はがね色の双そう眸ぼうを上げた。


    「今日は作業に専念したいのだが、予定は？」


    「午後には、警察へ昨日あった事件の報告書を提出」脳内で、予定表を検けん索さく。「それにもうすぐ依頼者が来るという早朝の伝言があったな。名前は名乗らなかったが、ある企業のお偉いさんらしい感じだ」


    「詳細を聞いておけ」


    　言いすてたギギナは、再び棚たなに目を落とす。手は金かな槌づちを振るう。


    「報告書も事務も俺が全部やっているだろうが。文句があるならおまえがやれ」


    「ドラッケン族に無理を言うな。私は戦闘担当、貴様はその他の担当。私は斬きる担当、貴様は痛みを引きうける担当。私は勝利が担当、貴様は画面の端で、驚きながら泡吹いて解説をする担当だ」


    　俺は新聞を丸めてギギナに投げつける。怒りの投とう擲てきを、ギギナが首を曲げて避よける。


    　背後で何かが砕ける音。横に立てかけてあった木材が倒れて、ギギナが作っている棚にぶつかり、それぞれの部品に戻るような音だった。


    　ような、ではなく、現実もそうだった。


    　道徳の教科書の表紙のように無表情なギギナの顔が、背後に向けられていく。そして砕けた棚を見つめる。前へと帰ってきたのは、背景効果に炎を宿した破壊神の顔だった。


    「壊した、な」


    　平坦なギギナの声が、心臓に痛い。


    「いや、考えかたによっては、増やしてあげたと言うべきではないだろうか？」


    　座った状態から、腰の筋力だけでギギナが跳躍。次の瞬間には、屠と竜りゆう刀とうネレトーと魔ま杖じよう剣けんヨルガが激突。火花を散乱させつつ、鍔つば迫ぜりあいをしていた。


    「貴様も増やしてやろう。百か二百か、どのくらいがいい？」


    「うわ、ちょい待ちギギナ、冷静になれ！　冷静になることが無理なら、よく考えろ。あの棚の木材など、一〇〇イェン均一で買ったようなものだろうが！」


    　ギギナの瞳どう孔こうがなにかを思い出すように右上に向かい、俺へと戻る。


    「冷静に計算しても、やはり貴様の命より高いではないか」


    「おまえの頭の中にある不等式には断固として抗議しておく！」


    　ギギナの剛力を載せた屠竜刀が、魔杖剣を押しこんでくる。鼻先まで刃が近づいてきた。


    「では、真実を告げよう、実は、俺はガユスの双ふた子ごの兄であるガユシだ」


    　ギギナの目に逡しゆん巡じゆんする光が浮かび、刃にかかる圧力が減じた。次の瞬間、さらなる剛力が刀身にかかってくる。


    「たとえそうであろうとも、棚を壊した人物は今ここにいる貴様だろうが」


    「おまえ今、一瞬だけ本当かどうかと考えただろう？　わーいバーカ」


    　俺のおちょくり癖は、死の危険があろうとも止まらない。ギギナの刃がさらに迫る。


    「安心して死ね。これも異文化交流だ」


    「斬ざん新しんな異文化交流だなって、どうしておまえは、いつもいつもバカの斬新さを極めようとしているんだ！」


    　刃が押しこまれ、俺の首筋へと接近してきた。頸けい動どう脈みやくに冷たい金属が触れる。


    　うわぁ、この人、本気で俺を殺す気？


    「やめて！」


    　室内の空気を震わす悲鳴に、俺とギギナが振りかえる。


    　事務所の前に、ジヴが立っていた。緑の瞳は恐怖に見開かれ、握りしめた手が震えていた。


    　裏口の電でん子し錠じようの合あい鍵かぎをジヴに渡していたのだが、なんという間の悪い瞬間に！


    　ジヴは駆けだした。俺とギギナの刃の間に、体を割りこませる。二人の刃が離れる。


    　俺の前でジヴが両手を広げて、ギギナへと立ちはだかる。


    「貴様も斬きり殺されたいのか？」


    　吐き捨てるギギナの瞳に、ジヴの姿が映っていた。ジヴは、幼子を守る母のような必死の表情を浮かべていた。


    　耳が痛くなるような静せい謐ひつが続いた。


    「あの、ジヴ……」


    　華きや奢しやなジヴに庇かばわれている自分が恥ずかしくなった。ジヴは俺の言葉も聞こえないように、ギギナと対たい峙じしていた。根負けしたように、ギギナが刃を背中の鞘さやに収める。


    「……ジヴーニャにクエロ、貴様はいつも女の背に隠れているな」


    　ギギナが皮肉な笑みを残して、応接室へと去っていった。


    　ジヴの緑の双そう眸ぼうは、ドラッケン族が消えていった扉を睨にらみつけていた。


    　完全に姿が消えてから、大きな息を吐いた。ジヴの膝が震え、その場に崩くずれ落ちる。俺の手は、彼女の震える細い体を支える。


    「怖かった～」


    「無茶をするなよ。べつにギギナだって、本気で俺を殺そうとしているわけじゃないんだから」俺は付け足しておく。「……たぶん、おそらくだけど」


    「でも」彼女は俺を真正面から見つめる。「あの光景を見たら、普通はびっくりするよ？」


    　ジヴの責めるような緑の瞳に、俺の目も泳ぐ。


    　なんとなく気づいていたのだが、俺の感性はギギナに浸食されて、ちょっと別次元の方向へと進んでいるようだ。


    「お母様に、つきあう友だちはよく選びなさいって言われたことないの？」


    「俺の友人のほうが、そう言われることが多かったからね」


    　ジヴの緑の眼は、救いようがないと主張していた。


    「それより、こんな時間にジヴが事務所に来るなんて珍しいね？」


    「会社に出る前に、少しガユスの困り顔が見たくなったのよ」


    「本当？」


    「噓うそ。出勤のついでなだけですよ～だ」


    　俺の腕のなかで、大たい輪りんの薔ば薇らのようにジヴが微ほほ笑えんだ。


    「そうか、噓か」と答えつつ、彼女の唇を奪う。


    　ジヴの自宅から勤務先のツァマト第二ビルまでの間に、この事務所は位置していない。かわいい噓だった。顔を離すとジヴの瞳があった。


    「それで、ギギナさんの言っていたクエロって誰？」


    「え、ああ攻こう性せい咒じゆ式しき士しの同どう僚りようで……」俺の胸に甘い痛みが刺さる。隠しても仕方がない。「そして俺の昔の女だ」


    　現実に戻ると、眼前のジヴの眉まゆ根ねに皺しわが刻まれていた。慌あわてて言葉を足す。


    「今はジヴだけだ」


    　俺は気分を変えるように、ジヴと唇を重ねる。離すと、眼から怒りの色が消えていた。上う手まく誤ご魔ま化かせたようだ。玄関からは、呼よび鈴りんを模した電子音が響く。


    「依頼人か。もう来たのか」言いつつ時計を見ると、約束より三十分も早い。


    「では、私は会社に行きますか」


    　ジヴが俺の手から逃のがれ、悪いた戯ずらめいた微ほほ笑えみとともに裏口へと去っていく。


    「あまり危険なことをしないでね？」


    　真ま面じ目めなジヴの忠告が投げかけられた。俺がうなずくと、ジヴは安心した表情を浮かべた。ジヴの後ろ姿は裏口へと消えていった。


    　重い溜ため息いきを落としつつ、応接室へと向かう。向こうから俺を呼びにきたギギナの顔を見上げることになる。


    「女は帰ったのか」


    「ギギナ、ジヴに手を出すなよ」


    　俺の本気の威い嚇かくに、ギギナが整った鼻先で笑う。


    「誇りあるドラッケン族は、〈異い貌ぼうのものども〉を狩っても女の猟などしない」


    　真顔になって続けた。


    「向こうが私の食卓に進んで上ってくれば、美お味いしくいただくがな」


    「その可能性はないね。絶対にないね」


    　俺はギギナを視線で殺すように睨にらむ。再び電子音が鳴ったので、客を迎えに向かった。


    　凝こっている首筋を触ると、濡れていた。掌てのひらを見ると、薄く血が滲にじんでいた。


    



    



    　俺とギギナが座る応接椅い子すの向かいに、老婦人と男が座っていた。


    「私はグニルダ州の攻性咒式士、エグルド・ラス・グリシドと申します」


    　腰を上げて、男が名乗った。手を差しだしてくる。


    「いちおう、交こう渉しようや外国問題専門の攻性咒式士です」


    「俺とギギナは看板にあるとおりだ」


    　簡単に挨あい拶さつを返すが、求められた握手は拒否しておく。黒い背広の上に、栗くり色の髪と瞳の特徴のない顔が乗っている。男は一見、攻性咒式士には見えない。だが、エグルドの腰の魔ま杖じよう剣けんは、歴戦の人生を物語るように使いこまれていた。


    　老婦人は背筋を伸ばして座っている。俺が淹いれた珈コー琲ヒーを無表情に飲んでいる姿は、超然としていた。


    　高価さを感じさせない品の良い服で身を包んでいる。深い皺しわが刻まれた顔は、若いときはさぞ男どもを翻ほん弄ろうしただろう美び貌ぼうの跡を留めていた。男が腰を戻して、老貴婦人を紹介する。


    「こちらの貴婦人は、カルプルニア・レヴィナケス・ラズエル。依頼の御本人です」


    　カルプルニアがうなずく。この場の主は、男ではなく老貴婦人カルプルニアだった。


    「名前から分かるように、私はラズエル財団の代表としてここに参りました」


    「ラズエル財団？　ああ、ラズエル機関のラズエル社のことか？」


    「そのとおり」


    　エグルドが微ほほ笑えんだ。


    「ラズエル咒じゆ式しき総合社は、本社従業員九千人、系列企業で十万人。全系列企業の先年度の売上は一兆イェンを越える、皇おう国こく有数の巨大企業です。数すう法ほう系咒式による咒式制せい御ぎよ系や情報計測器などが主力製品ですが、車や船せん舶ぱくに〈擬クン人スツ〉も扱い、系列銀行までをそろえています」エグルドが俺たちを見て笑う。「つまりここにおられるカルプルニアさんは、本当は君たちが会えるような人物ではな……」


    「エグルド、そこまででよろしい」


    　カルプルニアが窘たしなめると、エグルドが恐縮したように黙りこむ。


    　本当に、眼前の老貴婦人がラズエル家の当主であるらしい。


    　信じられないほどの重要人物だ。興味がなさそうなギギナに、俺が補足しておく。


    「ラズエル財団を知らなくても、ラズエルの製品は有名だろう？」


    「ああ、分かる。良い機関部を作る企業だ」


    「さらには、嫡ちやく子しレメディウス咒式博士が〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉に誘ゆう拐かいされたまま行方不明だろうが」


    「ああ、あれか」


    　ギギナの無む造ぞう作さな返答に、老婦人カルプルニアが苦い顔をした。小脇に置いていた小さな鞄かばんに、手を入れる。


    「実は、依頼とは我が甥おい、そのレメディウス博士の誘拐についてのことです」


    　カルプルニアが鞄のなかから取りだしたものを、机の上に置く。


    　写真には、一人の青年の姿が映っていた。


    　気弱そうな緑の瞳に、金色の長い髪。繊せん細さいそうな一人の青年、レメディウス博士が気恥ずかしそうに微笑んでいた。


    　俺とギギナは顔を見あわせる。カルプルニアが依頼を話しはじめる。


    「知ってのように、二年前にウルムン共和国へと出張していた我が甥、レメディウス博士の誘拐事件が起こりました」老貴婦人が淡々と告げた。「実は、警察が身みの代しろ金きん受け渡しのときにレメディウスの確保と[image: ]光の鉄槌、いや、そのころは〈[image: ]光の戦線〉と名乗っていた組織の検挙を計画したのですが、失敗しました」　


    　カルプルニアの老いた顔には鎮ちん痛つうな表情があった。言葉が絶えた主人に変わり、控えていたエグルドが言葉の後を継ぐ。


    「しかし、ラズエル咒式総合社は頼りない警察を無視し、専門家である私を傭やとって[image: ]光の鉄槌と水面下の交こう渉しようを続けました。そして、ついに今け朝さになって取引の合意に成功しました」


    　エグルドの顔には得意げなものがあった。


    「二日後の五月二十一日、レメディウス博士と身みの代しろ金きん二十億イェンとの交換をすることに決定しました」


    「に、二十億イェン？」


    　あまりに大きな金額だ。俺の頭脳が計算を始める。それだけあれば、ジヴと南の島で一生豪勢に暮らせるだろう。


    「それで、その人質と身代金の交換話に私とガユスがどう関わってくるのだ？」


    　俺の妄もう想そうをギギナの声が引きもどす。エグルドは懐ふところから煙草たばこの箱を取りだした。


    「実は、カルプルニア刀と自じは、私だけでの交渉が不安だと言われましてね。君たちガユス氏とギギナ氏、つまり交渉の場たるエリダナにおける、最強の咒じゆ式しき士しも同席させたいということですよ」


    　苦々しげなエグルドは、箱の尻を破って一本の煙草を指に挟はさむ。


    「私の横で喫煙を許した覚えはありませんが？」


    　カルプルニアが声を放った。エグルドの顔に、さらに苦々しい表情が閃ひらめくが、おどけた動作で肩をすくめた。男は素直に煙草を箱に戻す。どこまでも主人と犬の関係らしい。


    「二日後とは、あまりに急すぎませんか？」


    　俺の問いにカルプルニアの顔が曇る。


    「ドラッケンの諺ことわざにはこうある」ギギナが告げた。「準備ができないということは、失敗を準備しているのと同じである、と」


    　俺は思わずギギナの顔を覗のぞきこんだ。恐ろしくまともなことを、ギギナが言ったことに驚いてしまった。カルプルニアが淡々と告げる。


    「我が社の保安部門には、十一階かい梯ていまでの咒式士しかおりません」


    　カルプルニアの炯けい々けいとした眼が、俺とギギナを見据えていた。


    「我々にはあなたがたが必要です。無理を通すだけの報ほう酬しゆうは上乗せするつもりです」


    　カルプルニアは、隣のエグルドを一いち瞥べつし、俺たちへと視線を戻す。


    　老婦人の表情が主張している内心は分かる。交こう渉しようの専門家であるエグルドの主導で話が進むことが気に入らないのだろう。俺としても考えるべきことがある。


    「大きなお話なので、少しこちらだけで相談してもよろしいですか？」


    　俺の言葉に老婦人が重々しくうなずく。俺はギギナを引っ張りながら、奥の私室兼事務室兼倉庫に入り、後ろ手に扉を閉める。


    　棚たなに寄りかかったギギナが口を開く。


    「こういう政治が絡んだ話は、それこそラルゴンキンやパンハイマの仕事のはずだ。我々に回すのはおかしくないか？」


    　俺はしばらく考える。結論は簡単に出た。


    「ラルゴンキンは市委い託たくの咒式士事務所で警察に近いから、違法な交渉には向かない。パンハイマはツァマト社寄りであるし、それ以前に人格的な問題が大きすぎる」相手の事情を察していく。「つまり俺たちのような個人事務所が適任だ」


    　ギギナはまだ不満げな顔をしている。俺は説得を続ける。


    「いいかギギナ、事務所の財政は相変わらず逼ひつ迫ぱくしている。誰の責任とは言わないが」


    「なんとなく言っている気がするが？」


    「幻聴だ。音速で記憶を失え。そしてラズエル咒じゆ式しき総合社からの依頼という、上客の仕事を断ることは得策ではない」


    「上客の割りのいい依頼にこそ裏がある。以前にあった、酔すい狂きような枢すう機き卿けい長ちようの事件を忘れたのか？」


    　痛みに襲われて、俺の舌は言葉を紡つむげない。経験上、急に入る大仕事は要注意である。たいていの場合において、事態が悪化してから持ちこまれるからだ。しかし、反論するしかない。


    「たしかに、あれは生涯最大の失策だった」苦い思い出を振りきる。「だが、今回は破壊活動組織が相手とはいえ、ただの交渉だ。危険だが裏はないだろう？」


    　ギギナに不ふ承しよう不ぶ承しよううなずかせた。結論が出た俺たちは応接室へ戻る。


    「この依頼は、受けていただけますのでしょうか？」


    　椅い子すに座った老婦人が問いかけてきた。俺は商人の笑顔で肯定した。


    　机の上にある写真のなかでは、気弱そうなレメディウス青年の微ほほ笑えみが浮かびつづけていた。


    



    



    　エリダナ郡東警察署。俺とギギナの前に立つ巨大な石造りの建造物には、御ご大たい層そうな文字でそう書かれている。


    　エリダナの西にあるのに東署となっているのは、ツェベルン龍りゆう皇おう国こく地区の東端に位置するからだ。ついでに言えば、後からできたエリダナ東岸のラペトデス七都市同盟側の警察署は中央署となっていて、同盟側の皮肉が効いている。市内において、警察が分ぶん裂れつしていることの現れであろう。


    　人々が行き交っている玄関を潜くぐり、内部へと入っていく。騒然とした空気に変わる。


    　連行されていく犯罪者が文句を喚わめいていた。無表情に警官の警棒が振り下ろされると、罪人は悲鳴をあげる。


    　左右を通りすぎる私し娼しようたちが、俺に煽せん情じよう的な視線を送る。しかし、隣のギギナの美び貌ぼうに気づくと、麻ま痺ひしたように足を止めてしまう。


    　重じゆう咒じゆ式しき武装が耳障りな音をたて、驚いた犯罪者や一般人が道を開ける。警察の咒式特化制圧部隊が帰還していくところだった。


    　喧けん噪そうの間を抜けていく。受付に座る不機嫌そうな婦警へと近づき、ベイリック警部補の居場所を尋ねる。


    　内線で調べる制服姿の美人婦警を見ていても、べつに俺はなにも思わない。ジヴという至高の素材と、俺の浪ろ漫まんが合体した芸術には遠く及ばないからだ。


    　不機嫌な態度のままで、婦警はベイリックが四階の会議室で待っていることを知らせた。ギギナに対応させるべきだった。俺は礼を言うこともなく、待っていたギギナとともに階段を上がる。


    　今どき自動昇降機エレベーターがないのは、ここか、絞こう首しゆ刑けいの階段か、俺たちの事務所くらいのものである。そのすべてが似たようなものだろう。


    　四階に到着。右折して会議室の扉を叩く。ベイリックの返答より前に、扉を開けて入る。


    　会議室というには気恥ずかしい広さの室内には、長方形の机。同じ比率の長方形である顔のベイリック警部補がいた。


    　横手の椅い子すには、巨体を背広に包んだラルゴンキンが座っていやがった。ベイリックは、巨漢が存在しないように話しかけてくる。


    「そういえばガユス、イアンゴが今年もヴォックル競技で賭かけるかと言っていたぞ」


    　俺は口の端はを歪ゆがめて笑った。ついでに、ジノレイ消防署事件の報告書の束を投げつけてやる。ベイリックが書類を受けとめる。


    「もちろん賭けるさ。イアンゴがタルフォルズの勝利に賭けるかぎり、俺とおまえが損するはずはない」


    「そのとおりだ。俺もイアンゴから巻きあげる賭け金で、毎年妻と愛人への贈り物ができるのだからな」


    　ベイリックも俺と同じような笑みを浮かべている。俺は本題に入る。


    「それで、ラルゴンキンがどうしてここにいる？」


    「怒るな。とりあえずそこに座ってくれ」


    　ベイリックが軽く言いやがった。合板の机を挟んだ、反対側の椅子に俺が座り、ギギナは窓際の壁に背を預けた。


    「そういえば、貴様との勝負がまだついていなかったな」


    　ドラッケン族の戦士の瞳に獰どう猛もうな光が宿り、気まずい沈黙が部屋に満ちる。


    　ギギナとラルゴンキンの仲の悪さも相当なものだ。


    「一年半ほど前に、二人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しが仕事で衝突したことがあったな。剣けん舞まい士しであるギギナと重じゆう機き槍そう士しであるラルゴンキンの小型戦車砲なみの拳での殴なぐりあいは、周囲のすべてを破壊するほど壮絶なものだったか」


    　俺がつぶやくと、二人の間の圧力が増す。なんとか和なごやかにしようと続ける。


    「経験と剛力と防ぼう御ぎよ力りよくのラルゴンキン、破壊力と速度と獰猛さのギギナの激突は、結局、引き分けだったか」


    　ラルゴンキンが部下の肩を借りて退たい却きやくし、ギギナは俺や仲間が総掛かりで引きずって逃走した。判定では、僅きん差さでギギナの負けかもしれない。理解しているだけに、ギギナの顔に不愉快さが増す。和やかにするなど無理だ。


    「二日連続で貴様の顔を見て、不愉快だ。今ここで、長年の決着をつけるのもいいだろう」


    　ギギナの声に本物の殺意が含まれはじめ、室内温度が急激に下がる。


    　警察署で暴れるバカはいない。ただし、ドラッケン族とギギナを除いて、だ。最悪の条件は、目の前で二つとも満たされている。


    　俺は事態を収しゆう拾しゆうさせる言葉を探し、ベイリックにいたっては椅い子すから腰を浮かしていた。緊迫した空気のなか、平然とした顔でラルゴンキンが無ぶ精しよう髭ひげを撫なでていた。小箱を取りだし、並んでいる葉巻を手にとる。箱からすると、ハガラ産の最高級の葉巻だった。


    「そう意識されると照れるものだな。私を前に緊張しなくてもよいものだが」


    「誰が緊張するか」


    「だろうな。そして、ギギナも私のような年寄りと本気でやろうとするな。私はもう年なのだから、労いたわってくれ」


    　ラルゴンキンの道化ふざけた笑みに、鼻を鳴らしたギギナが顔を逸そらす。さすがに大人げない自分に気づかされたのだ。ラルゴンキンが葉巻を咥くわえるが、火はつけない。


    「この部屋は禁煙だが？」と俺は顎あごで部屋の標識を示す。


    「だから火はつけない」


    「訳が分からない趣味と理屈だな」


    「そういえば、ガユスも十三階かい梯ていになったそうだな。おめでとうと言っておこう」


    　正面に座るラルゴンキンが、太い唇で快活に笑う。本当に嬉うれしそうなので、俺はいつもの皮肉を返す気が失せた。


    　一連のやりとりで、少し空気が和やわらいだ。ベイリックが止めていた息を吐く。


    　年の功とか言うものだろうか、ラルゴンキンはこういう調整が巧うまい。さすがにエリダナの本店だけで、三十人近い高位攻こう性せい咒じゆ式しき士しを束ねる男だった。


    「書類を届けさせてまで、一人山脈のラルゴンキンと会わせた理由は何だ？」


    　視線を横に振ると、ベイリックは四角い顔で黙っている。


    「これでも、中年男の恥じらいを微ほほ笑えましいと思える特殊趣味はないのだが？」


    「ベイリックが言いにくいなら、私から言うが？」


    　俺とラルゴンキンが交互にうながす。


    「まずはこの図を見てくれ」


    　ようやく決心したのか、ベイリックが座ったままで指を振った。背後の壁から、電子音とともに画面が浮かびあがる。


    　壁には、中央に大河を配置し、複雑な川や水路が入り組んだ港街、エリダナの地図が映しだされた。続いて映像のエリダナの四箇所に、立体光学映像が浮かびあがる。事件の状況や被害者の概要が立体表示されていく。


    「一連の事件か」


    「知ってのように、エリダナでは禍まがつ式しき発生による殺人事件が、昨日のものもあわせて四件も起こっている」


    　四つの事件を示す光点を眺める。


    「それで？」


    「こういう〈異い貌ぼうのものども〉の事件には、警察の咒式特化制圧部隊で対処するのだが、別件もあってどうにも力と手が足りない。そこで、そこのラルゴンキン咒式士事務所に協力を仰あおげという市長の要請があってな」


    　ベイリックの苦々しそうな言葉を、ラルゴンキンが継いだ。


    「我がラルゴンキン社でも充分に対処できるのだが、そうは言っても、やはり我が社は同盟側が本拠地だ。西岸、龍りゆう皇おう国こく地区のおまえたちの力も借りて共同戦線を張りたいと提案したいのだが？」


    　ラルゴンキンからの意外な申し出だった。俺とギギナはお互いに視線を投げて確認する。禍まがつ式しき事件に巻きこまれることは不愉快だが、遊んでもいいかもしれない。


    「金が支払われるなら、共きよう闘とうも構わない」


    　俺が意見を代表するべきだろう。


    「しかし、俺たちの事務所は二人だけの弱小事務所だ。ラルゴンキン事務所と釣りあいを取るなら、緋ひのパンハイマが率いる事務所のほうにすると思うが？」


    　巨漢の顔に、少し不愉快なものが掠かすめる。


    　ラルゴンキンとパンハイマは互いに商しよう売ばい仇がたきだし、個人的にも仲が悪い。エリダナ最悪の性格の、あのパンハイマという腐れ女と仲のいい人間がいるとは思えない。


    　ギギナにラルゴンキン、パンハイマにイムホテプと、エリダナにおける十三階かい梯ていの攻こう性せい咒じゆ式しき士し全員が全員を敵視していると言ったほうが早い。


    　だからこそ、仕事の成功率を上げるためにしかたなく組む相手に、一番弱小で御ぎよしやすい俺たちを選んだのだろう。今の俺の発言で、ラルゴンキンが一方的に強く出ることが不可能になった。


    「ついでに言うと、大きな企業との契約もあって忙しいんだよね～」


    　ラルゴンキンより、ベイリック警部補の目が笑ってやがる。


    　しまった、これは蛇足だった。本当に契約があるのだが、普段が普段なだけに信しん憑ぴよう性がないのだ。


    　契約書を見せてやりたいが、ラズエル社に絶対に秘密厳守と言われているのが辛つらい。


    　太い腕を組んだまま、ラルゴンキンは思考していた。巨漢はやがて結論を出した。


    「そちらの条件をなんでも飲もう」


    　今度は俺が一撃を喰らったような気分になった。意外にもラルゴンキンが折れやがった。


    　壁に背を預けたままのギギナが、複雑な表情を浮かべていた。


    　強大な相手を倒すほど、ドラッケン族としての名めい誉よが上がり、自らの戦闘欲が満たされる。


    　だが、一方でラルゴンキンと組むのは気に入らない。どちらの表情を浮かべるべきか、結論が出ないのだろう。


    　俺がなんとか拒否する理屈を考えようとすると、ベイリックが手を打った。


    「それでは決まりだな。ラルゴンキン事務所が禍つ式掃そう討とうを担当し、アシュレイ・ブフ＆ソレル事務所が補佐する。これで厄介ごとがようやくひとつ減った」


    　ラルゴンキンが机越しに大きな手を出してきた。俺は握手を無視する。


    　巨漢は不敵な笑みを浮かべて手をさらに伸ばした。分厚い掌てのひらが俺の手を摑つかみ、強引に握手した。物もの凄すごい力で痛かった。


    　ラルゴンキンが立ち上がる。それだけで、天井が低く見えた。最後まで吸わなかった葉巻をゴミ箱に捨てた。


    「では頼りにしているよ」


    　ラルゴンキンは巨体を揺らして会議室から出ていった。書類を抱えたベイリック警部補が続いた。


    　俺たちもさっさと出ていくことにする。ラルゴンキンと仲良く下りるのは嫌なので、刑事課へと向かうベイリックとともに廊ろう下かを歩くことになる。


    「ガユスよ不ふ貞て腐くされるな。大きな仕事を受けて、悪いこともあるまい」


    「ラルゴンキンと協力することが嫌なんだよ」


    「そちらはそうだろうが、警察にしてみれば本当に肩の荷が下りたよ」


    　ベイリックが肩を回す。仕事相手であり悪友でもある顔には、疲労の翳かげりがあった。


    「エリダナには、ウルムンの破壊活動組織とやらが潜入したり、指名手配の武器商人パルムウェイが再び戻ったという情報まで入ってきたりしている。正直なところ、警察だけでは対処しきれない」


    　ベイリックは笑って言った。俺たちが反対の階段へと向かおうとすると、ベイリックが足を止めていた。瞳は階段の窓から見える外を眺めていた。


    「本当にエリダナはどうなっているのだか」


    　俺はしばらく考えて、返答してやった。


    「年々クソったれた街になっているだけだ」


    　ベイリックは愉快そうに笑って去った。


    　傍かたわらのギギナは退屈そうに欠伸あくびをしていただけだった。


    



    



    　優しい月光を拒否するように、エリダナの街の灯が煌こう々こうと灯る夜。


    　灯を敷きつめた街を睥へい睨げいするかのように、天に届けとばかりにそびえ立つ建造物。石造りの壁、補修用の足場。


    　エリダナの一角にそびえる高い時計塔だった。しかし、時間を刻むべき文字盤の針は停止していた。


    　夜風が吹きぬける文字盤の上、エリダナを見下ろす鐘しよう楼ろうに、二つの影があった。


    　鐘楼には、積せき層そう鎧よろいを着こんだ巨漢が腕を組んで立っていた。軍人のような厳いかめしい顔が、エリダナを見下ろしている。


    　少し離れた鐘楼の端には、豪ごう奢しやな道化服をまとった人影が座っていた。貴族的な容よう貌ぼうが笑みを零こぼし、足を文字盤の十二時の位置へと垂らしていた。


    「君と私の〈夜会〉は順調に進んでいるようだね」


    「まずは汝なんじの一手である尖せん兵ぺいが、咒まじない使いどもに消されたようだ。ならば、次は私の配下の出番だ」


    　道化の男が笑うと、視線を合わせもせずに全身鎧よろいの巨人が返答する。


    「お手柔らかに頼むよ」


    「そうもいくまい」


    　騎士と道化はそろって声にならない笑声をあげた。二人の目が街を見下ろし、風に髪と装しよう束ぞくを揺らす。風に続けるように、鎧よろい姿すがたの巨漢が言葉を漏もらす。


    「この度の夜会は奇怪にして奇妙。だが我らには是非もなし」


    「願ってもない機会が与えられた。楽しもうではないか」


    　道化が唇を歪めて答え、足を振る。戻ってきた反動で後方回転し、鐘しよう楼ろうの上に華か麗れいに着地した。そして道化ふざけた口上を述べる。


    「さてさて、この陰いん謀ぼうと謀ぼう略りやくの街に、我ら一座の華麗な興行が始まる。血と殺さつ戮りくの楽しい一幕が開幕する」


    　騎士が犬歯を剝むきだして続ける。


    「流血のための流血、殺戮のための殺戮、地獄のための地獄。我らが作りあげる盤ばん面めんで、誰が最初の一手と最後の一手を指すことを可能とするのか」


    　鐘楼の上に道化が立つ。青い舌が踊る。


    「私と君と、そして彼。誰が最後に笑うのか。さあ、楽しもう」


    　二つの異い形ぎようの宣言は、夜風にさらわれて誰にも聞かれることはなかった。

  


  
    三章　虚実の交換


    



    　　　　　　　　すべての人間は部品である。


    　　　　　　　　もし、たった一人の力で救われる世界があるなら、


    　　　　　　　　その一人しか必要とされない最低の世界だ。


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト　「炎の礼らい賛さん」　皇こう暦れき四九三年

    


    



    



    　鉄てつ格ごう子しを挟んだ牢ろう獄ごくの中と外で、レメディウスとナリシアが盤ばん面めんを囲んでいた。


    　チェルス将しよう棋ぎなのだが、駒こまはナリシアがそこらで拾ってきた石を削けずったものだった。盤面は粗そ末まつな紙に線を引いただけだった。


    　レメディウスは、自らの手のなかにある駒を眺める。


    「古いチェルスの駒だね。司教の駒が象で城の駒が戦車だ」


    「ウルムンのチェルス将棋はそうなんだって」


    　青年に答えつつ、身を屈かがめた少女の目は盤面から離れない。青年が駒を持つということは、少女の象と戦車の駒こまが取られた場面なのだ。


    　次の一手を思いつかない少女に、レメディウスが言葉をかける。


    「狭い場所を見ているだけではいけないよ。広く盤ばん面めんを見て、可能性を探すことが大事なんだ」


    　少女が上半身を上げて、青年を見つめる。


    　レメディウスの目は、盤面ではなく背後の窓を見上げていた。


    「ウルムンの外に世界が広がるように、たとえば、世界はこの世界だけではない」


    　レメディウスが言葉を続ける。


    「実は、次元の壁を越える伝達手段がある。例としては超紐ひも理論における紐、これは一次元の長さを持つ存在で、粒子は紐の振動として現れるものだとすることを、さらに拡張した概念なんだけど……」


    　青年の説明を聞いていないように、ナリシアが一手を放つ。即座にレメディウスの最高の一手が返された。ナリシアが、眉み間けんにかわいらしい皺しわを寄せる。少女の眼差しは、再び盤面を睨にらみつけている。やがて一手を指す。


    　レメディウスの手が駒を握り、より厳しい一手を返す。少女の顔は泣きそうになっていた。


    「理論より導かれるＰ世界とは、Ｐ次元として、紐ならＰは一、膜まくならばＰは二というように任意のＰが設定できるなら、この宇宙は四次元以上の高次元空間のなかにある世界として現れてくるものだと推測されている」


    　考えていたナリシアの顔が明るさを取りもどした。自信を持って、石の駒を前進させる。


    　レメディウスの手が閃ひらめき、さらに厳しい手を打った。少女の眉間に前以上に深い皺が刻まれ、緑の目が細められる。青年は解説を続ける。


    「ほとんどの物理力はこの宇宙を表わす世界に閉じこめられ、抜けでることは不可能だ。しかし、重力だけは別の次元の方向へとある程度だけ影響をおよぼす。重力の方向に別の世界、宇宙があれば、重力は伝達される」


    　青年は少女の手を待っている。少女は指で盤面を確認して、残る手を必死に探していた。レメディウスは盤面より自分の思考に囚われていた。


    「別次元にまで重力が伝わるには、特異点を発生させるようなブラックホールなみの重力波が必要なんだけど……」レメディウスが言葉を足す。「あ、ナリシア、これは考えても無意味な盤面だよ。あと十三手か十五手のどちらかで絶対に詰みになるから」


    　レメディウスの指摘に、鉄てつ格ごう子しの外にあるナリシアの頰が風船のように膨ふくれた。少女の両手が、後ろの石床についた。両足を牢内へと投げだして、爪先で盤面の駒を倒していく。


    「わわ、どうして盤面を壊すのさ!?」


    「レメディウスってさぁ」ナリシアが呆あきれたように、青年を眺める。「初心者のあたしに対して、手加減をしようとか考えないわけ？」


    「どうして？　失礼になると思うけど？」


    　心底から不思議だといった表情をレメディウスが浮かべる。ナリシアは脱力したように小さな肩を落とす。


    「それで、さっきからレメディウスが言っている呪文ってなんなの？」


    「呪文じゃないよ、咒じゆ式しきの基礎となるもっとも初歩の理論だよ」


    「もっと分かりやすく言ってよ！　さっぱり分からないよ！」


    　呆あきれ顔になっている少女に、レメディウスが苦笑しながら答える。


    「つまり、世界はここだけじゃない。多様多重、ええと、重なってしかもたくさんあり、僕たち以外の誰かがいるかもしれないということだよ」


    　ナリシアの表情が燦さん然ぜんと輝きはじめた。急に身を起こして、鉄てつ格ごう子しを摑つかみ、幼い顔を押しつけてくる。


    「それって、他の世界には理想郷みたいなところもあって、神様や天使がいるってこと？　砂さ礫れきの竜を呼びだすこともできて、私たちを救ってくれるの？」


    「そこまでは分からない」


    　レメディウスは苦笑して首を振る。


    　ナリシアの哀しげな顔を直視できず、レメディウスは牢ろう獄ごくの石床に散らばった駒こまを集めた。駒をひとつひとつ、盤面に立てていく。


    「でも、そんな美しい理論、チェルス将しよう棋ぎのように動いている世界があるなら、この世界もいつかはそうなれるはずなんだ。このウルムンがより良い国になる可能性は、けっして皆かい無むではない。そう想像すると、勇気が出てこないかい？」


    　首を右に傾けて、ナリシアが考える。


    「うん、レメディウスが言うなら、そんなこともありそうな気がしてきた」


    　少女が太陽のような満面の笑みを見せた。レメディウスもつられて微ほほ笑えみかえしてしまう。


    「では、その論理的で美しい世界を体感すべく、もう一局いくよ」


    　レメディウスが言うと、ナリシアはさすがに嫌そうな顔をした。


    「失礼じゃないから、手加減してよ？　ものすごーくよ？」


    「な、なるべくがんばって、必死に手を抜くよ」


    　自信がなさそうな青年の言葉に、ナリシアは吹きだしてしまった。


    



    



    　エリダナに、また禍まがつ式しきが発生したとの連絡が飛びこんだ。


    「禍つ式の発生したエリダナ東部の地下鉄構内へとラルゴンキン事務所の分隊が突入し、応戦中」という連絡を聞いて、俺とギギナが事務所の外へと走る。


    　車庫からヴァンを出そうとした瞬間、携帯が鳴る。ベイリックが出た。


    「ああガユスか、禍つ式はすでにラルゴンキン事務所が殲せん滅めつした」


    「さすがに、ラルゴンキン事務所のやつらはよく仕込まれていやがるな」


    　携帯を切って、ヴァンを発進させる。最初からの目標、午後からのレメディウスの人質交換という大仕事に向けて移動する。


    　取引の予定現場、今は廃線となった操車場の見取り図を車の画面に表示させながら、考えていく。もしものときのための追跡や逃走経路、使用できる咒じゆ式しきを言葉で確認していく。


    　だが、ギギナは窓の外を流れてゆく景色を見ているだけだった。俺の言葉など聞いていない。通りすぎた建物が、消防署だったことに気づいてしまった。


    　先日、禍まがつ式しきに取りこまれたのは、プレメレナという名の女だった。そしてギギナの女だった消防士。彼女を殺したギギナ自身のことを思い出してしまった。


    「気にするな。あれはどうしようもなかったことだ」


    　思わず安っぽい慰めの言葉をかけていた。だが、ギギナは口を閉じていた。俺には続けられる言葉がなかった。エリダナの街が背後に飛びさっていくだけだった。


    「女の命など、どうでもいい」


    　ギギナが風のなかで口を開く。非情な言葉に俺は反はん駁ばくしていた。


    「冷たいな」


    　ドラッケン族の戦士はしばしの時間を置いて、続けた。


    「なるべくなら、あの女を助けてやりたいと思った私がいたことも確かだ。だが、現実の私は凄せい惨さんな死を与えた」　


    　銀の双そう眸ぼうには、感情の揺らめきがあった。


    「ドラッケン族の戦士としての私がそうしたのだ。だとしたら、それはどこまでが私自身の意志なのか」


    　ギギナが自分から自らの内面を晒さらすのは珍しいことだった。


    　それは重い問いだった。俺自身にも撥はねかえってくる問いだ。


    　最近、ジヴと俺との仲が微妙であるのも、攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしての俺の思考のせいだろうか。


    　そこにあるのは、俺の思考か、攻性咒式士という役割、他の誰かの思考なのか。


    　口から生まれたのは、別の言葉だった。


    「社会的な自己と私的な自己との乖かい離り、重症な分ぶん裂れつだな」


    「私が言いたいのはそうではない。上う手まく言葉にできないが、ある選択に対して、それがすでに決定されているように感じているのだ」


    　そこでギギナは諦あきらめたかのように首を振った。唇が吐きすてる。


    「愚かな言葉遊びだったな。忘れろ」


    　再び窓の外へと、美しい瞳を戻していった。あとは俺が投げかける交こう渉しようの話にも、散漫に答えていくだけだ。


    　イエデテ運河を渡り、ようやくギギナが疑問を発した。


    「そういえば、ラズエル財団の長子とはいえ、レメディウス一人に二十億イェンの身代金とは豪勢だな」


    「妥当どころか安いくらいだ」


    　橋を渡りおわり、大通りの車の流れに乗りながら俺が答えた。妙な雰ふん囲い気きになったのを取りもどすべく、事務的に話す。


    「レメディウスは博士号をいくつも持つ天才的な咒式師だ。咒式器具や兵器の技術特許をいくつ持っていると思っているんだ？　俺とおまえの魔ま杖じよう剣けんにもレメディウスの特許が入っているぞ？」


    「そうだったな」


    　風にギギナの銀ぎん糸しの髪がさらわれていく。自らが鞘さやごと抱える屠と竜りゆう刀とうネレトーの長大な刃を見下ろす。


    「魔杖剣は、作用量子定数を変移させて物理現象を励れい起きするものだが、変移を誘導させる機関、いわゆる法ほう珠じゆや発動式について、レメディウスは当代の権威の一人だ」


    「世界中にある魔杖剣の一振り一振りから料金が取れるな。特許ひとつで、大富豪が誕生するというわけか」


    　ギギナが納得したような言葉を述べた。


    「なにかの手続き上の間違いで俺に転がりこんだらいいなぁ、と思うね」


    「典型的なダメ人間の思考を聞かせるな。耳が汚れる」


    　気を取りなおして続ける。


    「ラズエル社の将来を支える頭脳を取りもどせるなら、二十億イェンなど安いものだろう」


    「二十億イェンか」


    　そこでギギナが笑った。


    「ガユスが何百人買えるかな」


    　計算すると、ちょっと哀しい結果が出そうだ。何万人、ではなく何百人というところが本当の計算っぽい。


    「三個で百イェンのギギナほどお買い得ではないだろう」


    　俺の強がりにも、相棒は皮肉な笑みを浮かべただけだった。


    



    



    　エリダナ市と外部との境にある城壁の下。寂れた郊外に操車場があった。


    　どこまでも続く灰色の塀へいに沿って、車を進める。先客が開けた鉄てつ扉ぴを抜けて、広大な敷地の内へと車を乗り入れる。


    　新しい市線ができたため、路線ごと操車場は廃はい棄きされていた。敷地は静かだった。


    　コンクリの敷地に、四角く掘りさげられた一角があった。列車を修理するための穴だろうが、今は汚水が溜まっていた。俺の目には、安っぽい墓穴にも見えた。


    　居並ぶ操車場の建物の奥には、見捨てられた列車たちの錆さびた巨きよ軀くが影に沈んでいた。再び線路の上を駆けまわるという、叶わぬ夢でも見ているのだろうか。


    　妙に感傷を呼ぶ光景を見ながら、図面と違うところがないか敷地を一いち巡じゆんしていく。最後に交渉場所へと向かう。


    　巨大な中央操車場の近くに到着し、ヴァンを下りる。建物の前に、先客たちの大きな高級車が到着していた。


    　頑丈そうな車の前に、ラズエル財団当主カルプルニアが立っていた。老貴婦人の周囲には、同社の護衛であろう攻こう性せい咒じゆ式しき士しが五人。そして、雇われ交こう渉しよう役のエグルドが立っていた。


    　カルプルニア自身が出てきているのは、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉側の指示だろう。面倒なことだ。


    　打ちあわせはすでに何度もしているので、目礼だけですませて話を進める。


    「交渉相手はどこにいます？」


    「時刻だというのに、まだ姿を現してはいません」カルプルニアが淡々と告げた。「ですが、エグルドさんが私を守ってくれるでしょう」


    　カルプルニアの皮肉を含んだ声に、エグルドは肩を大おお仰ぎようにすくめる。


    　調子のいい態度だが、この男が相当な腕の攻性咒式士であることは間違いない。


    　財団のほうでもやっているだろうが、遠いグニルダ州の咒式士というエグルドについて一応こちらでも身元を調べた。


    　十一階かい梯ていの化学鋼こう成せい咒式士で、各種咒式協会と国家検定が保証するほど身元がはっきりしている。


    　そうでもなければ、破壊活動組織と財団の間の交渉役に選ばれもしないだろう。両者の間に上う手まいこと取り入って話を進めていった手腕は確かなのだ。


    「相手はすでに到着していたようですね」


    　カルプルニア婦人が、皺しわ深ぶかい顔に不敵な笑みを浮かべた。瞳は、開けはなたれた扉の奥、操車場内部へと向けられていた。


    　影に塗りこめられた操車場内の奥の扉が、静かに開かれた。奥からは、浅黒い肌の男二人が現れる。腰に魔ま杖じよう剣けんを下げた、異国の攻性咒式士だった。


    　うながすように顎あごで示す異国の男たち。俺とギギナが視線を合わす。カルプルニア婦人の決断を待つ。老婦人が威厳すら見せてうなずく。


    　俺とギギナ、エグルドと護衛に囲まれながら老婦人が進んだ。無愛想な異国の戦士の間を通って鉄てつ扉ぴの間を抜ける。


    　奥は列車の修理工場だった。塗装が剝はげ、錆さびが浮きでた列車の群れが整然と並んでいた。


    　列車の鼻面が並ぶ前に、エリダナでもあまり見かけない風ふう貌ぼうの男たちが待っていた。


    　横流しされた品であろう、二世代前の軍事用魔ま杖じよう剣けんをそろって腰に下げている。浅黒い肌の彫りの深い顔に、同じように厳しい表情を浮かべていた。


    「こいつらこそがウルムンの最悪の独裁者、あのドーチェッタを打倒しようとする組織、[image: ]しよ光こうの鉄槌の面々というわけか」


    　俺はギギナにだけ聞こえるように囁ささやく。


    「たしか〈[image: ]光の戦線〉と〈解放への鉄槌〉という組織があったのだが、レメディウス博士を誘ゆう拐かいされたくらいの時期に統合された。そこで、より先鋭的な武闘派組織である[image: ]光の鉄槌に変化したそうだな」


    　ギギナが捕捉する。


    「凶悪な独裁者ドーチェッタに闘いを挑み、武器を売っていたラズエルを憎んでいるやつらだ。交渉は慎重の上にも慎重を重ねる必要がある」


    「列車の前に砂色の髪の老いた男を中心に五人、その列車の上に二人」俺は現場の状況を確認していく。「左右の列車の上に二人ずつ四人、構内の二階を囲む回かい廊ろうに四人、俺たちの背後に案内してきた二人で計十七人。隙すきのない配置をしてやがる」


    　歩きながら、隣のギギナに小声で戦力分析を告げる。


    「そこに止まれ」


    　錆さびた声が構内に響いた。俺たちは立ちどまる。


    「約やく定じようしたようにカルプルニア自身が来る、か」


    　声の主を探すと、中央に並ぶ列からだった。綺き麗れいな発音のツェベルン語だった。カルプルニアの目に警戒信号が灯る。


    「党首のゼムンが来るはずでしたが、いないようですね」


    「組織の政権交代があったのか、情報にあったゼムンが党首ではないようだな」俺は小声でつぶやく。「あとでこの点をつついて、情報屋のヴィネルから金を戻させよう。不正確な情報に払う金などない」


    　俺の疑問を無視するように、老婦人は毅き然ぜんとした問いを投げる。


    「それでは誰が代表となって交こう渉しようをするのです？」


    「私が行う」


    　列の間から、男が前に一歩出る。


    「私がウルムン〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の党首代理。組織内では〈砂さ礫れきの人喰い竜〉ズオ・ルーと呼ばれる」


    　砂色の男は物ぶつ騒そうな名乗りをあげた。


    　傷が縦横に走る皺しわ深ぶかい顔からは、老いよりも強きよう[image: ]じんさが感じられた。遮しや光こう眼め鏡がねで隠された容よう貌ぼうには、静かな威圧感がある。


    　万年の星せい霜そうを耐えた砂漠の巨岩、万の死を見てきた将軍の、長命竜アルターをも彷ほう彿ふつとさせるような顔だ。地獄の経験を潜りぬけた戦士だけが持つ、不吉さがあった。


    　こいつは危険だ。


    　相棒に目を向ける。ギギナの手は、折り畳たたまれた屠と竜りゆう刀とうの柄つかを握っていた。


    「なにをしてやがる。処女を寝台に誘さそうように、慎重にいくと言っただろ？」


    「分からないのかガユス？　あの中央に立つ男は危険だ」


    「だからこそ慎重にと……」


    「貴様の警戒度はまだ低い」相棒の体は、戦闘態勢に入れるように緊張していた。「相手はいつかの翼よく将しようなみ、もしくはそれ以上だ。交渉が決裂した場合、ここは戦場になる」


    「本当かよ」


    　超級の咒じゆ式しき士しが相手にいるとなると、作戦が大きく変わる。俺は必死に計算をやりなおしている。砂漠を宿したような髪をしたズオ・ルーが、再び口を開く。


    「身代金はどこに？」


    「すぐに手の内を晒さらすほど、私はまだ耄もう碌ろくしていません。人質の確認が先です」


    　カルプルニアが凛りんとした声で返す。


    　反政府組織の党首代理の遮しや光こう眼め鏡がねの奥にある目と、ラズエル財団の総そう帥すいたる女じよ傑けつの目が、静かに、そして激しく衝突する。


    「立場を忘れるな、カルプルニア。人質を握る我々が優位。手札はそちらが先に見せるべきだろう」


    　砂漠の夜のように冷れい徹てつな老将軍の言葉に、老貴婦人が不敵な笑みを返す。


    「そうでしょうね。しかし、このお決まりの応答をしておかないといけないような気がしましてね」


    　カルプルニアの尖とがった顎あごが前を示す。両脇にいた黒背広の護衛二人が動く。それぞれに金を詰めた黒革の鞄かばんを掲げ、中身を晒さらす。


    　高額通貨素そ子しの黄金と白銀の輝きに、俺の両目が釘くぎ付づけになる。


    　二十億イェン。思わずこの場の全員を殺して持ち逃げしたくなる引力を感じる。


    　そんな俺の思惑をよそに箱が閉じられ、カルプルニアが峻しゆん厳げんな表情を浮かべる。


    「次はそちらの手札を見せる番です。甥おいのレメディウスはどこにいます？　安否を確認させなさい」


    　老貴婦人の静かな詰きつ問もんに、ズオ・ルーはなぜか返答を迷った。奇妙な間だったが、やがて男の手が上がり、遮光眼鏡を外した。


    　現れたのは深い緑の瞳。厳しい眼差しは、直視できないほどだった。視線はカルプルニアを眺めていたが、外された。傍かたわらの戦士にウルムン語で指示を出す。


    　廃はい棄きされた列車の横の扉から、人質の姿が現れる。目隠しをした上に口に布を巻かれ、両腕を拘こう束そくされていた。


    　背後の男に押されながら、人質が進む。高い列車の出口に設けられた簡易階段を下り、指導者の前に人質が引きだされる。


    「目隠しを取って本人かどうか確認させなさい。細かくこちらに指示を出させて、私の冷静さを失わそうとしても無意味ですよ」


    　カルプルニアの言葉に、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の男たちが動いた。手際よく人質の目隠しを取る。


    　レメディウス博士は、資料の立体写真よりかなり[image: ]やせてしまっていた。二十代なかばのはずが、四十代にも見えるほど憔しよう悴すいしていた。知性に満ちていた翠みどりの瞳も弱々しかった。


    　人質がなにかを言いたそうに身を[image: ]よじるが、砂漠の戦士たちの手が押さえつける。


    「これで互いの手札は出そろう。それでは交換といこう」


    　ズオ・ルーが宣告したが、俺は引っかかるものを感じる。ズオ・ルーの放つ言葉は、発音が完かん璧ぺきなのだが、聞くものにどこか違和感を抱かせる。


    　なにか根本的なものが間違っていると感じるが、指摘できない。俺の疑問を断ちきるように、声があがる。


    「まだです。顔や体型だけでは整形した偽物かもしれません」


    　カルプルニアが甥と同じ緑の目を向ける。エグルドが続ける。


    「レメディウス博士だということを、咒じゆ式しき波長識別機で証明しろ」


    　本人が言ったように、エグルドは交渉ごとの専門家のようだ。


    　咒式技術の発達したこの世界では、整形でいくらでも外見を変えられるし、高位の生体変化系咒式士が相手にいれば、網もう膜まくも指し紋もんも簡単に複製できてしまう。


    　掌しよう紋もん識しき別べつによる掌てのひらの微細な振動や脈みやく拍はくすら完全に再現してしまうため、知りあいや機械の目でも騙だますことが可能だ。遺伝子判別も、一番多い型なら百三十分の一程度で誤認してしまうこともあり、あまり当てにはできない。


    　だが、個人の咒式波長の模も倣ほうは不可能に近い。それでも不安が残るが、さまざまな検査と合わされば精度が増すはずだ。


    「よかろう」


    　ズオ・ルーは、片手に下げた遮しや光こう眼め鏡がねの識別機能を起動させる。


    「待て、識別機はこちらのものを使え」


    　エグルドが自らの腰から引きぬいた端末を、相手とカルプルニアに見せる。エグルドは恐ろしく用心深く、交こう渉しように慣れている。


    　両者がうなずいてから、エグルドは個人識別機を砂色髪の老将軍へとゆっくりと投げる。


    　左手で受けとったズオ・ルーは、識別機を無言で眺めていた。操作か罠わなかを確認したあと、酷こく薄はくな笑みを浮かべた。手を伸ばして、機械をレメディウスの首筋へと当てた。人質の血液と表皮細胞を採取し、同時に咒式波長の識別が始まる。


    　全員の視線が集中し、識別機は緑の光を放つ。


    「九九・九九八八％の確率で、本人だと確認できました」


    　機械の音声に砂髪の男がうなずいた。カルプルニアの指示で、護衛が身みの代しろ金きんを持って歩きだした。ズオ・ルーの指示で、人質も歩きだす。


    　人質と身代金が交こう錯さくした瞬間、悲鳴。レメディウス博士が苦く鳴めいとともに体を折り曲げた。


    　口を塞ふさぐ布から、レメディウス博士が赤黒い血泡を吐いた。〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉のほとんどが驚いていたが、一人が動いた。護衛の胸へと魔ま杖じよう剣けんを突き立て、死者の手から身代金を奪う。


    　同時に、操車場のあちこちから轟ごう音おんが発生した。


    　操車場の二階と一階で警戒していた[image: ]光の鉄槌の戦士、その背後の壁が粉砕。肉と骨ごと破砕されていく。


    　開いた穴から内部へと、煙が放たれる。息苦しさと眼への刺激。化学錬れん成せい系の催さい涙るいガスや鎮ちん圧あつガス咒式の白煙だった。


    　俺が反応するより早く、ギギナがカルプルニアを引きよせた。後退しつつ、飛ひ翔しよう。


    　列車上の構成員が、魔杖剣を引きぬいて応戦しようとする。同時に周囲からは電撃の蛇へびが集中。電でん磁じ雷らい撃げき系咒式第二階位〈雷霆鞭フユル・フー〉の紫電の蛇が四方から巻きつき、一瞬にして頭部を炭化させる。


    　砂漠の民の絶叫に続いて、構内のそこかしこに穿うがたれた壁の穴から、飛びこんでくる影。逆光を背にした暗灰色の野戦服の集団は、侵入とともに咒式を放射しはじめた。


    　化学錬れん成せい系咒じゆ式しき第三階位〈爆ア炸イ吼ニ〉のトリニトロトルエンの爆風が、木製の作業机と傍かたわらの男の右半身を粉砕する。


    　電でん磁じ光こう学がく系咒式第四階位〈光条灼弩顕レラージェ〉の高熱量レーザーが白煙を切り裂さき、出口を求めようと走ったウルムンの戦士の心臓を貫かん通つう。背後の列車の側面も焼き切っていく。


    　電磁電波系咒式第四階位〈赫濤灼沸怒フルフーレ〉によるマイクロ波帯電波が、応射しようとした男の全身の水分を沸ふつ騰とうさせた。破裂した皮ひ膚ふから、赤黒い内臓や眼球が飛びでる。


    　暗灰色の戦闘服の集団は、さらに凄すさまじい数の攻こう性せい咒式を発動。機先を制された〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉側も、ようやく応射を始める。


    　破壊と殺さつ戮りくの嵐が操車場内を吹き荒れた。列車の合金製の車体を破壊し、作業機械を粉砕し、人体を血霧へと変えていく。


    　まるで地獄の門が開いたような戦争が、眼前で始まっていた。


    「どういうことだ!?」


    「知るか！　今は逃げるだけだ！」


    　ギギナと俺で、カルプルニアを守りつつ後退。他の護衛もようやく退却を始めた。眼で退路を探す。


    　白煙を突きやぶったのは、金属の槍の群れ。傍らにいたラズエルの護衛咒式士が、眼がん窩かと胸を貫つらぬかれて倒れる。


    　咒式の後に突進してくる野戦服姿の侵入者たち。魔ま杖じよう剣けんにはすでに燐りん光こうが宿っている。化学鋼こう成せい系咒式第二階位〈矛ベ槍リ射ン〉で生みだされた数条の鋼の槍が放射される。


    　ギギナが長大な屠と竜りゆう刀とうの横よこ薙なぎの一いつ閃せんで、槍を弾く。返す刃で、突進してくる侵入者の魔杖剣を叩き折る。閃ひらめいた刃が、次の咒式を展開していた侵入者の左側頭部から右頸けい部ぶまでを切断し、血と脳のう漿しようをブチ撒まけさせた。


    　襲撃者たちは次々と突入してくる。相手が咒式を発動させようとするより早く、俺の〈光閃コヴア〉が発動。マグネシウムと硝酸ナトリウムの光が、襲撃者の網もう膜まくを灼やいた。


    　視覚を失った侵入者にギギナの一刀。標的は上半身と下半身と等分に両断された。


    　轟ごう音おんと悲鳴が操車場に溢あふれかえっていた。


    　視線を戻すと、白煙と爆煙が吹き荒れる列車の上に人影があった。


    　[image: ]光の鉄槌の党首代理、〈砂さ礫れきの人喰い竜〉ズオ・ルーが、レメディウスの死体を抱えて悠ゆう然ぜんと立っていた。


    　深い翠みどりの双そう眸ぼうが、哀れなレメディウスの死し骸がいにそそがれている。


    　俺には、ズオ・ルーの瞳がなぜか死者を悼いたむような、哀しげな色を湛たたえていたように見えた。


    　無防備な目標に、襲撃者たちの咒式が襲いかかる。雷や砲弾や爆裂が、列車の上に殺到。電子の奔ほん流りゆうが、爆裂の波は濤とうが、砲弾の一撃が、すべて寸前の空間で停止。


    　物理干かん渉しように逆干渉が開始され、物質やエネルギーが分解、消失していく。


    「これほど強力な咒式干渉結界を人間がまとうなど、ありえない！」


    　俺の唇から叫びが漏もれる。


    　混乱と虐ぎやく殺さつの中心で、ズオ・ルーの碧玉の視線が一点を見据えていた。視線をたどると、俺の傍かたわらにいるカルプルニアに向けられていた。老貴婦人の目には怒りの炎があった。


    　再びズオ・ルーへと注意を戻す。老将軍は、侵入者たちに向けて鈍にび色いろの魔ま杖じよう剣けんを掲げ、咒じゆ式しきを紡つむいでいた。


    　咒式の咒じゆ印いん組そ成せい式しきを見た瞬間、俺の背を戦せん慄りつが貫つらぬく。


    　同じ結論に達したギギナが、カルプルニアを抱えて後方へと全力疾走。咒式を紡ぎながら、俺も全力で入ってきた出入り口へと走る。あの咒式が発動される前に逃げなければならないっ！


    　疾走する俺の前方、白煙のなかから、横よこ薙なぎの一撃が迫る。受ける時間がないと判断するより早く、上半身を後ろに倒す。刃の下のコンクリ床へと滑りこんで、なんとか躱かわす。


    　魔杖剣を振りぬいて上体が流れた戦闘服姿の顔面に、白銀の筋が向かう。ギギナの長大な屠と竜りゆう刀とうが突き刺さり、手首の一回転で無む惨ざんな肉片に変える。


    　俺は滑った勢いのまま上体を起こして疾走を再開。ギギナを先頭とした一団に並んで鉄てつ扉ぴを走りぬける。


    　陽光が降りそそぐ操車場の開口部が見えるが、背後から巨大な咒じゆ力りよく波長を感じる。脱出が間にあわないっ！


    「ギギナっ、来いっ！」


    　強引に化学鋼こう成せい系咒式第四階位〈遮熱断障檻フォエニク〉を展開。ニッケル基き超ちよう合ごう金きんやチタン・アルミニウム化合物に、ホウ素そやハフニウムを加えた檻おりでギギナとカルプルニアを包む。俺と同時に咒式の正体を見切ったギギナも咒式を発動。だが、他の護衛にまでは手が回らない。


    　一瞬後に、後方から膨ぼう大だいな咒式が直撃。発光する数式が波は濤とうとなって打ちよせ、檻の外の護衛たちに襲いかかるのが見えた。


    　操車場の外へと走る護衛たちの足が止まった。激痛に身を折り曲げ、その場に崩れ落ちた。屈強の攻こう性せい咒式士たちが苦痛に痙けい攣れんし、血ち反へ吐どを嘔おう吐とし、やがて完全に停止した。


    　恐怖に塗りつぶされた死者の顔が、コンクリ床で俺たちに助けを求めていた。


    　体内のアミノ酸のロイシンやアラニンなどは、右手と左手のように形状が似ていても重ならない異性体、Ｌ体とＤ体とがある。Ｌ体アスパラギンには苦味を感じるがＤ体は甘く、アラニンはＬ体よりもＤ体の方が甘く感じるように、まったく異なる活性を示す。


    　全身のほとんどのアミノ酸を、量子干かん渉しようでＤ体に強制変換されると、人体という精密機械の歯車が一いつ斉せいに嚙かみあわなくなり、絶命するしかない。


    　数法量子系咒式第六階位〈軀酸組式逆変法スイー・トリー〉によって対象の肉体に引き起こされる変換は、絶対的致死性のものである。


    　強きよう靱じんな生命力と咒式力で干渉自体に抵抗できれば、まったくの無害だ。しかし、耐えられるかどうかを自分の命で試そうとは思わない。ギギナなら平気だろうが、高齢のカルプルニアは確実に護衛と同じ道を辿たどるだろう。


    　金属の壁で防ぎきれるものではないのだが、発生する咒式の作用量子定数への干渉を防壁としたのだ。


    　さらに、ギギナによる生体強化系第四階位〈軀異順逆酵オ・セー〉の咒式が強引に治ち癒ゆしていた。Ｄ体を光学不活性な中間体を経てＬ体に作り変えるラセマーゼという酵こう素そを作りだし、強制変換されたアミノ酸を強引に正常化させていたのだ。生体系の到達者たるギギナですら三重発動が限界で、俺とギギナとカルプルニアの他まで手が回らなかった。


    　俺とギギナによる二つの咒じゆ式しきを並行させて、ようやく耐えられるほど残忍な攻撃なのだ。


    　ズオ・ルーの咒式効果が消失していくのを待って、檻おりを解除。周囲のコンクリ床には護衛三人が、無言の死し骸がいとなって転がっていた。助けられなかったことを、内心で謝罪しておく。俺もギギナもすべてを救える英雄ではないのだ。


    　振り向くと、鉄てつ扉ぴの向こうでは、咒式の嵐が終息していた。先ほどの戦闘が噓うそのように静まりかえっている。


    　謎なぞの襲撃者やカルプルニアの護衛たちが、倒れているのが見えた。


    「老将ズオ・ルーについた〈砂さ礫れきの人喰い竜〉という大おお仰ぎような異い名みようは、虚きよ名めいでもなんでもなかったな」


    「まさに、人間を喰い殺すような陰いん惨さんな虐ぎやく殺さつだ」


    　俺とギギナの唇からは苦い声が漏もれる。


    「レメディウスはどこです!?」


    　カルプルニアが叫ぶ。


    　俺は無言で首を左右に振るしかなかった。倒れた時点で死亡していなくても、続く咒式を防げたわけがない。


    「襲撃者かズオ・ルー、どちらかが余計な土産みやげを置いていったらしいぞ」


    　ギギナの言葉と同時に、爆発音があがる。


    　爆音はすぐに連れん鎖さを始め、こちらに迫ってくる。建物から紅ぐ蓮れんの炎があがった、と思ったときには視界が揺れた。ギギナに俺は襟えりを摑つかまれ、カルプルニアは抱えられていた。


    　ギギナは二人を抱えて扉を抜け、陽光が降りそそぐ戸外へ脱出する。後方の開けはなたれた鉄扉に、爆炎が見えた瞬間、重力が消えた。


    　生体咒式士であるギギナの飛ひ翔しようにより、俺たちは空中へと飛んでいたのだ。


    　眼下に広がる操車場の全景。重低音が響き、一拍おいて金属板の屋根のあちこちが吹きとぶ。紅蓮の炎が、空へと駆け上る。


    　俺の足元に炎の舌が迫る。ギギナの展開した生体変化系咒式第二階位〈空輪[image: ]ゲメイラ〉の咒式による圧縮空気の噴射で加速し、間かん一いつ髪ぱつで逃のがれる。


    　火か焰えんは残念そうに舞い踊り、失速していった。


    　敷地にそびえる鉄塔の頂上に、俺たちを抱えたギギナの左足が着地した。衝撃で鉄塔の骨格が湾わん曲きよく、右足でギギナが再飛翔。


    　鉄塔が折れ、緩かん慢まんに傾斜していくのを眺めながら、空中を滑空していく。


    　遠く離れた建物の鉄板の屋根に、足首までめり込ませながらギギナが着地。投げだされた俺は慣かん性せいを殺せずに転がり、屋上の給水塔に激突。


    「危険運転は、航空法違反だぞ」


    　脳のう震しん盪とうを起こしそうになりながらも、文句を言うことは忘れない。


    「残念だな。無賃搭乗に保証はつかない」


    　カルプルニアを抱えたギギナに、冷たく切りすてられた。


    　耳を聾ろうする轟ごう音おん。後方に視線を戻す。遠い操車場が、ついに大爆発に呑まれるところだった。


    　逆さの瀑ばく布ふとなって噴きあがる爆煙と炎。巨大な力で引きちぎられた鉄骨や建材が撒まき散らされ、衝撃波が突風となって俺たちに吹きつける。


    　ギギナが無言で広げた外がい套とうが、破片の小雨からカルプルニアを守った。


    　俺は落ちてきた知覚眼鏡クルークブリレを鼻の上へと直した。


    　つい先ほどまで俺たちがいた操車場は、炎に呑みこまれながら崩ほう壊かいしていった。

  


  
    四章　疑問手


    



    　　　　　見上げる青空より


    　　　　　血色の薔ば薇らの花びらが舞い落ちて


    　　　　　その甘い香りで僕は窒ちつ息そくする


    　　　　　僕の死し骸がいの上を、猫の脚が踏んでいく


    　　　　　死ぬには、とてもいい日だ


    
      オプデルク・バスム・ニュード「薔薇の葬送」皇こう暦れき四四三年

    


    



    



    「正直に言うと、レメディウス博士。君の扱いには苦く慮りよしているのだよ」


    　苛か烈れつをもってなる〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の党首、ゼムンは苦い顔で語った。


    　ウルムン南部、[image: ]光の戦線の本拠地の中庭で、レメディウスは尋じん問もんされていた。


    　本拠地とは言っても、中庭の片隅では野菜畑が貧相な葉を繁らせ、鶏にわとりが地面に撒まかれた餌えさをつついている。背後の砂岩の建物は、今にも崩くずれそうだった。[image: ]光の戦線は、ただの民家に集っているだけだった。


    　辛かろうじて緊迫感を保っているのは、レメディウスを囲む、党員たちの憎ぞう悪おの眼差しだった。そして青年に突きつけられた鈍にび色に輝く刃の群れは、旧式の魔ま杖じよう剣けんの切っ先。


    　砂漠の戦士たちの傍かたわらには、自らの服の裾すそを握りしめている少女がいた。ナリシアは泣きだしそうな潤うるんだ眼で、事態の推移を見守っていた。戦士たちが党首に詰めよる。


    「なにを言っているんだゼムン！　こいつが、ラズエル社がドーチェッタに咒じゆ式しき武器を売っていやがるんだ！」


    「こいつの考えた魔杖剣や咒式で、ウルムンが苦しんでいる！　ズオ・ルーに誓ちかって、絶対に殺すべきだ！」


    　[image: ]そう身しんと巨漢の二人の若い党員が、レメディウスを囲んで吠ほえていた。


    「……バカものどもが」ゼムンが苦々しく吐きすてた。「私に断りもなく誘ゆう拐かい事件などを起こして、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくまで敵に回す気か！」


    　ゼムンの押し殺した叫び。党員たちの顔に殺意が満ちる。


    「それでも、こいつは許せない！」


    「そうだ、こいつだけは！」


    「ナジク、ナバロ、二人ともやめろっ！」


    　ナジクと呼ばれた青年が、虜りよ囚しゆうの側頭部へと魔杖剣を突きつけた。一方の巨漢のナバロが魔ま杖じよう槍そうを掲げる。二人とも引き金に指をかけ、今にも咒式を発動しようとしていた。ゼムンの制止がなければ、レメディウスの頭は吹きとんでいただろう。


    「お兄ちゃんたちやめて！」　


    　ナリシアがナジクとナバロの手と腕に必死ですがりつく。兄たちの腕には凄すさまじい力がこめられ、微動だにしない。


    「下がっていろナリシア。こいつが、ラズエルが無制限に武器を売ったために、父さんと母さん、兄弟たちはドーチェッタに……！」


    　自らの言葉で肉親の最期の光景を思い出したのか、ナジクの顔に悲痛なものが浮かんだ。同じく、ナバロの顔が憤ふん怒ぬに歪ゆがむ。ナリシアは大粒の涙を零こぼしていた。


    「……あのう」


    　場違いなまでに茫ぼう洋ようとしたレメディウスの声が中庭に響く。


    「誠に失礼なのですが、その引き金を引くと暴発して、あなたまで死にますよ？」


    「なんだと、こいつっ！」


    　ナジクの顔に激げつ昂こうが吹き荒れ、震える指が引き金にかかる。


    「いけないっ！」


    　叫んだレメディウスの右手が、魔杖剣の回転弾だん倉そうを摑つかむ。足が歴戦の勇士であるナジクの踏ん張る足を払って、一瞬で組みふせる。絡めた手でナジクの魔杖剣を奪いとり、巨漢のナバロが突きだした魔杖槍の穂先を脇に抱える。受けながし、兄に同じく巨体を転倒させる。


    　レメディウスの手が、ナジクの魔杖剣を中庭の壁の向こうへと投げすてる。


    　同時に炸さく裂れつ音。砂岩の壁に亀き裂れつが入り、遅れた粉ふん塵じんが、砂漠の戦士たちの上に降りそそぐ。


    　呆あつ気けにとられていた党員が、ようやく憤ふん怒ぬの表情を取りもどす。魔ま杖じよう剣けんを向けるが、当のレメディウスが厳しい声を返す。


    「右のあなたと奥のあなた！」青年の指が突きつけられる。「魔杖剣と法ほう珠じゆの形式が合っていないため、使えば先と同じように暴発しますよ！」


    　戦士たちは、慌あわてて自らの魔杖剣に目を落とす。レメディウスのさらなる叱責が続く。


    「木の横のあなたは咒じゆ式しきの咒じゆ印いん組そ成せい式しきが不正確。ナバロとかいうあなた、ああもう、宝珠の式自体が文字化けしている！　よくこんな手入れのなっていない魔ま杖じよう槍そうを使っていて、死人が出なかったものですね」


    「いや、年に何人かは死んでいるのだが……」


    　責められたナバロが、大きな体たい軀くを縮めて答えてしまっていた。


    「修理するから貸しなさい」


    　レメディウスが憤然と近づき、ナバロが魔杖槍を突きつける。


    「奪いとりはしません。そのままでいいから、動かないでいてください」


    　レメディウスが膝をついた。青年の無防備な姿勢に、ナバロも動けない。自分の喉のど元もとへと突きつけられた魔杖槍の法珠にレメディウスが指先を振るう。強引に起動式を空中展開させる。


    「演算式がワードレト？　三世代も前の骨こつ董とう品ひんだ。やはり、作用量子定数の設定も甘い。具現化式を僕のレメディウス型に変えて、変換、起動。よし、撃ってみて」


    　ナバロが躊ちゆう躇ちよしていると、レメディウスが手をかけて強制的に発動する。


    　化学錬れん成せい系咒式第三階位〈爆ア炸イ吼ニ〉が紡つむがれ、中庭の上空で炸さく裂れつする。


    　轟ごう音おんが、全員の鼓こ膜まくを揺るがす。白煙が降ってくる。


    「……凄すごい、本当の〈爆ア炸イ吼ニ〉はあんなに威力があったんだ」


    「しかも、あんなに早く咒式発動できるなんて」


    　降りそそぐ爆煙のなかで、戦士たちが感嘆の声をあげる。


    「やはり旧式だね。最新式より威力で三九・五八五五％、展開速度で二四・六七四五％も落ちている」


    　レメディウスだけが不満そうに、咒式の名な残ごりを見上げていた。


    「ど、うやって」ナバロの驚きよう愕がくの声が響く。「俺の魔杖槍の個人識別装置を解除した!?」


    「識別装置は僕が作った仕組みで、いくらでも突破できる！」


    　レメディウスが傲ごう然ぜんと胸を張った。圧倒的な自信に満ちた緑の視線に、巨漢のナバロが一歩下がってしまう。


    「あの……」ナバロの横にいた男がおずおずと口を開き、「俺の魔杖剣、最近、咒式の不発が多いのだが」と、自らの魔杖剣を差しだす。


    　男の行動に、全員の視線が集まっていた。


    　怯えるように差しだされた魔杖剣を、レメディウスが一いち瞥べつする。手にとって弾だん倉そうを分解、鮮やかな手つきで組みなおし、すぐに男の手に戻す。


    「細かい砂さ塵じんによる接触端子の汚れだ。たまには掃除し、普通でも一年ごとに交換する。砂漠のウルムンでは三か月が目安。これは常識だよ？」


    　レメディウスがこともなげに言う。受けとった男が魔ま杖じよう剣けんを眺めて動かす。男は「凄すごい、一瞬で不良作動が直っている」とつぶやく。


    　全員の目に、すがりつくようなものが浮かぶ。


    「俺の魔杖剣を見てくれ！　咒じゆ式しきがいつも右に二度ずれるんだ！」「俺の魔杖剣は第三階位の発動が異常に遅いんだよ！」


    　口々に叫んで、砂漠の戦士たちがレメディウスに押しよせる。


    「本格的な修理や改造は、道具がないと無理だって！」


    　屈強な男たちの壁の向こうから、レメディウスの悲鳴が響く。一人がすぐに道具を取りに建物に走る。


    　道具がなくても、レメディウスは修理をこなしていく。修理が終わるたびに歴戦の戦士たちの目に、魔法を見る子供のような感嘆の光が輝く。


    　呆ぼう然ぜんとした表情で倒れたままのナジクとナバロ。兄たちの横に、ナリシアが並ぶ。


    「どう、お兄ちゃんたち？　レメディウスはすごいでしょ？」


    　無邪気な子供たちのような組織員たちの表情を、党首ゼムンが眺めていた。


    　党首の唇は、呆あきれを含んだ溜ため息いきを吐いた。


    



    



    　車が走る。


    　赤信号で停車する。エリダナ東岸、昼時のイルフナン地区は混雑していた。さすがに企業や官公庁や高級商店が並ぶだけに、なかなか車も進まない。


    「めんどくさいことになったな」


    　渋滞以上に、これからある会見のことを考えると気が重い。隣のギギナは前ではなく、歩道の方向を見つめていた。


    「葬そう儀ぎか」


    　ギギナの声で目を歩道に向ける。企業ビルの一角で葬儀が行われているらしく、喪服の人々が集っていた。嗚お咽えつを漏もらす女たち、立ちつくす男たちが会場に並んでいた。


    「あんないい男がなぜ……」


    「夫を返して！　オードルを返して！」


    「禍まがつ式しきめ、オードルはまだ小さな子供がいるというのに！」


    　どうやら、禍つ式事件での被害者の葬儀のようだった。祖母らしき老婦人に手をつながれた小学校の制服の子供が立っていた。少年は大人たちの悲嘆を不思議そうに見ている。


    「なんでみんな泣いているの？　おばあちゃんも泣きそうだよ」


    　子供の眼が周囲を見回す。


    「お父さんはどこ？　お父さんなら、犬のまねでみんなを元気づけてくれるよ？」


    　手をつないだ祖母は答えようとして、声に詰まる。


    「そうだね、あの子の、オードルの犬の真ま似ねはみんなを……」


    　そこで老婦人の目から涙が零こぼれた。自らの目元を押さえつつ、子供の手を強く握ってうずくまる。事態を分かっていない少年が、それでも祖母の背に手を必死に撫なでる。


    「泣かないでおばあちゃん。お父さんが今いないから、ぼくが代わりに犬のまねをするよ！」


    　祖母の背を撫なでつづける子供も、最後は泣き声になっていた。


    　子供も、すでに分かっているのだ。自らの父が永遠に帰ってくることがないということを。


    　俺も直視できる光景ではなかった。


    「帰ってください！」


    　女の険しい声の方向を向く。葬そう儀ぎの受付で、喪服の女が腕わん章しようをつけた記者を突き飛ばす。会場から追いはらわれたのは、胸元に写真機を下げた女だった。


    　誰かと思ったが、乳でアーゼルだと気づいた。どうやら、被害者に取材をしにいって拒絶されたらしい。アーゼルの前に立つ女が、泣きはらした目をしていた。


    「帰ってください。夫のことでお話しすることはありません」


    　丁てい寧ねいに礼をしたアーゼルが、会場から出てくる。歩道に出たアーゼルの青い瞳が、車から事態の推移を見ていた俺に気づいた。


    　無言を貫いてアーゼルが歩道を歩む。背後の車からの警けい笛てき。前を見ると赤信号が緑に変わっていた。俺は車を進める。徐行で進む車とアーゼルが並んだ。


    「人の不幸に群がる仕事も大変そうだな」


    　俺が声をかけると、先を行くアーゼルの足が止まる。


    「慣れている」


    　背中から投げられた声は震えていた。手は目元を拭ぬぐっている。俺にも見ないようにするだけの繊せん細さいさはあった。軽い言葉を反省するように俺は車を止めて、アーゼルに呼びかける。


    「ま、俺にしても同じような仕事だ。不幸がなければ攻こう性せい咒じゆ式しき士しなど呼ばれることもない」続ける言葉を探した。「だから、そんなに落ちこむな」


    　なにが「だから」だ。自らの言葉はあまりにも意味がなくて吐き気がする。


    「被害者にしてみれば、取材は傷口を抉えぐられているようなものよ。だから、嫌われて追いはらわれることには慣れている」


    　アーゼルが立ち止まり、振りかえった。青い眼には陰いん鬱うつな色が混じっていた。


    「でも、被害者の言葉がなければ、誰もがこの事件を他人ごとにしてしまう。自分とは無関係などこかの誰かが死んだだけ、といつものように忘れてしまう」


    「かもね」


    　俺にしても他人に起こった他人の事件だ。仕事だから関わっているにすぎない。


    「私には解決できない。警察のような捜査力もないし、攻性咒式士のような戦闘力もない。できるのはこれだけ。だから慣れた」


    　つぶやくようにアーゼルは続けた。


    「……慣れすぎては、いけないのだけどね」


    　俺は心からの同意をこめてうなずいた。アーゼルも微ほほ笑えんだ。


    　自らの弱気を振りはらうように、アーゼルは頭を振った。手は、首から下げた写真機を必死に握る。それだけが自らの唯一の武器であるように。


    「この事件が終結し、取材が終わったら、おそらく海外へ取材に行くことになると思う」


    「本当に大変だな」


    「今、ウルムンの政情が不安定らしくてね」女記者の目は、遠く西へ向けられていた。「不安な政治情勢を一いつ掃そうするために、ドーチェッタが諸外国の代表者を集めて祭典を催すらしいの。ついでに言うと、昨日〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉が操車場で事件を起こしたという不確実な情報もある」


    　アーゼルの視線が俺に問いかけていた。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しがかなり関わったらしいのだけど、ガユスはなにか知らない？」


    「いや」


    　昨日の死闘の詳細を嗅かぎつけるとは、さすがにアーゼルだ。


    「それで、ガユスたちはどこへ行くの？」


    　俺から事件の臭においを嗅いだのか、アーゼルの瞳が光る。


    「ああ、お見舞いと駆け引きをしにいく」


    　俺は答えつつ、道の先に見えるオリエラル大河を眺めた。


    　陽光に輝く川面に浮かぶ、小島が見えた。


    



    



    　舳へ先さきが川面を搔かき分けていく。俺とギギナを乗せた連絡船は、軽快に進む。


    　オリエラル大河下流の同盟側寄りの小島に、ラズエル咒式総合社の頭脳、ラズエル咒式精密技術研究所があった。


    　沖から見ると、島の緑を威圧するような冷たく白い立方体型のビルが、陽光に照り輝いていた。ラズエルが誇る研究所や工場施設群だった。


    　壁面が妙に白いのは、すでに当たり前になっている酸化チタンを原料にした光ひかり触しよく媒ばい塗料だろう。光と反応して、表面の汚れや油分、雑ざつ菌きんや窒ちつ素そ酸化物を分解しているはずだ。


    「めんどくさい場所にあるな」


    　背後からギギナの声がつぶやく。


    「機密保持を理由に橋すら架かっていないため、ラズエル社の運営する連絡船に乗って向かうしかないんだよ」川面には輸送船や小船が行き交う。平和な光景だが、裏には毒を孕はらむ。「委任統治という名目で、エリウス郡は国家の統制や各種条約が極端に緩い。それゆえ大企業の咒式技術の実験場を作りやすいが、島という閉鎖環境が必要なのだろう」


    　俺の声は、川面をわたる風に混じった。


    「ツァマト咒式化学社やオルドレイク技術連合も、似たような施設をエリダナの沖や山奥に作っているらしいな」


    「隠しごとが多すぎる、ということか」


    　ギギナの声に張りはない。今からが問題だ。


    「さて、昨日の事件がどうなったのか、俺たちに説明があるのか、カルプルニアから説明がされるのか」


    　船の舳へ先さきで、俺は考えを口にする。ギギナからの答えはない。


    「ギギナ、もうすぐラズエル島につくから耐えろよ」


    　俺が振りかえると、相棒は船の艫ともに座っていた。ギギナの美び貌ぼうが曇っていた。


    　大型単車なみの体重で比重が水より重いギギナが川に落ちれば、川底を歩いて帰るしかない。酸素発生咒じゆ式しきが長く続くならば、だが。なにかの拍子で落ちたらいいのにな。


    「貴様、なにか余計なことを想像しているだろう？」


    「とくにべつになにも。俺はいつも世界中に愛と平和よあれ、としか考えていない」


    　ギギナの勘は年々鋭くなってきているような気がする。単に野性化しているのだろう。


    　連絡船は、入り江に作られた唯一の港へ入港していった。船から下りて、埠ふ頭とうのコンクリを踏みしめる。進もうとすると、警備員に咎とがめられた。そこで魔ま杖じよう剣けんが没ぼつ収しゆうされた。ギギナは渋ったが、ラズエル島で危険もないだろうと説得した。


    　係員に案内されて、島に足を踏み入れる。石せき碑ひが建てられた緑の芝しば生ふ、公園の傍そばの道路を抜け、白い建物の群れの間を進む。まるで迷路だ。


    　島の中央、一棟のビルの前に到着した。中央研究所の文字が掲げられた門を潜くぐる。玄関でまたも警備員に厳重な身元確認をされ、ようやく通された。


    　白い壁、白い床、白い天井の廊ろう下かを進み、社内病院へと向かう。


    　長い廊下をギギナと歩きながら、俺はここがエリダナ中央病院でなくてよかったと思う。エリダナ中央病院の前を通りすぎるたびに、どうしても思い出してしまうのだ。


    　春先の枢すう機き卿けい長ちよう事件で爆死した、俺の親友だった男、ヘロデルのことを。


    　そして、ヘロデルの裏切りと哀しみを。


    　案内された室内には、重厚な机と本棚、電脳端末が並んでいた。一応寝台と医療装置はあったが、病室というよりは執務室のようになっていた。


    　病室のカルプルニアは、執務机に座って俺たちを迎えた。椅い子すに座った毅き然ぜんとした姿勢からは、精神的肉体的に参っている様子は伺えない。


    「昨日の取引は失敗でした。それも最悪の失敗でした」


    　俺と相棒が机の前の応接椅子に座るなり、さっそくカルプルニアの攻撃が来た。


    「護衛たちは死に、身みの代しろ金きんの二十億イェンは奪われ、そして甥おいのレメディウスも失われました。私は、この失敗の責任を誰に求めたらいいのでしょうか？」


    　老人の責めに、俺は静かに瞑めい目もくした。充分に間を取ってから口を開く。


    「たしかに私と相棒にも落ち度があったでしょう」


    　カルプルニアがさらなる攻撃をする前に、言を続ける。


    「しかし、人質交換を成功させることはエグルドの役目です。我々の役目は、相手の武力行使を防ぐ拮きつ抗こう状態を作り、交こう渉しようを対等の立場で行えるようにするためでした。最大目標はあなたの生命の保護です」相手に返しておく。「その任は、現在あなたが我々を詰きつ問もんできていることで果たせていますが？」


    　身分の高い人物の精神的特徴は、責任を他人へと求めるところだ。決然と否定しないと、恐ろしいことになる。


    「損そん害がい賠ばい償しよう訴そ訟しよう、という手段もありますが？」


    　カルプルニアの試すような笑みに、俺は同じ種類の笑みを返す。


    「残念ですが、警察を無視した人質交渉は不法行為になり、訴そ状じようを提出することはできません。見え見えの脅しはやめましょう」


    　一呼吸置いて続ける。


    「むしろ、あの武装集団の襲撃はあなたの指示なのかと思いましたよ。〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉に身みの代しろ金きんを渡しても、素直にレメディウス博士を返してもらえるとは考えなかった、あなた自身の保険ではなかったのですか？」


    「考えすぎです。レメディウスを取りかえすことに危険は犯せません」


    　ラズエル会頭の目に、刃の光が宿る。俺の探りは的外れだったようだ。


    「でしょうね。あの武装集団は、[image: ]光の鉄槌とラズエル財団のあなたを区別せずに狙ってきた。いや、その場の全員を殲せん滅めつさせようとしているようでした」


    　カルプルニアは深い翡ひ翠すい色の視線を伏せ、思考に浸る。


    「襲撃者の正体と目的は不明です。誰がなんの目的で、人質交換を邪魔する必要があったのか。事件以来、エグルドも失しつ踪そうしたままです」


    　俺にも彼女にも、襲撃者が分からないようだった。


    「昨日の夜にあった警察の現場検証でも、なにも出なかったそうです。あの爆発は明らかに死体と証拠を隠滅するものです。第三者、失踪したエグルドも策動の手先だったと考えることが当然でしょう」


    　俺の指摘にも老婦人は無言だった。エグルドは失踪していた。ついでに、エグルドが渡した識別機の使用で、レメディウスが絶命したように見えた。謎なぞは深まるばかりだ。


    　沈黙が部屋に降り積もる。


    　机に載せられたカルプルニアの手が、指先で弄もてあそんでいたものに気づく。それは黒と白の陣地に塗り分けられた盤ばん面めんの上にあった、兵士の駒こまだった。


    　俺の視線で自分の無意識の動作に初めて気づいたのか、カルプルニアは寂しそうに微ほほ笑えんだ。


    「これですか？」老貴婦人の手が兵士の駒を摘む。「これは、あの子の得意だったチェルス将しよう棋ぎの駒です。大陸大会で優勝したときの手筋を再現した盤面ですよ」


    「牙や大鳥や象とは、奇怪な駒ですね」


    「ええ、チェルス将棋の古い駒ですよ。あの子の受け売りですが、牙や象は司教の駒の、大鳥や船は、城の駒の原型だそうです」


    「変わっていくものなのですね」


    　俺の言葉でカルプルニアの額に、疲労の翳かげりが射した。皺しわが刻まれたカルプルニアの指先に、黒くろ[image: ]さん瑚ごの駒こまが摘まれていた。手が動き、盤ばん面めんの端に下ろされる。


    　兵士は竜の駒に変化し、俺を見上げていた。


    　なにも言えず、俺はその竜の憤ふん怒ぬの目を見つめ返してやるだけだった。


    「あの子は素晴らしい指し手だった。続けていれば、二十五の一〇の一一五乗倍というチェルス将棋のすべての盤面を覚えたかもしれないと噂うわさされたほどの指し手でした」


    　俺は戦せん慄りつしていた。老貴婦人が澱よどみなく言ったその数は、宇宙の原子の数より多いのだ。


    　レメディウスがその異名にふさわしい少年だったとしたら、たしかに記憶と計算の天才だ。凡人の俺には、カルプルニアが再現した盤面を覚えることが精一杯だろう。


    　老貴婦人は窓の外、ラズエル社の敷地へと目線を落とした。


    「思えばあの子には酷ひどいことをしてきました。ラズエル財団九千人、そして系列全体の数万人という従業員のためにと、あんなに好きだったチェルス将しよう棋ぎを、翼となって羽ばたくことを諦あきらめさせた。人生を[image: ]ねじ曲げ、咒じゆ式しき製品研究に専念させるよう強要させました」


    　唇からは、苦い言葉が漏もれる。


    「そして、あの正義感の強い子が、自分の考案した兵器がウルムンの独裁者の支配を助けていたと知って、どんなに苦しんだでしょう」


    　ラズエル財団の会頭の顔と一人の女性の顔が、等配合されていた。


    「兵器研究をさせたため、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の恨みを買ってしまい、結果として、あの子を失ってしまった」


    　老婦人の目には迷いがあった。


    「……だけどラズエルが生き残るには、レメディウスの頭脳に頼り、軍事産業路線を進めるしかなかった」


    　八大企業のひとつとして数えられるほどの巨大企業であるラズエル社とて、万事上う手まくいっているわけではないようだ。咒式兵器開発で国家と結びつかねば、企業再編に飲みこまれるのだろう。


    　霞かすみがかった翠みどりの瞳が、室内の俺たちへと帰還した。


    「若いあなたたちに、老人の繰くり言ごとなんかを聞かせてしまってごめんなさいね」


    「……いえ、貴重なお話でした」


    　俺は、無難で無意味な言葉を返すしかなかった。


    　さらなる沈黙。老婦人はしばらく自分の思考に浸っていた。指先の兵士の駒が、彼女の内心の決断を表すかのように、盤面の中央に戻された。


    「やはり私は納得がいきません。このままだと[image: ]光の鉄槌は、またラズエル社を狙ってくるでしょう。いや、ラズエル子し爵しやく家けが舐なめられたままでは示しがつきません」老婆の眼差しが俺たちに向けられる。「そこであなたたちに、もう一度依頼をしたいのです」


    　カルプルニアの視線は、大企業の主の冷れい徹てつなものだった。


    「[image: ]光の鉄槌を追跡し、二十億イェンを取りもどしてほしい。そして、レメディウスを取りかえしてください」


    　おそらく、レメディウスは死体になっているだろう。だが、俺もギギナも事実を指摘しなかった。


    「そしてエグルドと、その裏で策動しているものを追ってください。それが私にできるレメディウスへのせめてもの償いです」


    　正式な依頼書が交わされ、俺とギギナは厄やつ介かいな事態に巻きこまれることに同意した。


    　部屋を出るときに、俺はふと尋ねてみた。


    「しかし、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉がラズエルを憎むなら、あなたの身辺警護に回ったほうがよくありませんか？」


    　カルプルニアの顔から老いが消しとび、口くち許もとに不敵な笑みが浮かぶ。


    「この絶海の孤島、ラズエル本社島には、誰も侵入できません。たとえ第六階位の咒じゆ式しき攻撃だろうと、防ぼう御ぎよ咒式と結界で防げます」


    　俺は老ろう婆ばの絶対の自信に気け圧おされた。たしかに大企業本社の防衛は金と人員が半端ではないだろう。


    　しかし、人の上に立つ人物は、どうしてこんなに自信があるのだろうか？　俺には理解できない。


    「それに私は他の手も打つつもりです」


    「他に攻こう性せい咒式士を雇うのですか？」


    「言う必要はありません。あなたたちはあなたたちの本分で全力を尽くしてください」


    　拒絶の言葉だった。


    　カルプルニアとの会見は終わった。俺とギギナは病室を辞した。


    



    



    　ラズエル会頭との会談に疲労したあと、俺とギギナは来た道を逆にたどっていく。ビルの谷間を通り、記念碑がある公園の横手を抜け、ラズエル島の港まで戻っていった。


    　連絡船に乗りこむ前に、埠ふ頭とう詰め所の無愛想な係員と手続きをしていた。


    　隣の保管棚に手を伸ばす。何百振りもの魔ま杖じよう剣けんの群れから、俺の愛剣であるヨルガを探す。すぐに見つかった。


    　波に洗われる港の端に立ったギギナが、オリエラル大河を眺めていた。


    「おい、ギギナ。存在が世界に邪魔だから、早く船というか川に飛びこ……」


    「動くなそこの人間未満。そのままの体勢で話せ」


    　ギギナの囁ささやきには、強い響きがあった。俺は棚で自分の魔杖剣を捜している演技を続ける。係員が不思議そうな眼をしているが無視する。


    「演技は及第点だ。だがガユスの間抜け顔は完かん璧ぺきすぎるので、少し控えめにしろ」


    「知性不足顔のドラッケンは本でも喰っていろ」探す演技のままに続ける。「それで、わざわざ演技をさせる意味は？」


    　欠伸あくびをする演技をしながら、俺は背後に言葉を投げる。


    「私の三時十六分の方向、仰ぎよう角かく六・一度、約五五〇メルトル先の岸の上」


    　剣を床に落とし、拾う演技をしながらギギナが指示した方向へと視線を向ける。


    「ビルの窓から、誰かの視線を感じる」


    　知覚眼鏡クルークブリレの倍率を変え、オリエラル大河の向こう岸を見る。岸に並ぶビルの群れに焦点を合わせ、探していく。


    「どこだ？」


    「丸いビルの六つ隣。遅い、もう逃げた」


    　倍率を上げてギギナの指摘に従って探すと、俺にも分かった。


    「閉めきられたビルの窓が、数ミリほど開いている場所か？」


    「ああ」


    　咒じゆ式しきも使わず、しかも右の横目で見ただけのギギナが、どうやって監視の痕こん跡せきに気づけたのか分からない。おそらく年々敵だけが増えていくからだろう。


    「なにものだ？　俺の熱狂的な追っかけか？」


    　もう演技の必要もないだろう。愛剣〈断罪者ヨルガ〉を自らの腰の革帯へと装着する。剣の重さがいつもの感覚を俺に取りもどさせる。魔ま杖じよう剣けんがないと、腰が軽くて落ちつかない。


    「笑えない冗談はさておき、嫌な感じがする」


    「昨日の人質交換への襲撃の関係者と見るべきか？」


    「だろうな」


    　俺とギギナは、しばらく言葉を喪失していた。ギギナが口を開いた。


    「言いそびれていたのだが、ガユス。なぜカルプルニアの話につきあったのだ？」


    「さあね。あの老人が不ふ憫びんになった、というだけではないだろう」


    　紫がかった相棒の銀の双そう眸ぼうを、俺は正面から受けた。ギギナの屠と竜りゆう刀とうネレトーを探すべく視線を棚たなに戻す。


    「ギギナも、謎なぞのまま退場を強制されることが気分がいいわけでもないだろう？」


    　投げた言葉に、ギギナが重々しくうなずく。攻こう性せい咒式士とは、例外なく好奇心が強く、論理的に納得したがりだ。その二つがそろっているのは子供か変質者だ。


    「納得するまで、俺はやっておきたい」


    「風向きが悪くなったら？」


    「そのときは逃げる」


    　ギギナが呆あきれたような目を向けてくる。


    「では、議論を続けよう。まず、人質の確認にエグルドが渡した識別機を使ったとき、レメディウスが絶命したように見えたことをなぜ黙っていた？」


    　ギギナの問い。戦闘用革かわ靴ぐつの爪先で港の防水コンクリをつつきつつ、俺は答えをまとめる。


    「そのくらいのことはカルプルニア婆さんも気づいているさ。情報屋ヴィネルに文句をつけて、エグルドのことは少し調べなおさせた」


    　俺は知覚眼鏡クルークブリレを画面として、情報を提示する。


    「エグルド・ラス・グリシド。どこからどこまでも実在する咒じゆ式しき士しだが、現地の人間に事務所に行かせたら、すでに空からだったそうだ。先週までは営業していたそうだが、実際に客が入ったのを見かけた人間はなく、その記録もない。実績や協会の認定も、すべて作りごと。誰かが改かい竄ざんしたようだ」


    「典型的な偽装事務所の手口だな。しかし手が込みすぎている」


    　ギギナが黙りこむ。俺の目は、屠と竜りゆう刀とうネレトーの刀身が入った鞘さやを発見した。持ち上げようとした俺の腰が砕ける。


    　攻こう性せい咒式士として一線の腕力を持つ俺が、なんとか持ち上げられる重さだった。この重い刃を小枝のように振りまわせて当然という前衛咒式士は、人類ではないと思う。ギギナは平然と続ける。


    「最悪ついでに言っておこう。ガユス、昨日の襲撃者が使っていた魔ま杖じよう剣けんに気づいたか？」


    「いや、そこまで見る余裕がなかった。なにか身元が分かるような特殊なものか？」


    　俺はなるべく必死の動作に見えないように、遠心力を利用しつつ屠竜刀を投げてやる。放物線を描く刀身を、右手のみでギギナが無む造ぞう作さに摑つかむ。片手で背中へと収納、結合円盤が回転して固こ定てい鋲びようが外れる音が続いた。ギギナがどれほどの膂りよ力りよくを持っているのか、もう想像したくもない。


    　ギギナが視線を遠く対岸に向けていた。


    「あの魔杖剣は、ツァマト社の〈猟師〉系だった」


    　俺の喉のどに苦いものがこみあげる。


    「それは、龍りゆう皇おう国こくの咒式企業、ツァマト咒式化学社の魔杖剣〈猟師〉系ということか？」


    「ああ」


    「変、だな」俺は異常さに気づいた。「ツァマト社の〈猟師〉系は、去年の咒式具展示会で一部公開がされた試作魔杖剣だ。連射性能と室内戦での制圧能力を重視したものだった。当然のように、まだ一般に販売はされておらず、またその予定もないはず」


    「ああ、龍皇国の警察や軍の咒式部隊へ来年以降からの配備が予定され、試験が繰りかえされているのが現状だ」


    「もしかして、誘ゆう拐かい事件の阻止は、レメディウス咒式博士の復活を恐れたツァマト社による企業的妨害か？」


    　ギギナが前を向いたまま返してきた。


    「わざと現実から目を逸そらすな。下手をすると警察か軍が出てきたのかもしれない」ギギナが推測する。「今になって考えると、襲撃者どもの野戦服も軍事愛好者の仮装ではなく、どこぞの軍のものかもしれない。先ほどの監視者も、そちらの線が出てきた」


    　わざわざ避けていた予測に、ギギナが触れてきた。国家が関わることに、俺たちみたいな個人事務所が関わっていいことなどなにもない。


    　軍装愛好者のやつらなら、部隊章や階級章を付けるだろうが、まったくなかった。逆に身元をたどられたくないと隠すところに、本物の臭においがする。


    　俺の胸中にさらに疑問が浮かびあがる。


    「軍や警察がレメディウスの奪還を阻止する理由、か。いったいなにがある？」


    　ギギナの返答はなく、俺も問いを投げたままだった。一連の複雑な関係式を解こうとしていたのだ。


    　不確定要素を放置し、確実な要素だけを代入していき、そして、なにも思いつかなかった。


    　あまりに変数が多すぎる。ついでに、五次以上の方程式は解けないということも思い出した。


    「この様子だと、カルプルニアの依頼は断ったほうがよかったのかもしれぬな」


    　ギギナの鋼はがねの声に、俺の思考が現実に引きもどされる。


    「いまさら遅い」


    　嫌な思考を振りきるように、俺は船へと向かいはじめた。船に右足をかけて、俺の唇がつぶやく。


    「すでに巻きこまれている」


    　我ながら正確な判断だ。正確だからといって、事態はどうにもならないが。

  


  
    五章　夜会への誘い


    



    　　　　　この世でもっとも恐ろしいことは、意思の疎そ通つうが不可能だということである。


    　　　　　そこは言葉も意味も失われた、永えい劫ごうの砂漠の世界である。


    
      タデオ・ルフ・ボルボック咒伯爵「意味と意志の墓標」序文　皇こう暦れき四一六年

    


    



    



    「ええと、あと必要なのは、セグタスの位相安定装置一〇二式と、オルドレイクの模も倣ほう品ひんの九一年型エルキゼク機関、シギツ社の咒じゆ印いん制せい御ぎよ端子と変換機……」


    　紙袋のなかのものを確認しながら、レメディウスが歩く。青年博士の左右で、長身のナジクと巨漢ナバロの兄弟が同じような紙袋を抱えて歩いていた。


    　三人の男たちの前を、後ろ手に手を組んだナリシアが楽しそうに跳ねて歩く。


    　一行は砂岩の建物が並ぶ街を進む。一軒の酒屋の店先をくぐり、席に腰を下ろす。レメディウスの隣には、当然のようにナリシアが座る。妹の分かりやすい行動に苦い顔をしながらも、ナジクが店主へと顔を向ける。


    「男たちはウルムンの紅酒だ」


    「あたしも～」


    「ナリシアの成人の儀ぎ式しきは来年だ」ナジクが生き真ま面じ目めな顔で告げた。「それまで兄として飲酒はさせない」


    「ナバロ兄さんは、成人前から飲んでいたのに！」


    「だからこそ、だ」ナジクが厳げん粛しゆくな顔で告げた。「おまえは大事な妹だから、ナバロのような大酒呑みにさせたくない」


    「ナジク兄さん、それは俺にひどいよ」


    　ナリシアが頰を膨ふくらせ、ナバロが巨体を竦すくめる。店主から酒杯を受けとり、街角へと向かって掲げる男たち。一人だけ紅茶の杯を掲げて拗すねているナリシアに、レメディウスが微ほほ笑えむ。


    「では僕のお酒を少しだけ」


    　レメディウスが酒杯を傾け、ナリシアの紅茶の杯に鮮紅色の液体を数滴ほど注ぐ。大人として扱われた少女の顔が綻ほころぶ。


    「……レメディウスはナリシアに甘すぎる」


    　素焼きの粗そ末まつな杯で、ナジクが紅酒をあおった。


    「そうかな？」


    　ナジクは返事をせずに黙っていた。なにかを言いたそうにしているが、言葉が見つからないようだった。レメディウスとしては居心地が悪い。


    「なんだい？　言いたいことがあるなら言ってくれないか？」


    「まあ、そのなんだ」ナジクが言葉を探す。ようやく吐きだした。「おまえが暴発を注意してくれたことに、いちおう礼を言っておこうと思ってな」


    「ナジク兄貴と同じく、俺も礼を言いたい。あのままでは俺も死んでいた」


    　巨漢が酒にむせながらも、兄に続いて礼を述べた。レメディウスが薄く苦笑する。


    「ナジクさん、ナバロさん、それは三週間も前の話だよ」


    　だがしかし、ナジクとナバロは少し真剣な顔になっていた。


    「ウルムンの人間は、義理堅いのだ。命を救われた恩人にはいつか必ず命で返す」


    「大おお仰ぎようだなぁ」


    「いや、これはズオ・ルーに誓って真剣だ。おまえが困ったときには、俺の命を使え」


    「俺の命もだ。ズオ・ルーに誓って」


    　ナジクとナバロが酒杯を掲げ、再び呷あおる。若き砂漠の戦士たちの誓せい約やくに、レメディウスは静かにうなずいた。


    「ええと、私も。ズオ・ルーに誓って」


    　ナリシアが兄たちの真ま似ねをして杯を掲げ、口をつける。甘い紅茶を静かに飲んでいく。まだ熱いためか、一気には飲めないようだった。


    「でも、ズオ・ルーってなんのことなのです？　このウルムンに来て何回か聞くけど、架か空くうの信仰対象だったかな？」


    　レメディウスの問いに、ナリシアが責めるような眼差しを向ける。


    「そんな言いかたは失礼よ。どうせ、ツェベルン人には私たちの信仰心はバカに見えるんでしょうよ」


    「ごめん、僕が悪かった」レメディウスが長い髪に包まれた頭を下げる。「それで、ズオ・ルーとは？　いや、本当に知りたいんだ」


    　ナリシアは真横を向いていた。さらに頭を下げつづける青年をようやく許したらしく、前に向きなおる。


    「仕方ないなぁ。そんなに言うのなら教えてあげる」


    　ナジクとナバロがうなずくのを見て、ナリシアは歌うように語りはじめる。


    「大昔の話よ。ウルムンは悪い王様に支配されていた。民は苦しみ、怨えん嗟さの声は地に満ちた。人々は神に祈ったが、答えはなかった」


    　少女の瞳に哀しみの火が灯る。視線は町並みの向こうに向けられていた。レメディウスも少女の視線を追った。


    「悪王に夫と子供と両親を殺された一人の女がいた。女は絶望のあまり、荒涼としたデリラ山に登って死のうとした。死と静寂の山を七日七晩歩いた。それでも死ねず、嘆きの声は山を渡り、谷に谺こだました。女が我に返ると、そこには古き砂さ礫れきの竜、ズオ・ルーがいた」


    　遥はるか遠くに見えたのは、暗灰色の山の連なり、デリラ山だった。ナリシアはウルムン語の詩し句くを唄う。


    「女はズオ・ルーに助けを求めた。『竜よ私たちを助けたまえ、我らは悪王に虐しいたげられ死を待つのみです』と。だが、竜は答えた。『我は人喰いの罰でこの山に封じられ、長い眠りで力を失い、力にはなれない』と……」


    　レメディウスは言葉もなく聞きいっていた。ナリシアは伝説に憑ひよう依いされたように語りつづける。


    「女は言った『ならば私を喰らえ、この血と肉を竜の力として、悪王を倒したまえ』と。そして女はズオ・ルーの口に飛びこんだ。血と肉の供く物もつにより力を取りもどした人喰い竜は、封印より放たれた。ズオ・ルーは山を越え、砂漠を越えて飛び、宮殿に舞い降りた。竜は泣き叫ぶ悪王を喰い殺し、その手先たちもすべて喰らった」


    　少女は朗ろう々ろうと語る。


    「血の海となった宮殿から尖せん塔とうに登り、ズオ・ルーは人々に告げた。『血と肉を捧げよ、さすれば我は何度でも現れ、ウルムンの敵を喰らうであろう』と哀しい声で吠えた。竜は灰となった。そして竜の灰は空の彼方かなたへと消えていった。再び血と肉が捧げられるまで、竜は眠っているの。今でも、ね……」


    　ナリシアが語りおわった。物語はレメディウスの胸の奥で反響していた。


    「……とても哀しい話だね。哀しむ人たちが、本当には救われていない」


    　レメディウスの唇から、言葉が零こぼれおちた。ナリシアの顔が曇る。空になった紅茶の杯を手で弄もてあそび、席を立つ。

  


  [image: ]


  
    「だが、そんなお伽とぎ話ばなしのズオ・ルーに頼りたいほど、この国は苦しんでいる」


    　ナバロが吐き捨てるようにつぶやく。眼差しの先には、ウルムンの街角が広がっていた。


    　崩れそうな砂岩の建物、木材と布で張られた商店。行き交う人々もどこか疲れたような表情を顔に張りつけていた。資源に溢あふれる砂漠の国は、なぜか貧しかった。


    「だからこそ、俺がズオ・ルーになる。ドーチェッタを喰い殺す竜にな」


    　ナジクの怖い視線に、レメディウスは不吉なものを感じた。眼前の男は、本当に竜になろうとしているかのようだった。


    　レメディウスの心配するような表情に気づき、ナジクが繕つくろうように微ほほ笑えむ。


    「気にするな。これは俺たちの事情だ」戦士は快活に続ける。「おまえが来てから、〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の武装度が上がって助かる。ついでに、ナリシアもおまえと話すようになって、見違えるように元気になった」


    　ナジクの横顔に浮かぶ笑みに、レメディウスも微笑みを返した。青年は杯に口をつける。


    　ナリシアが店先で紅茶のおかわりを頼んでいた。ナジクは妹を眺めていた。


    「聞いているように、俺やナバロやナリシアの兄、そして下の弟と妹、両親までドーチェッタに殺されてから、ナリシアは沈みがちでな。それが少しは笑顔を浮かべられるようになって嬉うれしいよ」


    　ナリシアが店の主人に何か言われたらしく、笑顔を浮かべていた。妹を見つめるナジクの眼には優しさが滲にじんでいた。ナジクがレメディウスに言葉を向ける。


    「分からないのは、おまえはツェベルンに帰っても構わないのに、なぜこの砂漠に留まっている？　まさか、ラズエル社が垂れながした咒じゆ式しき兵器の罪滅ぼしのつもりか？」


    　レメディウスは酒杯を大きく傾ける。大きく咽むせてしまう。


    「一気に呑のむな。紅酒は外国人には強すぎる。毎回、同じことをするなよ」


    　苦笑するナジクに背を摩こすられ、涙目のレメディウスが零こぼす。


    「……僕は、僕はそんなつもりでここにいるわけではない」


    　レメディウスの緑の双そう眸ぼうは、眼前の市場を見据えていた。


    　砂漠の街角で、三人の男は言葉を失ってしまった。


    　沈黙を打ち消すように、市場から悲鳴があがった。異国人と戦士たちと少女が路地へと走りでる。市場を軍ぐん靴かが踏みしめていた。


    　濃緑色の制服の二個小隊が市場に侵入していた。軍人たちが魔ま杖じよう剣けんを掲げる。刃の群れが獰どう猛もうな輝きを並べた。


    　展開する軍隊を睥へい睨げいし、軍帽を斜めに被った指揮官が前に出る。


    「四等階級の市民がここで市場を開くことを、ドーチェッタ閣かつ下かは許可しておられぬ。よって強制排除する」


    　怯える人々に向かって声を張りあげる。


    「そんな」と口を開いた行商人の口こう腔こうへ、魔杖剣が向けられ、そして火を噴いた。


    　黒と緋ひ色いろの爆発が、疑問の声をあげた男の頭ず蓋がいを消失させた。


    　首から上を無くした男は、しばらく立ちつくしていた。首の断面にある気道から、喘ぜん息そくのような最後の呼吸音が漏もれ、頸けい動どう脈みやくから鮮血が噴きあがる。


    　死体が大地に倒れ、乾いた砂さ塵じんを巻きあげた。同時に、一軍が魔ま杖じよう剣けんの先に紡つむいでいた咒じゆ式しきを一いつ斉せい発動した。


    　焰ほのおと雷と爆発と鋼はがね。悲鳴と絶叫と怒声。燃えあがる天幕、落下し砕ける陶器、踏みつぶされる果くだ物もの、逃げまどう人々。


    　数秒前まで平和だった市場は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの混乱に陥おちいっていた。


    「逃げろレメディウスっ！」　　　


    　ナジクの絶叫に、だが、レメディウスは動けなかった。レメディウスの目は、ドーチェッタの尖せん兵ぺいが持つ魔杖剣から離れなかった。


    「……あれは、ラズエル社製の最新式突撃魔杖剣だ」


    　レメディウスの声は虚うつろだった。


    「……僕が理論から構造まで設計した〈平穏の担い手バロレック〉系九四式だ」


    　レメディウスが設計し、名前に想いをこめた魔杖剣。濃緑色の軍人は、レメディウスの魔杖剣で市民を蹂じゆう躪りんし、踏みにじっていく。


    　彼が想いをこめようと、武器は武器でしかない。そして、砂漠の人々の血を吸ってラズエル財団を潤うるおすための商品でしかなかった。


    　自分の欺ぎ瞞まんを嘲ちよう弄ろうする光景に、レメディウスは愕がく然ぜんと立ちつくしていた。


    　見知った悲鳴に、レメディウスの意識が現実へと引きもどされる。


    　泣き叫ぶ幼児を抱えるナリシアが転ぶ。起き上がろうとする少女の頭に、軍人の魔杖剣が向けられていた。兵士の目には邪魔くさそうな表情だけがあった。道端に転がる石を爪先で除けようとする眼だった。


    　走りだそうとするナジクの手から魔杖剣を奪い、レメディウスは咒式を紡いでいた。


    　それは無意識の行動。ナリシアを救うための自然な動きだった。自らの記憶の片隅に、自衛のための攻こう性せい咒式があったことも意識しなかった。


    　ただ、この光景は間違っている。だから正さねばならない。


    　咒式が炸さく裂れつした。


    　一瞬の静寂。そしてさらなる静せい謐ひつが市場を覆おおっていった。


    　すべての兵士が倒れていた。口や鼻や耳から黒血や体液を溢あふれさせ、絶命していた。惨さん状じようを、砂塵を含んだ無音の熱風が吹きわたっていく。


    　自分が巻きおこした殺さつ戮りくを、レメディウスは無感動に眺めていた。


    　ナリシアとその腕のなかの幼子だけが、レメディウスを見上げていた。


    「……レメ、ディウス？」


    　事態を理解できないナリシアが問いかける。レメディウスは感情のない眼で、ナリシアを見ていた。


    　幼子の泣き声が、青い天へと届けとばかりに湧きおこる。


    



    



    　昼までヴィネルの情報を待っていた。しかし「一向に進展なし」との伝言が来ただけだ。


    　午後からは副業の予備校での講師に出る。週末を楽しみにしている学生たちに山盛りの宿題を出して、少しだけ俺の気が晴れた。


    　事務所に帰ると、ギギナが私室の出入り口に立っていた。得意げな視線をたどると、あの邪魔な棚たなが完成していた。顎あごの下に手を添えて、ギギナは自らの棚を眺めていた。


    「このターレルクはどうだ？　素晴らしいであろう？」


    「素晴らしく邪魔だ。あと棚に名前をつけるな」


    「ここなど人が入りそうであろう？　収納能力に優れたいい子供だ」


    　棚の下は両開きの扉になっており、たしかに人間くらいは入りそうな大きさだ。


    　知覚眼鏡クルークブリレで容量を計測してみる。人体の関節稼働限界を計算すると、やはり無理だと出る。


    「いや、ギギナは無理だろう？」


    「なにを言う。ターレルクに不可能はない。棚には無限の可能性が入る」


    「すまないが、俺にも分かる論理体系で会話してくれ。たまに俺は宇宙人と会話している気分になる。あと、計算しても無理と出ていた」


    　剣けん尖せんの光を宿したギギナの眼が、俺に向けられていた。


    「一〇〇イェンを賭かけるか？」


    　どうやら、ギギナは俺に春先の借りを返したいらしい。俺は少し考え「乗った」と答える。


    　ギギナは長身を屈かがめて棚のなかに潜もぐりこんでいく。あたりまえのように、長い腕や足が入らない。だが、ギギナは関節限界を越えて曲げ、全身が収納されていく。ある意味凄すごい。


    「どうだ？　見事に入っただろうが？」


    　長方形になったギギナが得意そうな顔で言った。四角い人体は、気持ち悪い。


    「いや、扉を閉めることができなければ、入ったとは認められない」


    　ギギナが納得した。顎先でうながしてきたので、俺が扉を閉める。ギギナの長身が棚に完全に収納された。


    「完全に入ったぞ。一〇〇イェンをよこすがいい」


    　俺は財布から一〇〇イェン硬貨を取りだす。硬貨を、扉の上のわずかな隙すき間まから内部へと入れてやる。内部のギギナが受けとっている間に、ついでに扉の両方の把とつ手てに魔ま杖じよう剣けんを差しこんでいく。


    　満足したギギナが棚から出ようとする。もちろん魔杖剣の閂かんぬきがかかっているため、脱出不可能だった。


    「ガユスよ、出るから開けろ」


    　悪魔の微ほほ笑えみを浮かべながら、俺はうやうやしく内部のギギナに話しかける。


    「お客様、そこからの出場料は、一〇〇イェンが必要でございます」


    　棚の内部から、物もの凄すごい怒気が溢あふれる。うお、怖え。


    「貴様、そこを動くな。首と胴の間に隙すき間まを開けてやろう」


    「どうぞどうぞ。お客様が苦労して作った棚たなを、自ら壊して出るのは表現の自由ですから」


    　棚の内部の凄すさまじい葛かつ藤とうに対し、俺は鼻唄を唄いながら待っている。ルル・リューの軽快な旋律を歌って楽しみつつ待つ。


    　やがて、扉の隙間から一〇〇イェンが転がってくる。俺は丁てい寧ねいにお金様を拾う。


    「……返したぞ。出せ」


    「いえいえ、出る料金は一〇〇イェンですが、扉を開ける料金の一〇〇〇イェンは別でございます」


    　先ほどに倍する殺気が吹きあがる。しかし、ギギナにはなにもできない。俺は棚の上を指で叩きながら待つ。クロッケードの遁とん走そう曲きよくの旋律で楽しみつつ待つ。


    　さらなる時間が経過し、扉の隙間から出てきた一〇〇〇イェンを受けとる。


    「…………出せ」


    「残念ですがお客さま、私めのやる気を引き出すには一〇〇〇〇イェ」


    　言おうとした瞬間、棚の脇をブチ抜いてギギナの両手が出現する。


    　続いて棚の下から破砕音をあげて、長い両足が噴出。さらに棚の上を破ってギギナの頭部が現れる。


    　棚を胴体にした異い形ぎようの魔人がそこにいた。ギギナの顔は、直視できないほど膨ぼう大だいな殺気を放っていた。
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    「素敵すぎるよギギナ、今のおまえは、俺には、俺には眩しすぎる」


    「ガーユースー」


    　地の底から湧いてくるような、ギギナの声。戦士の手が棚たなの前面を突き破り、柄を取りだす。棚の上から突きこまれて、背中の屠と竜りゆう刀とうの刃と合体。


    「ターレルクの無念、貴様の心臓を捧げて晴らす！」


    　唸うなりをあげて迫る屠竜刀を、俺は両手で挟はさんで受ける。棚怪人のくせに凄すごい力だ。


    　背にした机の上の電話から着信音。横目で番号を見ると、ラルゴンキンからだった。俺は足を伸ばして受話器を押し、画像を切って音声を開放。


    「ガユスか、今どこにいる？」


    「おまえの娘と奥さんと寝ていた」


    　俺の答えに、ラルゴンキンが野太い声で笑いやがった。


    「音からすると、ギギナもいるのか？」


    「今はガユスという害虫の駆く除じよをしているところだ」


    　刃を押しこみながらのギギナの声に、ラルゴンキンのさらに太い笑いが続く。


    「くだらない冗談は放っておこう。ギギナもいるなら、今から二人で私の事務所へ来てくれ。本格的に禍まがつ式しき事件の対策会議をしたい」


    「行かないとダメか？　なぜか一秒後の俺の人生も曖あい昧まいなんだけど？」


    　ギギナの刃がさらに迫ってくる。俺は全力で防ぐ。それにラルゴンキンの事務所に行く気がなんとなく存在しない。


    「会議に来ないなら、市から報ほう酬しゆうは出ない。サザーラン課長から連絡を回して強制させてもいいが？」


    　俺はまた足を伸ばし、爪先で通信を叩ききる。前方の刃の先にあるギギナの顔を眺めてみたが、同じように嫌な顔をしている。


    「あのさ、一時休戦して、ついでにだが仕事に行かないか？」


    　ギギナがしばらく考えこみ、ようやく刃から力を緩ゆるめた。屠竜刀が引かれていく。


    「仕方あるまい」


    　ギギナを警戒しつつ、俺は床の上を見回す。木の破片のなかに魔ま杖じよう剣けんヨルガを発見した。


    　床から魔杖剣を拾った刹せつ那なに、右手の薬指に痛みが走った。


    　春先の事件で受けとった指輪だった。ギギナの刃を受けた衝撃で指の腹側へと移動し、痛みを生んでいたのだ。


    「貧民性腰痛か？」


    「なんでもねえよ」


    　俺は指輪の位置を直し、忌いまわしい赤い宝玉を一いち瞥べつした。そして魔杖剣を腰に差し、「行くぞギギナ」と、ラルゴンキンの事務所へと向かうことにした。


    　鈍い音がしたので、背後を振りかえる。ギギナの棚が出入り口に引っかかっていた。


    「出られぬ」


    「[image: ]やせれば？」


    　俺の皮肉にギギナは感心したような表情を一瞬だけ浮かべた。そして悲痛な顔になっていった。


    「もしかして、棚たなを、ターレルクを殺さないと出られないのか？」


    　俺の説得でギギナが棚を壊すことに同意するまで、十三分四十六秒かかった。


    



    



    　オリエラル大河にかかるオリエラル大橋を、事務所のヴァンが渡っていく。


    　頭上では、市鉄道が線路を渡る音が響いていた。橋のなかほどでは、薄青色の作業服の男たちが働いている姿が見えた。出稼ぎの外国人らしく、浅黒い肌の横顔に汗をかいていた。橋きよう脚きやくの補修をしているのだろう。


    　車内と車外で視線が合ったので愛想笑いを向けた。見事に男たちに無視された。世間からは年々人情が消えていく。


    　車はさらに走り、橋を渡りきった。エリダナ市の七都市同盟側に到着し、すぐに右折した。企業ビルや官公庁が並ぶ一等地、イルフナン通りに入る。やがて、高級商店街の裏、周囲の建造物にも負けない重厚な花か崗こう岩がんのビルが見えてきた。


    　ラルゴンキン・バスカーク咒じゆ式しき士し事務所。資本金三億イェンで皇こう暦れき四八二年に[image: ]業。


    　所長のラルゴンキン自身を含め、二十九人の攻こう性せい咒式士が在ざい籍せきし、事務員や咒式整備士まで含めると、従業員は六十八人にもなる、エリダナ市どころかエリウス郡随ずい一いちの巨大咒式事務所だ。


    　市や大企業からの仕事が多く、企業の咒式警備までやっている。


    　五階建ての建物の案内を見ると、食堂や簡易宿泊所、地下には咒式訓練所や屋内プールまでありやがる。


    　敷地には専用駐車場すらある。停まっている従業員の車も、新車か高級車ばかりだ。


    　駐車場整理の警備員が、俺たちが停めた古臭いバルコムＭＫⅥのヴァンを見て、小さく笑ったのを忘れない。ああ見えて、実はこのヴァンには凄すごい改造がしてあって……。そんなわけはないのだが、貧しさは人に言いわけを多くさせるのだろうか。


    　正面玄関を抜けると、大理石の床と天井の吹き抜けになっていた。背広姿の企業人や攻性咒式士の誰もが、忙しそうに行き交っている。


    　正面には受付嬢までいやがった。清せい楚そな美人なのがまた腹が立つ。名前を告げると、親切に「所長は五階でお待ちです」と笑顔のおまけつきで案内してくれた。


    　どこかの警察とは大きく違うな、と思いながら、奥へと進む。


    「……だから、所長に会わせなさい。大事な用があるんだよ！」


    　背後から喚わめき声。振りかえると、受付の前で老いた僧そう侶りよが何事かを訴えているようだった。


    困ったような表情で、受付嬢が応対しているのをみると、咒式に反対する宗派の抗議なのかもしれない。


    「どこの咒じゆ式しき事務所でも、ああいう手合いの応対に苦慮しているんだな」


    「そこだけは平等なのだろうさ」


    　二人で事務所内部を進む。開けはなたれた扉を通る。


    　応接室には、いくつもの仕切りがあった。攻こう性せい咒式士とどこかの企業の担当が打ちあわせをしていた。邪魔にならないように通路を抜け、突きあたりの自動昇降機エレベーターに乗る。自動昇降機の床にまで、高価そうな絨じゆう毯たんが敷いてある。


    「嫌味な会社だな」


    　俺が言っても、横のギギナの表情は晴れない。本当に落ちこんでいるらしい。


    「棚たなのことは、もう忘れろよ」


    「無理だ。あれは私が腹を痛めて産んだ子供のようなものだ」


    「おまえは男。あんな角張った子供を産むと女も死ぬ。あと、痛めるのは股。どこから突っこんだら満足する？」


    　揺れもしない自動昇降機が五階に到着。扉が開くと、そこは所属咒式士たちの広い詰め所だった。


    　体育館なみに広い室内。案件資料や咒式具が乱雑に散らかった机が並んでいた。攻性咒式士たちが忙しそうに電脳端末に向かい、通話機に向かって怒鳴っていた。


    　魔ま杖じよう剣けんを抱えた甲かつ冑ちゆう姿の咒式士の二人組が、俺とギギナの横を抜けていく。武具の音を響かせて、自動昇降機へと向かっていった。


    　突っ立っていると、騒然とした詰め所の何十もの机の奥に、見知った巨漢と咒式士たちが見えた。


    　俺とギギナは雑然とした机の間を抜けていく。ラルゴンキンのほうが先に気づいた。


    「よく来たなガユス、ギギナ」


    　ラルゴンキンが分厚い掌てのひらを差し出してくるが、男の手を握る趣味はないので無視。ギギナにいたっては明後日あさつての方向を見ている。


    　所長の周囲にいる咒式士たちの視線が険しくなっていく。圧力で、急速に室内温度が下がる。


    　自分でも良くない態度だとは思う。しかし、あきらかに実績も規模も上の同業者と笑顔で握手できるほど、俺の心は広くないようだ。


    「あくまで馴なれあわないか。そういう気き概がいは、嫌いではない」


    　太い笑みを浮かべたラルゴンキンが、俺たちに席へ座るようにうながす。


    　ラルゴンキンの巨きよ軀くが、巨大な所長の椅い子すに下ろされる。俺とギギナは目についた周囲の椅子に座る。ラルゴンキン社の咒式士たちも、机や椅子に腰を下ろす。


    「悪くはない椅子だが、私のヒルルカの婿にするには若すぎるな」


    　いい家具に、ギギナの機嫌が直ってきたらしい。興味がないので聞こえなかったことにする。


    「まずは自己紹介しておこう」ラルゴンキンが手で示す。「机に座っているのが第二部隊隊長のイーギー、その横の女性が第三部隊隊長のジャベイラ」


    　ラルゴンキンの紹介に、二人の攻性咒式士がそれぞれに目礼を向けてくる。


    　俺と同年代くらいで、アルリアン人の尖とがった耳に橙だいだい色の髪、表情に険のある青年が、二刀流の華か剣けん士しイーギー・ドリイエ。


    　俺に片目を瞑つむって見せた、長い亜あ麻ま色の髪に顔が隠れそうな[image: ]そう身しんの女性が、光こう幻げん士しジャベイラ・ゴーフ・ザトクリフ。


    　世代交代を繰りかえすラルゴンキン咒じゆ式しき事務所の現在の双そう璧へきとも言える咒式士で、名前くらいは知っている。ともに十二階位に達する高位咒式士だ。


    「紹介はいらないだろうが、私の横にいるのが副所長のヤークトーだ」


    　知覚仮面ネーメンマスクで顔の上半分を覆おおったヤークトーが、白髪混じりの頭を静かに下げる。


    　ラルゴンキンを堅実な頭脳とたしかな咒式で支えてきた千眼士だ。俺とギギナと旧知の仲であるのは、街という戦場で何度か出会っているからだ。


    　ラルゴンキンが小箱を取りだす。葉巻を咥くわえつつ、ラルゴンキンが告げる。


    「それで、こちらの二人が話をしていた、あのある意味で有名なギギナとガユスだ」


    　イーギーとジャベイラが、ギギナへと視線を向ける。


    「へえ、こいつがあの剣けん舞まい士しか」


    「噂うわさには聞くが、凄すごい美人ね」


    　このエリダナでも、十三階かい梯ていに到達した攻こう性せい咒式士は多くない。同じ稼業としては、ギギナが気になるのだろう。


    　俺も最近十三階梯になったのだが、いまいち知られていない。自分から言うのも、自意識過か剰じようみたいで恥ずかしい。無名って哀しいね。


    　ギギナ当人はどうでもいいみたいで、屠と竜りゆう刀とうネレトーを抱えているだけだった。


    「ラルゴンキンの親父おやじよ、こいつは本当に強いのか？」


    　イーギーが言った瞬間、頸けい動どう脈みやくの横に刃が突きつけられていた。背後のイーギーを見もせずに、ギギナは高速抜ばつ刀とうし、寸前で止めたのだ。


    「あと三ミリメルトルほど動かせば、死体で証明できると思わないか？」


    「たしかに速いし、驚くほどの剣けん捌さばきだ」


    　ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刃を、イーギーの右の刃が受けていた。橙色の髪の若者は笑っている。青く冷たい双そう眸ぼうで。


    「落ちつけよ。酢さく酸さんリナリル三六％と、その原料のリナロール三一％の香りでもどうだね」


    　イーギーが咒式合成したラベンダーの芳香が室内に流れた。酢酸リナリルがミオシン軽けい鎖さ脱だつリン酸化を通して、血管平へい滑かつ筋きんを弛し緩かんさせて雰ふん囲い気きを和らげる、はずだったが、余計にギギナを不機嫌にさせただけだった。


    「そういやてめえ、この前の消防署の事件で、禍まがつ式しきに取りこまれた自分の女を斬ったそうじゃないか？　さすがは戦闘民族ドラッケンだ。頭がおかしい」


    「言いたいことはそれだけか、下等民族アルリアンよ。遺言と命乞いにしては寂しいかぎりだ」


    　二人の交差する刃に、殺意と力が込められはじめた。刃と刃が軋きしみ声をあげている。


    　攻性咒式士にまともな人間性を期待しないほうがいい、という法則を思い出した。


    「イーギー、やめておけ」


    　ジャベイラの姿が、殺しあい寸前の咒じゆ式しき剣士の間、机の上へと瞬間移動していた。左右の二人の喉のど元もとへと魔ま杖じよう剣けんと短剣を突きつけている。


    　咄とつ嗟さに刃を離し、二人の咒式剣士が離れる。


    　二人の間に立っていたジャベイラの姿が歪ゆがみ、そして消失。次の瞬間には、寸すん分ぶん違たがわず最初の姿のままで、ジャベイラが椅い子すに座っていた。


    「電でん磁じ光こう学がく系咒式第二階位〈光幻軆イリユー〉よ。御存じではない？」ジャベイラが微ほほ笑えむ。「立体映像を作る光学系咒式の基本だけど、機会と場所さえ嵌はまれば、今のように熟練の攻こう性せい咒式士といえども虚きよを衝かれる」


    　女の手が伸ばされる。


    「すまないねギギナさん。こいつはあんたの、エリダナ一の咒式剣士の称号が羨うらやましいのさ」


    　冷たいネレトーの背を、本物のジャベイラの手が静かに押さえる。


    「そのうち称号をいただくさ。むしろ速攻でな」


    　イーギーが吐きすて、刃を戻した。ギギナも屠と竜りゆう刀とうを戻す。


    「常識的な咒式剣士は、地上には存在しないのかもね」


    　ジャベイラにお互い苦労するねという視線を向ける。続いて、椅い子すの脚の車輪を滑らせ俺の近くへ接近してきた。


    「それより、そちらのガユスさん。いきなり不ぶ躾しつけな質問をしてよろしいでしょうか？」


    　小声で囁ささやく女は、丁てい寧ねいな物腰に好感が持てる。まともな攻性咒式士に初めて出会えた。


    「なんでも聞いてください」


    「恋人はいますか？」


    　迷ったが「一応いますけど、それがなにか？」と素直に答える。


    「ちっ、首輪付きのハズレか！　棒で突かれて死ねっ、この犬っころ！」


    　亜あ麻ま色の髪を搔かきあげて舌打ちをし、ジャベイラは椅子を滑らせて戻っていった。俺はラルゴンキン事務所の面々に問いかけてみる。


    「あの人、一秒前と同じ人？」　


    「ジャベイラは気分で性格を変えるんだよ。そのうち別の人格にも会えるだろうよ」


    　イーギーが退屈そうに答えを投げてきた。


    「それで、わざわざ我らを呼びつけるとは、なにか事件の展開があったのか？」


    　ドラッケン族の問いに、ラルゴンキンが重々しくうなずく。所長の意を汲んで、ヤークトーが手を振る。背後の壁から、画像装置が展開する。


    　立体光学映像で表示されたのは、警察署でも見たエリダナの市街地図だ。


    「これはエリダナでの禍まがつ式しき連続発生事件の被害を現したものです」ヤークトーが指を振ると、光点が表示される。「これまでの五件の事件は、これらの光点で示されます」


    「実際には、その前から何件かの発生が市内であったようです。行方不明やザッハド模も倣ほう犯はんの殺人とされていたもののうち、何件かが禍つ式事件です。禍つ式は出現して人を殺し、すぐに消えることもあるようです」


    　再び指を振る。今までの光点に未確認だった十三を加えると、十八か所となった。


    「多すぎるな」


    　つぶやくギギナの瞳に期待感が現れていた。どうやら、熱狂的戦闘愛好癖をほどよく刺激する事態らしい。


    　世界平和のために、ギギナ廃はい絶ぜつ条約を各国が検けん討とうする時期ではなかろうか？


    「街中での禍まがつ式しき発生はあり得ないことではありません」ヤークトーが解説を始める。「ですが、エリダナでのここ十五年間の発生の年平均は九・四〇件といった程度です。上半期で十八件という現在の状況は、異常な数字です。そして……」


    「……これは、なんの冗談だ？」


    　ヤークトーが続きを言う前に、光点が示す事実に俺は気づいていた。


    「光点が、エリダナの皇国側と同盟側の端から中心部に向かって進んでいるのか？」


    「そのとおりだ」


    　ラルゴンキンが大きな顎あごでうなずく。


    「禍つ式がふざけた双すご六ろくでもしているのか分からないが、なにかの意図があって事件が起こされているようだ」


    　犠牲者を思い出したのか、巨漢の栗色の瞳が凄すさまじい光を宿す。ラルゴンキンの怒りに部屋の圧力が増した。ラルゴンキンとは、今後も敵対したくないと思わせた。


    「ベイリックにはこの推測を報告しているのか？」


    「すでに伝えてある。だが公表をするべきかどうかは、署長と市長の判断待ちだ」


    「誰も答えを出そうとしていないことが分かっただけか」


    　注意を地図に戻す。


    「禍つ式の意図、か……」思考を口に出して確認していく。「地図の光点は時間とともに中心に向かっているが、道筋は雑多だな。法則性があるのかないのか、見当もつかない」


    「よく考えれば、禍つ式という存在の意思や目的が、我々人類に理解できるとも思えない」


    　ギギナが感想を述べて、俺の思考も止まった。


    「それでは私から説明をいたしましょう」


    　ヤークトーが立ち上がると、居並ぶ攻こう性せい咒じゆ式しき士したちの眉まゆがひそめられ、目が伏せられる。まったく構うことなく、老人は説明を開始する。


    「そもそも〈異い貌ぼうのものども〉とはなにか？　エルキゼク・ギナーブ以降の現代咒式科学では、咒式を身に備えた生物であると定義しています」


    　ヤークトーが宣言した。知覚仮面ネーメンマスクに並ぶ無機質であるはずの眼が、生き生きとしているようにも見えた。


    「竜のさまざまな息い吹ぶきや人じん狼ろうの変身も、作用量子定数や波動関数への干かん渉しようによる物理現象の変化、つまりは狭義の咒式です。だが、彼らはあくまで、この物理世界の住人である。対して、禍つ式はこの世界の生物ではないのです」


    　全員が説明に耳を傾ける。馴な染じみが少ない敵の実態は、攻こう性せい咒じゆ式しき士しには絶対に聞きのがせない情報だ。


    「ジノレイ消防署で出現した禍まがつ式しきがいい例ですね。消防士を取りこんでいたように、彼らは周囲の物質を組み替え、自らの肉体を形作って、初めて出現できるという奇妙な生態を持っているようです」


    　学者のようにヤークトーの解説が述べられていく。


    「禍つ式研究の大家、ヴォイド咒式科学博士の研究発表によると、本来の彼らは位相空間に存在する情報体ではないかと予想されています。また、存在自体がひとつの咒式ではないかと予測されており、その名称が付けられました。そう、禍まが々まがしい咒式、つまり〈禍つ式〉と」


    「長っ、略せよヤークトー！」


    　イーギーが叫んだ。ラルゴンキンとジャベイラも苦笑している。


    「貴様と気があいそうな長ちよう広こう舌ぜつだな」


    　ギギナがつぶやくように、どうやら長く感じない俺のほうが少数派らしい。


    　知覚仮面ネーメンマスクに覆おおわれたヤークトーの視線が、俺に向けられていた。同意を求められていたが、正義的に無視しておこう。


    　俺はエリダナの地図に向きなおった。意思や目的を読みとろうとしたが、なにも浮かばない。


    「なにかの図形を作ろう、としているのか？」


    「それは最初に考えた」ラルゴンキンの双そう眸ぼうに深い知性の光があった。「なんの図形も表してはいない、と私は考える。一八の点をどう結ぶか、星座のようにいくらでも解釈がなりたつだけだ」


    　ラルゴンキンやヤークトーといくつかの推論を検証してみるが、整合性のある答えは出ない。


    　ジャベイラは「無意味こそが意味では？」と述べるに止まる。イーギーにいたっては、ギギナの秀麗な横顔を睨にらみつけているだけだった。


    「ちょっとお客様、困ります！」


    　声があがった方向に注目する。


    　自動昇降機エレベーターの前に、黒服のかなり高齢の僧そう侶りよが立っていた。無理やり入ったらしく、ラルゴンキン社の社員が止めていた。骸がい骨こつのように[image: ]やせ、目だけが爛らん々らんと光る老僧は喚わめいている。


    「私はラルゴンキン所長に用があるのです！」


    　視線を戻すと、怪け訝げんな顔の巨漢がいた。しかしエリダナの名士たるラルゴンキン所長が聖職者を無む下げにするわけにもいかず、社員に通すように指示を出す。


    　混こん沌とんとした机の海を越えて、鞄かばんを抱えた僧侶が進む。老人は、ついに俺たちの前にたどりついた。受付で叫んでいた僧侶だった。


    「これはどうも。さすがはラルゴンキン殿、聖職者への敬意を忘れない。私はサーベイ助じよ祭さいと申します」


    　棺かん桶おけに片足ともう一方の足首まで突っこんでいる高齢で、まだ助祭らしい。出世のしなさに、なんだか親近感が湧く僧そう侶りよだ。


    「それで、聖職者殿が攻こう性せい咒じゆ式しき士しの事務所になんの御用でしょうか？」


    　ラルゴンキンの問いに、老僧が折れそうに細い首を傾かしげる。


    「用はあなたのほうではないのですか？」老僧の右手が、古ぼけた黒革の鞄かばんを掲げる。「教会に、これを持参の上で訪問して欲しいという手紙を添えて送られたのでは？」


    　老助じよ祭さいは、鞄を机の上に置く。留め金を開いて、箱を取りだす。


    　手近な机の上で、老人の骨ばった手が箱を開封していく。見ていた攻性咒式士たちの顔に怪け訝げんなものが浮かぶ。


    　紙箱の中身は、小さな城の模型だった。


    　楼ろう閣かくや石積みの城壁、物もの見み櫓やぐらまで精せい巧こうに作りこまれた模型だった。城壁の上には、親指ほどの大きさの人形があった。鎧よろい姿すがたの厳いかめしい騎士と、道化めいた華か美びな服の二体の人形だ。


    「……私にはこのようなものを贈った覚えがありませんが？」


    　ラルゴンキンが訝いぶかしげに返答する。


    「そう、我らからの贈り物です」


    　紙箱を囲んだ全員の顔に、衝撃が走る。視線は再び模型に引きよせられた。


    　模型の上に立つ道化の人形が、片手を前にし、腰を曲げる礼をしながら喋しやべったのだ。


    「それでは楽しい劇の始まりだ。第二幕の演目は惨さん劇げきとなる」


    　騎士の人形の顔に、嘲ちよう弄ろうめいた笑みが浮かんだ。歴戦の攻性咒式士たちは、魔ま杖じよう剣けんを抜ばつ刀とうしながら飛びのく。


    　肌で感じられるような強大な咒力が、室内に溢あふれた。


    　広大な詰め所の天井や壁、床から咒式の組そ成せい式しきが噴きあがった。青い燐りん光こうで描かれた莫ばく大だいな数式の群れが、鳥の群れのように、魚の群れのように室内を乱舞しはじめる。


    　呆ぼう然ぜんとするサーベイ助祭を除いた、詰め所の咒式士十数人が揃そろって抜ばつ刀とうしていた。油断なく、空を舞い踊る咒式の数式を見上げる。


    「ヤークトー、式を解かい析せきしろ！」


    「作用量子定数に強力な干かん渉しようを確認っ！　巨大な情報量が転移、ここに来ますっ！」


    　空中を無秩序に舞っていた数式が、収束し収しゆう斂れん。落雷のように一点へと急降下する！


    　サーベイ助祭と城の模型の上に、咒式が集束。


    　感電したようにサーベイ助祭が痙けい攣れんし、薄い白髪が逆立つ。皺しわに埋もれた目や鼻や耳や口こう腔こうから青白い光を放射していた。城の模型も紫電に撥はね上がる。


    「目標は僧侶および城の模型の徹底破壊。総員、十字に咒式斉せい射しや！」


    　老僧の命より、自分たちの安全を優先すべきだと瞬時に判断したラルゴンキンの非情な怒号。迷いなどなく、攻性咒式士たちが目標へと魔ま杖じよう剣けんを向ける。


    　お互いの攻撃に巻き込まれないように、壁から窓への十字方向に攻性咒式が発動。雷や熱線、指向性爆薬や強酸の咒式が、室内の強化コンクリ柱を砕き、アルミ合金の机を紙細工のように引きちぎっていく。


    「退けっ、ジャベイラ姐ねえさんのお通りだぁっ！」


    　俺の右横を抜けるジャベイラの叫び。咒じゆ式しき士したちが横転して道を開けた。女咒式士の魔ま杖じよう剣けんの先端から、電でん磁じ光こう学がく系咒式第四階位〈光条灼弩顕レラージエ〉の閃せん光こうが迸ほとばしる。


    　眩まばゆい熱線は、通過する空間にあった物体を消失させていく。目標がいる爆煙を貫通して窓へと着弾、高熱で一面の窓ガラスが砕け散る。


    　破片や粉ふん塵じんが視界を塞ふさぎ、書類の紙片が雪のように舞っていた。


    「咒式発動止やめ、全員後退して待機！」


    　ラルゴンキンの号令で、攻こう性せい咒式士たちが咒式を即座に停止。全員が油断など一切せず、魔杖剣を構えたまま、目標の地点に視線を集中させていた。


    「これで生きていたら嫌だにゃー」


    　傍らで、ジャベイラが無表情につぶやく。どうやらまた性格を変えたようだ。


    　俺は魔杖剣の引き金に指をかける。電磁電波系咒式第一階位〈緋視サーモ〉の赤外線探知で、熱源をたどろうとした。が、これだけの咒式発動の後では無む益えきだとすぐに諦あきらめた。


    　外から吹きこむ風で、視界を塞ぐ粉ふん塵じんが急速に晴れていく。


    　悲鳴。


    　全員が声へと視線と魔杖剣を向ける。一人の咒式士が空中に浮かんでおり、口から血ち反へ吐どを吐いていた。


    　悲鳴を上げつづける男の胸からは、湾わん曲きよくした鈍にび色の刃先が生えていた。背中からは、長い長い柄が続いていた。


    　磔たつ刑けいにされた御み子こ像ぞうをあしらった大鎌の柄を握るのは、象ぞう牙げ色の骨の五指。豪ごう奢しやな金糸装飾で縁取られた純白の僧服に、杭くいや針が突き立っていた。服はさながら拘こう束そく着ぎのようだった。


    　頭があるべき部分には、鳥とり籠かごのような金属格ごう子しの拷ごう問もん檻おりが位置していた。中世の拷問檻の内部には、髑髏どくろの顔が納まっていた。無む明みようの眼がん窩かの奥に、青い燐りん火かが燃えている。


    　どことなくサーベイ助じよ祭さいの面おも影かげが戯ぎ画がのように残っており、吐き気がする醜しゆう悪あくさだった。


    「おオう、死の司祭タる拙せつ僧そうニ突然襲イかかッてくルとは、なんト不信心な奴やつ儕ばらヨほ」


    　死の司祭を名乗る骸がい骨こつの口こう腔こうから、白い蒸気とともに言葉が零こぼれた。舌がないためか、墓下から響いてくるような暗い声だった。


    　大鎌に貫かれた咒式士の生体情報が数式化され、散乱していく。数式は、髑髏の口腔へと吸いこまれていった。


    



    



    　不吉な姿の禍まがつ式しきだった。


    　だが、歴戦の攻性咒式士たちが恐きよう慌こうに陥おちいることはなかった。魔杖剣を掲げて粛しゆく々しゆくと移動。広い室内に、整然とした包囲網を組んでいた。


    　大鎌に胸きよう腔こうを貫かれ、咒力と情報を喰われる咒式士の絶叫だけが響いていた。


    「総員〈雷霆鞭フユル・フー〉を展開、斉せい射しや！」


    　ラルゴンキンの鋼はがねの指令で、魔ま杖じよう剣けんが並べられる。先端から百万ボルトルの雷いかずちの鞭むちが一斉に放たれた。


    　十二条の毒蛇の群れは僧服の骸がい骨こつに届く寸前に、火花を散らした。


    　司祭の前に現れたのは、奇怪な物体だった。数十もの金属製の立方体を組みあわせたような、無機質な造形の禍まがつ式しき。先ほどの城の模型に似ていた。前面に展開していた、青白く光る辺を持つ六角形の連なりで、咒じゆ式しきが無効化されたのだ。


    　立方体の鈍にび色の表面が、生物の内臓のようにうねった。咒式が六角形の上で散乱し、完全に消失した。


    　一部の高等竜が持ち、禍つ式の特徴でもある、咒式干かん渉しよう結界が発生していたのだ。


    　二体の禍つ式が机の上を移動。一気に間合いを詰めてくる。


    「ソおレっ、天てん罰ばつ覿てき面めんっ！」


    　死の司祭の大鎌が振り上げられ、引っかかっていた咒式士が刃の戒めから解放される。死体が高い天井に叩きつけられ、黒血の毒花を散らす。


    　接近された先頭の咒式士が爆裂咒式で牽けん制せい。が、滑りこんだ金属質の立方体の結界が発光。爆裂のほとんどが発動前に減げん殺さいされ、さらに搔かき消される。


    　机の上に立つ司祭の大鎌が、咒式士に振り下ろされた。剣士の左肩口から右肋ろつ骨こつの最下部までが、一撃で両断される。


    　死体から咒力と生体情報が数式化され、死の司祭の口こう腔こうへと吸引される。


    　天井から落下してきた死体と、斜めに分かたれた死体の上半身とが、濡れた落下音を立てた。怒号があがり、攻こう性せい咒式士たちが咒式を連続発動する。


    　鋼はがねの槍や戦車砲が放たれるも、飛ひ翔しようする司祭を捕らえきれない。命中しても、立方体の咒式干渉結界に阻まれ、青や赤の火花を散乱させるだけだった。


    　全弾を撃ちつくした瞬間、禍まが々まがしい大鎌が一いつ閃せんされた。首や腕がその断面から鮮血を撒まき散らし、空中に舞う。


    　司祭が大鎌を大振りした隙すきに、足元へ赤毛の咒式士が突進する。


    　骸骨の昏くらい口腔が開けられ、緋ひ光こうが灯ったと見えた瞬間、灼しやく熱ねつの火か焰えんが放射。突き上げようとした魔杖剣と振るう咒式士が、猛火に包まれた。炎の塊かたまりとなって倒れ、絶叫をあげて転げまわる。


    　仲間の咒式士が、炎上する仲間の襟えりを摑つかんで後退しようとする。天井から降ってき大鎌が、二人をまとめて斬り下げる。


    　撥はね上がる血飛沫ちしぶきと内臓。絶叫や悲鳴、怒号や咒式が飛び交う。「間合いを取れ！」というラルゴンキンの指令もほとんど届かない。


    　業ごうを煮やしたラルゴンキンが重戦車のように突進。机や椅い子すが跳ねとぶ。


    　迫る断罪の大鎌の瀑ばく布ふを、ラルゴンキンの魔ま杖じよう槍そう斧ふが迎げい撃げき。赤い火花と、軋きしるような金属の悲鳴があがる。


    　人間を遙はるかに超越した剛力の刃を、巨漢はそれ以上の剛力で逸そらす。司祭の胸元へ、槍斧が突きだされる。


    　青い血の飛沫しぶきをあげて後退する司祭に、俺は〈雷霆鞭フユル・フー〉の追撃を放つ。立方体が司祭の前に結界を展開しており、百万ボルトルの雷は無害な光へと変換されてしまう。


    　二人の攻撃で生まれた隙すきに、ラルゴンキンが倒れる仲間を引きずる。「後退しろ！」と指示が飛ぶ。


    　俺はさらに化学錬れん成せい系咒じゆ式しき第三階位〈爆ア炸イ吼ニ〉を紡つむぎ、結界の範囲外で発動。横よこ薙なぎの爆風が室内を荒らす。爆煙と破片で、禍まがつ式しきどもの視界を塞ぐ。ラルゴンキン社の生き残りが、負傷者を抱えて後退。


    　哄こう笑しようをあげながら、机の上を飛び跳ねていく死の司祭。大きく跳ねて、窓を破る。廊ろう下かへと逃げられた。


    　俺とギギナも窓へと飛びこんで、ガラスを割る。煌きらめく破片とともに、廊下に着地。振り下ろされる大鎌をギギナの屠と竜りゆう刀とうが弾き、廊下に火花を散らす。刃の交こう錯さくの向こうに、通りすがった事務員が悲鳴をあげた姿が見えた。


    　司祭とギギナが刃を合わせたまま、平行移動。反対側の廊下の窓を破って室内に突入する。


    　ギギナたちを追って、俺も割れた窓に飛びこむ。窓のすぐ下の机に手をついて前転。刃先が髪を刈っていく感触に背筋が総毛立ちつつも、次の机の上に着地。ギギナと司祭が、机の波の上を走っていくのが見えた。


    　大鎌の横薙ぎの円えん弧こを、ギギナが後方宙返りで躱かわす。ギギナの体は俺の傍かたわらへと着地。ギギナの重さで机が粉砕された。紙片を撒まき散らしながら、机と机の間の峡きよう谷こくを二人で転がっていく。


    　咒じゆ弾だん倉そうを交換しながら、机の陰から横目で現状確認。追いついたラルゴンキンの咒式士たちと、死の司祭が衝突していた。


    　大鎌の先に引っかけた死体を振りまわして挑発しながら、司祭は嗤わらいつづけていた。金属製の忠犬のように、立方体がその周囲を回転している。咒式士たちの咒式を無効化した燐りん光こうが散乱する。


    「サーベイ助じよ祭さいは今の境遇を喜んでいるようだな」咒弾を補充しながら、ギギナが皮肉を漏もらす。「いつのまにか服が司祭のものに昇進してやがる」


    「禍つ式が情報体だという推測は、禍つ式の顕けん現げん時に、必ず媒ばい体たいとなる物体に影響されることから主張されているのだろうな」


    　ギギナの言うとおり、サーベイ助祭は現状に不満だったのか司祭服の禍つ式になった。城の模型は無機質な禍つ式へと変貌をとげた。この二点からも予測を正しいとするしかない。


    「サーベイ司祭が攻撃型、不細工な箱の塊が咒式干かん渉しよう結界で防ぼう御ぎよしている。一体一体ならどうという敵でもないが、組まれると厄やつ介かいだな」


    「禍つ式もバカではないということだな。今までの咒式士の戦術を見習ったのだろう」


    「禍つ式は〈異い貌ぼうのものども〉でも竜に匹ひつ敵てきする最強の部類に属する、か。どうやら噓でもなさそうだな」


    「あの箱の塊かたまりの咒じゆ式しき干かん渉しよう結界が厄やつ介かいだといっても、竜の結界ほど桁けた違いに広範囲で強力なものではない」かつて出会った竜の力を思い出す。やはり圧力において段違いだ。あのときほど絶望的ではない。「咒式剣士の直接打撃を立方体に当てれば、あとはなんとかなるはずだ」


    　俺は遊ゆう底ていを引き、咒じゆ弾だんを薬室へと送って戦闘態勢を整える。


    　破砕音。ラルゴンキンを先頭に、イーギーとジャベイラが扉を破って進入してきた。


    「禍まがつ式しきめ、私の部下を殺すとはな」ラルゴンキンが、太い唇から憎ぞう悪おの塊を吐きだす。「微み塵じんにして、犬の餌えさにもせず、事務所の前において毎日踏みつけてやる」


    「ここの事務所のおもてなしは、なってないな」


    　俺が机の下から声をかけると、イーギーが嫌な顔をした。


    「なに、勝手はさせんよ。これからが私流のおもてなしだ」


    　ラルゴンキンが太い笑みを俺へと返し、兜かぶとの面めん頰ぼおを引き下ろす。


    「これ以上は被害を増やさせない。もし社内からやつらを外に出せば、市民に被害が出る」


    　ラルゴンキンが、長大な魔ま杖じよう槍そう斧ふを構える。


    「イーギー、ジャベイラ、一気に狩るぞ！」


    　鋭い号令とともに、ラルゴンキンが重戦車のような突撃を開始。鎧よろいに覆おおわれた広い背に、疾風となったイーギーとジャベイラが続く。


    　机や椅い子すを跳はねあげて突進していく巨漢に、咒式士たちが包囲網を解く。窓際には、三人の頭部を先端に串くし刺ざしにした大鎌が掲げられていた。柄を握る司祭の舌先は、咒力と生体情報を舐なめとっていた。


    　燐りん光こうを宿した目が、ラルゴンキンたち三人を捉えた。


    　口こう腔こうから紅い炎が吹きこぼれ、噴射。前方のイーギーに向けて、火か焰えんが吐きだされる。


    　紅ぐ蓮れんの炎が床や紙片を炎上させる。だが、すでにイーギーは火炎の奔ほん流りゆうのさらに上空に跳躍していた。


    　イーギーが二振りの魔ま杖じよう剣けんを左右の腰から引きぬき、超高速の斬ざん撃げきを振り下ろす。二条の飛ひ燕えんの刃を大鎌で止める司祭。受けきれずに、衝撃で背後のコンクリ柱に激突。


    　ジャベイラが後方から〈雷霆鞭フユル・フー〉の追撃を放つも、回りこんだ立方体が結界で阻止。


    　突撃していたラルゴンキンの巨大な槍斧が唸うなりをあげ、立方体へと降り下ろされる。今度は司祭の大鎌が受けとめる。


    　ラルゴンキンの魔杖槍斧〈剛ごう毅きなるものガドレド〉の先端に、化学鋼こう成せい咒式第六階位〈剛導電旺膂喚法ビユー・レト〉が発動していた。


    　巨漢の咒式をこめた刃を大鎌が迎撃。しかし、飾られていた御み子この像ごと粉砕。下にあった立方体の面へと、大だい瀑ばく布ふのごとき魔杖槍斧が叩きつけられた。刃は粘ねん土どでも斬るかのように、一気に両断っ！


    　立方体を二つの長方体に分断した刃先は、そのまま床に突き刺さった。禍つ式の体は、遅れて左右に分かれていった。断面からは、ヘモシアニンの鮮烈な青色の血と内臓が泥のように零こぼれる。


    　ラルゴンキンの〈剛導電旺換法ビユー・レト〉の咒じゆ式しきは、導どう電でん性高分子による強化筋肉を生成する。初期段階で断面積一平方センチメルトルあたり重さ二二〇キログラムルの重量を持ち上げ、伸縮率も一五％を可能にする。強化筋肉の発展形は、筋力強化系咒式の最高峰で、ギギナの〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉をも上回る超筋力を生みだしたのだ。


    　片割れが一瞬で惨ざん殺さつされ、司祭も不利を悟った。骨の足で跳ねて後退。背中から窓ガラスに激突し、エリダナの街へと逃走を図る。


    「逃がすか、この干ひ物もの野郎っ！」


    　ラルゴンキンの背を蹴けって飛ぶイーギーが、窓の縁に着地。右手の魔ま杖じよう剣けんの引き金を絞しぼり、切っ先から緑の奔ほん流りゆうを放つ。


    　華か剣けん士しの〈右鳴りのラカースス〉から生みだされ、[image: ]ねじりあい絡みあう緑の蔦つた。空中に逃げていたサーベイ助じよ祭さいに枝の牙を突き立てて摑つかみ、拘こう束そくする。


    　生体生成系咒じゆ式しき第二階位〈蔦葛縛タツク〉の縛ばく鎖さの根元に、さらにイーギーが左の魔杖剣を載せ、咒式を多重発動。


    　宙吊りの司祭に刺さった柄の群れから、毒液が迸ほとばしった。骸がい骨こつの口こう腔こうから、苦痛の絶叫。


    　生体生成系咒式第二階位〈酉兜髑ギヤフト〉で生みだされたアコニチンが体内を駆けめぐる。半数致死量の体重一キログラムルあたり〇・三ミリグラムルを遙はるかに越える、アルカロイド系猛毒が、司祭の延えん髄ずいと脊せき髄ずいの神経系を致命的に浸食する。


    　だが、咆ほう哮こうをあげた死の司祭の口腔に、再び鬼火が灯る。


    　次の瞬間、吐きだされた業ごう火かが自らを拘束する蔦つたを焼いた。禍まがつ式しきは身を[image: ]よじって跳はねる。


    　機会を窺うかがっていたギギナが、後方から颶ぐ風ふうとなって駆けぬけた。樹木の首吊り台の上を疾しつ駆くし、足元の蔦を破砕しながら飛ひ翔しよう。空中でドラッケンの戦士と死の司祭が交こう錯さく。


    　大上段に掲げられたガナサイト重じゆう咒じゆ合金の刃が、全身の体重を載せて振り下ろされる。司祭の頭部の拷ごう問もん檻おりに激突し、火花を上げる。


    　ギギナの全身の強化筋力が一点に集束、緋ひ色の火花を散らしながら高硬度の格子を通過！


    「おおるるるるううっ」


    　雄お叫たけび。ギギナの猛たけき刃は、サーベイ助祭の頭頂へと向かった。左側頭部から頭蓋を縦断。豪ごう奢しやな僧服の胸きよう腔こう、右脇下へと青い血飛沫ちしぶきをあげながら抜けていく。


    　空中で両断されたサーベイ司祭の断面から、鮮烈な青い塊、心臓が覗のぞいた。瀕ひん死しの心臓は、触手を噴出して超回復を行おうとする。


    　心臓にドラッケン族の左直拳がめり込み、貫通した。衝撃で、司祭の体がエリダナの宙空へと吹き飛んでいく。


    　青い飛沫に全身を染められながらも、ギギナはさらに飛翔。落下していく右半分になった司祭が、最後の力を振り絞って口腔を開く。


    　ギギナの後を追ってビルの窓から飛びだし上空から落下する俺と、サーベイ助祭の視線が垂直方向で出会う。


    　司祭の虚うつろな口腔の奥に業火が灯った瞬間、俺と一緒に飛び下りていたジャベイラの咒式が展開。電でん磁じ光こう学がく系咒じゆ式しき第四階位〈滅死放熙煌ヴアラツク〉が発動。位相空間で大量の電子と陽電子を対消滅させて発生したガンマ線が降りそそぐ！


    　見えざる死の光線に貫かれた司祭。口こう腔こうから炎を零こぼしながら、落下。事務所の隣にある商店街の天てん蓋がいに激突した。


    　樹じゆ脂し製せいの屋根があっさり砕け、禍まがつ式しきはさらに落下していく。


    　重力に従い落下する俺とジャベイラをギギナが受けとめ、さらに落下。天蓋に開いた穴を抜けていく。


    　ギギナが生体変化系咒式第二階位〈蜘蛛絲スピネル〉を発動。ポリペプチドや蛋たん白ぱく質しつの複合繊維の綱つなが天蓋に掛けられて、衝撃を吸収。速度が緩まり、俺たちは商店街へと降下していく。


    「このままどこかへ連れていって欲しいかもね」


    　ギギナの左腕に抱えられたジャベイラが微ほほ笑えむ。ギギナが無表情に返す。


    「べつに構わないが」


    「あら、私が実は男でもそう言ってくれる人は珍し……」と言ったジャベイラを、ギギナが地面に放りだす。


    「冗談なのに」


    　ギギナですら、この女を扱うのは苦く慮りよするらしい。


    　靴くつ裏うらが、磨かれた御み影かげ石いしの床に着地する。


    　俺たちが着地したのは、商店街の交差路にある広場だった。休きゆう憩けい用の椅い子すや植木に囲まれた噴水。中央には、エリダナ市の由来となった、歌乙女エリダナの彫像が設しつらえられていた。


    　悲鳴を押し殺したまま、買い物客や店員たちが硬直していた。全員の視線が、一点を凝視していた。すべての目が、天蓋の破片が石床に散乱した地点を見据えていた。


    　青い血の海から、青の軌跡が伸びていた。薄青色の脳のう漿しようをブチ撒まけ、枯れ木のような骨の右腕を無くした司祭が床を這はっている姿があった。


    　現在、エリダナで頻ひん発ぱつしている禍つ式事件だとようやく理解した女性が悲鳴をあげた。声を契機に、人々が逃げだしはじめた。


    　主婦が走り、背広の勤め人が逃げる。子供が泣きわめき、母親が抱えて走る。荷物が放りだされ、商品の山が崩されて大混乱が起こる。逃げまどう人々の間を抜けて、俺たちは前に出る。視線は変わらず一点にそそがれていた。


    　広場の中央、床と純白の僧衣を青い体液で染めたサーベイ司祭が頭部を上げた。脳漿や頭蓋骨の破片を修復しようと咒式を発動。


    　だが、なんの回復も起こらなかった。禍つ式の眼がん窩かの燐りん光こうが急速に消失し、持ち上げた頭部は背後の床へと落ちた。


    　頭部の骨が割れ、乾いた音が商店街に響いた。


    　禍つ式は、乗り物となっている肉体の心臓や脳などの重要器官を完全破壊しないと絶命しない。


    　だが、致死量の数百倍もある猛毒のアコニチンを受け、一〇〇グレイ以上の被爆で全身痙けい攣れんなど中ちゆう枢すう神経症状を起こして数時間から一日以内に死ぬとされる放射線を、十倍以上も受けたのだ。全身の生命維持機能が完全に破壊されては、死滅するしかない。


    　俺が長い息を吐くと、ギギナが屠と竜りゆう刀とうネレトーの刃先を下ろす。


    　ラルゴンキンやイーギーが天てん蓋がいの穴から飛び下りて無音で着地した。遅れて、ヤークトーや他の攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが、商店街の入り口から突入してくる。


    　ラルゴンキンが、俺に向かって快活な笑みを浮かべる。


    　認めるしかなかった。ラルゴンキン事務所の咒式士を舐なめていたわけではないが、ここまで強力だとは思わなかった。


    　エリダナ一の剛力を誇る重じゆう機き槍そう士しのラルゴンキンに、分析に優れた千せん眼がん士しのヤークトー。生せい体たい生成系で樹木を操る華か剣けん士しのイーギーに、光を駆く使しする光幻士のジャベイラ。


    　こいつらと次に戦う場合は、俺とギギナでも死闘を覚悟せねばなるまい。


    「ラルゴンキン保育園も少しはできるようだな」


    「やらないのはおまえだけだ、口だけ眼鏡」


    　イーギーが軽けい蔑べつしたように笑う。


    「前衛の咒式剣士たちの高速戦闘に、後衛役の俺がついていけるわけがないだろうが」


    　俺は反論しておく。


    「そうだな。貴様は要らないな。むしろいたのか？」


    　ギギナまで俺をバカにした目で見ているのは、納得がいかない。


    「おまえは俺の側だろうが」


    「ガユスの敵か味方か、それは私にも未知数だ」


    「ギギナ、頼むから少し考えて喋しやべってくれ。そしてよく考えたら、黙れ。さらに死ね」


    　俺とギギナの視線の先、御み影かげ石いしの床上で、数分だけ司祭になれたサーベイ助じよ祭さいの死し骸がいの輪りん郭かくが崩れた。


    　分子を結合させていた禍まがつ式しきの力が消失したのだ。全身が砂のように崩ほう壊かいしていく光景を全員で見つめていた。咒力が流れていく。


    「終わり、か」


    「違いますね。ここからが始まりだ」


    　乾いた音が耳に入った。


    　場違いな拍手だった。音の出所を探し、全員の視線が一点に集中した。


    　拍手は、商店街の広場の奥から発せられていた。天蓋の穴からの陽光が、見上げるように大きな歌乙女エリダナの彫像を照らしていた。彫像の左肩と前に立つ二つの人影から、拍手が鳴り響いていた。


    「やあやあ、これはお見事」


    　歌乙女の左肩に腰かけている人影があった。貴族めいた顔の道化が、熱意のない拍手をしていた。


    「さすがはエリダナの攻性咒式士たちだ。私たちの夜会を邪魔するだけのことはある」


    　青銀の格こう子し柄がらで塗りわけられた華美な装いは、毒々しい地獄の道化にも見えた。青白い道化の口こう腔こうには、青い舌が踊っていた。司祭から流れていった咒じゆ力りよくは、青い舌に舐なめとられていた。


    「夜会の挨あい拶さつついでに倒しておこうと思ったのだが、予想外に強力だった。これでは標的を汝なんじらと確定すべきだな」


    　錆さびた声で後を続けたのは、巨漢。見上げるほどの彫像の前に、同等の大きさで立っていたのは、鎧よろいで全身を包んだ騎士だった。


    　甲こう虫ちゆうの外骨格のような深緑色の鎧。表面には、異国の文字のような禍まが々まがしい黄色い斑まだら模様が散っていた。無機質な容よう貌ぼうに納まる紅の双そう眸ぼうは、業ごう火かのようだった。


    　天てん蓋がいからの陽光が二人を照らし、神話劇の舞台のような光景を演出していた。


    　俺はつい最近どこかでこいつらを見たことがある。


    「そうか、城の模型の上で並んでいた人形だ」


    　つぶやきと同時に全員が瞬時に再度の臨戦態勢。咒力の残ざん滓しを吸引していた道化が青い唇を閉じた。


    　俺は咒式を紡つむぎ高速展開。化学錬れん成せい系咒式第三階位〈爆ア炸イ吼ニ〉の爆裂の刃が疾走。エリダナの彫像ごと、二人の人影を吹き飛ばす。


    　爆裂寸前に道化と騎士が飛ひ翔しようした事実を、ギギナとラルゴンキン、イーギーほどの咒式剣士たちが見逃すはずがない。三人の戦士は、すでに着地地点へと疾走していた。


    　パン屋の前に巨大な騎士が着地する。詰めていたギギナの振り下ろす屠と竜りゆう刀とう、ラルゴンキンの横よこ薙なぎの魔ま杖じよう槍そう斧ふという、垂直と水平の雷刃が放たれた。さらにイーギーの両手から、直線の電光たる双剣が放たれる。


    　軌道上の輸送車と看板を粉こな微み塵じんにする光景でしか、超剣士たちの刃が視認できない。


    　金属と樹脂と木片の粉ふん塵じんを、巨漢の騎士が抜けた。全身甲かつ冑ちゆうはまったくの無傷。


    「四つの同時斬ざん撃げきをどうやって!?」


    　俺には分からない。しかし、疑問を抱くより先に颶ぐ風ふうとなって回りこんだギギナの巨大な刃と、イーギーの双剣が騎士へと撃ちこまれる。


    　騎士は左腕の手甲でイーギーの右からの剣の刺し突とつを弾き、連動する左からの剣の一撃を落とした右肘で打ちおとす。


    　同時に放たれていたギギナの屠竜刀を、騎士の右の掌が受けとめていた。体勢の崩れたイーギーの胸板を蹴けりとばし、握っていたギギナの刃を引きよせる。


    　ギギナは自身の長い柄の横で半回転。岩をも粉砕する右回し蹴りを騎士の側頭部へと放つ。


    　騎士は左手でギギナの右踵かかとを摑つかむ。ギギナが生体強化咒式第一階位〈尖角リベト〉を発動。金属とキチン質の槍が踵から飛びだし、騎士の掌を貫通。強引に固定したまま、ギギナが屠竜刀を手放し、体を捻ひねった。右足を相手に摑まれた状態で、旋風となった左足の回し蹴りを放つ。


    　首を引いて、騎士が雷速の蹴りを回避。槍で固定された左手を振る。大型単車なみの体重のギギナが振り下ろされ、背中から石床へと落下する。


    　空中に舞う御み影かげ石いしの破片を突き破るように、騎士の落雷の踏みつけが襲う。


    　石床を穿せん孔こうする騎士の靴くつ。


    　ギギナは後転で一撃を躱かわし、落ちてきた屠と竜りゆう刀とうを摑つかむ。後方飛ひ翔しようしていくギギナに入れ代わり、俺とジャベイラが咒じゆ式しきを放射する。


    　巨きよ軀くを誇る騎士とその背後に着地する道化へと向かって、俺とジャベイラが展開した、二条の〈雷霆鞭フユル・フー〉が襲いかかる。


    　絡みあう二条の雷の蛇へびは、道化と騎士の寸前で分ぶん裂れつ。二重咒式の正体を現し、左右上下の四方向から高電圧の毒牙が襲撃する。


    　だが、雷は騎士の手前の空間で消失。鋭利な刃で断たれたような不自然な消失。俺とジャベイラの魔ま杖じよう剣けんの先端へとつながる、電流の蛇まで一気に消失させた。


    「ではこれで死ね！」


    　刹せつ那なの間を置かず、連動させていた化学錬れん成せい系咒式第四階位〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉を発動。トリメチレントリニトロアミン爆薬が、騎士の結界の寸前で炸さく裂れつ。


    　爆風と焰ほのおが商店街の広場に吹き荒れる。烈風が、後退していた俺や攻こう性せい咒式士たちの顔に吹きつける。


    　時間とともに爆煙が晴れていった。


    　広場の奥には、大穴が穿うがたれていた。周囲にあった椅い子すや石像は完全に破壊されている。近くにあった店てん舗ぽでは、商品が粉々になって、なにを扱っていたのかも判別できない。我ながら街中で使うには過か剰じようすぎる威力だった。


    　広がる爆煙が、逆回転する映画のように渦うずを巻いて収束。最後は一気に消失した。


    　驚きよう愕がくする視線の収束地点。爆心地に、虹色に輝く球形が現れた。


    　黒煙も焰も、半球を避けるように吹きながされ、見る間に消失していく。


    「いやいや、ヤナン・ガランの結界は相変わらず見事だね」


    「弓きゆう弩どのような咒まじないはつまらぬ。先ほどの剣士たちとの干かん戈かの交わりのほうが、よほど我が流りゆう儀ぎに近い」


    　虹色の半球のなか、道化の愉快そうな声に騎士が退屈そうな返答をしていた。


    　あまりの光景に、俺は続けようとした咒式を停止する。その場の全員が、紡つむいでいた咒式を発動させられなかった。


    「待て、待てっておい」俺の唇は無力な言葉を紡ぐ。「咒式の減げん殺さいや阻止ならまだ分かるが、電撃咒式を魔杖剣の根元まで逆流して消失させ、さらに第四階位という強力な爆裂咒式を完全無効化する咒式干かん渉しよう結界だと？」


    　ここまで強力な咒式干渉結界を俺は知らない。かつて出会った長命竜アルターの力と同等か、それ以上。前ぜん代だい未み聞もんの咒式結界としか言いようがない。


    「……おまえたちは、ただの禍まがつ式しきではないな」


    　歴戦の攻性咒式士たるラルゴンキンが、嗄かれた声を絞しぼりだした。頼む、その続きを言わないでくれ。


    「……そうか、おまえたちは式番号持ち、いわゆる〈大禍つ式アイオーン〉ということか」


    　ラルゴンキンの声は、苦く鳴めいになっていた。道化が過か剰じような装飾の服の裾すそを翻ひるがえし、騎士が手てつ甲こうを胸の前に掲げて、それぞれに名乗りを上げる。


    「そのとおり。私は墓の上に這はう者、秩序の第四九八式、アムプーラと申します」


    「我は戦の紡つむぎ手、混こん沌とんの第五〇二式、ヤナン・ガランだ」


    　言葉が意味する事実に、咒じゆ式しき士したちが彫像のように凍りついた。


    　十三階かい梯ていのエリダナ最強の攻こう性せい咒式士ラルゴンキンが、副官のヤークトーが、怖いものなしのイーギーとジャベイラが、そろって動けなかった。


    　傲ごう岸がん不ふ遜そんの塊かたまりであるギギナですら、声もなかった。


    「四九八式に五〇二式、子し爵しやく級と男だん爵しやく級の禍まがつ式しきということか……」


    　最悪だった。番号持ちは、禍つ式のなかでも、特に支配階級であることを示し〈大禍つ式アイオーン〉と呼ばれる。


    　彼らの咒力と戦闘力は、地上最強の生命体たる長命竜アルターにも匹ひつ敵てきすると言われる。それは〈異い貌ぼうのものども〉のなかでも、最悪最強だということだ。


    「禍つ式の研究の大家たるヴォイド教授の説によると、禍つ式が名乗る番号は、生まれた順番で、数が少ないほど強大だったか……」


    「それが俺たちの眼前に、二体もそろっていやがるというのか」


    　大禍つ式アイオーンたちは、商店街に立っていた。


    「たしか汝なんじら人類は、悪魔や魔神とかいう、遙はるか古代の想像上の分類に倣ならって、便べん宜ぎ的に四〇〇番台を子爵、五〇〇番台を男爵と我らを呼称しているらしいな」


    　ヤナン・ガランが憮ぶ然ぜんとした表情で分析を述べた。


    「では私がアムプーラ子爵、ヤナン・ガランが男爵というわけか。領土も領民もいないが、ここは人の流りゆう儀ぎに従おう。それでいいかね、ヤナン・ガラン男爵？」


    　アムプーラの道化の笑みに対し、ヤナン・ガランは興味もなさそうに肯定した。


    　俺は咒式を紡ぎつつ、進退を決めかねていた。


    「ラルゴンキン、進むか退くか？」


    　震えを抑える俺の声に、巨漢の咒式士は苦く渋じゆうの表情を浮かべた。


    「こいつらを、地獄の化け物どもを私の愛するエリダナに放つわけにはいかん」奥歯を嚙かみしめる音が、くぐもった響きをあげる。「我らが今ここで倒すしかない」


    　所長の決断が下された。攻性咒式士たちは、決意の顔で魔ま杖じよう剣けんを掲げ、隊たい伍ごを組む。


    「全員で動きを止める。その瞬間、我々ごとガユスの最大攻性咒式で吹き飛ばせ」


    　ラルゴンキンの指令に、咒式士たちが積せき層そう兜かぶとの面めん頰ぼおを下ろし、魔杖剣の引き金に指をかける。今考えられる勝利のための道筋は、ラルゴンキンの言った方法しかない。


    「そんなに本気にならないでくれないかね。今日は挨あい拶さつだけなのだから」


    　アムプーラと名乗った大禍つ式アイオーンが笑っていた。


    　俺の顔の右横で。


    　一瞬たりとも、俺やラルゴンキンたちは禍つ式から目を離してなどいない。だが、アムプーラは、墓土の臭においのする冷たい息を俺の首筋に吹きかけていた。二ふた股またに分かれた青い舌先を閃ひらめかせ、笑みを浮かべていた。


    「夜会の盤ばん面めんに上がるものとして、諸君らは選ばれたのだ。光栄に思いたまえ」


    　全員が動けない。いきなり俺たちの作戦が崩ほう壊かいさせられたのだ。どのような咒じゆ式しきが駆く使しされたのか、それすら推測できない。


    「……待て、アムプーラ。その攻こう性せい咒式士の右手を見ろ」


    　ヤナン・ガランの鋭い声にアムプーラが笑みを浮かべる。


    「あいかわらず無ぶ粋すいだな、ヤナン・ガラン男だん爵しやく。先ほど決めたように、私のことはアムプーラ子し爵しやくと呼んでく」


    　アムプーラの笑みを含んだ視線が、俺の右手へと降下し、言葉が止まった。


    「なんと、こんなことがっ！」


    　禍まがつ式しきの支配者の声に、小さくない驚嘆が混じる。


    「賢龍派ヴアイゼンから持ちだされ、我らと竜どもがその行方を追っている〈宙ちゆう界かいの瞳ひとみ〉だと!?」アムプーラが俺にだけ聞こえる小さな声で独白し、青白い犬歯を鳴らす。「なぜ汝なんじのような微小な存在がその手に宿しているっ!?」


    　瞳どう孔こうが細くなり、怒気を含んでいた。絶対の死の予感で、俺の体温が急速低下していく。


    　怨えん嗟さにも似た囁ささやきは、やがて禍つ式の喉のどの奥で泥の煮えるような笑声に変わっていく。


    「おもしろい、おもしろいぞ。たいしておもしろくもない〈夜会〉が、別の意味を帯びてきた」


    　猫よりも密やかに動いていたギギナが、高速抜ばつ刀とう。巨大な刃が俺の首の後ろを疾っていき、停止する。


    「ヤナン・ガラン男爵、夜会の規則の第二項補足三項を変更したい」


    　ギギナの刃から逃のがれたアムプーラは、すでにヤナン・ガランの横に立っていた。


    「私もそう思案していたところだ。強制された夜会の勝利条件のひとつに、攻性咒式士の首とあれを賭かけようではないか」


    　ヤナン・ガラン男爵が錆さびた声で笑い、アムプーラ子爵が手を叩いて飛び跳ねる。


    　ようやく、俺の全身から嫌な汗が吹きでてきた。


    　ヤナン・ガランへのギギナとラルゴンキンとイーギーの攻撃は四つ。二本の腕でどうやって止めたのか、理解不能だ。


    　アムプーラの移動にいたっては、瞬間的に十メルトルほども移動していた。


    　禍つ式の支配者二人組は、凍りついたままの俺たちへと振りかえった。


    「それでは、皆様。名な残ごり惜しいが、今はここまで。また夜会の盤面のどこかで会おうぞ」


    　墓の上に這はう者が笑い、戦の紡つむぎ手が続ける。


    「公平を期すなら、夜会の幕切れは近づいていることを告げておこう。終幕は三日後の昼三時。その時間を越えると、盤面が崩ほう壊かいする」


    　二体の超生物は、正面を向いたまま後方へと飛翔。重力が存在しないかのような跳躍だった。


    　ラルゴンキン事務所の咒式士たちは、ようやく呪じゆ縛ばくから解きはなたれた。全員が反射的に咒式を展開。照明の支柱に着地した二体へと、雷や熱線や鋼はがねの槍の咒じゆ式しきを放つ。騎士の手の一振りで雷が散らされ、鋼の槍が金属の粒子に変えられた。結界が強力すぎる。


    　二体は、支柱を蹴けってさらに飛ひ翔しようした。爆裂は支柱と壁を破壊するだけ。二体は俺たちの上空を魔鳥のように飛んでいく。見上げながら放たれる熱線や爆裂は、商店街の天てん蓋がいを破壊していくだけだった。


    　破片から逃のがれて、さらなる咒式の空中砲火。アムプーラとヤナン・ガランは商店の三階の壁に着地、すぐに撞どう球きゆうのように反射して天蓋の穴まで上昇した。


    　大禍つ式アイオーンたちの姿は、天蓋の上へと去っていく。


    「追え、やつらを逃がすなっ！」


    　天蓋の破片と瓦が礫れきの雨が降りそそぐ商店街に、ラルゴンキンの怒号が放たれた。イーギーとジャベイラが走りだす。攻こう性せい咒式士たちも、部隊長の後に続いて次々と天蓋へと飛翔し、商店街の大通りの奥へと疾走していく。


    　俺とギギナは、商店街の広場に取り残された。二人はただ立ちつくしていた。


    　ギギナは去っていった大禍つ式アイオーンを睨にらみつけていた。


    　俺の目は、右手に嵌はまる指輪を見ていた。


    　事実上、俺が逃げだすことは不可能になった。


    　あのモルディーン枢すう機き卿けい長ちようの置き土産みやげが、俺を禍まがつ式しきどもの標的にさせやがったのだ。

  


  
    六章　くちびるには唄と嘘を


    



    　　　かつてツェベルン龍りゆう皇おう国こくが太陽の帝国と呼ばれて繁栄していた理由は、ひとつだけだ。


    　　　暗闇でのツェベルン国人の行動を信じることは、神にすら不可能だったからだ。
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    　ウルムンの夜は冷える。砂岩の建物が並ぶ静かな街角も、冷え冷えとしていた。建物の陰、屋上、路地の闇に、いくつもの人影が現れる。手に手に掲げられるのは、数十もの刃。


    　屋根に立つ指揮官らしき黄金の髪の青年が手を掲げ、下ろす。砂さ塵じんを巻きあげて、咒式の嵐が放射される。


    　治安制圧警察軍の警備所へ、火炎や槍や電撃が着弾。窓のガラスが吹きとび、扉から炎が噴きこぼれる。槍に肩を貫かれ、炎に包まれた人間が飛びでて、道路で転げまわる。


    　遅れて、裏手から濃緑色の制服を着た兵士の姿が現れる。炎に巻かれる仲間を消火し、魔ま杖じよう剣けんを周囲に向ける。だが、どこから襲撃されたかも分からず、周囲を見回すだけ。悪名高きドーチェッタの治安制圧警察が、完全に混乱していた。


    「応射しつつ、全部隊撤てつ収しゆう！」


    　レメディウスの号令で、さらなる咒じゆ式しきが展開。追いすがる兵士たちが、爆発や雷の前に倒れていく。


    　砂岩の建物による街の峡谷を、〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の党員たちが撤てつ退たいしていく。ビルの裏で、協力者たちが用意したパンの配達車や冷蔵車に乗りこむ。


    　逃走していく車の群れは、ウルムンの首都、ウルトニアの街を走る。


    　それぞれ別の道で逃げていた車の群れが、続々と合流。一行は一棟のビルの裏へと集結していった。


    　隠れ家の地下室では、耳を聾ろうする歓声。党員たちがお互いの無事を喜び、戦果に湧いていた。


    「今日も成功したな。レメディウスの指揮はたいしたもんだ！」「指揮官どのの咒式に、識別機を誤ご魔ま化かす技術があるかぎり、ドーチェッタの秘密警察や軍も敵じゃねえ！」「いやいや、あの細い坊ちゃんが、今じゃ、[image: ]光の戦線の実戦指揮官だからな」


    　凱がい歌かをあげる浅黒い肌の戦士たち。人々の視線の先には、ウルムンの民族衣装をまとったツェベルン系人が立っていた。


    「負傷者は十二号の道で本部へ運んでください。三番隊と五番隊で、軍の動きを引きつづき監視を！」ウルムン風の装束のレメディウスが、部隊員に指示を出していく。「四班と六班は、追撃されないように注意しつつ、タラム地区へ移動させて！」


    　側近であるナジクとナバロが、伝令に指示を伝えるべく階段へと向かう。


    　指示を出し終えたレメディウスが、疲労した顔で木箱に腰を下ろす。待っていたようにナリシアがレメディウスに駆けよった。少女の手が、水の入った杯とパンを渡す。


    　智ち略りやくを駆く使しする指揮官の顔から、レメディウスは普通の青年の顔に戻った。青年は少女に無言で微ほほ笑えみ、ナリシアの顔にも笑みが咲きこぼれる。


    「そちらは上う手まくいったようだな」階段を下りてくる人物の声があった。「君の作戦だから当然だが」


    「ゼムン党首、御無事で！」


    　立ち上がろうとする青年と少女を手で制し、ゼムンは二人の前の木箱に腰を下ろす。


    「ナリシア、負傷者の救護を手伝ってくれ」


    　党員に呼ばれたナリシアが、党首に頭を下げた。急いで去っていき、横たわる負傷者の救護にあたる。


    　少女の後ろ姿を見届けてから、ゼムンが口を開く。


    「しかし、咒式技術者以外に戦術指揮官としての才能が君にあるとはね」


    「いえ、そんなことはありません」


    　レメディウスが恐縮したように答える。


    「ただ、僕が好きだったチェルス将しよう棋ぎが役に立ちました。相手の心理を読み、最善手を打つという単純なことです。また、ドーチェッタが警察や軍人に教育よりも血縁を重視してくれたおかげで、まともな指揮官がいないだけですよ」


    「それはこちらも同じだ。ウルムンには人材が払ふつ底ていしている。医師も教師も咒じゆ式しき士しも足りない」


    　ゼムンが険しい光を瞳に宿らせる。


    「今さら聞くことではないが、君はなぜこの闘いに参加するのだね？　故国であるツェベルンに帰っても誰も責めはしないのだが？」


    「それはあなたも同じです」


    　レメディウスの正確な発音のツェベルン語が放たれた。ゼムンの浅黒い顔に感情の波が広がっていく。


    「……いつか君にも言おうと思っていたのだが、先に当てられるとはね」


    　ゼムンも正式なツェベルン語で返す。


    「たしかに私の父はツェベルンの軍人で、私自身も龍りゆう皇おう国こくにいたことがある。どうして分かった？」


    「あなたのウルムン語は綺き麗れいすぎるのです。現地人でもそこまで正確に発音はできません。演じるなら、言語調律を現地用に崩したほうがいいですよ」


    　二人は静かな視線を交わし、長い沈黙が落ちた。


    「私は、この国で青年時代をすごした。戦う理由はそれで充分だ」


    　嘆たん息そく混じりの述じゆつ懐かいが、ゼムンの唇から零こぼれて落ちた。党首の目は、レメディウスの理由を問いかけるように向けられた。


    「僕は……」咒式博士は、静かに首を左右に振った。「最初は珍しい経験と観察のつもりで参加していました。叔お母ばのカルプルニアへの反発もあったことを否定しません」


    　レメディウスの面差しに、寂しい翳かげりが射す。


    「僕の考案した咒式が悪用されることに、どこか他人ごとでした。武器が悪いのではなく、使う人間が悪いのだと。だが、それは違った」


    　青年の声には、悔かい恨こんと決意が混じりあっていた。


    「街角の喧けん嘩かも、昔は殴りあいで済んでいたことが、現在では咒式のために殺しあいになっています。そして、ここウルムンでは圧政と虐ぎやく殺さつの道具になりさがっています」


    　レメディウスの双そう眸ぼうは、緑の焰ほのおのごとく燃えあがっていた。


    「人間の個人の可能性を広げるべき咒式が、人間を苦しめる圧政に使われている現実に、僕は激しい怒りを抱きました。僕はこれほどの不正義を許せない」


    　瞳の焰ほのおは、自らをも灼やきつくすように激しく揺らめく。


    「呪文で魔法が起こらないように、平和だ愛だの口先で唱えるだけではなにも起こらない。だから、僕は不正義を正す。それに……」


    「それに？」


    　ゼムンの問いにレメディウスの答えはない。青年の緑の瞳は、人々の姿を眺めているだけだった。ゼムンが眼まな差ざしを追うと、負傷者の介かい護ごに当たるナリシアの姿があった。


    「僕は彼女を、いや、この国に未来を取りかえしてあげたいのです。ドーチェッタに盗まれた人生と可能性を戻してあげたいのです」


    　僕のようにならないために、という言葉をレメディウスは飲みこむ。


    　ゼムンの顔に疲労がにじみ、言葉を吐きだす。


    「我らの活動も武力でしかない」


    「ええ。ですが正しい目的に使っている。他に道はありません」


    　咒じゆ式しき博士の真剣な言葉と、双そう眸ぼうにちらつきはじめた緑の炎。


    　ゼムンはなぜか背筋に悪お寒かんを覚えた。


    



    



    「父よ、私はあなたの御手にみずからを委ゆだねます。いかようにも御み心こころのままになさってください。どのようになされても、あなたに感謝いたします。すべてを覚悟し、受けいれます」


    　昔は教会の僧そう侶りよだったというヤークトーの、祈き禱とうの声が墓地に響きわたる。


    「あなたの御心が、私と、あなたが造りたまいしすべての生き物の中で行われんことを。私の願いはこれに尽きます」


    　昨日の禍まがつ式しきによる襲撃事件で死亡した五人の咒式士の葬そう儀ぎが、エリダナ共同墓地で行われていた。


    　祈禱をあげるヤークトーの前には、ラルゴンキン事務所の攻こう性せい咒式士の全員、二十三名と事務員の半数が喪服や喪も章しよう姿で整列していた。背景に並ぶのは、見知らぬ死者たちの墓標。石の上に黒々とした鴉からすたちが留まっていた。


    　そして、昨日の戦闘に居合わせた俺とギギナの二人も参列していた。


    「主よ、我らが魂たましいを、そしてダハル・グスクル、バルムス・ザリ・ナッド、ヒーリエ・エイン、カイウス・ブラム、アルク・ウントの五人の魂を、あなたの御手に委ねます」


    　屈強の咒式士や事務員たちから、嗚お咽えつと啜すすり泣きを堪こらえる声が漏もれる。


    　俺は葬儀というものが苦手だ。死者に対して、なにもしてやれなかった自らを、その無力さを再確認させられているような気がするのだ。


    　だからこそ、初春に死んだ学生時代の親友であるヘロデルの国こく葬そうにも、俺は参列しなかったのだ。


    　立ち会った者の義務だとラルゴンキンが参加を強制しなければ、俺が葬儀に来ることも無かっただろう。


    　ヤークトーが列から下がり、参列者が前に出る。昏くらい墓穴の底に安置された五つの柩ひつぎの上に、赤や白の花が投げ入れられていく。


    　俺も葬列に続いて、顔も知らない攻性咒式士たちに花を手た向むけ、信じてもいない鎮ちん魂こんの印をきった。ついでに簡単な冥めい福ふくの祈りを捧げる。


    「いつかそちらに行ったときは、よろしくな」と胸中で告げておく。振りかえると、参列者の最後となったギギナが無関心そうに立っていた。


    「どうした？　花を投げて祈るだけだが？」


    　俺の小声の囁ささやきに、ギギナが困惑しきった表情を返した。


    「異教の祭礼の仕方など、まったく知らない。異教に従えば故郷を裏切ることになる」


    「皆が不審がっているだろうが」ギギナを扱うのは難しい。「分かった。ドラッケン族式でいいからやれよ。ただし、非礼にならないように、正式なもので」


    　ギギナが眉まゆをひそめる。墓穴の前でまごついている余よ所そ者ものに、周囲の咒じゆ式しき士したちが怪け訝げんな目を向けはじめる。


    　ギギナも周囲の視線に気づき、諦あきらめたかのように長い溜め息を吐く。


    　ドラッケン族の戦士は、腰から柄を引きぬき、背中の刃に連結。長大な屠と竜りゆう刀とうネレトーを天に掲げる。突然の奇行に参列者たちがたじろぐ。


    　憤ふん怒ぬの声があがる前に、ギギナは刃を墓穴の前に突き立てた。続いて、片膝をついてドラッケン族式の礼拝〈クドゥー〉を行い、喪の唄を朗ろう々ろうと歌いはじめる。


    「おまえは夥おびただしい夢の軀からだを血で染めて


    　月明かりと星ほし屑くずの緇し衣えを編むだろう」


    　氷のように、焰ほのおのように、ギギナの唄は、墓地の大気を渡っていく。


    「そこでは無む為いも無常も消えさり


    　蒼ざめた御使いたちも、獰どう猛もうさを競うことを忘れる」


    　天を震わす鎮ちん魂こんの歌声は、参列者の胸へと、優しい刃となって突き刺さる。素そ朴ぼくなドラッケンの唄が別の唄へと変調する。
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    「時々、世界は美しすぎて寂しくなる


    　歓喜の日々もどこか寂しい


    　子供のころの夢が叶えられても


    　それだけでは寂しい」


    　右目を跨またぐ竜と焰ほのおの刺青いれずみが、蒼く燃えあがる。


    「意味も言葉もなく、ただ想いだけを


    　そんな愛を信じている、幼さは傷跡だった」


    　鋼はがねの髪が奔ほん流りゆうとなって声にそよぎ、白い美神の横顔を露あらわにする。


    「不滅から刹せつ那なへと蒼が転がる、あの束つかの間まの永遠


    　密やかに去ったおまえの微ほほ笑えみだけが、今も心臓で唄っている」


    　歌いおえたギギナは、屠と竜りゆう刀とうを水平に掲げるドラッケン式の瞑めい目もくを捧げた。ドラッケン族の素そ朴ぼくな鎮ちん魂こんの唄ではなかった。


    　意味も韻いん律りつもないが、声にこめられた哀しみだけは伝わってきた。


    　立ち上がったギギナが、俺の視線に気づいた。


    「夜語りにプレメレナが歌った、くだらない唄だ。この女め々めしい場には〈クドゥー〉よりふさわしいだろう」


    　ギギナなりに、自ら殺あやめた女に対して想うところがあったらしい。内面の一端が垣かい間ま見みえたような気がした。


    　墓地の全員が、麻ま痺ひしたように動けなかった。


    　あまりに凄すさまじい美声と、眼前の美の化身が祈る神話の一節のような光景に、甘い痺しびれを後頭部に感じていたのだ。


    　ギギナ自身は、歌うことを軟弱な趣味だとして嫌っているのだが、まさに歌の神の声であった。攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもの鋼はがねの心すら、摑つかんでしまっていた。


    　たまに聞く俺としても、本気で歌うギギナの声に、不覚にも魂たましいを揺さぶられてしまっていたのだ。


    　ただし、天上の歌声も場合によりけりだろう。


    　ギギナの激しく優しい唄で、死者への哀あい惜せきと思い出を搔かきたてられたラルゴンキン事務所の面々は、涙を流し、激しい嗚お咽えつをあげる。地面に突っ伏すものまでいた。


    　深呼吸。感傷的な気分を、吐く息とともに追いだした。


    「これが、あの無神経だけが取り柄という、ラルゴンキン事務所の咒式士か？」


    　泣き暮れた咒式士たちが、うなだれていた顔を上げる。


    「同どう僚りようの死にも、ただ安っぽい涙を流して、悲しむだけしかできないのか？」


    　俺の冷たい言葉に、全員の目に憤ふん怒ぬの焰が宿っていく。


    「てめえ、言っていいことと悪いことの区別がつかない、本当の激バカらしいな」


    　赤い目をしたイーギーが、双剣の柄つか頭がしらに両手をかけ、一歩を踏みだす。


    「あんた、殺すよ？」


    　ジャベイラが唇を嚙かみしめながら、押し殺した声を出した。女はイーギーの横に並ぶ。


    　魔ま杖じよう剣けんを抜ばつ刀とうして、攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが散開。殺意の瞳と刃が、俺とギギナを囲む。


    　側に立つギギナに助けを求めると、なぜか感情が煮えたぎる目をしていた。


    「よかろう」ギギナが柄を伸ばしていく。「誰が真の敵かも忘れた愚か者どもは、先に行った死者の元に送ってやることこそ親切というものだ」


    　自らの長身をも越える長さとなった屠と竜りゆう刀とうネレトーが掲げられる。ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きん製の一〇七五ミリメルトルの刃身が、禍まが々まがしい光を宿していた。


    　理由は分からないが、ギギナがいつも以上に好戦的かつ感情的になっている。


    　怒れる瞳を並べ、荒い呼吸を吐く咒式士たちの包囲網が狭せばまってくる。迫る魔ま杖じよう剣けんの先端に、咒じゆ印いん組そ成せい式しきの燐りん光こうが描かれはじめていた。


    　お互いの間合いがついに臨界点に達する寸前、快活な笑い声が響く。


    　声の方向に、咒式士たちの視線が集中した。包囲網を搔かき分けて進む、巨漢と[image: ]そう身しんの姿があった。


    　火のついていない葉巻を咥くわえた所長のラルゴンキンと、目を知覚仮面ネーメンマスクで覆おおった副所長のヤークトー。二人の咒式士が殺気に満ち満ちた包囲網を抜けて進む。俺たちの前で、ラルゴンキンとヤークトーが立ち止まる。


    　動こうとしたイーギーを、ラルゴンキンの巨大な掌てのひらが制止した。


    　巨漢は王侯のように周囲を睥へい睨げいし、葉巻を口から離して、掌で握りつぶした。そして口を開いた。


    「このバカものどもがっ！」


    　大気と鼓こ膜まくを震わす大だい音おん声じように、咒式士たちが首を竦すくめる。


    「ガユスの言うとおりだ」ラルゴンキンが言葉を続ける。「我らが同どう僚りよう、ダハル、バルムス、ヒーリエ、カイウス、アルクを殺したのは誰だ？　ガユスか？　それともギギナだったか？」


    　包囲網を作る攻性咒式士たちの顔に、戸惑いと困惑の波は紋もんが広がっていく。


    「敵はクソ禍まがつ式しきども、それを操っている腐れヤナン・ガランとアムプーラの二体。違うか？」


    　攻性咒式士の面々が考え、やがて不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずく。巨きよ軀くを返したラルゴンキンは、俺へと向きなおる。鳶とび色の目が俺を見据えた。


    「ガユス、よく言ってくれた。これで事務所の士気が低下したままになることを防げた」


    「べつに。俺が言わなかったら、どうせ所長のおまえが言うだけだろう？」


    　魔杖剣の柄つか頭がしらに掛けていた、汗ばんだ掌を離す。


    「所長のラルゴンキンでは言いにくいだろうし、外部の俺が憎まれ役になったほうが効果的だろうと思っただけだ。事態収しゆう拾しゆうの言葉をなかなか言ってくれないから、自分で敵は誰だと言うところだったよ」


    　周囲の咒式士たちの顔に、呆あつ気けにとられたような表情が広がっていった。憤ふん怒ぬの色は消え、魔杖剣の切っ先が下ろされていく。


    　事態の終息を確認したラルゴンキンが、唇に笑みを浮かべる。


    「ガユスの言葉を継いで、ギギナが煽あおったのも見事だ」


    　俺は横目でギギナを確認してみる。ギギナは屠と竜りゆう刀とうを大地に突き立てていた。獲物を逃した肉食獣のように、鼻先に皺しわを寄せていた。


    　おそらくというより確実に、ギギナは強敵と戦えれば機会を選ばないだけなのだろう。


    　ラルゴンキンの笑みと俺の苦笑が交差する。


    「よし、では泣くのは終わりだ」


    　ラルゴンキンは漢おとこの顔から所長の顔に戻り、腹ふつ腔こうからの声を出す。


    「我がラルゴンキンの攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもに問う！　我らが同胞を殺したのは誰だっ！」


    　凄すさまじい声量が、波動となって全員に叩きつけられる。一拍遅れて、それぞれに叫び返す。


    「禍まがつ式しきだっ！」「ヤナン・ガランとアムプーラだっ！」


    　ラルゴンキンはさらに叫ぶ。


    「ではさらに問おう！　やつらをブチ殺し、同どう僚りようの無念を晴らすのは誰だ!?　神か、郡警察かっ！」


    「ふざけるな、復ふく讐しゆうするのは我らだ！　ラルゴンキンの攻性咒式士だっ！」


    　生き残った二十三名の咒式士全員が魔ま杖じよう剣けんを、さらに事務員たちが拳を振り上げる。


    　轟ごう々ごうという叫びが、踏み鳴らされる足が、墓地の静せい謐ひつを粉こな微み塵じんに破壊した。大だい音おん声じように吹き散らされるように、鴉からすたちが逃げていった。


    「ではおまえたちは、ここでなにをしている？　街へ行け、クソ禍つ式を駆り立てろ！　そして似合いの地獄へブチこみ返してやれっ！」


    「応おうっ！」


    　攻性咒式士たちが魔杖剣を掲げた。続いて、先を争うように走りだす。


    　化学鋼こう成せい系咒式士は兜かぶとの面めん頰ぼおを引き下げ、生体強化系咒式士は全身から甲こう殻かく鎧よろいを生成する。


    　事務員は輸送車の背後から咒じゆ弾だん倉そうを取りだし、駆けぬける咒式士たちに投げわたしていく。戦闘準備の終わった攻性咒式士が、続々と装そう甲こうされた車に乗りこむ。人数がそろうと、騒々しい音を立てて発進していく。次の車に、また咒式士たちが向かっていく。


    　俺とギギナの横を攻性咒式士たちが駆けぬけていく。勇壮な男たちが「ケツを蹴けってくれてありがとよ」「いい唄だったぜ」と言いながら、肩やら背中やらを拳で叩いていく。


    　長身のギギナは憮ぶ然ぜんとした顔で立って、器用に回避する。華きや奢しやな俺は叩かれる衝撃の方向のままに身体からだが前後左右に揺れる。


    「……俺はおまえらを認めないからな」


    　言いすてて、イーギーが去っていった。


    　ラルゴンキンが、いつの間にか俺の横に立っていた。目は柔にゆう和わな光を帯びていた。


    「ガユス、まったくおまえは噓つきだ。時代が時代なら煽せん動どう者しやになっていただろうよ」


    「まだまだだろう。俺には、ラルゴンキンほど芝居がかった煽あおりはできないよ」


    　巨漢は目を細めるだけだった。俺は捕捉しておく。


    「言うまでもないだろうが、俺とおまえが煽あおって奮起はしたが、頭に血が昇っているだけだ。部下の咒じゆ式しき士しどもをきっちり制せい御ぎよしておいたほうがいい」


    　ラルゴンキンの鳶とび色の瞳と、隣に立つヤークトーの機械の目が、身長差の斜めの線で結ばれた。巨漢が片目を閉じて、ヤークトーが唇を引きむすんでいた。


    「な？　ガユスはこれくらい言うと言っただろう？」ラルゴンキンが副官に言葉を投げかける。「賭かけは私の勝ちだ。おまえが秘蔵するシャミールの初期型宝ほう珠じゆは私のものだ」


    「このヤークトー、あまり若い人を見る目がないようですな」


    　二人の攻こう性せい咒式士の会話で、俺は気づいた。


    「わざわざ葬そう儀ぎへの参列を強制したのは力量を試すため、ということか？」


    「場合によっては、許さぬが？」


    　俺とギギナの軸じく足あしに体重がかかる。ギギナは戦闘をも辞さない態勢だ。


    　ラルゴンキンは髭ひげを撫なでるだけだった。唇が言葉を紡つむぎだす。


    「例の禍まがつ式しき事件のことだ」


    　ラルゴンキンの四角い顔に、真剣な成分が混じる。


    「私の長年の咒式士経験から言うと、禍つ式はまだしも、爵しやく位いつきの〈大禍つ式アイオーン〉というとびきりの〈異い貌ぼうのものども〉までが相手となると、未み曾ぞ有うの危機だ」


    　声は硬質の響きを帯びていた。


    「おまえたちと共同戦線を張ることになったが、今までのように牽けん制せいしあう関係ではこの事件には対処できない。そこでだ」


    　ラルゴンキンの目が、真正面から俺とギギナの顔を見据えた。


    「ガユスとギギナ、これを機会というわけでもないが、私の事務所に入らないか？」


    　予想もしない話の流れに、俺とギギナが絶句する。


    「かわいそうなラルゴンキン、ついにそこまで奇病の老人性脳溶解症しようが進行していたとは」


    「家族も介かい護ごが大変だな。大きく重い中年男の介護だけにな」


    　俺とギギナの二重奏の嫌味に、しかしラルゴンキンはまったく動じていない。


    「私は本気だよ」


    　ラルゴンキンの鳶色の瞳は、理性と静けさが湛たたえられていた。


    「高位攻性咒式の使い手であるガユスと、エリダナ随ずい一いちの咒式剣士たるギギナの近接戦闘力を、私は買っている。いやそれ以上におまえの判断力と指揮能力、ギギナの決断力と非情さが欲しい」


    　巨漢は続けた。


    「おまえたちが来てくれるなら、我が事務所はエリダナどころか、同盟や皇国でも最高峰の咒式士事務所のひとつとなるだろう」


    　答えることができない俺とギギナに向けて、ラルゴンキンが告げていく。


    「いくら咒式士の肉体年齢が常人より若いとはいえ、私も四十を越えた。最前線に立てるのは、あと五年を越えても十年はないだろう。おまえたちがラルゴンキン事務所を継いでくれれば、私も安心して後衛か指揮に退くことができる」


    　俺は少しだけ面おも映はゆかった。誰もが薄汚れた攻こう性せい咒じゆ式しき士しだとした俺たちを、あのラルゴンキンが、エリダナでもっとも腕利きとされる男が見ていてくれたことが。


    　そして、かつて同じように俺たちを力づけてくれた男のことを思い出していた。いつも困ったような微ほほ笑えみを浮かべて、一見頼りないが、常に俺たちを導いてくれた偉大な男のことを。


    　ギギナにしても同じだろう。


    　答えは決まっていた。


    「残念だがラルゴンキン。俺たちは一人と一匹が気楽でね」


    「一匹のほうの意見に、私も同意する」


    　俺とギギナの返答にも、ラルゴンキンは優しく哀しい眼まな差ざしをしていた。行き場をなくした少年たちを見つめるような瞳だった。


    「……私では、ジオルグの代わりにはならないか」


    「ラルゴンキンっ！」


    　俺とギギナが怒声に近い叫びをあげる。二人そろって、激情のままに一歩を踏みだしていた。場違いなまでに大きな声に、出撃準備をしていた咒式士たちが驚いたように振りむく。


    　ラルゴンキンが手を振り、俺も視線でなんでもないと言う合図を送る。攻性咒式士たちはまだなにかを問いかけたそうだったが、発進していく。


    「すまない。これは私の失言だった」


    　謝罪がラルゴンキンの口からなされた。視線は、墓地から遠いエリダナへと向けられた。


    　ラルゴンキンは瞑めい目もくして首を振った。「ではまた」とだけ言い残し、部下たちへと合流すべく、墓地を下っていった。


    　坂を下る途中、巨漢の咒式士の足が止まった。


    「ひとつだけ、言っておかねばならないことがある」


    　肩越しに言葉が投げられた。


    「知りあいの攻性咒式士が、エリダナの近くでクエロを見かけたと言っていた」


    　女の名前が、俺の心臓に突き刺さる。鈍い疼とう痛つうが広がる。


    　去っていく巨きよ軀くの背を見つめながら、俺は胸の痛みに必死で耐えていた。


    「あの人は、ラルゴンキンは、あなたたちを気に入っているのですよ」


    　俺の横には、いつの間にかヤークトー老人が立っていた。


    「さながら、自分の息子のようにね」


    　油断のならない老人だった。内心の動どう揺ようを隠すように、吐きすてる。


    「知るかよ。ランドック人のような巨人と、遺伝的関係がなにもないことだけが俺の取り柄だ」


    「……これは、言おうかどうか迷ったのですが」


    　ヤークトーの声は小さな囁ささやきになっていた。


    「実はラルゴンキンの命は、不治の病でもう残り少ないのです」


    　衝撃の事実に、しかし、俺とギギナは無言だった。俺は言ってやる。


    「ラルゴンキンの肌はだ艶つやが死ぬほど健康そうだった。持病がない到達者級の重じゆう機き槍そう士しがかかるほど強力な病気など、聞いたことがないが？」


    　不信をこめた俺の半眼の視線。ヤークトーが機械に覆おおわれた目を逸そらし、溜め息を吐つく。


    「……ラルゴンキン、私に噓は無理です」


    「やはりダメか」


    　どうやって巨きよ軀くを隠していたのか、墓石の陰から、ラルゴンキンが顔を出す。


    「泣ける話なら、おまえたちを引きこめると思ったのだが」


    　俺は〈雷霆鞭フユル・フー〉の百万ボルトルの毒蛇を放つ。雷は、ラルゴンキンが再び身を隠した墓石を砕いただけだった。巨漢は、墓石の陰から逃げていった。


    「すみません。彼も真剣だったものでして」


    　ヤークトーが苦笑いして俺とギギナを見上げ、一礼した。老人は巨漢の咒じゆ式しき士しの後ろ姿を追って、傾斜を下っていった。


    　言葉もなく、俺は眼下の光景に見入っていた。


    　墓地では、攻こう性せい咒式士たちが武装を整え、罵ののしりあいながら車しや輛りように乗りこんでいた。騒がしくも懐かしい光景だった。


    　目を逸そらすと、隣のギギナも目を細めて眼下の騒がしい様子を見つめていた。


    　相棒が視線だけを俺へ向けた。


    　口許には寂しさがあった。


    「あの騒がしさが懐かしいか？」


    　俺はジオルグ咒式士事務所のことを思い出してしまった。郷きよう愁しゆうを振りはらうように、拒否するように首を振る。


    「今は、おまえの子守だけで充分だ」


    　俺は墓地の反対側へと歩きだした。


    



    



    　エリダナ東署の四階に足を踏み入れた。


    　急きゆう遽きよ作られた、禍まがつ式しき連続発生殺人の捜査本部に進む。書類に向かっていたベイリック警部補が俺たちを迎えた。


    「ラルゴンキンにも伝えたが、葬そう儀ぎに行けなくてすまないな」


    　憔しよう悴すいしきった顔で答えるベイリックの周囲では、電話の音が次々と鳴りひびいていた。背後では、捜査計画を練る刑事たちの怒号が飛び交っていた。


    「自分の葬式でもないしな。俺もギギナも単につきあいで出ただけだ」


    「冷たいね」


    　粗そ末まつなスチール椅い子すを引っ張り、俺はベイリックの向かいに腰を下ろす。


    　ギギナは周囲を見渡す。自分の体重に耐えられそうな椅子を探していたが、やがて諦あきらめたかのように、近くの資料棚に背を預けた。大型単車なみのギギナの体重で、頑丈な金属の棚が軋きしんだ。


    「いつかは敵として向かいあう相手だ。必要以上に馴れあわないほうが賢明だろう」


    　俺の口からは、吐き捨てるような言葉が放たれた。ギギナの鋼はがねの双そう眸ぼうは、窓の外に向けられていた。


    　ラルゴンキンが余計な過去を思い出させたため、神経がささくれだっている。


    「怖いね。俺は警察士でよかったよ」


    　俺たちの態度を理解できずに、ベイリックは感想だけを漏もらした。


    　間が持たないらしく、資料で埋もれた机から杯を引きだした。冷めきっている珈コー琲ヒーを口へと運ぶ。


    「犯罪者が、口をそろえて『人類の飲み物じゃない』と言う警察の、しかも冷めきった珈琲を好むベイリックの味覚が分からない」


    「おまえも欲しいのか？」とベイリックが杯を差しだすが、俺は無視する。


    「それで用とは？　俺たちを呼びだすとは、なにか進展があったのか？」


    「まったくない」


    　苦い顔のベイリックが吐きすてる。


    「禍まがつ式しきの〈夜会〉とやらも調べているが、分からん。また、イカれた〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉に、腐れ武器商人のパルムウェイが入ってきているという情報があった。しかも事実らしい。おかげでエリダナ中の警察が殺人的な忙しさだ」


    　[image: ]光の鉄槌とは、三日前に愉快にはほど遠い出会いをした。しかし、事実はラズエル社のカルプルニアとの契約で口外できない。


    「そういえばガユスにギギナ。おまえたちは、最近、ラズエル総合咒じゆ式しき社に出入りしているそうだが？」


    　俺の内心を見透かすような言葉が投げつけられた。ベイリックの情報網も侮れない。


    　跳ねあがる鼓動を、必死で抑える。


    「はあ？　なぜそんなことを聞く？」


    「[image: ]光の鉄槌の捜査を邪魔するような圧力が、上から掛かってきている。これらの符号を知って、なにも起こっていないと考えるのは無理がある。ラズエルと[image: ]光の鉄槌といえば、ちょっとした因縁があるからな」


    　ベイリックの目に、射抜くような眼光が宿る。


    　陰いん謀ぼうと策略と咒式が、これでもかこれでもかと渦うず巻まくこのエリダナで、若くして警部補にまでなった男を舐なめてはいけない。ベイリックが、外見のままにくたびれかけた中年だと思って相手をしたら、その犯罪者は一生を監獄で後悔する。


    「あの老人からは、ちょっとした副業を頼まれていてね」俺は退屈そうな表情を作って続ける。「単なる身辺調査だが、これがめんどくさくて……」


    「またかガユス。貴様は、余計な仕事を抱えこんでばかりだ」


    　ギギナが俺へと厳しい銀の瞳を向けた。俺も負けずに言いかえす。


    「余計な仕事だと？　ギギナがムダな出費を重ねるから、俺が必死に仕事を取っているだけだろうが」


    「それをなんとかするのが眼め鏡がねの役目だ。第一、攻こう性せい咒じゆ式しき士しとは、気け高だかい闘争にのみ生きるべきだ」


    「新しい有害物質が発見されるたびに、ギギナの仇名が変わるくせに！」


    「ガユスの長所は、長所がなにもない所だ。殺しても心が痛まずにすむ！」


    　お互いに叫んで、魔ま杖じよう剣けんと屠と竜りゆう刀とうに手がかかる。


    「喧けん嘩かなら外でやれ！」


    　ベイリックが叫んだ。俺とギギナは、お互いの青と銀の瞳を睨みつけた。罵ば倒とうを続けながら、捜査本部を出る。


    　階段を下りながら言いあい、正面玄関を出て、駐車場に停まるヴァンの前まで到着した。そこで二人同時に口を閉じる。


    「あれで上う手まく誤ご魔ま化かせたと思うか？」


    　ギギナの言葉に、俺は警察署を見上げた。


    「そこまで甘くはないみたいだ」


    　俺たちの眼前には、エリダナ東署の無愛想な壁面がそびえ立っていた。四階の窓には、苦々しげに俺たちを見下ろすベイリックの目があった。


    　俺とベイリックの視線は、互いの不実をなじるように交こう錯さくした。ベイリックはやがて皮肉な笑みを浮かべ、奥へと引っこんでいった。


    「ベイリックを敵に回すと、あとが少々面倒になるな」


    「なにについて隠しているかが分からないかぎりは、大丈夫だろう。ひとつ借りになるがな」


    「それで、わざわざベイリックと会ったことで収しゆう穫かくはあったのか？」ギギナが俺へと問いを投げかける。「〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の党首がゼムンではなくなった、という基本的なことすら摑つかんでいないようだったが」


    「ひとつだけ分かった。探りを入れてくるということは、レメディウス博士の交換で襲撃してきた部隊は、エリダナ郡警やエリダナ市当局と無関係だろう」


    　俺は続く言葉を飲みこんだ。複雑な方程式に配置された膨ぼう大だいな変数のうち、いくつかが定数になった。朧おぼろにだが、背後の実像が摑めそうだった。


    「襲撃者は、おそらく……」


    　ギギナの声が絶えた。


    「ガユス、通りの向こうだ」


    　相棒の鋭い声に、左を向く。車が流れる車道。向こうの歩道には人々がいた。


    「なにがある？」


    「灰色のビルの下だ」


    　車の行き交う通りの向こう岸。ビルの下、歩道の人の波に、見知った後ろ姿を発見した。


    



    



    　歩道を急ぎ足で進むのは、飴あめ色の髪の男だった。


    　男が灰色のビルの陰へと曲がる一瞬、横顔が見えた。


    「あれは……」


    　思考が閃ひらめくと同時に、俺は通りへと走りだす。


    「ラズエルに傭やとわれてから行方不明のはずの、エグルドだ！」


    　急停止した車の上で半回転、車窓からあがる男の怒声を浴びながら、車の向こう側の車道へ着地。


    　眼前にあった、中央分離帯の標識が曲がる。鉄管を曲げて着地していたのはギギナだった。ドラッケンの戦士は、標識からさらに飛ひ翔しよう。


    　先にギギナが通りの向こうへと着陸した。人波を搔かきわけて進むギギナの背に、追いついた。勢いのまま、灰色のビルの壁を左手で摑つかんで曲がる。魔ま杖じよう剣けんヨルガを引きぬきつつ、路地裏へと飛びこむ。


    　高いビルとビルの峡きよう谷こくの底、路地の奥を曲がっていく男の足が見えた。ゴミや空き瓶びんが転がったアスファルトを踏みつけて疾走。飛ぶように疾しつ駆くするギギナの背を追う。


    　狭い通路を何度も曲がり、路地を抜けた。ギギナの横に並び、魔杖剣を掲げる。


    　路地裏の終点は、周囲にビルの裏壁がそびえる空き地だった。


    　周囲の住人の不法投とう棄き場じようになっているらしく、どうやって乗り入れたのか説明できそうもない廃車や送迎バス、腐りかけの建築木材の山が無秩序に置かれていた。


    　空き地の端には、俺たちを待っていたかのように、皮肉な笑みを顔に貼りつけたエグルドが立っていた。


    「私に気づいてくれないかと心配したよ」


    「それで、このわざとらしい誘いはなんのためだ？」


    　俺が返答するのと同時に、全身に衝撃。


    　腕や足に絡まってきたのは、化学鋼こう成せい系第一階位〈剛鎖バイン〉で生みだされたチタン合金の縛ばく鎖さだった。


    　隣では、鎖が耳障りな激突音をあげて、落下していた。


    　鎖を跳躍で回避したギギナは、生体変化系第二階位〈空輪[image: ]ゲメイラ〉により、肩と背中に噴射口が生成。圧縮空気を吐きだし、空中に飛翔していたのだ。続いてエグルドへの急降下攻撃を開始する。


    　隼はやぶさとなったギギナの動きが急停止。重力に従ったギギナが、俺の傍かたわらへと着地した。


    　ギギナの両手首と両肘に、縛鎖が巻きついていた。鎖の反対の端は、四方のビルの非常階段や裏窓に立つ野戦服たちの手に握られていた。巨大輸送船を停泊させるような太い鎖の帯と、十三人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの腕力が、ギギナの動きを完全に戒いましめていた。


    「我々とて、十三階かい梯ていに達する剣けん舞まい士しを相手に油断はしない。これでようやく話ができそうだな」


    　エグルドの笑声に、ギギナの嘲ちよう笑しようが被かぶさる。


    「これで私の動きを封じたつもりか？　軍人の冗談は笑えぬものだ」


    　剝むきだしの肩の三角筋、腕の上腕二頭筋、三頭筋、腕わん撓とう骨こつ筋きんなどが隆りゆう起きした。ギギナの左右の腕が、無む造ぞう作さに振りぬかれる。


    　鎖を握っていた野戦服たちが、非常階段や窓から、空中へと引きずりだされる。


    　ギギナの手首が翻ひるがえり、二人が廃材の山へと落下し、木の破片を派手に撒まきちらす。さらに三人が廃車の屋根に叩きつけられ苦く鳴めいを漏もらした。左足を振ると、野戦服の四人が強化ガラスを突き破って車内へと突入させられる。


    　放物線の円えん弧こで遅れた最後の三人が、反対側のビルのモルタル壁に激突。赤黒い血痕を引きながら、地面へと落ちていく。


    　エグルドと、残る野戦服の集団の顔が、驚きよう愕がくに凍りつく。


    　ギギナが筋力強化咒じゆ式しきを使えば、反応して筋力強化咒式を発動させるつもりだったのだろうが、それこそ甘すぎた。


    　生体強化系咒式士の強化筋肉による剛力だが、ギギナの地力は群を抜いている。


    　筋肉細胞のミトコンドリアは、呼吸からの酸素と食物の水素を反応させてエネルギーを作りだす。通常人類の細胞内部のミトコンドリアは二〇〇〇から三〇〇〇個ほどだが、ギギナは三倍以上を持っている。


    　また、赤血球のヘモグロビンは酸素を四分子で運ぶが、一分子しか放出できない。ギギナはグロビンの一〇八番目にあるリシンをアスパラギンに置き換えている。酸素分子は三つ放出され、酸素運搬能力は三倍に上昇している。それらの咒式が働いているため、筋力強化咒式を使わずとも、ギギナの腕力は通常状態で十人分の力を越える。


    　中位咒式士が腕や足に数人ずつ縛ばく鎖さをかけたくらいでは、ギギナを拘こう束そくすることは不可能なのだ。


    　屠と竜りゆう刀とうを掲げ、ギギナが本格的に咒式を展開しはじめる。


    「剣けん舞まい士しは諦あきらめて、ガユスだっ！　あいつを人質にしろっ！」


    　悲鳴のようなエグルドの指令で、野戦服たちが動く。一斉に〈雷霆鞭フユル・フー〉を発動。俺を束そく縛ばくしている縛鎖へ、手加減した雷を放つ。


    　雷が伝導してきたものの、俺が気絶することはなかった。


    　鎖に捕らわれるのと同時に、密かに化学鋼こう成せい咒式第一階位〈鋼衣エフイ〉の咒式を発動しておいたのだ。細い鉄の格子で編まれた皮ひ膜まくが全身を覆おおい、高電圧を大地へと放電させていく。上着の耐電層で充分以上に防げるだろうが、保険が多いに越したことはない。


    　ギギナが前衛の力で捻ねじ伏せるなら、俺は後衛の技で回避するだけだ。


    　鉄の格子ごと、縛鎖を刃で叩き斬る。刃を掲げつつ、俺はギギナの横に並ぶ。


    　野戦服の集団は瞬時に態勢を立てなおしていた。魔杖剣の刃先を並べて包囲網を作る。


    「今日はよく囲まれる日だな」


    「俺の隠された魅力に世間が気づきはじめたのだろうさ」


    　背中を預けたギギナと軽口を叩いてみせたが、形勢は非常に悪い。


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しが集団となった力を、俺は甘く見ない。数は力だ。さらに軍属の攻性咒式士が一斉に咒式を放てば、頑強・頑健の権ごん化げたるギギナはともかく、繊せん細さいな俺は肉片が残るかどうかも分からない。俺はエグルドに向かって叫ぶ。


    「エグルド、最初に攻性咒式を使ってこなかったということは、俺たちを殺す命令は受けていないのだろう!?」


    　魔ま杖じよう剣けんの銀の包囲網が、さらに狭まる。


    「だからどうした！　こちらはおまえらの手足が全部なくなっても、会話が可能なら構わないのだ！」


    　エグルドが叫んだ。俺もさらに叫びかえす。


    「民間の攻性咒式士を舐なめるなよっ！　手足をなくす前に、ありったけの咒式をブチ撒まけて、冥府の道連れにしてやるっ！」


    「我らを見くびるなっ！　部隊の半数が死のうと、任務を遂すい行こうするだけだっ！」


    「半数？　全員の間違いだろう？　軍人は算数もできないのか？」


    　お互いに、どちらがより狂気に踏みだせるかの危うい駆け引きだ。だが、ここにはギギナがいた。


    　痺しびれを切らした狂きよう剣けん士しが一歩を踏みだし、いともたやすく均きん衡こうを崩くずした。


    　全員の咒式が発動し、破壊の嵐が吹き荒れる寸前、無ぶ粋すいな電子音が鳴りひびいた。


    「待て、総員停止！」


    　エグルドの号令で、野戦服どもが半歩だけ後退し、包囲網を緩ゆるめる。俺たちと襲撃者の魔杖剣は、向きあったままだった。無言の対たい峙じのなか、エグルドの独り言のようなつぶやきだけが続く。


    　体内通信で指令が入ったのだろうが、マヌケな光景だ。


    　やがて、エグルドが顔を上げた。眉まゆは不愉快さに撥はね上がっていた。


    「……狂気比べは、おまえたちの勝ちだ」


    　苦々しげに唇を歪ゆがめていた。


    「上層部が会うらしい。ついてこい」


    　エグルドが顎あごで指示すると、野戦服が包囲網を解いた。空地の奥へと続く通路が作られた。俺とギギナが歩む。


    「それは言いかたが間違っている」俺だけがエグルドの前で立ち止まる。「どうぞついてきてくださいませ、だろ？」


    　エグルドの苦い顔が、さらに歪んだ。


    



    



    　エグルドと野戦服に挟まれながら、路地裏とも言えない、ビルとビルの狭はざ間まを進んでいく。


    「ここの奥だ」


    　眼前にはビルの裏口があった。俺とギギナのアシュレイ・ブフ＆ソレル事務所よりも、さらに寂れた建物だった。


    　エグルドの背に先導され、扉を抜ける。地下への錆さびた階段を二度曲がって下っていく。地下の底にあった合金製の扉を抜けていく。一行は足音が反響する広い空間に出た。


    　高い天井に並ぶ蛍光灯の下には、一面のコンクリ床があった。


    　広がるのは、二十五メルトルのプールだった。


    　青一色に塗られた耐水コンクリのプールの底には、無数の電脳端末と画面が青白い光を発していた。情報が溢あふれる画面と端末の前に、野戦服が並んでいた。全員が頭に直結した知覚導線で操作している。


    　プールの中央には、後ろ手に腕を組んだ黒の制服姿が立っていた。ツェベルン龍りゆう皇おう国こく軍の制服だった。鷹たかのような軍人の目は、俺たちを見上げていた。


    　金属の手て摺すりを伝って、エグルドは底へと下りていく。俺は男に続く。ギギナは縁から飛び下りる。作業をしている軍人たちの間を抜け、プールの底を歩いていく。


    　エグルドが、上官らしき軍人の背後に下がった。鋭い目の軍人が、俺たちと対たい峙じする形になる。


    「ようこそ、攻こう性せい咒じゆ式しき士しの諸君」


    　プールによく通る声が響いた。周囲では野戦服どもが作業を続けている。


    「君たちを案内してきたものは、エグルド少尉。偉そうな態度の私はゴッヘル中佐。皇宮破壊活動対策部隊〈竜の顎あぎと〉の指揮官だ」


    　俺とギギナの呼吸が、一瞬止まる。


    「どこかの軍関係者だとは思っていたが、よりにもよって〈竜の顎〉とは、ね」


    「選皇王家のひとつ、楯たてのイルム家のゼノビア女王が[image: ]設した、ツェベルン龍皇国の特殊部隊だったかな」


    　ギギナがつけくわえる。


    「任務は、龍皇国に仇あだなす破壊活動を調査し、殲せん滅めつするというものだったと聞く。非公式だが、皇こう暦れき四九一年のガチェ作戦や四九四年のナダン大使館事件において突入し、破壊活動組織を殲滅したともされる。しかし実物を見るのは初めてだ」


    　従軍経験があるギギナは、この手のことに詳しい。


    「そうか、そういうことか」俺にも事情が分かってきた。「ラズエル財団に接近した目的は、レメディウス博士の身みの代しろ金きんで〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉を誘いだすため。そこで組織を殲滅するつもりだったというわけか」


    「否定はしない」


    　ゴッヘルが険しい顔で続ける。


    「部隊のなかでも、もっとも軍人臭がしないエグルドを使ったのだが、よく分かったな」


    　ゴッヘルの背後で、エグルドが肩を竦すくめる。ギギナが退屈そうに答える。


    「煙草たばこを箱の尻から出すのは、野戦経験のある軍人だけだ」


    「ああ、そうか、ギギナに昔聞いた話だな」俺は納得する。「戦場では尻を拭ふく紙や手を洗う水にも事欠くため、煙草たばこは火をつけるほうから取りだすということを、もっと早くに思い出しておくべきだった」


    　だとすると問題がある。相棒を眺める。


    「ギギナよ。相手の正体に気づいていたなら俺に言えよ」


    「そこまで面倒は見られぬ」


    　放置された形になっていたゴッヘル中佐の目に、鋭角の光が宿る。


    「諸君らを招待したのは他でもない。すでに解決に向かっているラズエル社と〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉に関わることを、止めて欲しいのだ。それは我々の仕事であり、素人しろうとに動かれると非常に迷惑なのだよ」


    　脅しの成分をこめた言葉だ。しかし、軍人の恫どう喝かつくらいで畏かしこまるような俺ではない。


    「どうにも変だね。論理が納得できない」


    　俺の指摘に反応して、ゴッヘルの左の眉まゆが撥はね上がる。俺はいいところを突いたようだ。


    「[image: ]光の鉄槌は、ウルムン共和国の独裁者であるドーチェッタと政権を打倒する組織だ。ドーチェッタは、龍りゆう皇おう国こくにとっても迷惑な南方大陸の導どう火か線せんだ。龍皇国が[image: ]光の鉄槌を応援することはあっても、倒そうとする理由はないはずだが？」


    「たしかに、妙な事態だな」


    　顎あごの下に手をあてて、ギギナが軍人を眺める。ゴッヘル中佐は唇を引きむすんでいた。


    「理由はひとつだけ考えられる」


    　大きく息を吸いこみ、俺は一連の事象から思考をまとめる。ここから先は、ギギナも考えついていないだろう。


    「人質のはずのレメディウス博士が[image: ]光の鉄槌の側についてしまった、とかね」


    　ゴッヘルの片眉が撥ね上がった。エグルドやプールの縁に立つ野戦服たちが、魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手を掛ける。殺意の包囲網が再び形成された。エグルドが一歩を踏み出していた。


    「危険です。こいつらは監禁、いえ、早急に始末すべきですな」


    　ゴッヘルが片手を挙げて、隊員やエグルドたちの動どう揺ようと敵意を制する。


    「片付けられるなら苦労はしない。郡警察やラルゴンキンとつながっているうえに、この二人自身が厄やつ介かいな程度には力を持つ」


    　ゴッヘル中佐の目に、初めてわずかな怯えが宿った。


    「また、あの御方とのつながりが不明な以上、手出しはできぬ。できぬのだ」


    　魔杖剣を握るエグルドの手が震える。ゴッヘルの圧力をこめた両目が俺を凝視する。


    「どうしてレメディウスのことが分かった？」


    「簡単な推測だよ」


    　余裕の態度で俺は返す。


    「人質交換のときのことだ。そこのエグルドが渡した個人識別機で、レメディウス博士が死んだ。突入は死亡のあとに起こった」俺は思考を紡つむいでいく。「つまり、おまえたちの目的はレメディウス博士の殺害が第一で〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の殲せん滅めつは二の次だった。だとすると、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくの名士たるレメディウス博士が[image: ]光の鉄槌の関係者になっているという醜しゆう聞ぶんを消すために〈竜の顎あぎと〉が動くことが推測できる」


    「……我々が動いたことが、裏目に出たわけか」


    　思考に沈みこむようにゴッヘルは沈黙した。周囲の軍人たちが動きを決めかねていると、ようやく中佐が口を開く。


    「[image: ]光の鉄槌の前身である〈[image: ]光の戦線〉が、ウルムンの独裁者ドーチェッタに兵器を売っているラズエル社を恨うらみ、レメディウス博士を誘ゆう拐かいしたのは事実だ」


    　部外者に話すのを迷うかのように、さらに間を置き、ゴッヘルが続ける。


    「しかし、誘拐されたレメディウス博士は、監禁されていた一年半もの間、ドーチェッタの独裁政治の惨さん状じようを目まの当たりにしてしまった。強い正義感と義憤にかられ、博士は[image: ]光の戦線の民衆救済の戦いに共鳴してしまったのだ。ここまでは、おまえが推測した通りだ」


    　ゴッヘルの顔には苦く渋じゆうが溢あふれていた。


    「だが、我々にとって、さらなる最悪の事態が起こったのだ」


    「中佐、それ以上は！」


    　エグルドが上官を制止するような動きを見せるが、ゴッヘルが手を振って拒否した。続ける。


    「[image: ]光の戦線の党首ゼムンが、ドーチェッタとの融ゆう和わ路線に転換したと知った博士は、激怒した。砂さ礫れきの人喰い竜こと、ズオ・ルーという男と手を組んでゼムンを排除して[image: ]光の戦線の党首となってしまったのだ」


    　衝撃の事実に俺は動けなかった。


    「以降、鋼鉄の意志に抜群の頭脳と咒じゆ式しき力りよくを持つレメディウス博士と、ズオ・ルーの指揮により、[image: ]光の戦線は同様の反ドーチェッタ組織である〈解放への鉄槌〉を吸収した」


    　ゴッヘルはさらに苦渋に満ちた言葉を続ける。


    「そしてレメディウス博士とズオ・ルーは、より咒式武装化し、より過激に先鋭化した[image: ]光の鉄槌という凄すさまじい反政府組織を生みだしたのだよ」


    「人質が反政府組織の長を追いだして乗っとる、だと……」


    　予測を遙はるかに越える事実に、俺は続く言葉を失う。こんな超展開を、誰が予測できるというのだろう。


    　だからこそ、彼ら竜の顎の方針も混乱しきっているのだろう。


    「最悪の事態だな」俺は現状を分析しはじめた。「レメディウスが[image: ]光の鉄槌を率いれば、皇国がウルムン共和国に内政干かん渉しようをしていると思われる、わけか」


    「国際政治ということだろう。どのような卑劣な手段をとってでも、消したいだろうな」


    　俺とギギナも話の大きさに戸惑う。


    「レメディウス博士が組織の資金不足を解消するために、自らを人質とした策に我らも乗った。人質交換だとラズエル社に思わせて交渉を続けさせ、博士と[image: ]光の鉄槌を呼びよせたのだ。密かにレメディウス博士を暗殺するためにな」


    　苦々しそうにゴッヘルが告げた。


    「あとは、おまえたちも見たとおりだ。レメディウス博士は始末できた。だが、もう一方の首しゆ魁かいであるズオ・ルーと残党に逃げられてしまった」


    　たしかに、レメディウスの代わりに党首を演じていた、あの恐るべき咒じゆ式しき士し、ズオ・ルーが生きているかぎり、安心できないだろう。皇国の内政干かん渉しようも証拠も完全には消せない。


    　ゴッヘルの猛もう禽きんの瞳が、俺とギギナを見据える。


    「我々は、エリダナに潜せん伏ぷくする〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の残党を狩りつくす。解決に向かっている状態であるというのに、情報を他に漏もらして事態を混乱させて欲しくない。すでに市長を通じて郡警察に圧力をかけ、捜査は停止させられるだろう」


    　ゴッヘルは視線でも圧力をかけてきた。


    「諸君らは、郡警とともに禍まがつ式しき事件に専念していればよい。これは要請ではない。国家安全のための命令だ」


    　俺とギギナは横目を互いに向けた。ギギナが鷹おう揚ようにうなずいて、返事は俺に一任された。まあ、いつものことだが。


    「従う理由がないし、ラズエル社のカルプルニアとは[image: ]光の鉄槌を追う契約がある」


    　ゴッヘルの唇には、皮肉な笑みが刻まれていた。


    「あの老貴婦人をあまり信用しないほうがいい。少なくとも我らと同じくらいには、な」


    　指揮官の表情に戻って、命令を続ける。


    「そして諸君らが情報を漏らした場合は、レメディウス暗殺に突入した我が部隊員を殺害した事実を持ちださせてもらう。特別公務執行妨害と、国家反逆罪を受けていただくことになる。もちろん非公開の特別軍事法廷でな」


    　今度は俺たちが沈黙する番だった。


    　非公開の軍事法廷なんて、最初から有罪と死刑が決定している宗教裁判となんら変わらない。返答はひとつしか用意されていない。


    「……お互いに手を引く。そういう取引だと思っていい、のだな？」


    　角張った顎あごを引いて、ゴッヘルが賛意を示した。


    



    



    　俺とギギナは外へと送りだされた。背後で扉が締まる。〈竜の顎あぎと〉の活動拠点は、このあとすぐに別の場所へ移されるだろう。


    　俺とギギナは曲がりくねった路地を通り、車道を渡って、警察署の駐車場に停めてある自分たちのヴァンまで戻る。


    　ギギナがヴァンに乗りこむ。


    「ゴッヘル中佐とやらは、自分の意志で会話をしていなかったな」


    　助手席で、ギギナがつぶやいた。


    「ああ。会話のあちこちに微妙な間があった。あれはエグルドと同じだ。体内通信で誰かの指示を受けて、そのまま喋しやべっていたのだろうな」


    　扉を閉め、ヴァンを起動させながら答える。


    　皇宮破壊活動対策部隊〈竜の顎あぎと〉の、部隊長の上と言えば、イルム王ゼノビア本人しかいない。


    　国会中継で見た姿を思い出す。坩堝るつぼのように燃えあがる紺こん碧ぺきの双そう眸ぼうに、獅し子しのような黄金の髪をなびかせた女じよ傑けつの顔を。


    　モルディーン枢すう機き卿けい長ちようにゼノビア女王。この龍の皇国の指導者層に善人はいないようだ。


    　俺たちはかなり厄やつ介かいな事態に巻きこまれていることに気づいた。


    　誰もが真実を語らず、虚偽を語っている。


    　上う手まく立ちまわらないと、再び死と破滅が全速力で俺たちに迫ってくる。


    　車を発進させようとすると、携帯が鳴った。文字通信を見る。ラルゴンキンから、ノーディト動物園で象、カーシー倉庫で巨大な鳥型の禍まがつ式しきが発生したという連絡が入っていた。


    　車を急発進させて、通りに出る。やがて俺は速度を緩ゆるめた。


    　報告では、アムプーラとヤナン・ガランの二体が出現していなかった。だとすると、俺たちが到着する前に、禍つ式など復ふく讐しゆうに燃えるラルゴンキンの咒じゆ式しき士したちに八つ裂きのうえに灰にされるに決まっている。


    



    



    　エリダナ西市街のラズリー造船の敷地。


    　広大な敷地に並ぶ貯蔵タンクのいくつかが、破裂した虚うつろな内部を晒さらしていた。炎に舐なめられたのか、黒く焦げた表面を晒さらしている。


    　巨大な本工場につながった棟むね工場は、まるで超重力が炸裂したかのように、なかばで崩ほう壊かいし、擂すり鉢ばち状の大穴が穿うがたれていた。


    　夕陽を背にそびえる遠い鉄塔も、形を大きく歪ゆがませていた。まるで巨大な竜のような影となっていた。遠くに見える建造途中で放ほう棄きされた輸送船の船腹には、大穴が空いていた。高熱で穿うがたれた穴だった。断面は、溶解した雫しずくの形のままで冷えて固まっていた。


    　噂うわさでは、初春にどこかの攻こう性せい咒式士が禁きん忌きの咒式の実験を行ったとされるが、真偽は分からない。


    　誰も近よらない造船所に、複数の人影が蠢うごめいていた。


    　重機が金属のコンテナを運んでいた。屈強な男たちが箱を開封し、内部の荷物を工場の中央部に積み上げていく。鈍い光を宿した武器が商品説明会のように並べられ、積み上げられていった。


    　凶器の山の前には、背広の男が立っていた。上等な背広を着こみ、髪を後ろへとなでつけた死の商人は、酷こく薄はくな笑みを口くち許もとに浮かべている。


    　革かわ靴ぐつがコンクリ床を叩く音に、商人が振りかえる。


    　工場の搬はん入にゆう口ぐちから射しこむ夕日を背に、逆光の影が並ぶ。


    　歩むのは、砂色の髪に遮しや光こう眼め鏡がね、歴戦の将軍のような風ふう貌ぼうの男。顔には縦横に傷跡が刻まれている。続くのは、浅黒い肌の〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の戦士たちだった。


    　死の商人が両手を広げて、歓迎の意を表わす。


    「このたびは、我がパルムウェイ商会を御利用いただき、誠にありがとうございます」


    　商人の挨あい拶さつを一いつ顧こだにせず、砂色の髪の男と一団は進む。山積みにされた武器の前で、将軍は立ち止まる。


    「その、代表のゼムンさんは、どちらで？」


    「ゼムンはすでにいない」


    　商人へと顔を向けられたのは、傷跡に埋もれた顔。


    「交渉するのは、[image: ]しよ光こうの鉄槌の党首代理こと、ズオ・ルーである。〈砂さ礫れきの人喰い竜〉とも呼ばれているが、知っているだろう？」


    　遮光眼鏡が、死の商人を一いち瞥べつする。一動作で、パルムウェイの背に冷たい汗が吹きでた。


    　ズオ・ルーとは初めて会うが、威圧感でまともに顔を合わせられない。遮光眼鏡があるのに、目を見ることもできない。


    　異名のとおり、本当に人間を喰ったことがあるという噂うわさだが、パルムウェイには噂だけだとは思えなかった。


    「そ」裏返った声。商人は必死に続ける。「それでは、商品の内訳をご説明させていただきます」


    　内心の怯えを隠すように、死の商人が商品説明の口上をあげる。


    「まずは、ラズエル社製突撃魔ま杖じよう剣けん〈平穏の担い手バロレック〉系九四式が二五〇振り、狙撃用魔ま杖じよう弓きゆう〈射しや手しゆなるアルザッロ〉系が五五振り、魔杖短剣〈爪持つ者ギャリコ〉が三〇〇振り」パルムウェイの右手が、鈍にび色に輝く剣を示す。「九口径と十二口径の咒じゆ弾だんが合計六万発。封ふう咒じゆ榴りゆう弾だん〈焰ほのおの吐息Ⅳ型〉が五五〇個」舌先が滑らかに動き、左手が積み上げられた小箱を示す。「耐たい咒じゆ式しき積せき層そう甲かつ冑ちゆうが一〇〇そろい。咒式装甲車〈グッツー改〉が十台」最後に巨大なコンテナを示す。


    　両手を広げて、パルムウェイは武器と兵器の山を背負う。


    「しめて一〇億二三四二万とんで五四三イェンのお買いあげとなり、誠にありがとうございます」


    　パルムウェイの前では、[image: ]光の鉄槌の面々が凶器の山脈に見入っていた。


    「よくもこれだけの玩具を隠している。元ラズエル社員から転身して武器商人になっただけのことはある」


    　ズオ・ルーの揶や揄ゆに、パルムウェイは恐縮する。完全に萎い縮しゆくしていた。なにしろ、商人には、組織が倒そうとしているウルムン政権にも武器を売っていた事実があるのだ。


    「代金が支払われるなら、私はなんでも売ります」絞しぼるように声を出す。「しかし、この玩具の山をどう運ぶおつもりで？」


    　ズオ・ルーは巌いわおとなって答えない。怯えがパルムウェイの舌先を動かした。


    「ラズエルから横おう領りようしていた武器を、エリダナ市内に隠しておくことはできます」パルムウェイの舌は勝手に動く。「ですが、これだけの大荷物を街の外に出そうとしても、皇国や同盟との境で発見されてしまうだけです」


    「それは私の仕事である。おまえには関係ない」


    　感情のないズオ・ルーの言葉に、パルムウェイは愛想笑いを浮かべる。


    　砂さ礫れきの人喰い竜が、遮しや光こう眼め鏡がねを外した。外気に晒さらされたのは、翡ひ翠すいの瞳だった。


    「それで、例の品はどこにある？」


    　視線を武器の山に見据えたまま、砂色の戦士が言葉を放った。声をかけられたパルムウェイの体が一度だけ震える。


    「それでしたら、あちらのほうに」


    　パルムウェイが全力で示す。荷物を下ろした重機が去っていくと、巨大な金属の立方体が姿を現す。


    　厳重な封印が施された、咒じゆ化か合ごう金きんの箱だった。箱の四方に取りつけられた冷却装置からは、禍まが々まがしい冷気が工場の闇に立ちのぼる。


    「……本当に、こいつらを、このなかの死の使いをお買い上げになるおつもりで？　あまりに危険な威力のため、こいつの研究禁止のためにジェルネ条約に追加条項ができたくらいの代しろ物ものですよ？」


    　箱に視線を合わせないように、死の商人が問いかける。


    「私が言うのもなんですが、こいつは効果範囲の特定も制せい御ぎよもできない未完成品です」喉のどの渇かわきを感じつつも、パルムウェイは続けた。「軍とラズエル研究陣ですら、ついには自殺用にしか使えないと打ち捨てた最悪の未完成品です。なにしろ、これの原理を理解し、組そ成せい式しきを組みあげた唯一の開発者が途中で……」


    「構わない」


    　砂漠の老将軍は、冷たく言いはなった。


    「まさか、使うつもり、ではないですよね？　あくまで脅しのため、ですよね？」


    「飾りを買うほど、我らは余裕があるわけではない。レメディウスを失ってでも手にいれる必要がある」


    　ズオ・ルーの言葉に〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の構成員たちが、暗い笑みを返す。ズオ・ルーが商人へと振りかえった。


    　パルムウェイは、翠みどりの双そう眸ぼうを正面から見てしまった。


    　ズオ・ルーを恐れた理由を、パルムウェイは理解した。


    　死の商人パルムウェイは、世界中に武器と咒じゆ式しき具ぐを売りつけてきた。


    　人の命はなによりも重いと言いつつ中絶医を殺す、論理破は綻たんしたイージェス教の狂信者。


    　工業廃液を垂れながす工場を爆破して、さらなる自然破壊を起こす自然保護団体。


    　民衆の幸せのための完全平等経済をめざして政権転てん覆ぷくを目指しているはずが、麻薬を栽培し、民衆を搾さく取しゆし強制徴兵する反政府組織。


    　良心に囚とらわれることなく、パルムウェイは最悪の集団に武器を売りつけてきた。


    　最悪のものたちと渡りあってきたはずのパルムウェイだが、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の指導者であるズオ・ルーが恐ろしかった。


    　浅せん慮りよと無知のすえ、破壊しか思いつけないようないつもの相手と、[image: ]光の鉄槌の党首代理〈砂さ礫れきの人喰い竜〉は違っていた。


    　ズオ・ルーの立ち振る舞いや会話からは深い知性と教養がうかがえる。パルムウェイなど及びもつかない、高雅な品位すら感じさせた。


    　だが、ズオ・ルーの瞳の緑は、砂漠を潤うるおす優しい緑ではなかった。


    　地獄の底で燃える緑の業ごう火か、魂たましいを灼やきつくす鬼火の色だった。


    　知性ゆえに静かに発狂している。いや、自ら狂気を選択しているのだ。


    　パルムウェイは、ズオ・ルーと取引したことを後悔していた。


    　あの咒じゆ式しき兵器は絶対に起動できない。だが、もし起動すれば、市街地で核兵器を炸さく裂れつさせることに等しい。人喰い竜ズオ・ルーと最悪の咒式兵器が組みあわされば、恐ろしい死と破壊を撒まきちらすだろう。


    　商品の引きわたしが完全に済む明日までは、パルムウェイも生きていられるだろう。


    　だが、その後を考えると不安になる。


    　なんらかの生き残りの手を講じておく必要があることを、武器商人は確信していた。

  


  
    七章　おだやかな昼と寂しい夜


    



    　　　　　　　　　　この世に正義と悪の戦いなど存在しない。


    　　　　　　　　　　すべての戦いは愛と愛、正義と正義が争うのだろう。


    　　　　　　　　　　だとしたら、より強い愛、より正しい正義が勝つのだろうか？


    　　　　　　　　　　そして、負けた愛や正義はどこに行くのだろう？


    
      レメディウス・レヴィ・ラズエル　「紅ぐ蓮れんの言葉」　皇こう暦れき四九五年

    


    



    



    　レメディウスとナリシアは縛ばく鎖さに捕らわれていた。兵士の手によって、ウルムン宮殿の冷たい大理石の床に跪ひざまずかされていた。


    　どうして捕まったのか、レメディウスには分からなかった。


    　二重三重の安全策がなされた完かん璧ぺきな退却中に、タイヤの軋きしむ音が聞こえた。振り向くと、ウルムン共和国軍の車が二人を囲んだ。ナリシアを人質にされ、捕らえられた。


    　二人は兵士に連行され、宮殿へと連れてこられたのだ。


    　どうして計画が見破られたのか分からない。


    　いや、可能性はある。だが、そんなバカな理由が現実化するわけがない。


    　床を這はう憤ふん怒ぬの視線の先には階段が続いていた。段上には、黄金に宝ほう玉ぎよくが象ぞう嵌がんされた悪趣味な玉ぎよく座ざがあった。


    「こいつらが、我が軍に逆らう〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の外国人指揮官と情婦。それが学者みたいな小僧に小娘か。なんとも笑える話だ」


    　玉座の上に、軍服に包まれたドーチェッタの肥満体が鎮ちん座ざしていた。


    「まったく、次から次へと反乱者が出てくる。今度は外国人まで参加してくるとはな」ドーチェッタが不愉快そうに続けた。「顔を上げさせろ」


    　レメディウスの長い髪が兵士に摑つかまれ、強制的に顔を上げさせられる。


    　浅黒い球体の顔に位置する眠そうな目と、レメディウスの翠みどりの双そう眸ぼうが斜めに衝突する。


    　独裁者の眠たげな目に、感情の閃せん光こうが横切る。


    「金の髪に緑の目の異国人、だと？」指輪が嵌はまった手が玉座の手て摺すりを握り、眠そうな目が見開かれる。「貴様、まさかレメディウス、レメディウス・レヴィ・ラズエル子し爵しやくか？」


    「それがどうした！」


    　レメディウスの激烈な応答に、ドーチェッタは答えなかった。自分の考えに沈みこんでいるようだった。


    「そうか、そういうことか。親切な顔をして、面倒なことを私に押しつけようということか。あやつらはどこまで……」


    「この人殺し！」


    　ナリシアが細い体を震わせ、ドーチェッタを睨にらむ。独裁者は退屈そうに少女へと視線を向ける。


    「君たちは、もしかして、私のことを『民衆を圧政で支配するだけの、強欲で愚かな独裁者』だとでも思っているのかね」


    　ナリシアの瞳は瞋しん恚いの炎を宿して、独裁者を睨みつけていた。ドーチェッタは悠ゆう然ぜんとした態度で少女を見下ろしていた。


    「違うね。私は私なりの確固とした政策があってやっているのだ」


    　ドーチェッタが夢見るように語りはじめる。


    「この砂漠の国は疲ひ弊へいしきっている。私が元首となる前、ウルムンの人民の頭は非効率的な習慣と宗教に侵され、中世で止まっていたよ」声には憎ぞう悪おが滲にじんでいた。「女性の学業と就業を認めず、くだらない教義の違いや古臭い部族の誇りで簡単に殺しあう。技術者も教師も医師も咒じゆ式しき士しも認めず、法律もなく、すべては宗教裁判で決められている社会だった」


    　宮殿の床に這はう二人を、ドーチェッタが眺める。


    「産業はなく、希少金属や宝石などの資源を掘りだして売るしかない。しかし、貴重な資源は外国資本に搾さく取しゆされる。工場の廃はい液えきを垂れながし、悪いことはすべて外国のせいで、御お伽とぎ噺ばなしの竜や神に天てん罰ばつを祈ることしかしない。こんな人民と国家以前の集団に未来があると思うかね？」


    　ドーチェッタが、かつては優れた数すう法ほう咒じゆ式しき技師であったことを、レメディウスは思い出していた。


    「なにを言ってるのよ！　あなたが私の両親と兄と弟と妹を殺したのよ！　それになんの正義があるのよ！」


    　独裁者は沈ちん鬱うつな表情を浮かべる。それは、レメディウスが、ナリシアが見たこともない独裁者の顔だった。


    「おまえが理解できない、それこそが問題だ。このウルムンを再生させるには、無駄を排除するしかないのだ。生産性が低く、全体に有害な人間を排除し消滅させて、ウルムンという全体を存続させるしかないのだ」


    「そんな身勝手な、おまえの基準で殺される人間が納得するとでも思うのか！」


    　レメディウスが叫んでいた。


    「人の命は平等ではない。それはおまえが証明している」


    　ドーチェッタの眼まな差ざしが厳しい光を帯びた。芋いも虫むしのような五指が、玉ぎよく座ざの肘掛けを強く握りしめる。


    「そこの小娘とおまえの命は同等か？　おまえのことは知っているぞ、レメディウス」


    　独裁者の声が謁えつ見けんの間に響く。


    「かつての大陸一のチェルス将しよう棋ぎの指し手にして、その年で十三階かい梯ていの到達者級の数法咒式士。天才咒式研究者と呼ばれ、咒式技術の権威として世界の明日を双そう肩けんに背負う逸いつ材ざいだ」


    　冷たい言葉が、レメディウスに叩きつけられた。


    「偉大なレメディウスと、なんら力も知性も持たない、その小娘が同等だと？　〈[image: ]しよ光こうの戦線〉にとって、いや世界にとってそうではあるまい」


    　独裁者の言葉の刃にナリシアが震える。


    「私の基準が気に入らない、それはそれで結構。では、どうやってこのウルムンの問題を解決する？」


    　ドーチェッタは告げる。


    「中世時代の噓うそと虚偽の取引しかできないために、国際市場から見放されている経済をどうする？　国際情勢に翻ほん弄ろうされるだけの政治は？　悪化する治安は？　致命的な環境汚染をどうする？　人口抑制政策を守らず、国家を疲ひ弊へいさせるだけの存在をどうしたらいい？」


    　ドーチェッタの言葉は、レメディウスを責めたてる。


    「おまえの圧政など、誰も認めない！」


    　レメディウスの叫びを、ドーチェッタが嗤わらう。


    「では民主主義でも持ってくるか？　ほとんどが文字も読めず、数も数えられない国民が選ぶのは、ただの人気者だ。そのようなものが、沈没寸前のウルムン共和国の元首になってどうする？」


    　ドーチェッタが玉座に深く身を沈める。独裁者自身がその民主主義で選ばれたのだ。宮殿の天井を見上げた男の口からは、重苦しい声が漏もれる。


    「強力な政権でなければ、このウルムン共和国はまとめられない。そして、弱い国のままなら、今ごろツェベルン龍りゆう皇おう国こくの傀かい儡らい政権か、ラペトデス七都市同盟の企業植民地、バッハルバ大光国の領土にでもなっていただろう。その危険はいまだに消えたわけでもない」


    　レメディウスは沈黙していた。彷徨さまよっていた独裁者の目が、反乱者に狙いを定める。


    「レメディウスよ、おまえは害悪だ」


    　独裁者が嗤わらう。


    「理想は気け高だかいが、やっていることはただの革命遊びだ。おまえは、この世で最悪の苦しみを味わって死ぬのが似合っている」


    　それは泣き笑いにも似た複雑な表情だった。


    



    



    　新聞を見た俺は、口から抜けでた魂たましいの、その口から魂が飛びでる気分になっていた。


    　事務所の経営好転を賭けて、堅実な希少金属や地下資源の採掘会社の株を買っていたのだが、軒並み下がっている。安全策で皇国と同盟系企業に分けてまで買ったのに。


    　事務所の経営を、本気で考えなおす時期が来ているのだろう。


    　眼前に座るギギナを眺める。経費削減の一いつ環かんとして、ギギナ暗殺計画を行う時期がついに来たようだ。


    　第三五六號の土ど下げ座ざからの核爆発咒じゆ式しきか、第二三五號の椅い子すを餌えさに籠かごで捕まえて暗殺すべきだ。裁判が陪ばい審しん員いん制度ならば、無罪を勝ちとれる絶対の自信がある。


    　だが、どちらの方法でもギギナを確実に殺せるとはいえないのが、非常に残念だ。東方の暗殺者、忍者を傭やとうにはいくらくらいかかるかな？　と真ま面じ目めに計算した。


    「ガユス、居るー？」


    　より安全確実な暗殺計画を考えていると、裏口から女神の声が聞こえた。迎えに席を立つと、階段前の裏口でジヴーニャと出会う。合あい鍵かぎがジヴの手にあった。


    「早いな。約束は午後からだろ？」


    　会社の制服のままで現れたジヴの頰に、軽い口づけをしつつ尋ねる。


    「それに、この祝日に出勤するのか？」


    　俺から離れながら、ジヴが鞄かばんと書類の束を示す。


    「明日の日曜から、上司と一緒にラズエルの本社に行くの。その準備のために、ちょっと出社するだけ」


    「ああ、あの島ね」


    「ん？　行ったことがあるの？」


    　俺は答えなかった。カルプルニアと会見した孤島、ラズエル島を思い出していた。


    　あの婆ばあさんが死ぬ前に、レメディウスの死体だけでも探してやりたかった。しかし、もう会うこともないだろう。軍隊と国家が関わってきている事態で、俺ができることなどない。


    　俺は「辛しん気き臭い、棺かん桶おけみたいな島と墓標みたいなビルがあるだけだよ」とだけ言っておく。


    「そうなの？　ラズエルの企業機密でも盗もうかなって楽しみにしていたのに」


    　ジヴが残念がった。俺としては、朝から美人の、しかも最愛の恋人の顔を見られて嬉うれしくないわけがない。


    「じゃ、午後からセビティア公園でね」と言いつつ帰ろうとしたジヴは、私室に座るギギナの姿に気づいた。


    「ギギナさん、どうもお久しぶりです。いつもガユスがお世話になっています」


    　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなジヴと、悠ゆう然ぜんと座るギギナの視線が出会う。ジヴの瞳は、深い翠みどりの奥に静かな憤ふん怒ぬを宿していた。


    「弱者なりに私の役には立っている」


    　休むことなく、ギギナは屠と竜りゆう刀とうの整備を続ける。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな物言いが、ジヴの怒りを沸ふつ点てんまで上昇させた。


    「ギギナさん、ちょっと言わせてもらってよろしいですか？」


    「やめとけってジヴ」


    「いいから、ガユスは黙っていなさい。あなたが優しい、というか甘いからこの人が調子に乗っているのよ！」


    　ジヴの一いつ喝かつに、俺は黙ってしまう。ジヴがギギナを真正面から見据える。


    「ギギナさん、あなたの態度は無礼よ。いいや、人生そのものが間違っている。あなたがドラッケン族式の無理をやらせるから、ガユスはいつもケガをしているんです！」


    　自分の言葉が示す事実に、さらなる怒りが爆発したらしい。アルリアンの血を示して尖とがった耳が威い嚇かくするように動いた。


    「そもそも、あなたがろくでもない攻こう性せい咒じゆ式しき士しの道にガユスを引きこんだそうじゃないですか。そこの所をどう思っているんです！」


    　叩きつけられるジヴの叱責と非難。椅い子すに座ったまま、ギギナは口を開く。


    「べつに。なにも思わないが？」


    「べつに、なにも思わない、ってなんですか！　それは反抗期のバカな子供の返事です！」


    　ジヴの断定に、ギギナは言葉を失う。〈異い貌ぼうのものども〉や竜を狩る最強咒式剣士たるギギナが、一般人であるジヴの剣幕に圧倒されている。


    　細いジヴの体のどこにそんな胆力が隠されていたのだろうか。


    　普段、俺がギギナに言えないことを、ジヴが言ってくれるのは気持ちいいので応援する。行けジヴ、正義のために！


    「ガユス、あなたもしっかりしなさい。ドラッケン族の頭が足りないぶんはガユスがしっかりしないといけないのよ？　それを私に言わせるのもどうかと思うけどっ！」


    　ジヴの鋭利な言葉はギギナに切りつけながらも、返す刀で俺を突き刺す。しかもかなり核心を衝かれて痛い。


    「この機会だから言っておきます。私が言わないと誰も言わないですしね。いいからそこに座れ、絶頂バカ二人！」


    　俺とギギナは視線を合わせる。逆らうなという合図を送ると、ギギナが嫌そうな顔をする。しかしジヴの瞳の圧力が、俺とドラッケン族を立たせる。


    「床に正座」


    　事務所の床に、東方式の正座をさせられた。正座の俺たちの前で、ジヴが腕を組んで立つ。


    「いいこと、バカはバカなりの生きかたしかできないけど、もう少し考えて生きなさい」


    　ジヴが指を振って、説教をはじめる。


    「まずは経理をしっかりすること。帳ちよう簿ぼを見たけど、無駄遣いと収入予定の甘さが目立つ。まるで子供の小遣い帳状態です。次に二人ともいい年の大人なんだから、仕事の間だけは仲の良い演技くらいしなさい。職場の雰ふん囲い気きを良くする努力もね！」


    　不満の声が俺とギギナの口から同時に漏もれる。


    　ジヴは立ったままである。角度的に短いスカートの裾すそから下着が見えそうだから、このままでもいいかなと思ったが、言えばさらに怒りそうなのでやめた。


    　あと、この状況は美人女教師に怒られる生徒の設定に思えて、ちょっと楽しい。


    「あなたたちには、心と心が通じることがないの？」


    「なあジヴ、ギギナの成分表示に魂たましいや心が書いてあると本気で思っている？」


    　俺の反論に、ジヴが返答を詰まらせる。目が泳いでいる。


    「それはその、あれよあれ、そう、本人に探させましょう」


    　ギギナが不満そうな顔をした。


    「貴様たちは、実は協力して私を馬鹿にしたいだけなのではないか？」


    「はい、とにかく仲直り！　握手をして！」


    　ジヴの眼に、殺意に近いものが浮かんできている。俺はギギナに真剣に命と精神の危機を訴える。相棒が重々しくうなずいた。互いに妥だ協きようの意志を確認してしまった。


    　俺とギギナはそれぞれ左手を掲げ、人差し指を出す。先端をちょこんと突きあわせる。


    「ちゃんと握手をしなさいっ！」


    　極大の苦く渋じゆうの表情を浮かべたギギナを見る機会は少ない。俺も似たような表情をしているとは思う。


    「これがドラッケン式の握手だ」


    「そうそう、ギギナは本当に稀まれにたまにだけど、いいことを言うよな」


    「こんなときだけ仲良くするなっ！」


    　俺とギギナは視線で再度の確認。必死の妥協を開始する。


    「女、しばし待て。今、私のなかの自分という存在を徹底的に殺しているところだ」


    「俺はガユスじゃなーい、人間じゃなーい。残忍で冷れい酷こく非ひ情じよう、女子供も笑って殺せる握手機械だ」俺は自分の目の前で指を振る。「よーし、自己催眠が効いてきた。今ならギギナと握手するという愚行も我慢できる、かもしれない、だろう、かな？」


    「早くっ！」


    　床を踏みつけ、ジヴが催促してくる。我慢して二人で握手をする。うえ、気持ち悪い。


    　ジヴはまだ不満げな表情だったが、壁の時計を見て「もうこんな時間！」と声をあげる。


    　急いで奥の裏口へと向かうジヴが、扉の前で急停止。振りかえったジヴは少し考えるような顔をし、口を開く。


    「私とガユスの午後からの外出に、ギギナさんも来るように」


    「ジヴ、その組みあわせはちょっと、放射線が発生するような気が……」


    「私生活でももう少し仲良くするきっかけ作りよ。なにか文句ある？」


    　ありすぎる、と俺が言う前に、ジヴは嵐のように事務所から去っていった。


    　前に伸ばしていた俺の手が、所在なげに空中を彷徨さまよう。


    「貴様もなかなか苦労しているな」


    　背後でギギナがつぶやいた。


    　俺は返答できなかった。


    



    



    　ジヴとの約束の時間の前に、俺とギギナはロルカ屋を尋ねることにした。


    　店内に足を踏みいれる。


    　魔ま杖じよう剣けんや咒じゆ弾だんが鈍にび色の肌を晒さらし、陳ちん列れつ棚だなには色とりどりの煌きらめきを宿した宝ほう珠じゆが鎮ちん座ざしていた。棚と棚の間には、禍まが々まがしい形状をした積せき層そう鎧よろいに、楯たてや兜かぶとが並んでいた。


    　いつものように咒じゆ式しき具ぐに席せつ巻けんされた店内を見回す。


    　ギギナが物欲しそうに手を伸ばそうとしたので、魔杖剣の鞘さやで押さえる。不満げなギギナの眼まな差ざしが向けられる。


    「見るだけならいいだろうが」


    「〇が五個以上ついているような咒式具は、俺やおまえの幻覚だ。〇が六個以上は異世界の品だ。見るだけで毒によって死ぬぞ」


    　ギギナが手を引く。さらにドラッケンがなにか言いたそうにしていたが、俺の目は真剣そのものだったろう。


    　ジヴに言われて気づいた。ほかでもないこの俺がなんとかしないと、本気で事務所の収支は沈没し、地ち殻かくにまで潜もぐってしまう。


    　俺の目が、ギギナの横の棚に引きよせられる。


    　ガラスの箱の内部に鎮ちん座ざする白銀の環に、俺は絶句する。


    　ラズエル社製の宝珠補助環、レメトゲンⅣ型、しかも生産番号の刻印は七號ごう！


    　手が震えた。高位咒式で負担が出ている俺にとって、制せい御ぎよ力りよくを補助してくれる高性能の宝珠は必須だ。事務所の収支を無視しても欲しい品だ。


    　そのままロルカの元へと運びたくなるが、留まる。先ほどギギナに注意した俺が、買うわけにはいかない。しかし、と葛かつ藤とうは続き、指先は未練がましくガラスの箱を撫なでる。


    「ダメったらダメっ！」


    　激しい言葉に、右手が箱を取り落としそうになった。左手でなんとか制止する。


    　心臓の鼓動が跳ね上がり、吐きそうになる。反論の声は棚たなの裏から聞こえてきた。


    「そうだ。実戦に必要ないし、経費でそれは落ちない」


    「ムダムダなお買い物はダメダメですわ」


    　次々と女の声が響くが、どう聞いてもすべて同じ人間の声である。嫌な感じがして、棚に沿って移動。棚の裏へと顔を出す。


    　店の通路には、どこかで見たような二人の咒じゆ式しき士しがいた。


    「これは、ガユスさんにギギナさんではございませんか。この奇遇な出会いに、呪われろこの豚野郎っ！」


    「ジャベイラ、おまえ、一回の会話の前半と後半で人格設定が違ってきているぞ」


    　嫌そうな顔をしているアルリアン人の青年イーギーと、平然としている[image: ]そう身しんの女性のジャベイラだった。


    「イーギーは細かいわね。どちらにしても儂わしの経験から言って、その咒式具の購入は却下じゃわい」


    　ジャベイラが存在しない髭ひげを撫なでた。イーギーは、手に握っていた箱を掲げる。


    「もう人格の原型が分からないが、俺のやる気が上がるだけで事務所の戦闘力が上がるだろうって、逃げるなそこの赤毛と銀毛、略して自殺色！」


    　俺はそのまま顔を棚裏に戻そうとしていたのだが、イーギーに呼びもどされた。無視するわけにもいかず、ラルゴンキンの攻こう性せい咒式士たちが待つ通路に移動する。


    「そんな奇怪な色は、この世にねえよ」


    　エリダナに咒式具屋は多いといえども、高位攻性咒式士相手の専門店は少ない。とくにラルゴンキン事務所と俺たちは、現在、同じ禍まがつ式しき相手の仕事をしている。だとすれば、咒じゆ弾だんや咒式具の補給と修理の時期が重なることは、可能性の範囲内だろう。嫌な可能性だけは実現する。


    「おまえたちこそ、なぜここにいる。同盟側ならコンクロン商会があるだろうが？」


    「俺たちもここの常連だ。ロルカ屋のほうが禁止咒式具の品しな揃ぞろえがいい。たとえるなら自じ暴ぼう自じ棄きになっているとしか思えないくらいにな」


    　思い出したように、イーギーの手が小さな箱を掲げる。


    「それはそうとジャベイラ、この鍔つば飾かざりを経費で落としてくれよ。略して俺だけが得」


    「その鍔飾りは、家具職人のトールダムが造った〈獅し子し牙きば飾り〉のひとつか！」


    　ギギナの銀の目が輝き、イーギーへと間合いを詰める。


    「粗暴なドラッケンのくせに詳しいな。そう、こいつはトールダムの家具職人の美的感覚が鍔飾りに発はつ揮きされた逸いつ品ぴんだが、おまえにどの時期のものか分かるか？」


    　長い耳で三連の銀の輪を揺らしながら、イーギーが問いかけた。銀の髪のギギナが、不敵かつ尊大な笑みで受けてたつ。


    「軟弱なアルリアン人に説明してやるのも勿もつ体たいないが、この品は混こん沌とん派の画家イェム・アダーと天才トールダムが共同制作していた時代、つまり中期のもの。しかも原画がトールダムで、制作がイェム・アダーと作業を逆転させた極めて珍しい作品だ」


    　お互いの目利きになにか通じるものがあったようだ。ギギナが屠と竜りゆう刀とうネレトーを抜いて「この宝ほう珠じゆを見るがいい。本物のフレグン作だ」と言えば、イーギーが「俺の魔ま杖じよう剣けん〈左利きのレグルスス〉の刀身はドレクル派の最後の一振りだ」と自慢しだす。


    　蒐しゆう集しゆう家か二人の咒じゆ式しき具談義の姿を見ていて、俺は呆あきれてきた。自分を省かえりみて、レメトゲンⅣ型を棚たなに戻しておく。


    　基本的に女の会話は共感だが、男の会話は勝負である。常に相手より自分が上だと証明しようとしたがるのだ。


    　昔の悪事や傷など、どうでもいいことまで競う男という生物は、いつまで経っても愚かな子供のままだ。蒐集家という存在は、最たるものかもしれない。


    「お互い苦労しますニョロね～」


    　ジャベイラが話しかけてくる。この女もよく分からない。


    「前から誰かに聞こうと思っていたのだが……」


    　思わず言ってしまったが、続きを失った。


    「なに？　私の話しかたがこうなった原因を聞きたいの？」ジャベイラが怪け訝げんそうな目を向けてくる。「仕方ないね。第一部、胸キュン魔王編。それは嵐の夜の惨さん劇げきだった。株価不正操作をつかさどる精霊と、二等辺三角形の姿をした緑の子豚が私を弄もてあそび……」


    「ごめんなさい。その話の先を聞くと、人生は生きるに値するって信じられなくなりそうなので遠えん慮りよしておきます」


    「では第二部、鬼おに嫁よめと魔ま姑しゆうとめ、魔界決戦編」


    「本当に勘かん弁べんしてください。俺は明日が来るとまだ信じたいから。人間は生きていていい存在だとまだ思いたいから」


    「では、なにを聞きたいのかね？」


    「いや」俺は本来のものから問いを変えた。「おまえたちはいつも楽しそうだなと思ってな」


    「あなたは楽しくないの？」


    　直ちよく裁さいな言葉が向けられた。俺は答えられなかった。


    「そうね、ラルゴンキン事務所は春秋に運動会もやっているし、社員旅行もあって結構楽しい」


    　長い髪を指先で弄びながら、ジャベイラは答えを探していた。


    「ねえイーギー、社員旅行や行事は楽しいよね？」


    「まあな。どちらかというと、今度の春の運動会でジャベイラと、二人三脚借り物棒高跳びでがんばりたい」


    「ごめんなさい。イーギーの考えたその競技は、今年もしたくはない」


    　ギギナと咒式具談義をしていたイーギーが振りかえった。眼差しは、青ざめたジャベイラを不思議そうに見ている。ジャベイラには相手の疑問が疑問だった。


    「いや、だって、去年はその競技で私と他に三人が入院したのだけど？」


    「じゃあ、今年は二人三脚借り物棒高跳び騎馬玉転がし競争になる。今日にでも委員のヤークトーに申しん請せいしておくよ」


    　楽しそうなイーギーと反比例するように、ジャベイラの横顔が土つち気け色になってきている。俺の視線に気づいて無理に微ほほ笑えむ。


    「ね？」


    「いや、理由は分からないけど、急に楽しそうな気がしなくなった」


    「いいからラルゴンキン事務所に入りやがピョン。イーギーと組んであげてケロ。（私の代わりの犠牲者として）」


    「私の代わりの犠牲者としてって声に出ているし、人格の原形が分からなくなっているぞ」


    「あなたやギギナさんがラルゴンキン事務所に入ってくれたら嬉うれしいわ。ねえイーギー？」


    　俺を説得するより、掩えん護ごを求める方向に切り換えやがった。


    「……俺は、おまえらが入ることに反対だ」


    　イーギーが床に咒じゆ式しき具ぐを広げながら返答した。


    「おまえらは誰とも合わない。俺やジャベイラ、他の攻こう性せい咒式士たちは、ラルゴンキン親父おやじが好きで集まっている。おまえらは事務所の環わを確実に壊す」


    「そうなのか？」


    　俺の問いに、ジャベイラの顔に思考が掠かすめる。


    「そうね、私はラルゴンキン事務所以外に道がなかった」女の目が同どう僚りように向けられた。「イーギーもそうでしょう？」


    「ああ？　まあそうだ」


    　ギギナと咒式具談義をしながらイーギーが返してくる。


    「俺はイージェスの出で、親も親戚もいねえ。ラルゴンキンの親父に教わって攻性咒式士になれた。他の道なんて知らない。例えるなら断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき一本道」


    　軽く言ったが、神聖イージェス教国は人間以外の種族を激烈に迫害している。


    　人間以上の歴史を持つアルリアンは、イージェス教以前の知的存在として教義を揺るがすため、強制収容所まで造られて迫害された。


    　イーギーは親族のすべてを無くした過か酷こくな人生をラルゴンキンに救われた。だとしたら、子供が父親へ向けるような慕情を捧げているのだろう。


    　だからこそ、イーギーは俺やギギナを敵視する。しかし俺たちはラルゴンキンを、仲間を信用しない。できないのだ。


    「変なことを聞いてすまなかったな」


    「気にすることはないよ」ジャベイラが笑って付け加えた。「うちの事務所はイーギーみたいなやつが多い。私にしても、夫と離婚し光学咒式技師をクビになって困っていたところを拾われた口だ」


    　俺はギギナへと視線を向ける。問いかけが口を衝いた。


    「ギギナ、おまえはどうしたい？」


    「私は生なま温ぬるい関係が求められるような事務所は好きではない。気楽な個人事務所が肌に合っている」


    「だからてめえらと俺たちとは絶対的に合わないんだよ。あ、咒じゆ弾だん六つとそちらの端子を交換してくれ」


    「端子は、そこの弾だん倉そうとなら交換をしよう」


    　あのギギナと会話が成立するだけで、ちょっとイーギーが尊敬できてくる。棚たなに寄りかかって、ジャベイラは二人の様子を見ていた。


    「無理には誘わない。人それぞれだものね。ああ、イーギーその交換は損だよ。咒弾を三つほど追加してもらいなさい」


    　ジャベイラは、ギギナとイーギーの交換談義に参加しだした。


    　三人が喋しやべる雰ふん囲い気きがとても懐かしい。俺やギギナにも、こういう時代はあったのだ。今は失われた熱く激しい時代が。


    　鼻の奥が熱くなってきたので、上を向く。攻こう性せい咒じゆ式しき士しであることを俺は嫌っていたが、そうでもないのかもしれない。


    　前方から怒声があがる。ギギナとイーギーが、通路で真正面から睨にらみあっていた。


    「アルリアン人の俺に言わせれば、てめえの集めかたは審美的に偏かたよりすぎて美学がない」


    「貴様ごときに、我らドラッケン族の『美もまた獰どう猛もうなる力』という深しん淵えんな言葉の真意は分かるまい」


    「へ～、単純ドラッケン族に、言葉という上等なものがあったのか。へ～」


    「アルリアン人という種族は、どいつもこいつも朝から昼から私の癇かんに触る」


    　ギギナの瞳どう孔こうが殺意に細まっていき、腰の屠と竜りゆう刀とうの柄つかを抜いて背の刀身へと連結させた。犬歯を剝むきだしにしたイーギーが、腰の左右に差した魔ま杖じよう剣けんの鯉こい口ぐちを切る。


    「つい先ほどまで、アホ同士がアホなりにアホ仲良くしていただろうが」


    　俺は重い嘆たん息そくを吐いた。蒐しゆう集しゆう家かや趣味人が集まれば、最後はこんなものだ。


    　たかが娯楽なのだから、それぞれの好みを放っておけばいいのに。


    　イーギーは自然と調和を重んじ、人類より古い歴史を持つアルリアン人なのだが、ギギナなみに粗暴で激情的だ。よく考えるとアルリアンの血を引くジヴも同じような傾向がある。民族的な平均など、つくづく無意味だと思う。


    　墓地での因縁の続きが始まりそうで、俺はこの場を収める言葉を考える。


    　諸もろ々もろの条件を演算した結論。なにかの間違いで、ギギナが死んだらいいな、いいな、いいのにな♪


    「俺の店先で暴れる気かね」


    　不機嫌そうな声とともに、見慣れた樽たるのような体型が奥から出てきた。店の主人であるロルカだった。全員の視線に、ロルカは腕を組んで笑う。


    「いくらでもやれよ。ただ、以後は出入り禁止にするし、俺からの損害請求は一桁けたほど上乗せされるがね」


    　さすがに出入り禁止とロルカの強欲には勝てず、双方が刃を退く。


    「俺とジャベイラはてめえらに関わっているヒマはない。行くぞ」


    「こちらこそおまえたちに関わっているヒマはない。これからセビティアで楽しい一時が待っているのだからな」


    　店からイーギーとジャベイラが去っていった。俺とギギナはロルカへと向きなおる。ノルグム人の呆あきれ顔が出迎えた。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しという連中は、もう少し仲良くできないのかね」


    「無理を言うなよ」


    　俺が皮肉げに笑うと、ロルカが苦笑した。


    「それにしても、店先にいないから、天てん罰ばつか、それともロルカすぎて死んだかと思っていたよ」


    「まだ死んでおらん。おまえとギギナの咒式具代金を払わせきるまでは、な。いや、死んでも追いかけるから、俺を殺しても無駄だぞ」


    「いきなり嫌なことを思い出させるなよ」


    　手近にあった木箱に腰を下ろす。それでようやく小柄なノルグム人のロルカと目線が合う。


    「これが用だろう？」


    　ロルカが片手に提げていた包みを投げてきた。受けとって包みを開けると、俺の魔ま杖じよう短たん剣けん、全長五三七ミリメルトルの破壊者〈贖しよく罪ざい者しやマグナス〉の凶悪な姿が現れる。


    「修理はできているようだな」


    「あたりまえだ。金が支払われる限り、ロルカ屋はおまえの味方だ」


    「それ以外のときは？」


    「道で会っても話しかけるな。おまえたちといるところを孫に見られたら恥ずかしい」


    「咒式具屋の鑑かがみだ。それで頼んでおいたこれの改良のほうはどうなっている？」機関部の弾だん倉そうを確認し、そして戻す。「春先に第七階位の、しかも禁きん忌きの咒式を使った超ちよう過か負ふ荷かで刀身が傷いたみ、機関部がいかれていたのだが」


    　一振りしてみて、研とぎなおされた刃身を確認する。


    「断罪者ヨルガと贖罪者マグナスは最大業わざ物もの級の魔杖剣だが、六階位までの発動しか想定していない。だからどうしても無理が出ていたのだが……」


    　刀身の峰みねに手を滑らせ、鍔つば元もとへと戻す。出来栄えに感嘆の声が出る。


    「なるほど、鍔の機関部をすべてラズエル社製に交換してあるのか」


    「制せい御ぎよ系ならラズエル社製が一番だからな」ロルカが不敵に笑う。「ラズエル社製の宝ほう珠じゆ、レメトゲンⅣ型機関なら、咒式使用時の負担率は一六・五六％ほど下がる」


    　咒式の階位が上がるにつれて、刀身の強度や宝珠の演算能力の高さが要求される。


    「一六・五六％も負荷が減るなら、第七階位の咒式を使って死にかける心配はしないでいいな」


    　俺は美しい刃を鞘に納める。ノルグム人の目には疑問の色。


    「気に入らないのか？」


    「いや、見事な仕事だ。レメディウス咒式博士のように、理論や指示式から設計するわけにはいかないが、既存の製品の組みあわせと調整で、ここまでできる職人はそうはいない。特殊な形式のマグナスに、よく組みあわせたものだと感心していた」


    「それが俺の咒じゆ式しき具ぐ屋やとして、技術者としての腕の見せどころだ。ヨルガのほうはもっと簡単に換装できるが？」


    「見事なだけに残念だ。ヨルガどころか、マグナスに使われた宝珠の代金も払えない。さて、なぜかな？」


    　俺の視線から、ギギナが音速で顔を逸そらした。年々、芸が細かくなってきていやがる。ロルカに視線を戻す。


    「もしかしてロルカの親切での無料修理ということか？」


    「神様が直じき々じきに無料修理を命令したら、俺は殴なぐり殺してでも拒否する」


    　ロルカの小さな目に、研とぎ澄まされた刃のような光が宿っていた。


    「ほら、ヨルガを出せ」


    　腰から鞘さやごと魔ま杖じよう剣けんヨルガを外すと、ロルカの手が奪う。奥に向かう途中で、俺が棚たなに戻したレメトゲンⅣ型宝ほう珠じゆを握り、作業台に座る。


    「今回の禍まがつ式しき事件におまえとギギナが嚙かんでいると聞いた」手が機関部を分解し、宝珠を組みこんでいく。「市当局とラルゴンキンが動いているなら、かなりの金が入る。つまりこれは先行投資、一時貸たい与よだ」


    「入ってきた収入のほとんどが、光速でロルカ屋に流れているような気がする」


    「準備なしだと死ぬぞ？」


    　ロルカの言葉どおりだ。禍つ式相手に、半端な装備で立ち向かえば死ぬ。あっという間に魔杖剣の換装が終わった。ロルカが投げてきた刀身を受けとる。ヨルガを腰の左に、マグナスを腰の後ろへと装着する。


    「では私も……」


    　咒式具の山を腕に抱えたギギナを、俺の視線が制する。


    「おまえはダメだ。春先に買ったフレグンの宝珠の月げつ賦ぷ支払いが終わるまでは、なにひとつとして買わせない」


    　ギギナの眼差しが哀しげに曇る。女ならば、美剣士の憂うれいを晴らすためならなんでもするだろう。俺にとっては気分がいいだけだ。


    「あと七階位の禁きん忌き系対応の咒じゆ弾だんが二つある」ロルカが投げてきた咒弾を受けとる。これでしばらくは入ってこないからな、大切に使えよ」


    　咒弾の鈍色の輝きを眺める。


    「春先のときにも思ったが、どうやって禁忌系対応の高位咒弾が入ってきているんだ？」


    「今までは腐れ武器商人たち、とくにパルムウェイが流していたのだがな」ロルカの唇が皮肉をこめて歪ゆがむ。「そいつが今け朝さ、エリダナ港沖で死体となって発見された。首筋に毒を打ちこむという、どこかの国の裏切り者への処刑方法でな」


    　俺は肩をすくめた。


    「ロルカのおっさんも、そうならないように気をつけろよ」


    「安心しろ。俺を殺すと爆ばく裂れつ咒じゆ式しきが発動するようになっていて、地獄の道連れになるようにしてある」


    　俺とギギナは、小こ柄がらなロルカの傍から一歩離れる。


    「冗談だよ」


    　ロルカが笑うが、こいつならやりかねない。俺はそこで真剣な表情に戻る。一番の問題が残っている。


    「それでロルカ、本題の鑑かん定ていのほうはどうだった？」


    「ああ、あれか」ロルカの声と表情に緊迫感が満ちる。「あれは大変なものだぞ」


    　急ぎ足で奥に引っこみ、頑丈そうな金属製の箱を下げて戻ってくる。


    　箱を開き、内部にチタン製の小鉗子を突っこむ。引きだして、商品棚だなの上に載せる。


    　精せい緻ちな螺ら鈿でん彫りを施された銀の環の上に、煌かがやく紅玉が鎮ちん座ざしていた。それは俺が預けた指輪だった。


    「おまえが内密に鑑定してくれと言うから、わざわざゾーンタークの古ふる馴な染じみを頼った」


    　ロルカの小さな目には、極大の警戒と畏おそれの色が浮かんでいた。


    「こいつはとんでもない代しろ物ものだ。ガユス、どこでこいつを手に入れた？」


    　この世の咒式具のほとんどを見てきたロルカが、怯えるほどの代物。俺は不安になってきた。


    「盗んだわけではない。俺の嫌いな人間が置いていった腐れ土産みやげだ。この指輪のせいで厄やつ介かいなことになっている」アムプーラとヤナン・ガランの興味を引いた事実を思い出す。「それで、こいつの正体はなんだ？」


    「……まったく分からん」


    　ロルカの簡潔な返事に、俺は言葉を失う。


    「おまえな……」


    「俺が聞きたいくらいだ。ただ、いくつか分かったことがある。問題はここの螺鈿彫りだ」


    　ロルカは小鉗子の先で指輪をつまみ、店内の照明に向かって掲げる。


    「螺鈿彫りというのは、鸚おう鵡む貝がいや夜や光こう貝がい、鮑あわび貝がいや蝶ちよう貝がいの真しん珠じゆ色の薄片を嵌はめこんで彫りあげるものだ」ロルカの目が、指輪にそそがれる。「が、この指輪に使われている物体はそんな平和なものではない」


    　俺とギギナも吸いこまれるように指輪を、赤い宝石を眺めている。


    「攻こう性せい咒式士に説明するのもなんだが、動物や植物の体内には、炭素十四という炭素の同位体が微量に取りこまれている。生物が死ぬと炭素十四は摂せつ取しゆされなくなり、ベータ線を放射し、約五七三〇年で半減していく。その事実を利用して、約六万年前から現代までの範囲でもっとも信頼できるのが炭素十四測定法だ」


    　ロルカの喉のどが唾つばを飲みこむ。


    「炭素十四測定法から出た答えは、この指輪には、一万歳以上生きている生物から採取された素材が、五種類使われている」


    　まったく意味が分からない。俺は続く言葉を待つ。


    「驚くなよ、螺ら鈿でん彫りの材料の正体は竜の鱗うろこだ。いや、年齢が一万年を越えているから龍と呼ぶべきだな」


    　ロルカが厳しい表情で言い、俺とギギナの呼吸が途絶する。


    　千年を生きる竜は長命竜アルターとなり、強大な咒じゆ力りよくと巨きよ軀くを誇る地上最強の生物となる。では万年を越えた竜はなにになるか？


    　恐るべき〈龍〉になるのである。


    　龍は、神と呼ぶに相応ふさわしい絶対的な力を持つ存在とされる。この星の誕生以来、世界を見つめていたが、現代では五頭しか生き残っていないとされる。


    　かつては世界を相手に戦ったが、初代龍りゆう皇おうたるツェベルンによって討とう伐ばつされ、皇おう宮きゆうギネクンコンの奥に神剣イシカで封印されているという、黄金龍ガ・フーイ。


    　人類と竜の共存を図る竜族主流の賢龍派ヴアイゼンを束ね、太古からの叡えい智ちを司つかさどるという、白銀龍ギ・ナランハ。


    　天候を支配し、成せい層そう圏けんから広大な世界のすべてを見下ろすとされる、天龍グ・ルケシュ。


    　他の二頭は、人類の歴史にいまだ登場しないために不明である。火山の底の炎龍、南極に眠る氷龍、冥めい府ふに蠢うごめく黒龍、砂漠の嵐に潜む砂龍と、地方の神話や研究によって違う意見がある。


    　五頭の龍の鱗が、この指輪の単なる飾りに使われているのだ。


    「では、本体に鎮ちん座ざする紅の宝石はなんだ？」


    　ロルカの丸顔に、さらに陰いん鬱うつな感情が一刷は毛けされる。


    「電子顕けん微び鏡きよう、高性能赤外線走査、強化型Ｘ線走査、核かく磁じ気き共きよう鳴めい走そう査さ、陽電子走査、中性子放射線照射分析、ガスクロマトフィー分析、質量分析、咒じゆ式しき波動測定、その他すべての調査機器と咒式が、この指輪と赤い石に拒否された」


    　箱の奥から、ロルカが調査結果の報告書を次々と出す。


    　Ｘ線を光線状に細かくして照射し、通過量を計測し画像化するＣＴ。照射された高周波に反応した水素の共鳴が終わる時間から、構成物質を割り出す核磁気共鳴探査。


    　その他のすべての分析結果も、指輪の紅の宝玉について、完全に沈黙させられていた。


    「ただ、数時間から数日に一回と不定期に、宝玉の内部に脈動するなにかを見たという視認報告だけがあった。内部のなにかが、恒こう常じよう的な咒式無効化結界を発動しているのだ」


    「どういうことだ？」


    　俺の問いに、ロルカが告げた。


    「こいつは、この指輪は生きているとしか言いようがないらしい」


    　俺の背筋を悪お寒かんが貫く。巨大な不可解さが、質量となって迫ってくるかのようだった。


    「ロルカ、これは、この指輪はなんなんだ？」


    　奥歯を嚙かみしめて、不可解さに耐える。視界が暗く翳かげってきたような気もする。ロルカの顔もあまり血色が良くない。


    「春先の事件といい、最近のおまえが持ちこむものは、とんでもなく厄やつ介かいなものばかりだな」


    　ノルグム人が真顔で続ける。


    「悪いことは言わない、その指輪は一個人には危険すぎる。誰にも見つけられない場所にでも捨てろ」


    　俺は無理に笑顔を作る。


    「そうもいかない。こいつを物騒な敵が狙っていて、拾われる可能性がある」


    「では、渡してきた相手に返せ。そいつならなんとかできるんだろう？」


    　ロルカの縋すがるような眼差しに、俺もギギナも返事ができなかった。


    　指輪を俺にもたらした相手には、もう二度と会いたくなかったのだ。


    



    



    　ロルカ屋での出来事を思い出していると、隣のジヴが目に入った。


    　エリダナ中央部より南、セビティア記念公園。連休初日の昼下がり。


    　オリエラル大河に面した板張りの護岸の上を、俺とジヴーニャが並んで歩いていた。


    　二人の後ろにギギナがついてきているのが余計で余分だ。


    　海うみ鷗かもめの遠い鳴き声と不格好な時計台を背景に、二人で歩く。眼前には、食べ物の屋台が並び、家族連れや恋人達が歩いていた。日曜画家が描きそうな、平和で平凡な風景だった。


    　俺を待たずに、ジヴは少し先を歩いていた。ジヴが振りかえった。


    「また別のことを考えていたの？」


    「いや」俺は相手の目に灯る感情に気づいた。「ジヴ、なにか怒っていない？」


    「べつに私は怒っていないけど？」


    　言葉とは裏腹に、今日のジヴは機嫌が悪いようだ。


    　ジヴの足が止まったので、俺も足を止める。ジヴの言葉の続きを待っていたのだが、緑の眼差しはオリエラル大河を眺めているだけだった。


    　再び問おうとすると、ジヴが内心の迷いを振りはらうように明るい声をあげる。


    「あそこよガユス、今日行こうと思っていた氷菓子屋」


    　ジヴの手に引かれて、俺は進む。公園の一角にあった氷菓子の屋台の前に立つ。


    「なんの味がいいかな。ガユスはなにがいい？」


    「今日は一番甘くない味でいい」


    「ギギナさんは？」


    　振りかえるジヴ。ギギナは興味もなさそうに、顔を川面へ向けていた。


    「不要」


    　さらになにかを言おうとしたジヴの肩を、俺は摑つかんで止める。


    「ギギナと人類が仲良くすることは不可能だよ。ここにギギナがついてきただけでも、軽い天変地異。死人が出ていないのは奇跡なんだ」


    「……あなたたちがなぜ相棒として組んでいるのか、本当に分からない」


    　俺の口から、答えは出ない。


    　気分を変えて、ジヴが苺いちご味、俺は白乳味の氷菓子を食べながら歩いていく。途中で包み紙をゴミ箱に投げ入れる。


    　オリエラル大河に面した、木製の大階段に二人で座る。気を利かせたのか、ギギナは少し離れた段に座っていた。この星の反対側に行くまでは、気が利かないのが残念。


    　俺たちの眼前では、オリエラル大河が滔とう々とうとした流れを湛たたえていた。陽光を受けて黄金色に輝く川面には、輸送船が行き交っている。


    　川辺では、子供たちが嬌きよう声せいを上げながら走りまわっている。家族連れらしき母親と若い娘たちが、笑いさざめきながら歩いていた。


    「平和ね」


    「ああ」


    「ガユス、それでね……」


    　ジヴがなにかを言おうとしたと同時に、背後から巨大な影と声が覆おおいかぶさってくる。


    「ガユスか、奇遇だな」


    　振りかえると、陽光を背負った巨漢、ラルゴンキンが立っていた。太い腕には数個の氷菓子を抱えていた。


    「ラルゴンキン、か」偶然の出会いだとは思わない。「俺たちをどこからか追跡していやがった、いやイーギーとジャベイラから聞いたのか？」


    「ラルゴンキン？　あの有名なラルゴンキン・バスカークさん？」


    　俺の疑念を搔かき消すように、ジヴの声が高くなった。ジヴは立ち上がって一礼する。


    「こんなに大きな中年男はあまりいないからね。美しいお嬢さんにも私の名が知られていて光栄だよ」


    「いえ、こちらこそお会いできて光栄です」


    　ジヴは畏かしこまった挨あい拶さつをする。ラルゴンキンの厚い手がジヴの細い手と握手を交わした。


    「話を邪魔してしまったか？」


    「いえ、私はジヴーニャ・ロレッツオと言います。こちらの腐れ咒じゆ式しき士しとつきあっているものです」


    　恋人に腐れ咒式士と呼ばれた俺と、離れた場所に座ったままのギギナへ、ラルゴンキンの視線が向けられる。


    「最近エリダナを騒がしている禍まがつ式しき事件では、あなたの大事なガユスさんと、女性皆さんのギギナさんの力をお借りしています」


    「いえ、こんなので良かったら、いくらでも使ってやってください」


    　答えながら、ジヴが凄すごい目で俺を睨にらんできた。俺が危険な仕事のことを話さなかったのを責める目だ。


    「黙っていても怒るが、危険な仕事だと言ってもジヴは怒る。隠すしかないだろう？」


    「……今回だけはガユスを許しておきます」


    　ジヴが真剣な声で言った。俺にはジヴの真剣さの真意が分からなかった。


    　表情を切り換え、ラルゴンキンは俺へと顔を向ける。


    「先ほどのおまえの言葉だが、残念ながら出会いは偶然だ。おまえたちは、そんなに人気者ではないよ。もしかしてイーギーとジャベイラに会ったのか？」


    「いや、先に二人にロルカ屋で会っただけだ」


    　不機嫌に告げる俺を、ラルゴンキンは不思議そうに眺めていた。


    　俺の頭越しにラルゴンキンの視線がなにかに気づく。手に持っていた氷菓子の山を、軽く掲げる。巨漢の視線を追うと、川辺の道を歩いていた母娘連れが手を振っていた。四人が階段まで歩いてきた。ラルゴンキンが片手で葉巻を取りだし、唇に咥くわえる。


    「紹介するよ、私の妻カーシュと娘たちだ」


    　ラルゴンキンの横に並んだのは、巨漢とは正反対の小こ柄がらな女性。そして、高等学院から中等学院くらいの年に見える三人の娘たち。それぞれが俺に会え釈しやくをしてきた。とてもかわいらしいお嬢さんたちだ。


    　立ち上がった俺とジヴも挨あい拶さつを返す。ギギナは興味もなさそうに遠くを眺めていただけだった。


    　俺は木製の階段に腰を降ろす。隣にラルゴンキンが巨大な腰と荷物を下ろしてきやがる。するとジヴが席を立つ。


    「例のお仕事のお話ですね。私がいたら邪魔になりますね」


    「では、私たちと一緒に」


    「その前に。あなた、葉巻が邪魔ではないかしら？」


    　妻のカーシュが背伸びをした。小さな手がラルゴンキンの唇から葉巻を奪おうとするが、手が届かない。


    「そうだな。今日は約束の本数を越えている」


    　ラルゴンキンが苦笑しつつ、体を屈かがめて妻に葉巻を預ける。ラルゴンキンの娘たちが、ジヴの手を取り、護岸の方へと向かっていった。　


    　女たちはすぐに打ち解けあったのか、氷菓子を食べながらなにかを喋しやべり、笑いあっていた。


    　歩いていく女たちの背後に流れる大河の川面に、午後の陽光が降りそそぐ。オリエラルの流れは、黄金色に輝いていた。ジヴの笑顔も輝いていた。表情と手つきからすると、俺の寝起きの顔を表現しているみたいだ。ジヴの話で、ラルゴンキンの妻や娘たちも笑っていた。


    　どこか郷きよう愁しゆうを誘い、胸を搔かきむしるような光景だった。


    　俺が欲しくて、ついには手に入れられない暖かい風景。俺が足を踏みいれると、途端に失われてしまう世界だった。


    　ラルゴンキンを見ると、手は腰の小箱を撫なでていた。


    「葉巻は娘が産まれたと同時に止めた。今では火もつけずに香りを楽しむだけだ。前衛職は健康に最大限の配はい慮りよを、ということだな」


    　ラルゴンキンが笑う。温かな眼差しは、川辺の妻と娘たちを見つめていた。


    「家族はいい。攻こう性せい咒じゆ式しき士しの激務も報われる」


    　ラルゴンキンがつぶやく。俺の胸の内を透視したかのような言葉だった。


    「私がおまえたちくらいの年には結婚し、子供もいたものだ。先ほどのあの恋人さん、ジヴーニャさんはいい娘さんだな」


    「ああ。いい女だよ」


    「そろそろ彼女と家庭を持とうとは思わないのか？」


    「俺の私生活は放っておけ。おまえには来世でも関係ない」


    　商売上の敵だが、ラルゴンキンはいい男だ。


    　攻こう性せい咒じゆ式しき士しとしても十三階かい梯ていに達し、エリダナに降りかかる災難を何度も救ってきた。さらには孤児のイーギーを育て、ジャベイラに新しい道を示した凄すごい男だ。


    　だからこそ、エリダナ最大の咒式士事務所の長であり、街の名士として数えられるのだ。


    　だが、俺はラルゴンキンを嫌っている自分に気づいた。


    「なんなら、うちの娘どものどれかを貰ってくれてもいいぞ。一番上のラーチェは来年には高等学院を卒業するから、かなり若い嫁になるが」


    　俺が黙っていると、巨漢の咒式士は離れた段にいるギギナに矛ほこ先さきを向ける。


    「ギギナはどうだ？」


    「女を抱くごとに、ラルゴンキンの太い顔の造ぞう作さくを思い出すのは願い下げだ」


    「それはそうだな。知りあいの娘を嫁にするのは難しい」


    　快活な笑い声がラルゴンキンの余裕に感じた。俺の癇かんに触り、思わず漏もらしてしまう。


    「巨大事務所を経営するような成功した攻性咒式士と、その他大勢である俺たちは違うよ」俺は事実を告げる。「後ろ暗い、いつ死ぬか分からない仕事に追われ、地を這はうように生きているだけだ。幸福な人生など、遠い異世界の話にしか思えない」


    「若いな」


    　ラルゴンキンが重い息を吐く。俺は反論しておく。


    「いいかげん、大人ぶった忠告ごっこはやめろ。偶然を装ってここに来たのも、なんらかの用があるからだろう？」


    　ラルゴンキンが間を置く。そしてようやく言葉を紡つむぐ。


    「あの時代、クエロのことは忘れたほうがいい」


    「ラルゴンキンっ！」


    　俺とギギナが叫び、立ち上がっていた。


    　激情の目線を受けても、ラルゴンキンは静かな目を逸そらしはしなかった。


    　なにごとかとラルゴンキンの妻と娘たちが不安そうな目を向けてきた。父親は大きな手を振って、なんでもないと示す。同じような心配顔のジヴに、俺も目線で争いではないと伝える。ジヴは察してくれて、すぐに母子の注意を行き交う船に戻させる。


    　悠ゆう然ぜんと俺を見つめるラルゴンキンの眼差し。


    「ジオルグは死んだ。ストラトスは心が行方不明となっている」呪いのようにつぶやいた。「そしてクエロは俺たちを捨てて、去っていった。残された俺とギギナの二人が事務所を継いだ。それだけだ」


    「悪かった。忘れろなどというのは、私の失言だ」


    　ラルゴンキンは謝罪し、視線を遠くに見えるエリダナへと向けた。


    「だが、それでも言わせてくれ」苦しむように、言葉を続けた。「おまえたちが話してくれないし、誰も真相を知らないのだが、一年ほど前、あのジオルグ咒じゆ式しき事務所になにが起こったのだ？」


    　言葉を失ったかのように、俺とギギナは立ちつくしていた。二人が立つ場所だけ陽光が翳かげり、重苦しい沈黙が下りていた。


    　俺は、言葉らしきものを絞しぼりだした。


    「中年臭い詮せん索さくはそこまでにしろよ。クエロとの別れは音楽の方向性の違い、ただそれだけだ」


    　だが、ラルゴンキンはさらに踏みこんでくる。


    「ガユス、まるでおまえはエリダナの街を憎んでいるみたいだな」


    　俺の胸中に、冷たい感情が広がる。


    「憎んでいるさ」


    　絶対零れい度ど近くでも流動するヘリウムのように、凍こごえた激情が吹きこぼれる。


    「この街は俺からすべてを奪い、腐らせた。クエロ、モルディーン、ヘロデル、そしてギギナ。なにもかもが気に入らない」


    　言葉にして初めて、自分の胸中にある、黒い溶岩のような憎ぞう悪おに気づいた。


    「最後をガユスに変換すれば、私も同意見だ」


    　ギギナも俺と同じ過去、同じ憎悪を吐きすてた。


    「いつまで、そうやって子供のように拗すねているつもりだ？」


    　ラルゴンキンの言葉は、俺の胸を刺し貫く。ラルゴンキンの胸から音楽。咒じゆ信しん機きが鳴っていた。体内通信で会話していた攻こう性せい咒式士の長は、数秒だけ耳を澄ませ、立ち上がった。


    「また禍まがつ式しきが出たようだ。この話はまた今度、そう明日にでも、な」


    「俺たちは行かなくていいのか？」


    　皮肉げな俺の言葉に、巨漢は冷たい瞳を返した。


    「今のおまえとギギナでは、役に立たないよ」


    　言い捨てたラルゴンキンが階段を下りていく。川辺にいた妻子に別れを告げ、戦場へと駆けだしていった。巨漢とは思えぬ、素早い疾走だった。


    　俺とギギナは打ちのめされ、ただ立ちつくしているだけだった。


    



    



    　エリダナの街に、夜と月光が降りそそいでいた。


    　窓から室内に目を戻すと、台所で妙な鼻唄で皿を洗うジヴがいた。


    　俺は恋人の傍にある椅い子すに腰を下ろし、目はジヴを見つめていた。急に脳のう裏りに閃ひらめいたことがあった。


    「奇妙な声が聞こえなかったか？」


    「え？　私の鼻唄に文句つける気？」


    　上体を[image: ]よじって、ジヴが俺を見つめる。


    「ジヴの音感にはいろいろと言いたいことがあるけど、ほら今も聞こえた」


    　声の出所を探していると、分かった気がした。


    「ここだよ、ガユス」


    　振りむくと、ジヴの揺れる尻から声が発せられていた気がした。


    「そうだ、私だ」


    「尻、が答えた？」


    「私はお尻魔王。遙はるか太古の時代、人類に滅ぼされた私は、このジヴーニャという女の尻に転生したのだ」


    「な、なにいっ!?」


    「ふはははは、我が暗黒のお尻の力で、この世をすべてお尻にしてやるのだ！」


    「そ、そうはさせないぞ。正義っぽいかもしれない攻こう性せい咒じゆ式しき士しの俺が、許さないらしいとのもっぱらの噂うわさだっ！」


    「人のお尻で、奇っ怪な腹話術をするなっ！」


    　尻を隠したジヴの右の踵かかとが、俺の鼻筋に命中。あまりの痛さに椅い子すごと仰のけ反ぞる。鼻を押さえつつ、それでも言っておく。


    「聞いたことがないか？　『お尻の数だけ、人は真の勇気を持てる』と。ジグムント・ヴァーレンハイトの名言より」


    「そんな名言はありませんっ！」


    　ジヴをさらに怒らせることしか脳のう裏りに浮かばない、自分の思考がたまに嫌になる。


    「ごめんよ。なにか不機嫌になっているみたいだ」


    「いいよ。おもしろかったということにするから」


    　そこでジヴは口許を綻ほころばせた。座っている俺の肩に腕を回しながら、俺の唇に自らの唇を合わせる。


    　しばらく口づけを味わっていると、鼻び孔こうをくすぐる甘い香気に気づいた。


    「アルガモン社の〈欲望の九番〉か」


    　思わず俺はつぶやき、顔を離したジヴが驚いた声を出した。


    「男のくせに香水に詳しいのね。そう、この香水は〈欲望の九番〉だよ。高いけど、控えめでいい香りでしょう？」


    　ジヴの顔に得意気な表情が浮かび、すぐに不信感に変換されていく。


    「香水に詳しい男って信用ならないわ。それって女たらしの知識よ」


    「優しい男の条件だよ」


    「口の減らない、悪い人ね。ま、そういうことにしておいてあげる」


    　俺の髪を撫なでて、ジヴが柔らかく笑った。


    「じゃ、お酒を入れてくるから、先に寝室で待っていてね」


    　曖あい昧まいにうなずく俺を放りだし、ジヴは軽い足取りで去っていく。


    　自分の胸に谺こだまするジヴへの噓を聞きながら、俺は寝室へと向かう。


    　ジヴの残り香、〈欲望の九番〉は、俺がもっとも信頼した攻こう性せい咒じゆ式しき士しにして、心から愛した女、クエロ・ラディーンが好んでつけた香水だったのだ。


    　歩きながらも、クエロがいた時代、ジオルグ・ダラハイド咒式事務所の時代、あの黄金の時代を俺は思い出してしまった。


    　いざ戦闘となれば、ジオルグに指し揮きされたギギナが巨大な刃を振るい、クエロが雷を放つ。後衛の俺が化学咒式を展開させ、ストラトスが確率を[image: ]ねじ曲げ掩えん護ごを行う。


    　巨大事務所のラルゴンキンやパンハイマといえども、我らがジオルグ咒式事務所にはほとんど勝てずに悔しがっていたものだ。


    　俺たちは笑いあい衝突しあい、それでも攻性咒式士である以上に、人間としての至福の黄金時代を生きていた。


    　そして今、あの時代は遠く失われた。


    　とうに忘ぼう却きやくしたはずの、失ったもののあまりの大きさに、その痛みに、俺の心が悲鳴をあげはじめている。


    　あのときの俺の選択は正しかったのか。


    　ラルゴンキンによって思い出させられた俺と同じく、ギギナもあの日々を、あの時代を思い出しているのだろうか。


    　そして、ギギナならば、この喪失感にも耐えていられるのだろうか。


    　問うことはできない。それだけはできない。してはならない。


    　寝室の戸口に手をかけて考えていると、廊ろう下かにジヴが姿を現した。邪魔な髪を結い上げているため、アルリアン族の血統を示す少し尖とがった耳がよく見える。


    　寝室の入り口で立ちつくしている俺の姿を見て、ジヴは怪け訝げんそうな顔をした。


    「どうしたのガユス？」


    　葡ぶ萄どう酒しゆと二つのガラス杯を抱えたジヴが問いかけてくる。俺は現実に引きもどされた。平静を装いつつ答える。


    「なんでもない。今夜のジヴはどんなかわいい声で鳴くのかな～と想像していただけさ」


    「もう、このバカ男は！」


    　怒ったジヴが、裸足はだしで俺の尻を蹴ける。痛がってみせる俺を無視して寝室に進み、寝台に腰を下ろしながら酒さか瓶びんを机に置いた。俺がジヴの正面の椅い子すに腰を下ろす。ジヴは手て酌じやくで一杯目を呑みはじめる。


    「あの、言いたくないならいいけど、」言っている間にもジヴの杯が空く。「言ったほうが楽なこともあるよ？」


    「だから、なんにもないって。俺の浮気を疑いすぎだよ」


    　俺が杯を握ると、ジヴが酒をそそいでくれる。


    「ガユスがやーらしい冗談を言うのはいつもだけどね。前後がつながっていないときは、なにか他のことを考えているときが多いと思う」


    　鼓動が一瞬停止する。


    　よく男が女に隠しごとをするのは不可能であるというが、ジヴの観察力と直感力には驚かせられる。


    「ま、よしとしましょう」


    　ジヴは、すでに空いた酒杯を机に置いた。


    「お姉さんが慰めてあげるから、ちょっとこっちにおいでなさい」


    　寝台の上に脚を投げ出し、ジヴが俺を手招きする。


    「ジヴのほうが一歳年下じゃなかったか？」


    　言いながらも、俺はジヴの隣へと腰を移動させる。夜や着ぎの裾すそから覗のぞく脚の魅力に吸いよせられた、というのが真実だった。


    　しかし、ジヴの掌てのひらが俺の額に乗せられ、それ以上の接近を許さない。


    「ガユス、心をこめて『愛しているよ、ジヴ』と言いなさい」


    「愛しているよ、ジヴ」


    　俺の素直な返答に、なぜかジヴの緑の双そう眸ぼうが暗く翳かげった。


    「本当に愛している」


    　そのままジヴを包む夜着を剝はぎ、寝台に押したおした。白はく磁じのような喉のどから豊かな乳ち房ぶさへと鼻先で愛あい撫ぶし、目を逸そらしたジヴを抱きよせる。


    　ジヴの焰ほのおのように熱い肌を貪むさぼる俺の脳のう裏りに、蜂はち蜜みつ色の肌の思い出が横切り、混ぜあわさっていき、白く弾けた。


    　愛を交わしたあと、ジヴは俺の隣で寝息を立てている。


    　ジヴの心音を遠くに聞きながら、俺の思考は眠りに落ちていった。


    



    



    　ゴーゼス地区の娼しよう館かん〈熱帯夜〉の一室。


    　突き出し窓の枠に背を預けた、ギギナの姿があった。


    　室内には、寝台や長なが椅い子すに横たわる白や褐色の肉色の塊かたまり。まどろむ女たちの裸体があった。


    「なにを考えているのギギナ？」


    　ギギナの足元に侍はべっていた娼しよう婦ふの一人が、身を起こした。甘い声で問いかけたが、答えはなかった。


    　窓からの夜風に揺れる白銀の髪の流れと、大理石の彫像のような横顔。厚い胸板、贅ぜい肉にくなど一ミリグラムルも存在しない腹筋の列。鋼はがねの筋肉が束ねられた腕に足。


    　一切の軟弱さを排除した肉体と神こう々ごうしい美び貌ぼうに、女は見とれていた。


    　思わず指先を伸ばした。神に触れようと願う、信徒のように。


    　頰に触れようとした指先を、女は止めた。


    　この男は女を抱いても、女から触れてくることを絶対に許さない。


    　まるで、人を、他者のすべてを拒絶するように。


    　女が見上げていると、ドラッケンの目に感情の波は紋もんが掠かすめた。


    「昔のことを思い出していた」


    　男の声が自分の問いへの答えなのか、独り言なのか、女には分からなかった。


    「この私にも楽しいと思える時代があり、仲間と呼べるものがいた時代があったということを、今日まで忘れていた」


    　女はこの男が急に愛しくなった。孤高の軍神から、地上の人間へと戻ったように思えたのだ。


    　秀しゆう麗れいな横顔に思わず伸ばした女の手が、それ以上に美しい手に摑つかまれた。強引に引きよせられた。


    「いや、私も忘れたがっていたのだろうな」


    　女は、ギギナの貌かおを正面から見てしまった。


    　背後の夜空に掲げられた月よりも美しく、さらに無む慈じ悲ひな狩猟者の貌を。


    「誰なら、あなたに触れてもいいの？」


    　女の夜や着ぎが、裂かれるように剝はぎとられていく。


    「許嫁いいなずけ？　昔の女？　それとも……」


    　大理石の手は、肉食獣が肉を貪むさぼるような動きで女の肌を這はいまわる。


    「どうしてあなたはこうなったの？」


    　ギギナの膝の上で女が叫び、蹂じゆう躪りんされていく。肉の凶器が女を貫つらぬく。


    「餌えさに答える気はない」


    　熱く甘い女の悲鳴があがる。女の肩口から覗のぞく美び貌ぼうは、雪のように冷たく静かだった。


    　ギギナの唇が苦痛に耐えているかのように歪ゆがみ、小さな言葉を呻うめいた。


    



    「「クエロよ、我らは何ど処こで間違ったのだ？」」


    



    　腰の奥、尾び骨こつが引きぬかれるような落下感。


    　混乱しながらも、瞬時に戦闘思考に変換。裸のまま寝台から転げ落ち、絨じゆう毯たんの上に転がった自分の状態を確認した。


    「な、なん、なに？」


    　寝台を見上げる。抱えた膝までシーツをたくし上げた、ジヴの白い横顔があった。


    「なんだ？　ジヴの寝相はそんなに悪かったか？」


    　ジヴの隣に戻ろうとした俺の動きが止まる。ジヴの横顔は、蒼白い頰をしていた。強張った頰は、答えることを拒否していた。


    　緑の双そう眸ぼうが、二つの深しん淵えんとなって室内の闇を見据えていた。


    「今日の昼、ラルゴンキンさんになにを言われたの？」


    「べつに、昔のくだらない話だよ？」


    　即座に返した俺の言葉に、ジヴの目が翳かげる。


    「私が口出しすることではないと分かっている」震える唇は開かれた。「でも、でも今日だけは言わせて」


    　ジヴは言葉を続けられなかった。細い肩で何度か呼吸をし、ようやく言いはなった。


    「ガユス、転職しない？」


    　ジヴの押しころした声の意味することに、俺は耳を疑う。


    「ラルゴンキンさんみたいに、とは言わないけど、もっと別の形があってもいいはずだよ。たとえば、私のツァマト社では新規事業の警備部門が立ち上がるんだけど、そこの責任者に話をしたの。そうしたらガユスほどの高位咒じゆ式しき士しなら、警備主任に歓迎したいって……」


    「どうしたんだジヴ、君らしくもない。その話はもう解決しただろう？」


    　俺は寝台に腰を下ろす。ジヴの心配性を宥なだめようと、頰に手を伸ばす。


    「……ガユス、寝言でクエロって呼んでいた」


    　手が止まった。俺は後悔していた。


    　ジヴを抱きながら、一瞬だけクエロの面おも影かげを重ねてしまったことを。それを夢にまで見てしまったことを。


    「どんな、人だったの？」


    　ジヴが俺を正面から見据える。


    　危険な前兆だ。いつの間にか、一歩でも踏み間違うと破は綻たんする、男女の駆け引きが始まっていたのだ。

  


  [image: ]


  
    「どんなって、女だよ。普通の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの女」


    　ジヴの顔に刺とげ々とげしいものが浮かび上がり、俺は失敗を悟る。なにが原因なのだろう？　


    「……私とどちらが好き？」


    「もちろんジヴだ」


    　小さな小さなジヴの声に、俺は慎重に言葉を選んで紡つむぐ。


    「じゃあ私の前で言って証明して。クエロなんかもう忘れた、大嫌いだと」


    　咄とつ嗟さに返せなかった。


    　俺は、過去の女を悪くは言えない。


    　クエロがどんなに酷ひどい女だろうと、愛しい思い出はあるのだ。


    　無言の俺の前で、ジヴの白い顔には悲痛な翳かげりが射していた。


    「ごめんなさいガユス、今夜の私はダメ。ダメなんだ」


    「ジヴ……」


    　だがジヴは俺を見ようともしなかった。俺がなにも言えずにいると、ジヴが口を開く。


    「賢い女の演技で気づかないようにしていたけど、あなたは私なんか見ていない。いつだって攻性咒式士の世界だけを見ている」


    　緑の瞳は前だけを見据え、預言の巫み女このように闇を貫いていた。ジヴが握りしめたシーツが[image: ]ねじれる。耐えていたが、ついに感情が爆発する。


    「ギギナも嫌い、クエロも嫌い。その二人の、咒式のことしか考えないガユスも大嫌い！　子供っぽい嫉しつ妬とだと自分でも分かっている。でもダメなの！」


    　彼女は髪を振って顔を逸そらした。その裸の肩は俺を拒絶していた。


    「くだらないよジヴ。実にくだらない」


    　反射的な言葉が俺の口を衝ついてでた。ジヴの裸の肩がさらに青白く見えた。


    　胃の底に凍いてつくような不快感があった。なにかに対する嫌悪感が口から出ることを止められない。


    「おまえはたかが遊びの女だ。だから俺の過去にまで干かん渉しようするな。気色悪いんだよ」


    「自分でも分かっている」


    　ジヴが自らの膝に、顔を埋めた。


    「だから今夜は帰って。お願いガユス、これ以上私に……」


    　服と魔ま杖じよう剣けんを拾って、俺はジヴの部屋を出る。扉の前で俺は一度だけ振りかえった。


    「すまない。言いすぎた」


    　ジヴの返事は、部屋のどこにも落ちてなかった。


    



    



    　マンション前に停めてある自分の単車へと向かいながら、俺の思考は乱れていた。


    　カッコいい、世界一カッコいいよガユス君。ちょっと心の傷に触れられたくらいで、女のかわいい嫉しつ妬とを宥なだめることもできないとは、本当にカッコいい。


    　カッコよすぎて、いっそ死んでしまえ！


    　自分のあまりの余裕のなさに、吐き気がする。自分で自分を切り刻んでやりたい。


    　分かっていても、俺の心は千ち々ぢに乱れるばかりだった。


    　弱く、そして[image: ]ねじくれた心。傷口から生い茂るのは荊いばら。


    　鋭い棘とげは、俺と、俺を抱きしめようとするジヴをも傷つけていた。


    　理り不ふ尽じんであろうと、俺はジヴに従うべきだった。ジヴにクエロと決別するように言われたとき、優しい残ざん酷こくさをもって俺は従うべきだった。


    　言われたように、俺はジヴを通して過去と世界を見ているだけなのかもしれない。


    　アレシエルとクエロ、死んだ妹と過ぎ去った元恋人への哀あい惜せきと憎ぞう悪おを。


    　おまえの選択は、愛は、すべて間違っているという二人の女の呪いと嘲ちよう笑しようが、俺の心を蝕むしばみつづけている。


    　苦痛から逃げるために、論理ですべてが片づく咒じゆ式しきに、ギギナとの修しゆ羅らの世界に没ぼつ頭とうしているのかもしれない。


    　俺の心中とは無関係に、エリダナの街は夜の闇の沈黙に沈み、無表情な灯が星明かりを演じていた。


    　単車に跨またがり操縦桿ハンドルを握りしめると、微細な痛みがあった。


    　自らの右手を見る。


    　内側に移動していた紅い指輪が、悪竜の瞳となって俺を睨にらみつけていた。

  


  
    八章　悪意の啓示


    



    　　　　　　人と、人の形をした豚との見分け方を教えてやろう。


    　　　　　　人の形をした豚は泣き叫ぶだけだが、人は行動する。


    
      レメディウス・レヴィ・ラズエル「革命の日々」　皇こう暦れき四九六年

    


    



    



    　ウルムン宮殿の地下へ、階段が続く。冷たい石壁に、悲鳴と絶叫が反響していった。


    　地下の底にある鉄てつ格ごう子しの向こうでは、篝かがり火びが燃えさかる。


    　無表情な兵士に左右から押さえつけられ、レメディウスが石床に這はう。青年の眼前では、ドーチェッタが嗤わらっていた。


    　篝火に照らされるのは、浅黒い肌。汗。血。


    「レメディウス、おまえのかわいい女の味はなかなかだよ」


    　少年のようなナリシアの小さな尻に、肥ひ満まんした独裁者の腰が叩きつけられる。


    　動きの度に少女の悲鳴があがり、純潔が失われた血の雫しずくが石床に跳ねる。ナリシアの浅黒い肌が揺れる。


    　だが、太陽に晒さらされない少女の太ふと股ももや尻、膨ふくらみきらない乳ち房ぶさは生白さを帯びていた。生白い太股には、ドーチェッタの動きで破は瓜かの鮮血が擦りつけられていた。


    　猛獣のようなレメディウスの怒号があがる。数十回繰りかえされたように、背後の屈強の兵士はレメディウスの顔面を床に叩きつける。青年博士は、折れた歯と血ち反へ吐どを吐く。


    　レメディウスは少女を救おうと激しく抗あらがうも、再び石床に顔面を叩きつけられた。さらに頭を持ち上げられ固定された。自らを愛する女が汚される場面を凝視することを、また強制されてしまう。


    　青年の顔は血に塗まみれていた。額や側頭部、手や背中、足には咒じゆ式しきが発動できないように、厳重な拘こう束そく具ぐが装着されていた。レメディウスが暴れるたびに、縛ばく鎖さが耳障りな音を鳴らす。手や足、二十本の指先と爪の間には、鉄てつ串ぐしが差しこまれている。咒式発動に必要な意識集中ができないように、徹底的に考えられていた。


    　ドーチェッタは、レメディウスを見下ろしながら嗤わらう。


    「それとも羨うらやましいのか？　私に先を越されて？　よし、ではこうしてやろう」


    　ドーチェッタが、少女の両太股に太い手をかけ、持ち上げる。


    「やめて、それだけはやめて！」


    　ナリシアが絶叫し、必死に暴れる。しかし、両腕を縛しばられては身動きができない。


    　ドーチェッタはナリシアを抱え上げ、少女ごと身体を回転させた。レメディウスの顔の前で、少女の細い両足をむりやり開かせる。浅黒い肌のナリシアの、しかし太股は白かった。


    「よく見ろレメディウス、愛しい女が大人になったところだ」


    「見ないでレメディウス！」


    　ナリシアの絶叫があがった。少女とドーチェッタの血ち塗まみれの結合部分が、レメディウスに晒される。独裁者の杭くいは背後から抱えた少女の奥へと打ちこまれる。レメディウスの顔は左右の兵士によって固定され、瞼まぶたを上下から開かせられていた。


    　ドーチェッタが痙けい攣れんする。


    　赤黒い肉が抜かれる。白い汚液が少女の股こ間かんから滴り、床の上に零こぼれていた破瓜の赤に混じる。


    　ナリシアの双そう眸ぼうからは涙が枯れた。瞳の光が消えた。レメディウスの嚙かみしめた唇からは、血が零れた。


    「殺して……」


    　開かれた青年の口からは、煮えたぎる汚お泥でいのような呪いの言葉が吐かれる。


    「殺してやるドーチェッタっ！　貴様だけは絶対に殺してやるっ！」


    　凄すさまじい咆ほう哮こうをレメディウスがあげ、ドーチェッタに襲いかかろうとする。またも左右から兵士たちに押さえられ、床に叩きつけられる。


    「そう、おまえのその顔が見たかった、その声が聞きたかった」


    　夥おびただしい血を流しながら、レメディウスが激しくもがく。猛獣のように暴れるが、兵士たちは無表情に押さえつける。咒じゆ式しきが使えなければ、単純な腕力が勝る。


    　青年の様子をドーチェッタが愉快そうに眺める。


    「だが、おまえを銃殺などしない。この国を、理論を破壊しようとする貴様は、そのように楽な殺しかたでは許されない」


    　ドーチェッタは悪意に満ちた表情を作る。


    「おまえたちは奈な落らくの山脈で、最悪の死に様を晒さらしてもらう」目には深い哀れみの色が掠かすめていた。「おまえが、おまえ自身を裏切る死にかたでな」


    



    



    「似ている植物として、フキノトウと茄な子す科のハシリドコロがある。だが、後者を食べると、アルカロイド毒で錯さく乱らんや幻覚を引きおこす。セリと毒セリも似ているが、毒セリは半数致死量五〇ミリグラムルのシクトキシンを含んでいるので注意するように」


    　立体光学映像で実際の画像を表示すると、生徒たちが眺める。


    「ニラと水すい仙せんも似ているが、水仙の葉を食べると胃い腸ちよう炎えんや吐き気を催もよおす。食事の選択が自由だからといってそこらのものを食べると、この世からも自由になることがある。というわけで授業は終わり」


    　やる気のない俺の声で、祝日の午前の授業が終了する。鐘の電子音はそのあとから響いた。生徒たちが解散していく。


    　毒物の咒式を説明していたら、なぜだか野草の話になっていた。予備校での副業もかなり自由に、別名放言になってきている気がする。


    　昨夜のジヴとの喧けん嘩かを思い出し、頭を振る。


    　時計を見て、ラルゴンキンとの会食まで時間があることを確認する。俺は教壇で欠伸あくびをする。生徒たちも祝日の講義が終わり、これからどうするかを話していた。セイリーンとフルフラムがいつものように議論している姿が目に入る。


    「だからさ、この事件には壮大な陰いん謀ぼうがあるのよ」


    　セイリーンが指先で操作すると、携帯が起動。空中に画面が現れる。それはどうやら報道番組の録画らしい。参考書を畳たたんで、上着の袖そでに手を通す。教室を出ることにした。


    「ということはホラレムさん、このエリダナの禍まがつ式しき連続事件には法則があると？」


    　名前を聞いて振りかえる。どこかで見たことのある顔が、セイリーンの前の画面に映っていた。


    「ええ、人じん狼ろう事件を解決した私に言わせると、明めい々めい白はく々はくです。これは彼ら禍つ式からの意思表示なのですよ」


    　探偵兼郷土史家という、肩書が以前とは逆転している男がいた。賢さかしげな顔で煙草たばこを片手に語っている。


    　人狼事件での嫌な思い出が蘇よみがえるが、録画されたホラレムは平気な顔で続ける。


    「禍つ式の発生した地点を、順に線で結んでいくと、このように古代イブカ文明の文字で〝真理〟を表わす文字になります」


    　画面に表示されたのは、とうに忘れられた文明の、絵だか模様だか分からない文字だった。


    「真理、つまり彼らは、空虚な現代文明への痛烈な批判をしているのですよ」


    「なんかよく分からない論理だな」


    　眼め鏡がねの位置を直しながら、フルフラムが疑問の声をあげる。女子生徒の一人が教室を急ぎ足で出ていく。セイリーンが話を続ける。


    「ねえ、私たちでこの事件を解決しない？　名探偵ホラレムの言うように、すべてが論理で解決できるよ」


    「そうかなぁ？」


    　フルフラムの疑念に俺は賛成する。すべてが論理で解決できるなど、子供と偏へん執しつ狂きようの思想だ。量子観測の例に限らず、森しん羅ら万ばん象しようすべてのものごとを知ることは不可能であり、そこから導きだされる結論も不完全である。


    　俺たちは、自らの選択が正しいのか絶対的な確信が持てない。迷う間にも次の選択が、さらに次の選択が、波のように押しよせてくる。


    　ひとつの過ちが次の過ちを呼び、選択の幅が狭まっていく。誰にも逃れられない、盤ばん面めんの掟だ。


    　禍まがつ式しきが人類批判をしたいのなら、もう少しまともな手段で訴えるだろう。第一、出会った俺からすれば、そのような人間的な思考を禍つ式どもが持っているとも思えない。結論を飲みこんで、俺は教室を出た。


    　廊ろう下かに出ると、女生徒の一人がいた。テュラスが頭を下げて挨あい拶さつをし、俺の前を横切っていく。


    「元気がなさそうだな」


    　珍しいことに、俺は講師のような声を出していた。


    「え？　はあ、そんなことないですよ。センセこそ元気ないですよ」


    　長い髪を揺らしてテュラスが振りかえった。少女の顔は気弱げに微ほほ笑えんでいた。テュラスは妙だった。いつもなら彼女から俺にまとわりついてくるというのに、今日はおとなしい。


    「俺のほうは彼女と上う手まくいっていないだけだ」俺の口は勝手に動いていた。「俺に言ってもしかたないだろうが、聞くだけなら聞いてやるが？」


    「恋人の話の後につなげて相談に乗るって、センセは私を口く説どこうとしているのかな？」


    「正直に言っただけだよ。俺の嗜し好こうの許きよ容よう範囲はそこまで広くないつもりだ。それに先に俺の急所を見せておくほうが、相談しやすいと思ってね」そこで苦笑してみせる。「俺はそれほど信用ならないかな？」


    　そこで少女が哀しげに微笑む。


    「ズルいな。信用できないとは言えない」


    「ではどうぞ。俺はここで聞いているだけ、寂しい壁のお花さん」


    　俺は予備校の廊下に凭もたれて瞑めい目もくした。自分の行動に吐き気がしていた。


    　ラルゴンキンのように責任を取ることもできないくせに、自分の問題を棚たな上あげし、親切面づらして他人の内面に踏みこもうとしている。俺の言動はあまりに下劣だ。


    　俺の思惑も知らずに、戸惑うようにテュラスは黙りこむ。


    「セイリーンたちが言っていた禍まがつ式しき事件で、従兄いとこが死んだんです」誰かに聞いてほしかったらしく、独り言のように語りだす。「仲の良かったお兄さんのような人だったので、あの話に少し耐えられなくなって、それだけです……」


    　少女の言葉に、俺は打ちのめされていた。ジノレイ消防署で、テュラスに似た顔の消防士がいたかもしれない。しかし、あの状態では一人一人を確認などできなかった。


    　俺は今の今まで、被害者を数字でしか捉えていなかった。アーゼルによる被害者遺族の取材を見ても、まだ他人事だった。


    　だが、四十九人もの人が死ねば、遺族や哀しむ人間が近くにいてもおかしくなかったのだ。


    　被害者の一人一人に家族や友人、愛するものがいて、その死を悼いたんでいるという当たり前の現実に思いがいたっていなかった。


    「センセ、攻こう性せい咒じゆ式しき士しなら噂うわさでも知りませんか？　従兄はジノレイ消防署の消防士だったのですが、楽に死ねたのでしょうか？　いったいどんな死にかたをしたのですか？」


    　テュラスの真剣な眼差しに、俺は答えを慎重に選んだ。


    「ジノレイ消防署の消防士は、全員、勇ゆう敢かんに戦って亡くなったと聞く。従兄さんも勇敢に戦って亡くなったのだろう」


    　俺は手を伸ばして、テュラスの頭を撫なでるのがやっとだった。少女はうつむいて、俺に撫でるがままにさせた。


    　真実は違う。


    　消防士たちは、禍つ式に取りこまれた人面のひとつになった。人間を喰いながら増ぞう殖しよくし、ついには原型が残らないほど無む惨ざんに俺が殺したなんて言えなかった。


    　自分を納得させるようにテュラスがうなずいた。


    「聞いていただいてありがとうございます」潤うるんだ瞳は涙を堪こらえたためだろう。「センセって、腐ってもセンセだったんですね」


    「たまにはいいことを言いたいだけだよ」


    「恋人さんとも、きっと仲直りできますよ」


    　少女の目には、悪戯いたずらめいた光があった。


    「仲直りできなかったら、私が慰めてあげるけど？」


    「がんばって復縁するよ」


    「もう、センセってどうやったら落ちるの？　この男とつきあっている恋人さんは、凄すごすぎる」


    　呆あきれたようにテュラスが嘆く。瞳には一筋の光が射していた。


    「……でも、ありがとうございます」


    　テュラスは頭を勢いよく下げた。そして、廊ろう下かを走って去っていく。小さくなっていく少女の後ろ姿に、俺の胸が痛む。


    　鋭敏な少女が、俺の下手な噓うそに気づかないわけがない。逆に少女の感謝と励ましが俺には辛つらかった。


    　セビティア公園で、ジヴが俺の決断を支持した意味がようやく分かった。


    　禍まがつ式しきとの戦いは、咒じゆ式しき士しの力を試すための遊ゆう戯ぎではない。愛する人が理り不ふ尽じんに失われることに一生苦しむ人がいる、現実の闘争なのだ。


    　俺やジヴもその一人になるかもしれないのだ。だからこそ、俺と衝突した。


    　剣を振るい物理現象を操る咒式士であろうと、哀しみを癒いやすことは不可能だ。


    　咒式はあまりに無意味だ。攻こう性せい咒式士はあまりに無力だ。


    　だが、俺にできることもあるはずだ。


    



    



    　アルム通りにあるレストラン「海鳥亭」の屋外。


    　オリエラル大河の西岸に面した開放型の席からは、青い空が見える。見下ろせば、滔とう々とうと流れる大河があった。手前の木製の手て摺すり、板張りの床と視線を戻していくと、終点には目が醒さめるように清せい冽れつな白い布で覆おおわれた食卓があった。


    　食卓の上には、蒸し大おお海え老びのラージャ風、丸ごと子豚の石いし窯がま焼き、小こ羊ひつじの背肉のシュンデソース和あえ、鱸すずきのスープ、シャンカ蟹がにの餡あんかけ、ムルル貝と蛸たこと新野菜の海鮮盛りあわせや、他にもよく知らない料理の山が並ぶ。


    　豪勢な昼食の向こうに、ラルゴンキンの豪気な顔があった。


    「よく来てくれた」


    「私の計算では、八九・六七八四％の確率で来ると出ておりました」


    　知覚仮面ネーメンマスクに覆おおわれた顔で、ヤークトー老人が答える。


    「中年男どもとの話しあいに興味はない。昼食の代金がそちら持ちだから来ただけだ」


    　俺は食前酒を傾けつつ答える。「そんな理由でもないと、エリダナでも高くて有名なこの店に俺たちが来るわけがない」という続きは飲みこんだ。


    　かわいそうだが、イーギーとジャベイラは事務所で臨戦態勢だそうだ。昼食はラルゴンキンの奢おごりなので、遠えん慮りよなしに食べているが、これが美うま味い。


    　食いしん坊のジヴに「海鳥亭」で食べたと知られたら、かなり恨まれるだろう。


    　脳のう裏りをジヴの横顔が掠かすめ、手が止まってしまう。


    　気分を変えるべく、右に座るギギナを見る。


    　空き皿の山を両側に作り、手で摑つかんだ子豚の腿もも肉にくを犬歯で齧かじり、大海老を殻からごと嚙かみ割り、飲みこんでいるところだった。


    　ギギナの食事は食べるというより、肉食獣が獲物を喰うと言ったほうがいい光景だ。


    　だが、美び貌ぼうのギギナがやると、礼れい儀ぎ正しい食事作さ法ほうのほうが気どった猿のような気がしてくるから不思議だ。


    　ギギナの食事の勢いに、ヤークトーの肉叉フオークが完全静止している。


    「よくそれだけ入るものですな。先月の北方で起こった飢き饉きんの原因は、あなたが原因なのでは？」


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しは、これくらい食べることができて一人前だ」


    　子供の頭くらいのパンを齧かじりながら、ギギナが言った。


    「攻性咒式士、とくに前衛職は体内で常に咒式が発動しているため、そろって大食漢だ」


    　肉を嚙かみ切りつつ、俺も答えておく。化学錬れん成せい系咒式士で後衛の俺でも二人前は食べるが、むしろ小食の部類に入る。


    　笑って見ているラルゴンキンにしても、五人前は食っている。生体系咒式士であるギギナにいたっては、十人前を軽く食べている。事務所の経費に食費が入っていなくて助かった。


    「それで、進展はあったのか？」


    　シャンカ蟹がにの剝むき身みを肉叉フオークでつつきながら、俺は問いを投げる。


    「雑ざ魚こを掃そう討とうしているだけだ。問題は、あの二体の大禍つ式アイオーンだ」


    　ラルゴンキンがパスタを飲みこみつつ答えた。口くち許もとを布で拭ぬぐいながら、ヤークトーが続ける。


    「彼らが一連の事件の黒幕である以上、いつかやりあうことは確実です。だとすると、対策が必要です」


    　完全に食事を止め、俺は会談に臨のぞむことにした。


    「たしかに問題だ。あいつらの使っている咒式の見当すらつかない状態では、止めようがない」


    　考えてみれば大問題である。


    　俺とギギナの戦闘経験で一番の強敵を上げるなら、筆頭は間違いなく初春に出会った、魔女ニドヴォルクだ。


    　二体の禍まがつ式しきがどれほどの力を隠しているのかは知らないが、それぞれの力はニドヴォルクほど圧倒的なものだとは感じられなかった。


    　だが、ニドヴォルクの戦闘能力は、とんでもない体力と格闘力、そして強大無比な咒式と、ある意味分かりやすいものだった。


    「あの大禍つ式アイオーンどもは、使用する咒式を眼前にしても正体が分からない。それが二体もいやがる。禍つ式との戦闘が厄やつ介かいであるのは、不死身に近い肉体や強力な咒式能力。それ以上に、特性や能力がそれぞれ特有であるから、対策が立てにくい」


    　ギギナが蟹を殻からごと嚙み砕く。戦士も、それが問題だと分かっているらしい。


    「それでは思考の材料として、私の調査結果と推測を述べていきましょう」


    　ヤークトーが口を開き、全員の注意が集まる。


    「まず、事務所の戦闘でかなり詳細に観測できたために分かったのですが、禍つ式が行動し手足を動かすごとに、いちいち咒式を発動していました」


    　あの死闘の中でよく観測ができたと、感心するより呆あきれてしまう。


    　千せん眼がん士しは情報と分析の専門家だというが、ここまで徹底している老人も珍しいだろう。


    　俺の疑問をギギナが先に言葉にしていく。


    「つまり、どういうことだ？」


    「咒じゆ式しきの原理を皆さんに講義するのはいまさらなのですが、作用量子定数を局所的に操作すれば、熱量の不確定性、つまり物質の大きさは増大します」知覚仮面ネーメンマスクに並ぶ無機質な目でヤークトーが告げた。「どうもヴォイド教授の説がかなり正しいようです。我々人類は弱く短時間しか干かん渉しようできませんが、彼らの体は常に咒式で作られているのです。つまり禍まがつ式しきの存在自体が、巨大で意志を持った咒式なのです」


    　全員の食事の手が止まった。俺は呆あきれ声を出す。


    「存在している間、絶え間なく咒式を発動しつづけているとは、人類の常識どころか、〈異い貌ぼうのものども〉の規格すら越えているな」


    「予測と事実とを合わせて、彼ら禍つ式は似て非なる空間、咒式の根源原理たる高位次元、位相空間のどこかから来訪していると推測されます。あの立方体の禍つ式が、説明に最適ですね」


    　ヤークトーの肉又フオークが、皿に向けられる。骰さい子ころ状の肉を突いて、皿上で転がす。


    「Ｎ次元の空間は、Ｎ＋一次元の空間を切断するものとして表現できます。三次元の立方体を二次元で切断すると、断面は正方形に、また、切り口によっては長方形や三角形になります」


    　肉が切られて、肉汁が滴したたる断面を見せる。


    「同様に、三次元空間で四次元立方体を切断すると、断面には立方体や直方体が現れます。第四の空間軸じくを数学的に言えば、縦、横、高さのすべての軸と直行しています」


    　ヤークトーの肉叉が器用に躍る。皿の上では、肉の立方体を七つの肉片が囲んでいた。


    「四次元立方体は八つの立方体で構成されていて、十六の頂点、三十二の辺、二十四の面から成りたち、次元が増えると頂点の数は二倍になります」


    　なるほど、ヤークトーは肉片という視覚情報で近きん似じ値ち的に表現しているわけだ。


    「立方体の体積は辺の三乗ですが、四次元立方体の体積は四乗になるのです。この理屈から、彼ら禍つ式の生物学的特質が類推できます」


    　ヤークトーの肉叉が、肉の小山を押しつぶす。


    「その一、体積に対する表面積の割合が多くなるので、呼吸など解かい糖とう系の酸素変換率が向上します。血管や呼吸器、消化器官が体表面近くに集中し、脳や心臓は体内深くに位置することになります」


    　老咒式士の解説が怒ど濤とうのように続く。


    「その二、筋肉の容積も増大するので、筋力も跳はね上がります。その三、遺伝子がタンパク質を作るために一次元的な螺ら旋せん状の紐ひもを用いられるのと同様に、四次元のタンパク質を作るためには二次元の膜状の遺伝子が用いられます。組みあわせが飛躍的に増えるために遺伝情報が多様化して、姿もそれぞれ独特のものになります。その四、脳組織や神経網が増加して発達し、非常に高度な知性を有すると類推できます」


    　老咒式士が言葉を切った。


    「ええと、皆さんは話についてきていますか？」


    　ラルゴンキンが渋い顔でうなずいた。しかし、ギギナにいたっては蛸たこの足を嚙かみながら、オリエラル大河の流れを見ていた。


    　短気なイーギーや、人の話を聞かないジャベイラが呼ばれなかった理由が、俺には分かった。


    　講義を聞いてくれる聴衆に、ヤークトーは気を良くしたらしい。肉叉フオークの先端に赤いソースを乗せ、右から左に動かす。皿上に平行線が引かれた。


    「別次元の情報体たる禍まがつ式しきが、我々の物質世界へと、本来の姿そのままに顕けん現げんするのは困難です。三次元の存在を、二次元で完全に再現することが不可能なのと同じことです」


    　皿の上にあった黄色の木の実を転がして、赤い線の上を越えさせる。


    「それでも禍つ式が次元を越境し存在を変換するなら、この世界の物質の情報を触しよく媒ばいにする必要があります。ひとつは咒じゆ力。二つには、三次元空間の物質情報を積極的に取りこむことで、質量と形態の安定化を図る必要があるようです」


    　黄色い木の実は、赤いソースに塗まみれて斑まだら模様になっていた。


    　長話を終えたヤークトーが、俺へと視線を向ける。共感を求めるような眼差しだった。だから、俺を同類にしようとするな。


    「つまり、あの二体の禍つ式も、なにかの物体や生物を使っている、ということか」


    　一皿分のパスタを一息に飲みおえたギギナが、会話を極端に要約する。


    「そのとおりです。あれほど強大な存在になると、一体ではなく複数の生物や物体を使用したのかもしれませんね」


    「しかし、顕けん現げん時にこちらの世界と生物に影響されるなら、精神も影響されてくれてもいいものだが」


    「影響を受けたから、あの性格なのかも知れないがな」


    　給仕に運ばれてきた食後の珈コー琲ヒーを受けとる。


    「やっと料理が来た。本当に君は食べないのかね？」


    「私には不要だ」


    　見知った声に、食卓を囲む攻こう性せい咒式士の全員が席から飛びのき、抜ばつ刀とうしていた。


    　遅れて酒杯や皿が落下し、板張りの床に色とりどりの中身をブチ撒まける。


    　陽光に煌きらめく川面を背景にした席に、二人の人影が座っていた。


    〈戦の紡つむぎ手〉ヤナン・ガラン男だん爵しやくと、〈墓の上に這はう者〉アムプーラ子し爵しやくが食卓に座っていたのだ。


    「ヤナン・ガラン男爵、人間の作ったこの料理という物体はなかなか興味深いよ」


    　アムプーラが握る肉叉の先には、挽き肉のパイ包みがあった。目はパイの欠片かけらを不思議そうに眺め、青い口こう腔こうの中へと放りこんだ。長い舌が唇を舐なめた。


    「私には、鉄でも石でも一緒だ」


    　ヤナン・ガランは、のどかな風景に合わない鎧よろいの上に憮ぶ然ぜんとした表情を乗せていた。興味もなさそうに、高価そうな皿を齧かじっていた。


    「炭素・水素・酸素・窒ちつ素そなどで構成される生物の死し骸がいを、加工・加熱してできたもので、舌や口腔内の味み蕾らい神経に代表される味覚を刺激する」アムプーラが批評する。「咒力もいいが、これも快こころよい。人間の言葉では『美味うまい』と表現するのかな？　とにかく不思議な感覚だ。ヤナン・ガランも味覚器官を作るべきだね」


    　化学者の計測実験のように、アムプーラが口内の物体を咀そ嚼しやくし批評する。対してヤナン・ガランは興味なさそうな表情を変えない。


    「位相空間に存在するのもいいが、物質化の情報量は格別だ。もっと楽にこちらへ来られるとよいのだが」


    「禍まがつ式しき、とくに我ら形式番号つきは、情報量が多すぎて越境が困難だからね」


    　残念とでもいった表情をアムプーラが浮かべる。瞳は俺たちを一いち瞥べつした。


    「そして諸君たち人間は、もう少し静かに食卓を囲めないのかね？」


    　気けだるげなアムプーラの視線に対し、俺たちは魔ま杖じよう剣けんの先端で咒じゆ式しきを紡つむぎはじめる。周囲の客がようやく硬直から解放される。椅い子すを蹴け立たてて、我先にと逃げはじめた。


    「落ちついて座りたまえ。我々は君たちと争いにきたのではない」


    　客や店員が逃げまどうなか、アムプーラが泰たい然ぜんと嗤わらう。


    「どうしてもと言うのなら、ここにいる全員を巻きこむ戦いくさを起こしても、一向に構わない」


    　巨漢のヤナン・ガランの言葉に、ギギナが応じようとする。俺は静かに体を移動し、相棒の暴発を防ぐ。アムプーラが杯を手に微ほほ笑えむ。


    「ヤナン・ガランの非礼は無視してくれ。我々が〈夜会〉を始めたからには、規則を破ることは絶対にない。とくに今回の夜会の規則は破れない」


    　食卓の向こうのラルゴンキンたちに、視線で問う。老千せん眼がん士しのヤークトーが確信をこめてうなずく。


    「情報体の彼らにとって、規則は絶対です。我々人類と違って、その言葉は確実かと思われます」ヤークトーが続けた。「つけくわえますと、大おお雑ざつ把ぱに言って、現在の我々の勝利確率は七・五七三四を下回るという私の計算を具ぐ申しんしておきます」


    　あっさりとヤークトーが言いやがった。


    「もう少し言葉を飾れ」


    「では」ヤークトーが言いなおす。「四捨五入すれば、なんと一〇％もの勝率ですよ」


    　俺は無表情なヤークトーを呪った。この老人は焦ることがあるのだろうか？


    「座るか戦うか、選びたまえ」


    　杯を掌てのひらで弄もてあそびつつ、アムプーラが問いかけてきた。俺は苦々しく思いつつも椅子に座る。ギギナも静かに腰を下ろす。用心のために魔ま杖じよう槍そう斧ふを抜いたまま、ラルゴンキンとヤークトーが元の席に着席する。


    「君たちの会話は聞かせてもらったよ。どうやら我々のことに興味があるようだね」


    　アムプーラの凍こごえる瞳に、焰ほのおが灯る。


    「禍つ式といっても、ヤナン・ガラン男だん爵しやくと、私ことアムプーラ子し爵しやくは別の派は閥ばつでね。彼は〈混ケイ沌オス派〉だから、こんな人類の真ま似ねごとは嫌いらしいけどね」


    　紅茶の杯を鼻先に掲げ、芳ほう醇じゆんな香りを楽しむアムプーラ。対して、ヤナン・ガランは苦々しげに眉まゆをしかめる。


    「私は〈混ケイ沌オス派〉の主義を曲げるつもりはない。闘争をもってして、この地上を原始の混沌に帰すという崇すう高こうな主義を、な」声は重厚そのものだった。「情報生命体たる我らと炭素生命体である人類との決着は、どちらかの死滅しかありえない」


    　ギギナの親戚のような、地獄の意見だ。


    「良識ある〈秩序オルドネン派〉に属する私は、人類との絶対的敵対など望んではいない」


    　紅茶の杯を掲げたまま、アムプーラは俺たちへと向きなおる。


    「人類はこの世界を管理するにはまだまだ未熟だ。だが、その社会構造をすべて破壊するのも、先住民たる君たちに失礼だと思っているくらいには、我らも謙虚だ」アムプーラの手は杯を机に置く。「だからこそ、我らのような理知的な禍まがつ式しきが君たちの指導をしよう。戦争も憎しみも無い完全な世界をともに造り、共存共栄を果たしていきたい。それが秩序派の主張だ」


    　静寂。客の姿が絶えたレストランに、静けさが降り積もる。


    　二体の大禍つ式アイオーンの主張に、誰もが言葉を失っていた。


    「おもしろいほど勝手なことを抜かすものだ」ラルゴンキンの重厚な声が、静寂を叩きつぶす。「ここは我ら人類の世界だ。観客は観客らしく黙って見ていろ」


    「観客ではない。我らの世界は熱的崩ほう壊かいの危機に瀕ひんしている。だからといって、同情した君たち人類が我らを助け、歓迎してくれるのかい？」


    　アムプーラとヤナン・ガランの顔に悲痛な翳かげりが射し、俺たちはなにも返せなかった。


    　絶対的な断絶。人類はこれまで異種族と手を取りあったことがないのだ。


    「たしかに、人類がいない混沌の世界こそが、この世のあるべき姿かもしれない。また禍つ式の管理があれば、人類の愚かな争いは消滅するかもしれない」


    　俺は皮肉を続ける。


    「だが、家畜のような秩序を我ら人類自身が望むかと問われれば、断じて否いなと言うしかない」


    　ラルゴンキンが魔ま杖じよう槍そう斧ふを伸ばす。


    「歓迎して欲しいというが、おまえたちは人類を殺害している。誠意なきものに私や人類は同情しない。信頼は信頼すべきものにしか向けられない。」


    　ラルゴンキンが長大な武具を回転させる。柄の先の石突きが、床板に突き立つ。


    「貴様ら禍つ式の目的はなんだ？　私が愛するエリダナで殺人を行って、なにをしようというのだ？」


    　巨獣が威い嚇かくするような詰きつ問もん。二体の禍つ式は、顔を見合わせて笑う。


    「まず、この夜会の目的はこのエリダナで〈混沌派〉と〈秩序派〉のどちらが、ある権利の主導権を握るかを決める遊ゆう戯ぎだ」


    　ヤナン・ガランが答え、アムプーラが引き継いだ。


    「もうひとつは、夜会自体が巨大な咒まじないだということだ。我らを、夜会を止めたければ、呼び手を倒したまえ」


    「呼び手か。俺が引っかかっていたことのひとつだな」


    　俺は疑問をつぶやく。ヤークトーが傍かたわらに立つ。


    「ヤナン・ガランとアムプーラのような強力な大禍つ式アイオーンは、情報量も桁けた外れに膨ぼう大だいです。大禍つ式アイオーンが三次元世界に実体化するには、越境しやすい下級眷けん属ぞくを派は遣けんして、異常に手間のかかる準備をさせる。または、超高位の数法咒じゆ式しき士し、呼び手の召しよう喚かんが絶対に不可欠ですからね」


    　俺は椅い子すから腰を浮かせ、食卓に手をつく。


    「なぜ、そんな情報をわざわざ俺たちに告げる？　そして召喚者は誰なのだ？」


    　戦の紡つむぎ手が、不愉快そうに口の端を歪める。


    「我らとて、まだ我ら自身の運命の主人ではないのだ」


    「〈夜会〉の法則を見破ること。それが最初の一手だ。君たちのすべての地獄と解答は、そこで仲良く手を取りあっている」


    　アムプーラが微ほほ笑えむ。大禍つ式アイオーンの謎なぞめいた微笑の意味を図りかね、俺は困惑するだけだった。


    「そうそう、君が握る〈宙界の瞳〉を大事にしたまえ」


    　アムプーラが粘着質の眼まな差ざしを投げかけ、そして二体の大禍つ式アイオーンは食卓を辞して去っていった。一気に飛ひ翔しようし、川辺のレストランの屋上を越えて消えていく。


    　体内咒じゆ信しん機きで、イーギーやジャベイラに招集をかけながら、ラルゴンキンとヤークトーが後を追う。しかし、追いつくことは不可能だろう。


    　それでも先回りをしようと、俺とギギナが疾走を開始。外でまだ逃げている客の間を抜けて進む。無機質な電子音、俺の携帯が鳴っていた。


    　無視して疾走し、大禍つ式アイオーンを捜す。逃げまどう人々のため、思うように進めない。携帯の呼びだし音は鳴りやまない。それどころか勝手に通話が起動した。


    「待て、ギギナ」


    　跳躍して追跡しようとしたギギナが、膝をたわめたまま停止した。俺たちは歩道で立ち止まっていた。


    　携帯の画面からは、立体映像の白い仮面が浮かびあがった。視線を上げると、ラルゴンキンとヤークトーの背中が、通りの向こうにある角へと消えていくところだった。


    　立体映像の情報屋のヴィネルへ、俺は注意を戻す。


    「ヴィネル、今は忙しい。後で頼む」


    「緊急情報だ。いくらで買う？」


    「だから、忙しいと言って……」


    「〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の隠れ家が判明したとしても？」


    　俺とギギナが息を呑のむ。


    　[image: ]光の鉄槌の追跡は、ラズエルのカルプルニアからの依頼だ。しかし〈竜の顎あぎと〉のゴッヘル中佐、その背後の圧力で追跡することを禁じられている。一方で、こちらも一大事であることには変わりない。


    「凄すごい情報だが、信しん憑ぴよう性は？」


    「少し前に郡警察の東署へ密告があった。警察はパルムウェイという武器商人からだと推測しているが、本人はすでに死体となって大河に浮かんでいる。それで、死体が発見されてから密告が思い出され、ようやく信じた東署が部隊を集結させたという無線を傍ぼう受じゆした」


    「前から思っていたのだが、郡警の量子通信をどうやって傍受しているんだ？」


    　咒じゆ式しきで量子的に伝達される咒じゆ信しんは、暗号解読が不可能だ。通信途中で盗聴すれば、痕跡が明確に現れるためにほぼ絶対的に安全な通信方法のはずである。


    「それを言えば商売が成立しない」


    　ヴィネルが言った。なんとなく察しがついてきた。俺とギギナは目で互いの意志を確認する。姿を見失った大禍つ式アイオーンを追うか、新しい情報が出た〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉を追うか。


    「共同捜査といっても、皇おう国こく側である東署は、同盟側の中央署に連絡する気はない。しかも、武装部隊を派は遣けんする隠おん密みつ行動で動きは鈍い。さらに、東署よりあんたらのほうが距離も近いから、確実に先手を取れるよ」


    　隣のギギナに目で問う。ドラッケンは不敵な笑みを浮かべていた。


    　相棒も俺と同じ結論に達したらしい。俺たちにとって、国家の陰いん謀ぼうや軍隊の都合など知ったことか。


    　納得がいくまで走りつづけ、俺たちにできることをするべきなのだ。


    「言い値でいい」


    　俺の破格の返答に、仮面のヴィネルがうなずいた。


    　携帯の地図に表示された場所へ向かうべく、俺とギギナは駐車場に向かう。ヴァンに飛び乗り、タイヤに悲鳴をあげさせながら急発進をさせる。


    



    



    　春の太陽は燦さん々さんと照る。


    　同盟側からオリエラル大河にかかるエイゴン橋を、ヴァンは疾走する。エイゴン橋から出て、悠ゆう久きゆうの流れに浮かぶゴーゼス経済特別区に入る。


    　酒場に娼しよう館かん、見せ物屋に賭と博ばく場じようが延々と並ぶ、快楽の園たるゴーゼスの光景が広がる。黒社会が支配する島であり、司法や警察の力もほとんど及ばない。


    　今回はゴーゼスの特殊事情のお蔭かげで警察を出しぬける。


    　路上のハズレ馬券や紙かみ屑くずを巻きあげ、ヴァンが疾駆する。夜の化け粧しようが剝はがれた虚飾の街も、昼間の顔は気けだるげだった。まるで、昼の娼婦のように平凡な姿を見せていた。


    　賭場や咒じゆ式しき具ぐ店が並ぶナズカン通りを横切り、雑居ビルが連なるランカム街の外れに到着。車を急停止させる。


    「では恒こう例れいの問題、あったら嫌なもので勝負」


    　車から降りて、俺は廃ビル街へと歩きだす。


    「風俗に行きたいと街角で募金活動。本当は難病の子供たちのための募金だが、一イェンも集まらない」


    「あったら嫌なものを、その嫌なものから聞かれたときだな」


    　あまり面白くもない冗談を言いながら俺とギギナが進む。一棟のビルの前で立ち止まると、出入り口に看板が落ちていた。


    　付近の住民の足あし拭ふき代わりになっているのか、泥の足跡で埋めつくされている。看板に書かれた「ウンガロ興業」という会社名に続く電話番号は判別できない。この星の誰にとってもどうでもいいのだろう。


    「で、どうだ？」


    　俺が時間をつぶしている間に、ギギナが咒じゆ式しきを発動させていた。


    「生体強化系咒式第一階位〈狗耳ダクス〉で聞いているから、しばし待て」


    　咒式で得た狗いぬの聴覚は、秒間振動十五回の低音から、六万回の高周波まで拾う。


    　ヴィネルの情報にあった、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉が隠れている廃ビルまで、通りを二つ挟んでいる。いきなり飛びこむわけにもいかず、探査咒式を発動させて調査しているのだ。


    「無理だな。さすがに雑音が多すぎる。とくにガユスの心音が余計だ。止めてくれれば聞くことは簡単だ」


    「ギギナの軽量薄型脳が、歩くたびに頭ず蓋がい骨こつに当たる音を止めたほうがいいね」魔ま杖じよう剣けんを引きぬく。「では、俺の咒式で行こう」


    　引き金を絞しぼって、電でん磁じ光こう学がく系咒式第二階位〈光波聴タピス〉を展開。搬はん送そう波はを加えたレーザーを放射し、その反射を復調、音の変調波形に戻すという盗聴を開始する。


    　二五〇メルトルほどの距離があっても、窓ガラスの振動から室内の物音を拾え、現場に発信器を設置する必要もない優れものだ。


    　郡警察の暗号通信の傍受は不可能だ。しかし、警官が事件について口で話すことは止められない。俺と同じ咒式でヴィネルも盗聴しているのだろう。


    　不可視のレーザーをビルの側面の窓ガラスに照射し、耳を澄ませて物音の反響を待つ。だがなにも聞こえない。次の窓も、そして次の窓も。


    「貴様、光学系咒式が上う手まいな」


    　咒式に集中している俺の横で、ギギナがつぶやく。


    「うるせーよ」


    　もちろん、半笑いのギギナの表情から分かるように、本気で褒ほめているわけではない。


    　電磁系もそうだが、特に光学系のすべては、俺の昔の恋人であるクエロに習った咒式だ。


    「一刻を争う場面にまで嫌がらせを忘れないとはね。ギギナは、根性の曲がり具合においては空中三回転、捻ひねりつきだな」


    「精神が螺旋構造となっている貴様には負ける」


    　言葉を投げつけあっていると、咒式調査の結果が出た。


    「こちらに向いている窓のすべてを走査したが、内部からは物音なし。ハズレ情報だとしたらヴィネルを生かしてはおけないな」


    「殺すことに反対はしないが、すでに隠れ家を引きはらった可能性もある。どちらにしろ侵入して確認する必要がある」


    「ギギナの提案に従いたくはないが、それしかない」


    　ビルからの狙撃があるかもしれない。射線上に立たないように大きく迂う回かいして、隣のビルに昇る。屋上からギギナに抱えられて跳躍。通りをわたる浮遊感を堪こらえつつ、目標のビルの耐水スレートが張られた屋上に無音で着地。


    　屋上出入り口に向かって、静かに歩む。探知咒じゆ式しきを発動させようとすると、ギギナが止めた。屠と竜りゆう刀とうネレトーの回転式咒じゆ弾だん倉そうを手で押さえ、ギギナが咒式を無音で発動させていた。


    　人間の嗅きゆう粘ねん膜まくは親指ほどの広さで、嗅細胞数は五〇〇万個。対して生体強化系第一階位〈狗鼻アガーネ〉で体現された犬の嗅粘膜は、小さな机ほどの広さがあり、嗅細胞は二億五千万から三十億個もあるという。


    「罠わなはない」


    「犬の嗅覚でも、完全密封された爆弾は探知できないはずだが？　もしも爆薬がオクトーゲンだと蒸気圧が一・一三×一〇の負の一四乗しかないから、なおさらだ」俺は続ける。「揮き発はつ性ガスがない無臭の爆弾は、イオン易動度分光測定でも分子クラスターを拾えない。電磁放射系の中性子後方散乱式爆発物探知咒式でも使わなければ、爆弾の有無は分からないはずだ」


    「扉の裏からは、まったく人間の臭いがしない。それで充分だ」


    　ギギナが無む造ぞう作さに扉を開け、現れた廊ろう下かへと進んでいく。


    　発想の転換だった。たしかに仕掛ける人間の臭いは隠せないし、そこまで気を遣って罠を仕掛ける変態もいない。


    　俺を含めて地上生物のすべてが、ギギナを全力疾走のバカだと思っている。しかし、ただ力押ししかできない男が、十三階かい梯ていの剣けん舞まい士しになれるはずもないのだ。


    「早く来いガユス。ドラッケンの諺ことわざでは『遅いものの尻から竜に喰われる』と言われている」


    「言うほどの早さで許嫁いいなずけに会いに行けばいいのにね。さて、どこの誰が怯えているのだろうね？」


    　顔面へと放たれる屠と竜りゆう刀とう。背を反らして避ける。前方で翻ひるがえり、下段斬りになった刃を、飛びこみ前転で避ける。扉に入って、後ろも見ずに前進していく。


    　ギギナの刃物突っこみも年々学習と進化をしている。俺はいつか舌が問題で死ぬだろうな。


    「さて、先を急ごう」


    　俺は通路を進む、屠竜刀を下げたまま、ギギナは無言で追ってくる。


    



    



    　窓から射しこむわずかな陽光と非常灯を頼りに、薄暗い回かい廊ろうを進み、階段を下りる。


    　用心しながら何度か部屋を覗のぞいたが、どこにも人影がなかった。


    　大急ぎで逃げだしたらしく、食べかけの食事や、打ちすてられた寝具が散乱していただけだった。


    　突き当たりの開けはなたれた扉に向かって、小走りで進む。扉の左右の壁に、俺とギギナが張りつく。魔ま杖じよう剣けんヨルガの刃先を少しだけ出して、暗い内部をうかがう。


    　見えるのは、暗い室内に机と壁が闇に沈んでいる光景だ。


    　室内の壁際に動きが見えた。俺とギギナが目線で合図、一気に飛びこむ。


    　相手も瞬時に反応し、打ちあわされた魔ま杖じよう剣けんが闇に火花を散らす。


    「エグル、ド？」


    「ガユスに、ギギナ？」


    　飴あめ色の髪の男が火花の先に浮かぶ。部屋の奥から、無言の影が歩みでてくる。


    　暗闇に沈む〈竜の顎あぎと〉の野戦服たち。手には、刀身まで黒く塗られた魔杖剣の群れ。暗あん視し眼め鏡がねの昏くらく無表情な目が並んでいた。指揮官らしき男が手で制し、野戦服たちの戦闘態勢が解除される。


    「おまえたちが、ここでなにをしている？」


    　包囲網から一歩踏みだした戦闘服が、暗視眼鏡を跳はねあげる。鷹たかの瞳、ゴッヘル中佐の厳しい顔が現れた。


    「まさか、おまえたちも警察の情報を摑つかんだのか？」


    「ということは、軍人どももか？」


    　俺とエグルドが戸惑うように魔杖剣を引いた。互いに不審の目を向けあう。


    「事件に関わることは禁止したはずだが？」


    「知るか。おまえたちこそ俺の庭、エリダナで勝手に動くな」


    「あまりに出来すぎている出会い、だな？」


    　ギギナの問いに、眩まばゆい光。部屋の天井にある照明が点灯した。


    　明めい順じゆん応のうしていく俺の目が、室内の様子を捉える。室内は、スチール机と椅い子すが乱雑に倒れていた。剝むきだしのコンクリ床には、身の回りの生活用具や、咒じゆ式しき具ぐや咒じゆ弾だんが落ちていた。


    　視線が部屋をたどっていき、終点に達する。視認した全員が息を呑む。


    　壁一面を、赤黒い文字と数式が埋めつくしていた。


    「これは、咒式の組成式と起動式か!?」


    　俺程度の頭では、咒式だと見当をつけることが限界だった。信じられないほど複雑で高度な咒式の構成と起動式の一部分だった。


    　壁に描かれた式の締めくくりは、床に向かって続いていく。式の最後の文字は血で描かれ、爪が剝はがれた人差し指につながっていた。


    　絶筆していたのは、死し骸がいだった。


    　うつぶせに倒れ、閉じられた瞳に[image: ]やせた険しい顔。死体は四日前に見たばかりの、レメディウスだった。


    「竜の顎の諸君、熱烈な歓迎をありがとう」


    　死体の傍らにある椅子に、声の主が悠ゆう然ぜんと腰掛けていた。砂色の髪、傷が縦横に走る厳いかめしい顔を覆おおうのは、遮しや光こう眼鏡。


    「やはり生きていたか」


    〈砂さ礫れきの人喰い竜〉、ズオ・ルーだった。


    「私も多忙であるため、挨あい拶さつは簡単にしたい」


    　返答を聞かずに、ゴッヘルが咒じゆ式しきを放つ。エグルドや部下たちも一いつ斉せい射撃。室内に爆音と閃せん光こうが炸さく裂れつする。


    　咒式の雷や鋼はがねの槍が突き刺さっても、ズオ・ルーの輪りん郭かくは小さく乱れるだけだった。咒じゆ弾だん薬やつ莢きようが床に跳ねる音が虚しかった。


    「もちろん遠えん隔かくからの立体光学映像に攻撃しても無意味である」


    　ズオ・ルーが淡々と告げる。眉み間けんに深い皺しわを刻んだゴッヘルは、蒸気をまとった魔ま杖じよう剣けんを下ろした。〈竜の顎あぎと〉の隊員たちも指揮官に倣ならって、魔杖剣を引いた。


    「警察や軍、俺たちもズオ・ルーの誘導で呼ばれた、というわけか？」


    　遮しや光こう眼め鏡がねに隠された眼まな差ざしは、傍かたわらのレメディウスを見下ろしていた。


    「哀れだなレメディウス。私にもっとも近しいものよ」


    　物言わぬ朋ほう友ゆうに語りかける老将の横顔には、痛切なものがあった。竜の顎の面々も、ズオ・ルーの独り語りに踏みこめない。


    「おまえがかつて信じる方法でウルムンに、世界に平和を呼べればよいのだろう。だが、おまえと私は変わってしまう。あの出会いの日から、決まっているのだろう」


    　鬼気迫る横顔だった。


    　しかし、前にもあったが、ズオ・ルーの会話には違和感を覚える。明確に指摘できないが、俺たちの言語とは違う体系から話されているように思えるのだ。


    「我らを誘いだしてどうする？　罠わなはすべて解除したぞ？」


    　ゴッヘルの押し殺した声。人喰い竜は告げる。


    「君たちを招待するのは、他でもない。哀れなレメディウスの言葉を確実に聞かせたいから」


    　唇が歪ゆがんだ。


    「レメディウスの死は必然である。それはなぜだろうな」


    「言うな！」


    　ゴッヘルの厳しい制止の声。だが、映像であるズオ・ルーを止めることはできない。


    「言うなだと？」ズオ・ルーが陰いん惨さんな笑みを浮かべた。「実は〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の元となった〈[image: ]光の戦線〉という組織が、龍りゆう皇おう国こくがドーチェッタの独裁を転てん覆ぷくするため、現地住民を煽せん動どうして作った組織であるという事実をかね？」


    　俺とギギナは、ゴッヘルとズオ・ルーの両者に疑問の目を向ける。


    「……そういうことか。元々はおまえたち皇国がやらせていたのか」


    「レメディウス博士の醜しゆう聞ぶんなど問題ではなかった。皇国そのものがウルムンへの内政干かん渉しようをしている事実を隠したかった、ということだな」


    　俺とギギナの指摘に、ゴッヘルは否定も肯定もしなかった。つまり真実ということだ。


    「同様に〈解放への鉄槌〉は、ラペトデス七都市同盟の出先機関である。その二つの組織を私とレメディウスが統合してしまい、彼らは大おお慌あわてとなる。さてどうしてであろうか？」


    　ズオ・ルーが告げた言葉で、俺の頭は混乱してくる。事態が摑つかめない。


    「前から思っていたのだが、レメディウスとズオ・ルーが乗っとった[image: ]しよ光こうの鉄槌を、なぜ皇おう国こくが潰つぶそうとする？」


    　ゴッヘルは答えない。ズオ・ルーも答えない。


    「民間人が率いれば、結果として皇国の臭においが消える。統制は効かないかもしれないが、前以上に猛烈にドーチェッタ政権に反抗してくれる、皇国にとって最高に都合のいい組織だろう？　なぜ殲せん滅めつしようとする？」


    　俺の自然な問いに、誰も答えない。ズオ・ルーが嘲ちよう笑しようしていた。


    「死せるレメディウスは、なぜ一命をかけてまで皇国とラズエルを憎むのだろうな？　なぜ〈竜の顎あぎと〉どもは言えないのだろう？」


    　ズオ・ルーの言葉に、ゴッヘルやエグルドの顔に動どう揺ようが広がる。


    「哀れなレメディウスの死体をよく調べるといい。竜の顎ならば、この意味は分かるはず。雌めす獅じ子しにも、警告であると伝えるがいい」


    　峻しゆん烈れつな声だった。ゴッヘルとエグルドは無音の衝撃を受けたように目を見開いた。二人の目は、レメディウスの死体を凝視していた。


    「そんな、そんなことのために、あのような茶番を！」


    　事態が理解できないのは、俺とギギナだけらしい。


    　ズオ・ルーが顔を向けてきた。遮しや光こう眼め鏡がねを貫くような眼まな差ざしが感じられた。立体映像のはずなのに、恐ろしいまでの圧力を感じる。


    「レメディウスからの言葉を聞け。おまえたちも憎ぞう悪おの一端を知るがいい」


    　威厳に満ちたズオ・ルーの宣告とともに、光が溢あふれた。レメディウスの死し骸がいの上に立体映像が展開しはじめた。俺たちは魅入られたように注視する。


    　荒い粒子で乱れた立体映像の砂漠が広がっていた。砂漠を背にした男の姿が現れる。


    　男は、[image: ]やせた長身にウルムンの民族衣装をまとっていた。褪あせた黄金の髪が、乾いた風になびいている。


    　生前のレメディウス咒じゆ式しき博士だった。


    　しかし、かつて俺が写真や実物を見て知っているレメディウスではなかった。


    　青年の柔らかだった頰は、刃を振るわれたように厳しく削そげていた。学究の徒の青白い肌は、厳しい砂漠の太陽に晒さらされて褐色になっていた。


    　気弱そうな緑の瞳は、別人のように昏くらく燃えていた。


    　[image: ]光の鉄槌を率いる闘士の目になっていた。


    　よく見なければ、同一人物とは気づけないほどに変へん貌ぼうしていたのは、レメディウスの瞳だ。緑の視線は、真っ直ぐに俺とギギナへと向けられていた。


    「この記録を君たちが見ているときには、すでに僕は死んでいるのかもしれない」


    　声は老人のように嗄しわがれていた。


    「暗殺の可能性が分かっていても、行かねばならなかったからだ。そう、あの双ふた子ごの咒式弾頭を手に入れるためなら、僕の死すら捧げよう」


    　咒式博士から闘士となった男の顔に、苦悩の表情が混じる。


    「あの咒じゆ式しき弾頭は、僕の咒式研究から派生して誕生したが、誰も起動させることができぬままラズエルと皇おう国こくが封印した〈六道厄忌魂疫狂宴アヴァ・ドーン〉の咒式だ」砂漠の闘士が言葉を連ねていく。「僕は咒式弾頭の不完全な起動咒式を組みあげ、完全な発動条件を組みあげた。発動には数十人の意識と咒じゆ力りよく、そして長命竜アルターほどの巨大な演算能力と咒力を起爆剤にする必要がある。あれこそは、あの世とこの世をつなぐ咒式兵器だ」


    　レメディウスの声に、憎悪の成分が混じる。


    「僕はこの世の最悪の裏切り、最低の背信を憎む。ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟、そしてなによりもドーチェッタに武器を売る、ラズエル社を憎む」


    　滴したたり落ちるような憎しみをこめて、映像のレメディウスが嗤わらう。


    「咒式弾頭は二発、爆発時刻は、五月二十六日の午後三時。標的はラズエル島だ」


    　落雷のような言葉。俺とギギナは衝撃を受けた。


    「これは警告だ。ツァマト咒式科学社も、オルドレイク技術連合社も、ラズエルのようになりたくなくば、咒式兵器の輸出を即刻停止せよ、龍皇国と七都市同盟はウルムンへの干かん渉しようを停止せよ！」


    　レメディウスの暗い声だけが室内に響きわたる。


    「この犯行声明は爆発一時間前に、市と皇国に届く。だが、ラズエル島から誰か一人でも逃げてみろ、その瞬間にラズエル島で双ふた子ごの咒式弾頭を破裂させる」


    　青年の声が部屋に虚うつろに響く。


    「そう、どちらにしろ、ラズエルは死ぬ。おまえたちにできることは、その島とエリダナで恐怖に震えていることだけだ」


    　繊せん細さいで優しげなレメディウスの面おも影かげなど、消し飛んでいた。


    　残っているのは、すでにこの世を去った亡霊の呪いの叫びだった。


    「ラズエル社のためにナリシアが、ウルムンの人々が、すべてが絶望と苦痛に塗りこめられている」


    　レメディウスの緑の双そう眸ぼうには、狂気よりも歪ゆがみ、憎悪よりも暗い炎が宿っていた。


    「ラズエル社に、僕は宣告する」


    　唇からは、竜の死の吐息が吐きだされる。


    「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね、死に絶えろ！　それだけが僕の望みだ。僕がズオ・ルーに託した地獄をゆっくりと味わえ！　ナリシアの絶望と苦痛をおまえたちが、ラズエル社全体が受けとるのだ！」


    　レメディウスの絶叫は、哄こう笑しようとも悲鳴とも判別しがたい声へと変わっていった。


    　映像は荒い砂の粒子へと戻っていき、消えた。


    　俺とギギナは、言葉すら失って立ちつくしていた。〈竜の顎あぎと〉の隊員たち、ゴッヘルやエグルドも沈黙していた。


    　これほどの絶対的な憎ぞう悪おと悪意を、俺は知らない。


    　温和で正義感に溢あふれ、深い教養と才能に溢あふれた財ざい閥ばつの貴公子。しかし、遠い砂漠の国で知った祖国と家業の裏切りが、彼を徹底的に変えたのだ。


    　世界に対する絶対的な否定を叫ぶ、破壊の権化へと。


    　立体映像のズオ・ルーが、遮しや光こう眼め鏡がねの奥から俺たちを見据えていた。


    「どうしてこんなことを？」


    「どうして、どうしてだと？」


    　俺の囁ささやきに、ズオ・ルーが激情のままに叫びかえす。


    「完かん璧ぺきな正義と論理で粘ねばり強く話しあいをすれば、独裁者と武器商人が涙を流して平伏し、すべてが解決するとでも？」


    　ズオ・ルーは、どこか遠いところを探すような顔をしていた。


    「それは夢物語にすぎない。それではなにも変わらない」


    　遮光眼鏡を貫くような眼まな差ざしが俺たちへと向けられる。


    「さあ足あ搔がけ。レメディウスの呪いが、あと一時間でラズエルを滅ぼす光景を見ていろ！」


    　哄こう笑しようとともに、砂さ礫れきの人喰い竜の映像が消えていく。ゴッヘルが口を開き、閉じた。


    「出るぞ！」


    　畏い怖ふに動けない俺を、ギギナの声が現実へと引きもどす。ギギナの横顔にも焦しよう燥そうが現れていた。指揮官が立ちつくして竜の顎の部隊も動きが止まっていた。


    　混乱、いや絶望状態に陥おちいった特殊部隊の傍かたわらを、俺たちは走りぬける。侵入した道を引きかえし、ギギナに抱えられて隣のビルへと飛び移り、階段を駆け下りる。


    　ヴァンへと飛びこみ、急発進させながら通信機を起動。呼び出し三回でベイリック警部補へとつながる。


    「なんだガユス、今はちょっと忙し……」


    「聞け、ベイリック！」言葉を叩きつける。「おまえたち警察が武装して向かっている場所に〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉は、すでにいない」


    　ベイリックが無言になった。通信の向こうでは風を切る音が聞こえる。オリエラル大河にかかるオルテナ橋の上を、咒じゆ式しき特化部隊を満まん載さいした偽装警察車を連ねて渡っている最中なのだろう。


    「ガユス、なぜその場所におまえがいるのか説明して欲しいものだな」


    「黙れ！」相手の問いに答える気などない。「禍まがつ式しき事件どころではなくなった。〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉は、一時間後の午後三時にラズエル社へと咒式弾頭を炸さく裂れつさせるつもりだ。郡警察本部と市にも声明が届いているはずだ、すぐに確認してみろ！」


    　疾しつ駆くする車の微細な振動音だけが、車内に響いていた。


    「これは……」


    　驚きの声が発せられたあと、ベイリックは続く言葉を失う。


    「クソっ、これが本当なら、あと一時間で最悪の咒式爆弾がこのエリダナで炸さく裂れつするということか！　ラズエル島の連中をすぐに避難させ、クソっ、それもできないのかっ！」


    　助手席のギギナが厳しい顔をしていた。俺も似たような顔をしているだろう。


    　落雷を受けたように気づいた。最悪だ。最悪すぎる。体温が急激に下がり、指先が震える。胃の底から、嘔おう吐と感が上昇してくる。


    「ベイリック、大事なことを思い出したから、話はあとだ！」


    「は？　これより重大な事態など地上に存在するはず……」


    　ベイリックとの通話を切り、別の番号を呼び出す。


    　呼びだし音を聞いている待ち時間を、こんなに長く感じたことはなかった。


    　操縦環ハンドルを握る革手袋の先の五指が、せわしなく動く。焦った旋律で環の裏を叩く。


    「出てくれ出てくれ、頼むから出てくれ。お願いだから出てくれ」祈るように待つ。


    　永遠とも思えた呼びだしが、六回目でつながる。


    「……はい、ジヴーニャです」


    「ジヴか、俺だガユスだ。なんでもいいから、今すぐラズエル島を出ろ。とにかく遠くだ。二人の不和など今だけは無視して、俺を信じてく……」


    「……ただいまラズエル社に出しゆつ向こう中で、電話に出られません。御用のガユスは、いつもの囁ささやきのあとに、伝言を入れて下さい」


    　俺の番号にのみ対応する、ジヴの専用登録音声が流れていた。俺が冷たい断絶を投げつける前のジヴの声に、鼻の奥が熱くなる。


    「愛しているわガユス」というジヴの囁きのあとに、俺はなにも伝言できなかった。


    「ガユス、伝言は間にあわない。そして意味がない」


    　ギギナの静かな声に、俺は「分かっているよ」と怒鳴りかえす。


    　叫びとともに、車体がゴーゼスの建物の波を抜けた。


    　俺とギギナの眼前に、悠ゆう久きゆうのオリエラル大河が広がった。


    　大河に遠く浮かぶ、ラズエル島の全景が霞かすんで見えた。

  


  
    九章　変化定石


    



    　　　　　　　　優しき天使が、地を救おうと空を飛ぶ


    　　　　　　　　人の手に届く高さを飛んだため


    　　　　　　　　救いの天使の翼を、肉を、人々が手に欲しがり


    　　　　　　　　最後は、一片の羽すらも残らなかった


    
      フルラ・ティオ・キリンスキー「天使の公開解かい剖ぼう所見」同盟暦七六年

    


    



    



    　灼しやく熱ねつの日射し。渇き。熱。なによりも痛み。


    　長い悪夢から、レメディウスは目覚めた。


    　意識の覚かく醒せいとともに、視界が真紅に染まるほどの激痛に襲われ、悲鳴をあげる。


    　身を曲げて、激痛が弱まるのを待つも、いっこうに治らない。レメディウスは呻うめきながら自らの全身の傷を見る。


    　裂れつ傷しよう、火傷やけど、捻ねん挫ざ、骨折、内臓損傷と瀕ひん死しの重傷だった。ドーチェッタの拷ごう問もんは、苛か烈れつを極めていた。


    　地下室にいたはずが日射しに灼やかれていることに疑問が浮かんだ。痛みを堪こらえつつ青年の目は、ようやく周囲の状況を捉える。


    　自分の周囲には、同じような重傷を負った人々の苦く鳴めいが満ちていた。見知った髭ひげ面づらや顔の人々が倒れていた。レメディウスは激痛を堪えながら這はいずって近づく。


    「ドムル、大丈夫か？」周囲には見知った顔ばかりだった。「ハタムにアトワ、それに皆がどうしてここに？」


    「……分から、ない。ドーチェッタの軍、が、隠れ家を急襲してき、て」


    　ドムルが血泡混じりの声を吐き、咳せきこむ。


    「そんな、常に移動している隠れ家が分かるはずが……」


    　レメディウスが見回すと、倒れているのは〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の幹部や指揮官たちのほぼ全員。そして党の反政府活動に協力してくれたウルムンの人々だった。


    「そうだ、ナリシア！　ナリシアはどこだ！」


    　レメディウスは必死に周囲の負傷者を見回した。重傷を負った少女、ナリシアが倒れている姿を発見した。


    「ナリシア、生きているか、ナリシア！」


    　這いずりながらも、青年はナリシアに必死に声をかけると、殴おう打だされて腫はれあがった少女の目が細く開く。


    「……生き、ている、わ」


    　ひび割れた唇から、細い細い呻うめきが零こぼれる。レメディウスは少女を抱える。衰弱が激しい。肉体的な傷と、そして精神の傷が少女を痛めつけていた。


    「こ、こは、ど、こ……？」


    　レメディウスや人々が、ようやく周囲の異様さに気づく。


    　一面に広がるのは、暗灰色の岩肌。人々の前後左右は、同色の岩による険しい斜面と荒野に囲まれていたのだ。


    「やあ、お目覚めのようだね」


    　レメディウスの憤ふん怒ぬの眼まな差ざしが、声の位置を探す。


    「そう、ここはウルムン宮殿ではない。君たちが拷ごう問もんで気絶している間に、少し移動してもらった」


    　右手の傾斜の中ほどに、小さな銀色の機械、音声再生装置が転がっていた。


    「君たちがいるのは、ウルムン最北部のデリラ山脈だ」


    　愉快そうなドーチェッタの笑声が、山中に響く。レメディウスは怪け訝げんな顔をする。しかし、ウルムンの人々の顔には、次第に恐怖が広がっていく。


    「標高三〇〇〇メルトル級の山々が連なるデリラ山脈は、火山岩で覆おおわれている。硫い黄おうや一いつ酸さん化か炭素がそこかしこで噴きだし、木々もほとんど生えていない。もちろんたいていの生物が生息できず、いるとしても毒虫くらいだろう」


    　ドーチェッタの声は、笑いを堪こらえているようだった。


    「ウルムン国民は遠くから眺め〈奈な落らくの山脈〉と呼び、けっして近づきはしない。君たち〈[image: ]しよ光こうの戦線〉幹部と賛同の者四十六名は、そのデリラ山脈の奥深くで目覚めたというわけだ。そうだな、私からの新婚旅行の贈り物だと思えばいい」


    　自分たちが置かれた状態を理解し、レメディウスとナリシア、[image: ]光の戦線の党員たち、協力者たちの顔に、恐怖と絶望が広がっていく。


    「デリラ山脈は、このウルムンという国の縮図だ。食べ物も水もなく、やがて倒れ、そして毒虫に全身を齧かじられて死んでいく」声は怒りを帯びていた。「私のように弱者と不要者を犠牲にしなければ、全員が死ぬ」


    　独裁者の声に、レメディウスは唇を嚙かみしめた。ドーチェッタは叫んだ。


    「レメディウスよ、おまえが正しいというのなら、ウルムンの縮しゆく図ずの中で仲間のすべてを救ってみせろ。おまえの答えを見せてみろ！」


    　ドーチェッタの高らかな哄こう笑しようが、奈落の山脈に響きわたった。


    



    



    　エリダナの街角。道路の端に停車した車のなかで、俺とギギナは言葉を失っていた。


    　俺は操縦環ハンドルに額を載せていた。ギギナは座席に身を預け、車の屋根を見上げていた。


    「レメディウスが、ドーチェッタと、ドーチェッタに武器を売るラズエルを許せず、復ふく讐しゆうしようとすることを誰が責められる。俺でも同じ決断をするかもしれない」


    　突っ伏したまま、苦い言葉を零こぼす。


    「まるで地獄の機械だ。すべての運命の歯車が恐ろしいほどの精せい緻ちさで組みあわさり、レメディウスを追いこんでいった。そこにレメディウスの自由意志などない。結論は破滅だ」


    「ガユス、止めろ」


    　鋭い声でギギナが俺を制した。だが、感情の奔ほん流りゆうは、まるで反へ吐どのように止まらない。


    「ギギナ、おまえだって言っていただろうが。ドラッケン族の戦士を、今の自分を決定づけた過去と選択があったはずだ。それはおまえの意志でどうにかなったのか？」


    　ギギナの目が曇り、美び貌ぼうを苦しげに歪ゆがめていた。


    　俺の言葉の刃は、自身をも深く傷つけていた。


    　もっと俺が強ければ、アレシエルを傷つけずにすんだ。


    　もっと俺が賢明であれば、ヘロデルは死なずにすんだ。


    　ユーゴックにサイーシャ、イエッガも救えたのかもしれない。


    　そして、ジオルグやストラトス、クエロとの別れと断絶は、それしか選ぶことができなかった選択の結果なのだろうか？


    　だが、選びなおしの機会はすでに失われた。過去は遠く過ぎさった。


    　生まれたときにあった無限の可能性は、時が経過するほどに選択の幅が狭まっていく。


    　少年時代の無限の未来という幻想を失った我らは、残ざん酷こくな現実の前に呆ぼう然ぜんと立ちつくす。


    「私は貴様のように、上う手まく無意味な言葉にできるほうではない」


    　ギギナが平坦な声で語る。


    「ドラッケンの生きかた、ラズエルの御おん曹ぞう司しという生きかた、それは過去と記憶という名の束そく縛ばくかもしれない。だが、過去も選択も含めて私の血と肉だ。今になって、自らをなかったことにはできない」


    　ドラッケン族の戦士の言葉は、しかしギギナ自身が信じているようには思えなかった。


    「単純にすぎる」


    「だろうな」


    　ギギナは自然な態度で肯定した。俺は問わずにはいられなかった。


    「だとしたら、どうやってレメディウスの理由に対たい峙じできる？　おまえには理由があるのか？　レメディウスを否定する断固とした理由が？」


    「ラズエルが滅びようと、私にはどうでもいい。ただ、ドラッケン流に言えば、そこに戦いがあるかぎり、立ち向かう。私自身の言葉で語れば、借りは返す。それだけだ」


    　ギギナの横顔に、怒りとも悲しみともつかない感情がよぎった。


    　焦しよう燥そう感のままに車を急発進させると、受信音が鳴りひびく。すぐにラルゴンキンが出る。


    「ガユスか？」


    「ああ」話を早めておこう。「禍まがつ式しき事件から咒じゆ式しき兵器の対処へと、すべてが変更されたのだろう？」


    「話が早い。大至急こちらの事務所へと集合してくれ。対策を練りたいし、ヤークトーも咒式弾だん頭とうについて調査している」


    「分かった」


    　通信を切って、全力でヴァンを疾しつ駆くさせる。今の俺には、一分一秒が惜しかった。


    



    



    「レメディウスの遺言の発見により、禍つ式事件への対処は一旦打ちきる。目下のエリダナで最大の緊急問題に対し、ラルゴンキン咒式士事務所と郡警察で合同対策を行う」


    　ラルゴンキン事務所の四階に設置された、仮設指揮所。ラルゴンキンの太い声に、傍かたわらに立っていたベイリックがうなずく。


    　指揮所の机には、ラルゴンキン事務所の咒式士たち二十三名が不安げな顔を並べていた。


    「では、まず事態の説明を私からいたしましょう」


    　列の前に、説教師のような面おも持もちのヤークトーが進みでる。


    「これからお見せするのは、情報屋のヴィネル氏から緊急入手した情報。武器商人パルムウェイが〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉に売りはらった、咒式兵器の正体です」


    　ヤークトーの双そう眸ぼうを覆おおいかくす知覚仮面が、壁に映像を展開させる。


    「それは十三年前、ビスカヤ連邦で極ごく秘ひ裏りに作られ、経済崩ほう壊かいで流出した最悪の咒式兵器、超定理系第七階位〈六道厄忌魂疫狂宴アヴァ・ドーン〉の咒式と事故の記録です」


    　映像が映しだしたのは、湾わん曲きよくした灰色の壁、壁、壁。よく見ると、広大な半球状の実験室だった。


    　壁に作られた小窓からは、白衣の研究者たちが見える。白衣たちの身長から類推すると、距離感がおかしくなりそうなほどの広さだった。小さな島ひとつが入りそうな広大さだ。


    　内部の空間には、膨ぼう大だいな虹色の光が乱舞していた。咒じゆ印いん組そ成せい式しきだが、数千から数万もの数が連結されている。あまりにも複雑かつ高度すぎて、俺には分からない。だが、式の一部に俺には見覚えがあった。


    「あれだ、レメディウスの死体が書いていた組成式だ！」


    　天を埋めつくす膨大な咒じゆ式しきが作用を開始した。撮影機も効果地点を探していた。実験室の上空に、奇妙な穴が生じる。組成式からすれば、穴の正体はひとつしかない。


    「んなバカな!?　次元の穴の実体化だと!?」


    　攻こう性せい咒式士たちの間から、どよめきがあがる。


    「そうです。この咒式は目に見えるほどの大きさで、次元の穴を開けるのです」


    　ヤークトーの冷静な指示により、咒式の分析が表示される。


    「咒式原理としては、まず、空間に次元の穴を開けて開口部を支えます。直径六・四三七二キロメルトルの穴を保つのに必要な力は、約六・四五一六平方センチあたり、約四五三・六に一〇の三十三乗グラムル。太陽の質量がおよそ二に一〇の三十乗グラムルですから、いかに莫大な力かが分かります」


    　ヤークトーの知覚仮面ネーメンマスクの目が冷れい徹てつな光を帯びる。


    「この咒式に必要とされる張力は、次元の穴の構築に用いる物質の密度に比べて一〇の二十一乗倍、つまり光速の二乗に由来します。必要とされる物質は負の質量を持つとしか考えられません」ヤークトーの声は淡々としたものだった。「負の質量などというものが、いかなる咒式で生成されているのかは、専門の咒式物理学者にお任せするしかありません」


    　映像が切り替わった。構図は、上空の穴を、咒式の虹色の煌きらめきが支える光景だった。


    　この世の終わり、黙もく示し録ろくの到来の光景だった。


    「穴の直径を約六キロメルトルと設定したのは、初期実験での数字からです。それゆえに現代咒式技術で小さくすることも可能です」


    　解説するヤークトーの声にも、驚きの成分が混じっていた。


    「ですが、穴を小さくすればするほど反比例して途方もない力が要求されます。たとえばヴォックル競技場程度の大きさなら、初期実験の十万倍の力、一〇の三十六乗キログラムルが必要となるのです。大きい穴だと要求される力は少なくて済みますが、逆にそれを支える負の質量の物質量が増えるので、どちらが楽な方法ともいえません」


    　ヤークトーの声が固くなる。


    「問題はここからです。この咒式がどうして禁止されたのか、理由をお見せいたしましょう」


    　見上げる次元の穴が歪ゆがんだ。違った、穴から赤黒い粉子が噴きだしていた。赤黒い霧きりは、見る間に結界内へと拡散していく。夜の訪れのごとく、視界を急激に暗く染めていった。


    　映像が倍率を上げると、赤黒い霧きりの正体が判明する。


    　霧の正体は、芥け子し粒つぶほどの大きさの生物だった。内臓のような表面をした球体には、目も鼻も耳もなかった。ただ突とつ起きが並んだだけの肉の塊。


    　微細な球体が、数億、数百億の雲うん霞かとなって結界内に放たれたのだ。


    「これこそが、禍まがつ式しきの世界、その混こん沌とんの最下層から召しよう喚かんされた〈疫鬼〉とでも命名するしかない最悪の禍つ式です」


    　微細な悪鬼が結界内に吹き荒れる。突起を振るわせる音に耳を塞ぎたくなる。


    「知性も理性も存在しない彼らは、禍つ式と呼ぶにも値しないほどの単純生物です。永遠に満たされることのない生物に対する激烈な憎ぞう悪おが具現化しただけの破壊咒じゆ式しきです。ただ数だけは莫大にいます」映像すべてが奇怪な生物に覆おおわれていく。「この式は、結界内のあらゆる生物の体内に侵入し、天てん然ねん痘とうと黒出血熱病に似た症状を起こし、殺さつ戮りくしつくす。それが彼らの喜びにして唯一の行動なのです」


    　老咒式士の言葉とともに画面の構図が変わる。


    　実験ドームの底には、檻おりが設置されていた。檻のなかには、粗そ末まつなそろいの服を着た男たちが拘こう束そくされていた。


    「人間、だと!?」


    　俺の叫びとともに、死神たちの霧が急降下。獲物を見つけた獣のように、檻へと殺到していく。囚とらわれの男たちが、悲鳴と絶叫をあげて逃げまどう。だが、檻からは逃れられない。檻が黒い霧に覆われると、映像が途切れた。


    「事故、か？」


    　ラルゴンキン指揮所に集う、俺や咒式士たちが呼吸すら忘れて画面を見つめていた。画面が白い壁の部屋に切り替わる。


    「発動したあと、すぐさま咒式が停止されました。被験者は完全隔かく離りされた隣の病室へ、機械によって搬はん出しゆつされました。そこで、観察が開始されました」


    　画面では、完全防護服を着こんだ咒式医師が動きまわっていた。強化ガラスで完全密閉された箱が並んでいた。


    「被験者は、ビスカヤ連邦刑務所で、すでに死刑執行されたことになっている囚人五人です。これは事故ではなく、人体実験だったのです」


    　全員が息を飲むと、寝台へと画面が拡大されていく。強化ガラス越しに機械の腕が操作され、寝台に横たわる被験者に触れていた。


    「〈疫鬼〉が侵入して五十八秒後。激しい頭痛と嘔おう吐とが続き、放出された咒式による急速な細胞壊え死しが始まります。これは異常なほどの超高速で進行します」


    「六十八秒後。眼球や粘ねん膜まくの毛細血管が破れ、意識が混こん濁だく。全身を膿のう疱ほうが覆い、天然痘の症状が発症します」


    「七十六秒後、全身の毛細血管から出血する黒出血熱の症状が発現。膿疱は体表面どころか、内臓の内外まで埋めつくします」


    　画面のなかでは、「早く、早く殺してくれ！」「お願いだ、殺して！」という囚人たちの絶叫が続いていた。完全防備の咒じゆ式しき学者たちは、冷静に観察している。


    「九十五秒後、膿のう疱ほうは黒く変色し破裂、出血しはじめます。全身の免めん疫えき細胞を作る骨こつ髄ずい機能が完全に破壊され、白血球の数が極端に低下。同時に血けつ漿しよう板ばんも破壊され、凝ぎよう固こ反応が起こらず出血を止めることが不可能になります」


    「百十三秒後、完全に意識がなくなって昏こん睡すい状態に入ります。鼻び孔こう、耳じ孔こう、口こう腔こう、性器からも出血。破壊された赤血球で黒く染まった下げ痢りが、とめどなく溢あふれます」


    「罹り患かんから百三十七秒後、全身の穴、破れた膿疱、腐敗し崩れ落ちた傷口から出血。下痢と黒血に塗まみれて絶命します」


    　ヤークトーが締めくくった。


    「死後の解かい剖ぼうにより、内臓の溶解による多機能不全と、脳細胞の液状化まで確認されました」


    　囚人たちの死体は、すでに人間の形を止とどめていなかった。


    　赤と黒の粘ねん液えきの海に沈む、肉につ塊かいにすぎなかった。


    「彼ら異世界の死神に対して、各種抗ウイルス剤の投とう与よや咒式による免疫活性化、坑こう天てん然ねん痘とうおよび坑黒出血熱の血けつ清せいも投与されましたが、まったく効果が認められません。何回かの動物実験でもいっさいの対処療法が発見されず、人間どころか生物への罹患死亡率は一〇〇％です」


    　誰も声をあげない。


    「この〈六道厄忌魂疫狂宴アヴァ・ドーン〉の咒式が発動した結界内すべてが次元の穴となっているため、防御も遮しや蔽へい物ぶつも無意味です。つまり、この咒式が一度発動したならば、範囲内の生物が生存することは事実上不可能です」


    　室内にいる屈強の攻こう性せい咒式士たちの誰一人として、声をあげなかった。


    　画面が暗転し、室内照明が灯った。しかし、会議室の空気は葬そう儀ぎの夜のように重苦しく、暗かった。


    　この世の終しゆう焉えんを告げる陰いん鬱うつな預言者のように、ヤークトーが続ける。


    「準戦略級咒式兵器として使いやすいようにした、この恐るべき咒式の効果範囲は、直径約六〇〇メルトル。ラズエル島上空でこれが炸さく裂れつした場合……」


    　ヤークトーが、そこで初めて言いよどんだ。傍らで腕組みをして座るラルゴンキンが、口を引きむすんだまま、先をうながす。


    「ラズエル咒式社の全従業員と訪問客、一二〇五名は、一人の例外もなく地獄の苦痛とともに絶命します」


    　広い会議室のすべての咒式士に、重い沈黙が降り積もる。


    　攻性咒式士たちの家族や知人にも、ラズエル関係者がいるのだ。


    「ヤークトー、よく平気な顔をしてそれを言えるよな」


    　顔に傷がある咒式剣士の呆あきれ声があがる。ヤークトーは平然としていた。


    「事実を知らせることが、千せん眼がん士したる私の役目です。御注文であれば、もっと取り乱した声と顔で報告しますが？」


    「いや、もういい」


    　咒じゆ式しき剣士が黙りこみ、部屋の空気が沈む。


    「エリダナにこの咒式を持ちこめるわけがない。第一、発動できるわけがない。現にこの実験だって失敗している。レメディウスの遺言は脅しにすぎない」


    　ジャベイラが虚うつろな声で告げる。ヤークトーがうなずく。


    「たしかに、この実験映像の場合は、三十三名の高位咒式士の咒じゆ力りよくと一千歳級の長命竜アルターの脳を使って発動しても制せい御ぎよに失敗し、効果も不完全でした」


    　無感情なヤークトーの声が続く。


    「ですが、この恐るべき咒式を製造したのが、ラズエル社だと推測されます。そもそもレメディウス博士の理論を元に発展させ、作られた咒式です。また、ビスカヤ連邦は、ツェベルンの実験的植民地に等しい国でした」希望を塗りつぶす分析が続く。「パルムウェイから、未完成とはいえ咒式の組成と発動機器をレメディウス博士が手に入れたとしたら、組成式に改良を加えて使えるようにした可能性は否定しきれません。いえ、レメディウス博士にしか完成させることは不可能です」


    　千せん眼がん士しは憎たらしいまでに冷静な声だった。


    　ヤークトーが取り乱すのはどんな場合なのか、想像もつかない。


    「……それで、ラズエル社関連施設や肝かん心じんのラズエル島からは何人が脱出できたのだ？」


    　俺の問いに、全員の注目が集まる。


    「市内にある他のラズエル関連施設の社員とその家族二〇二五人は、市街へと退避している」


    　そこまで沈黙を守っていたベイリック警部補が、重い口を開いた。


    「知っているとは思うが、市長に届いた〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の声明で、ラズエル島の社員が一人でも逃げたり、または接近したりするものがいれば、弾だん頭とうを発動させるとあった」ベイリックの声は低くなる。「だが、敵に気づかれずにラズエル島の社員を一気に脱出させる手段がない。おまけに周囲の港が爆破されて、出航できる大型船がほとんどない」


    　全員の表情が一層暗くなった。敵は用意周到だ。


    「方法はあるはずだ。とにかくラズエル島と連絡をとって対策を……」


    　攻こう性せい咒式士たちの声があがるが、ベイリックの表情は晴れない。


    「市長のヒルベリオの指示で、ラズエル島へのあらゆる通行と通信を遮しや断だんされた。島には情報をいっさい伝えていない」


    　ベイリックが淡々と喋しやべり、ラルゴンキンが、そして咒式士の面々が苦々しい表情を浮かべる。


    「……つまり市長はラズエルを見捨てたのだ」


    　俺には、ヒルベリオ市長のクソったれた考えが分かった。


    　目的がラズエル以外に不確定に散らばるより、ラズエルを見捨てることによって、被害を最小限に収めようとしているのだ。


    　だが、カルプルニアほどの炯けい眼がんを持つ人物が、座して破滅を待つのも妙な気がする。


    「悔しいことに、郡警察は市長の意見に屈した。救出活動もできずに、島の周りに遠巻きに小船を浮かべることしかできない」


    　ベイリックの声に、抑えた怒りがこめられる。重苦しい空気を吹きはらうように、最前列の席から立つ影。イーギーだった。耳みみ環わを揺らしつつ、青年が叫ぶ。


    「とにかく、その最悪の咒じゆ式しき爆弾が発射される前に叩く！　それしかない！」


    「どこにあるかが分かっていたら、誰もここに集まってなどいないよ」


    　赤い唇を嚙かみしめ、傍かたわらのジャベイラが吐きすてた。イーギーが言葉を失い、立ちつくす。


    「絶海の孤島であるラズエル島に、咒式弾頭を設置できたとは思えない。郡警察が総力を挙げて周辺を捜索中だが、あと一時間で見つけることができるかどうか……」


    　ベイリックの声に苦く渋じゆうが滲にじむ。発見は不可能だと、誰もが分かっていた。


    「郡警察の私がここに来たのは、この状況をおまえたちなら、攻こう性せい咒式士なら打破できると思ったからだ」男が問うた。「頼む、なにか手段があると言ってくれ！」


    　ベイリックの押し殺した声に、室内のすべての攻性咒式士が目を逸そらし、うつむいた。


    　室内の最後部の壁に背を預けていた俺とギギナも、ベイリックの問いに答えることはできなかった。


    　俺たちは、神でも魔法使いでもない。ただ単に力が強く、作用量子定数に干かん渉しようできるというだけの、ただの人間にランドック、アルリアンにノルグム、そしてドラッケン族にすぎない。


    　普段は自分たちこそ世界の支配者のような態度をとっていたが、その無力さを天才レメディウスに突きつけられたのだ。


    　隠れ家で聞かされた、レメディウスのあの恐るべき呪いの声が、全員の脳のう裏りに響きわたっていた。


    「咒式弾頭の設置と発射の場所が分からない以上、動きようがないな」


    　剛ごう毅きを持ってなるラルゴンキンの顔にも、恐ろしい重圧がかかっているのが分かる。


    「各自、招集がかかるまで第一種装備で社内待機だ。解散」


    　ラルゴンキンの重々しい号令で、咒式士たちが会議室から退出していく。


    　絶望に暮れるもの、悲壮な覚悟を顔に浮かべるもの、不安げな顔を突きあわせて相談しあうものと、それぞれの思いを胸にそれぞれの配置へと散っていく。


    　俺とギギナも攻性咒式士たちの背に続いて廊ろう下かを歩いた。ベイリックも肩を落として歩き、郡警察の警官とともに去っていった。


    　俺とギギナは、事務所の一階へと下りた。玄関を出て、駐車場に向かった。


    　車で待機するラルゴンキン社の連中に倣ならい、自分たちのヴァンの前に到着する。ヴァンの後ろの縁石へと腰を下ろし、足を投げだしていた。


    　後方からの物音に横目を向けると、ギギナがヴァンの後部を開いている。ギギナの手は、例のヒルルカと名付けている椅い子すを引きだした。よく見ると、春先に切断された脚が綺き麗れいに修復されていた。


    「これか？　不ふ憫びんな子ほど親は愛しくなるものだ」


    「これほどの危機的状況にまで、椅子を持ってくる神経がわからないね」


    　ギギナが皮肉な笑みを俺に向けた。優雅な曲線で構成される椅い子すをアスファルトに下ろし、典てん雅がな動作で腰を下ろす。


    「こんな状況だからこそ、だ」


    　木製の手て摺すりを愛しそうに撫なでるギギナを眺め、俺は溜め息を吐いた。


    「ギギナが傍かたわらに選んだ相手が、単なる椅子だと知ったら、おまえの女たちはなにを思うだろうな」


    「この椅子になりたい、であろう？」


    　ギギナの声と眼差しは確信に満ちていた。


    　呆あきれた俺は、ただ待つという行為を続けた。


    　駐車場の向こうには、郡警察に先導された車が長い列をなしていた。輸送車や乗用車の車体には、ラズエル社関連の名前が連なっていた。周囲の乗用車も、私用のものなのだろう。


    「ラズエルの関係者が、市外へと列をなして向かっているわけか」


    　これがエリダナ市当局側にできる、精一杯の避難活動なのだろう。車の列は続いていく。


    「今なら国境も全開放されて、密輸もし放題だな」


    「だろうな」


    　俺の唇からは、捻ひねりのない返答しか出ない。死刑執行が訪れるときが分かっていて、ただ待つという行為は、喉のどの奥から吐き気にも似た焦しよう燥そう感がせりあがってくる。


    　俺はヴィネルに用意させていた回線を、携帯に表示させる。市当局が強力な妨害波を出しているだろうが、無理やりつなげようとする。


    「専門の電磁系咒じゆ式しき士しが妨害しているはずだ。つながるわけがない」


    　冷れい徹てつなギギナの声が俺を打ちのめす。だが、二人の間で携帯の軽快な呼びだし音が響く。


    　通話がつながった。なぜかは理解できないが、俺は慌あわてて出る。


    　浮かびあがるジヴの立体映像。俺の鼓動が跳はねあがる。


    「ジヴ……」


    　携帯がつながったが、ジヴも俺も言葉を続けられなかった。


    「ジヴ、今どこだ？　ラズエル島からはもう出たよな？」


    「どこって」俺の畳たたみかける言葉にジヴが答える。「まだラズエル島よ。昨日言ったでしょ？　また忘れたの？」


    　最悪の事実を確認するだけだった。


    　ラズエル島から逃げろと告げたかったが、ギギナが視線で止めた。


    　事実を言っても大混乱が起こるだけ。分かっているよ、そんなことはっ！


    「だけど、よくつながったわね。今、島では電話が通じない上に連絡船が来なくて困っているのに。そういえば、この通信の音と映像も悪いね」


    「ジヴ……」


    　言葉に詰まった。しかし続ける。


    「昨夜はすまない。あれは俺の余裕のなさだった」


    　俺は努めて冷静な声を出した。ジヴはしばらく黙っていた。


    「ううん。自覚していた以上に、私もかなり嫌な女だった」


    　ジヴの緑の瞳が悲哀の色を孕はらんだ。無理に作られた微笑は、泣き顔のようだった。


    「俺たちは、まだやりなおせるのか？」


    「……分からない」ジヴは白金の色の髪を小さく振った。「あなたにどうして欲しいのか。それとも自分がどうしたいのか、分からないの」


    　ジヴも自らの感情を整理できないようだった。


    「……ガユス、あなたはどうなの？」


    「俺は……」


    　自らの感情を解かい剖ぼうした。


    　心など、たかが数百種の脳内物質と電気信号の集合体だ。恋愛感情も種しゆの保存本能、性欲の延長にすぎない。


    　女など他にいくらでもいるし、遊びの女を引っかけるのに不自由したこともない。そしてジヴはもっと不自由しないだろう。


    　俺がジヴーニャという一人の女にこだわる理由は、理論上はまったく存在しない。また、この場をとりつくろうためだけに、愛していると甘い噓うそをつくのは簡単だ。


    　俺は何度もそうしてきたし、それで上う手まくおさめられるのも分かっている。今回もそうするべきだろう。


    「俺にもわからない」舌先が裏切った。「やりなおしたいと思う。だけど、同じくらいに、別れてもしかたがないとも思う。俺の、そして君のためにも」


    「あなたって、言わなくてもいいことだけは素直に言えるのね」


    　哀しげなジヴの声と表情。俺は視線を逸そらせてしまう。


    「ジヴ、本当は俺は……」


    　見上げると、背後の陽光を透かして、ジヴの白金の髪が燃えあがっていた。


    「本当は……？」


    　俺の右手が掲げられた。指先で恋人の滑らかな頰を撫なでようとしたが、光子による立体映像をすり抜けるだけだった。


    　俺の無意味な行動に、ジヴはくすぐったげな顔をして笑う。


    　笑うジヴは綺き麗れいだった。


    　俺の胸に激しい思いが吹き荒れる。


    　今すぐにでもここを飛びだして駆けつけたい。ジヴとともにラズエル島、そしてエリダナを脱出したい。


    　他のなにも、誰も、どうでもいい。俺をこの汚お辱じよくの街に留めているものは、かつての仲間との記憶、そしてジヴーニャの存在でしかなかったのだ。


    　だが、それはできない。ジヴにそこは危険だと事情を話せば素直についてきてくれるだろう。


    　しかし、ジヴはラズエル島のすべての人間に知らせ、全員で脱出しようと必死に走りまわるような女だ。それでは間にあわない。気絶させて連れだすことも考えたが、一人だけ生き残ったジヴは一生をかけて俺を恨うらむだろう。


    　いや、それでもいい。恨まれようと、憎まれようと、卑怯者と罵ののしられようとも、彼女が生きていてくれるなら、ただそれだけでいい。


    「ジヴ、ちょっと待っていてくれ」


    　不審の目のジヴを残し音声回線を保留にした俺は、ギギナへと向き直った。


    　ドラッケンの静かな瞳が俺の顔を凝視していた。


    「ギギナ、おまえの飛行咒じゆ式しきで飛んでいってジヴを助けられないか？」


    　椅い子すに座ったまま、ギギナはただ黙っていた。


    「頼む！」


    　ギギナに詰めよりながら、俺は叫んでいた。


    「本気なのか？」


    　ギギナが疑問の言葉を放つ。


    「構わない。俺に頭を下げろと言うなら下げるし、なんでもする。だから……」


    「私の力であの女一人だけを脱出させることは、可能かもしれない」ギギナの瞳には俺を試すような色があった。「だが、警告を破った直後に咒式弾頭が炸さく裂れつし、ラズエル島の千人を超える人間は全滅する。それを分かっていて言っているのだな？」


    　俺はうなずいた。そして回線をジヴに戻そうとする。


    「ジヴ、落ちついて聞いてくれ、俺と一緒に逃げよう」と言おうとした俺の目は、ジヴの立体映像越しに相棒の銀の瞳と出会った。


    　瞳には一瞬だけ激しい感情の波は紋もんが揺らいだ。しかし、すぐにいつもの氷点下の瞳に戻っていた。


    　ジヴを救うために、ラズエル社の千二百人を見殺しにする覚悟があるのかと、最終確認を求める目だった。


    「俺を責めるな」思わず反論してしまった。「どうすればレメディウスと対たい峙じできるというのだ。あの男の呪いの声に、俺たちが対抗できるわけがない」


    「どうも貴様と話すと私の心まで乱される」


    　唇には薄い笑みが刻まれていた。


    「自分の問題を他人にまで感染させるとは、ラルゴンキンではないが、貴様には煽せん動どう者しやとしての資質だけはあるようだ」


    　続いて、紅ぐ蓮れんの言葉が吐きだされる。


    「ドラッケンの最高の諺ことわざを教えてやろう。それは『口と尻の穴から出るものは、誰にも見分けがつかない』という言葉だ」


    　横顔には雄お々おしい怒りがあった。


    「死せるレメディウスの呪いの言葉を認めるな。我らには路ろ傍ぼうに転がる犬の糞くそとなんら変わらない。そして、貴様の女が死ぬことを、貴様だけは認めてはならない」


    　俺はギギナの横顔を見た。そこには自らの意志と決断に誇りを持つものだけが持つ、崇すう高こうなまでの傲ごう慢まんさと美しさがあった。だとしたら答えは簡単だった。


    「そのとおりだ」


    　ラズエル島にはジヴがいる。


    　なんとかしなければならない。方法は分からないが、レメディウスの憎ぞう悪おがどれだけ凄すさまじいものだろうと、一歩も譲ゆずる気はない。絶対に救う。ジヴと、ついでに必要ならエリダナを救う。音声回線を戻す。


    「どうしたのガユス？」


    　ジヴが焦じれたように問うた。俺は大きく息を吸い、そして結論を出した。


    「いや、俺は君に謝りたい。直接会って謝りたいんだ」


    「……私があなたを許せるかは分からないわ。そして、あなたが私を許せるのかも」


    「それでもいい」


    　ジヴの答えはなかった。俺は決意を告げた。


    「二人で、今度の日曜にでも海鳥亭に食事に行って話しあおう。あそこの蟹かにが美う味まいんだ」


    「いいけど……」そしてジヴの声が撥はねあがる「美味うまいって、今言ったよね？　私に黙って食べにいったのねっ！」


    「だから俺が奢おごるよ」


    「どうしたの？　ガユスが優しすぎるなんて変すぎない？」


    「いつもそのつもりだ。だからいっしょに行ってくれないか？」


    「……それはいい、け……」


    　そこでジヴの映像が弾けて消えた。


    　奇跡的につながっていた通話も、ついに沈黙したのだ。


    　俺は咒じゆ信しん機きを折り畳たたみ、無言で懐ふところへと戻した。


    「いいのか？」


    　ギギナの声が響く。


    「ああ」


    　この選択が賢明なのか、俺には分からない。


    　そして、自分でも意外なことだが、俺はギギナの横に立っていたいのだ。


    　ここで逃げだしてしまえば、俺はギギナの横に立つ資格を失う。


    　強く美しく、そして破滅的なギギナ。俺が目指していた最強の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの背に永久に追いつけなくなる喪失感が、胸中に激しい痛みとなって去きよ来らいしていたのだ。


    　そして、俺は、レメディウスとなるわけにはいかない。


    　天才の金こん剛ごう石せきのような意志に、俺のごとき凡人が論理的に反論できるわけがない。だとしたら、ラズエルを救うことで否定するしかないのだ。


    「決断した以上、戦いを始めなければならない。攻性咒式士の戦いをな」


    「落ちつけ。今は郡警察かヴィネルからの情報を待つことが……」


    「黙っていろギギナ、俺はこの勝負に勝ってやる」


    　俺は駐車場を歩きはじめる。進んでは戻り、考える。ビルの窓や待機している車から、ラルゴンキンの攻こう性せい咒じゆ式しき士しどもが珍しそうに見ているが、知ったことか。


    　事態を打開するための武器は、我ながら頼りない自らの頭脳しかない。必要とされる独[image: ]的な思考力や論理性は、俺には存在しなかった。


    　だが、嫌なことほど覚えている欠けつ陥かん品の記憶力と検索能力、他人へと感情移入しやすい俺の脆ぜい弱じやくさと感情過多はなにかに使えるはずだ。


    「まず、チェルス将しよう棋ぎの天才、死せるレメディウスが完かん璧ぺきに盤ばん面めんを作っていたと仮定する。その場合は残念だが俺の思考能力ではどうしようもない。思考を排除する」


    　独り言を漏もらしつつ、次の思考に転移。ギギナが呆あきれ顔で見ているが無視する。


    「俺がつけこめるとしたら、レメディウスにも決定しきれない不確定な要素だ。それはなんだ？　偶然は、制せい御ぎよできない箇か所しよはどこにある？」


    　一旦保留したまま次の思考につなげる。


    「レメディウスの狙いは、カルプルニアのいるラズエル島とその関連施設だ。使用される咒式弾頭は、数十人の咒式士と、組そ成せい式しきの核となる長命竜アルターなみの咒じゆ力りよくと演算能力を必要とする」成立条件に疑問が出てきた。「いくら〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉といえど、そんな数の高位咒式士をそろえられるわけがない。また、長命竜アルターを捕らえて、しかも従属させるなど不可能だ。それ以前に、巨大な長命竜アルターを、誰にも見つからずにエリダナに持ちこめるわけがないはずだよな？」


    　だが、弾頭は確実に発動する。俺は一定の幅を行ったり来たりを繰りかえす。


    「咒式弾頭の本体を手に入れたのは、ここエリダナでだと思われる。購入代金を手に入れるために、自らの命まで犠牲にしたのだ。あの時点から咒力の元を探し、起動準備をしている時間などない。あらかじめ組みあげておき、最後に弾頭を手に入れる手順しかない」


    　俺は、気づいた。


    「いや、待てよ、そのすべてをそろえることができたものがいる！」いくつもの論理が連結していった。「とすると、クソっ、ふざけた事実が次から次へとつながってくる」


    　結論が出た。オリエラル大河を見据える。


    「分かったような気がするぞ。この最低にくだらない事件の最終幕が」


    



    



    「おそらく、これが正解だと思う」


    　閑かん散さんとした指揮室で俺は一同を見回す。


    　机の上にあるエリダナ立体地図の四辺を、攻性咒式士たちがそれぞれの態度で囲んでいる。


    　壁を背負ってラルゴンキンが座し、右に副官のヤークトーが控える。完全武装したイーギー、ジャベイラが机の左右に座る。


    　後部出入り口にギギナが背を預け、ラルゴンキンの反対側に説明をする俺が立っている。ラルゴンキン事務所の幹部に説明して、動かすしかない。


    　俺は静かに息を吐いた。結論を開始する。


    「まず、咒じゆ式しき弾頭〈六道厄忌魂疫狂宴アヴァ・ドーン〉は、確実に発動する」


    「本当か？」イーギーが即座に疑問を返す。「レメディウスがいくら天才で完全な組そ成せい式しきを組みあげたとしても、三十人もの高位咒式士分の咒じゆ力りよくと長命竜アルターなんてものが、急に集められるわけが、略して不可能で……」


    　アルリアンの整った目鼻立ちになにかが閃ひらめき、耳の銀ぎんの環わが揺れた。


    「そう、俺もそう考えた。だが、その計画をこなしているやつらがいた」


    　俺は告げる。


    「俺たちがずっと追っていた相手、禍まがつ式しきどもがそれに当てはまるとは思えないか？」


    　全員の顔に、驚きよう愕がくと納得の表情が広がっていく。


    「そうか、レメディウスが召しよう喚かん者しやならば、アムプーラとヤナン・ガランなどという大禍つ式アイオーンを召喚することも可能だな。あの二体が、咒式兵器の発動準備のために四十二人もの咒式士を殺し、夜会と称していたのか」


    　顎あご髭ひげを撫なでながらラルゴンキンがつぶやき、ヤークトーがうなずく。


    「人口の半数以上が咒式士といえども、被害者四十九人中、四十二人が咒式士であるのは多すぎます。なぜ我々が気づかなかったのか……」


    「そして長命竜アルターにも等しい咒力と演算能力を持つ、二体の大禍つ式アイオーンが核となるわけか。略してクソったれ！」


    　イーギーが吐きすてる。


    「さらに推測を続ける。禍つ式の支配者たるアムプーラとヤナン・ガランは、死せるレメディウスの咒式に縛しばられて咒式発動のために動いている」俺は心理的条件を精査していく。「しかし、博士のラズエル社への復ふく讐しゆうなど、禍つ式にはどうでもいい。やつらは、夜会の終幕を下ろすために俺とギギナ、そしてラルゴンキンの連中と戦いたいだけだ」


    　ついでに、俺の指輪を奪って完全な決着をつけたいのだろう、と胸の中でだけつぶやいた。


    「レメディウスに制せい御ぎよできないことが、一点だけある。それは大禍つ式アイオーンの内心だ。これだけはどうしようもない。レメディウスの強力な咒式に縛られて、大禍つ式アイオーンたちが核心を話すことはできない。だが、目的が違う以上はなんらかの方法で示したい。では、行動で暗示していたとしたら？」


    　ここまでは考えた。この先が分からない。


    「たしか、報道番組だと、ホラレムとやらが、事件の発生場所と順番から、イブカ文明の文字だと指摘していたけど」ジャベイラが推理する。「古代文明の訳の分からない文字などで我らに示すはずもないしね」


    「もっと分かりやすい、しかも皮肉の聞いた示し唆さがあるはずだ。アムプーラとヤナン・ガランとの会話、禍つ式事件の順番……」


    　くだらない符号に俺は気づいた。


    「一連の禍つ式による連続殺人事件の、発生箇所を表示してくれ」


    　ヤークトーが指先を振り、エリダナの街角に青い光点が灯っていく。


    「この地図は飽きるほど見た。いくら見ても規則性なんかねえんだよ。略して適当だ」


    　目を細めて、イーギーが俺の顔を睨にらんでくる。


    「最初に起こったと思っていた事件、おまえたちのルアン歯科、俺たちがジノレイ消防署で対処した事件は、実はそれぞれ十七、十八件目だった」


    「最初に遡さかのぼって考えると、エリダナ中心部の、東西に分散しているように思えないか？」


    「それがなんだというの？　徐々に侵攻しているだけではないとでも？」


    　ジャベイラが尖とがった顎あごに手を当てて、疑問の声をあげる。


    「そこがまず奇妙だ。夜会が咒じゆ式しき士しの咒力と情報を集めるためだとしたら、人口密度の高い中心からのほうが、効率的に咒式士を殺せて、意識情報と咒力を集めやすい。最初に街の中心に出現しない理由がない」


    　俺の推測で、室内の全員が地図へと目線を下ろす。


    「それで、ルアン歯科ではどんな禍まがつ式しきが出た？」


    　俺の問いに、ジャベイラの目が疑問符を浮かべていた。だが、すぐに記憶を辿たどって答える。


    「それなら私の三番隊の担当だった。巨大な口が浮かんでいる禍つ式で、牙が全身から生えていた」


    「そして、ラルゴンキン事務所に出現したサーベイ助祭だ。続く二日前のノーディト動物園の事件は？」


    　イーギーが疑いの目で見上げてくる。


    「象、ただし全身の皮ひ膚ふが裏返り内臓が剝むきだしになっていた。略して内臓象」


    　推理を補強する事実を確認して、俺はうなずく。


    　立体地図の上に俺の指が踊ると、三つの出現地点が結ばれる。地図の東西南北に対して、斜め四十五度の角が描かれた。


    「これがなんだというんだ？　早く略せよ」


    　イーギーの言葉を無視し、俺は地図に禍つ式の姿の情報を表示させていく。


    「ボスホル岬みさきで出現したという、小型の漁船の船首に人間の顔、甲板にびっちりと手が生えていたという気き色しよく悪い禍つ式」出現地点から、光の線を引く。「そしてラルゴンキン事務所に出現した城の禍つ式、カーシー倉庫で小鳥が大鳥へと変化した禍つ式をつなぐ」


    　最初と次の出現地点を結ぶと、今度は長い直角が現れる。


    「だから略せよ！」イーギーが我慢しきれなくなったように、机を叩いて立ち上がる。


    「いや、待てイーギー」それまで無言だったラルゴンキンが、太い声をあげる。「そうか、私にも分かってきたぞ。これは……」


    「そう、禍つ式の出現位置には、厳密な法則があるんだ！」


    　俺が苦労して理論を組みたてたのに、ラルゴンキンに結論を言わせるわけにはいかない。内心を見抜いたらしく、ギギナの呆あきれ色の瞳が俺の頰に刺さる。


    「これらはすべてチェルス将しよう棋ぎの駒こまの動きだ」


    　ヤークトーが感嘆の声を漏もらし、ラルゴンキンが重々しくうなずく。イーギーとジャベイラは、上司二人の納得顔の意味が分からないといった表情を並べていた。


    「だから、おまえらや親父たちだけで思考を略すなって！」


    「斜めに進む司教に直線で進む城は知っているけど、船に象のどこがチェルス将しよう棋ぎの駒になるのよ？」


    　二人の攻こう性せい咒じゆ式しき士しの問いに、俺が説明を加える。


    「司教の駒というのは、元々の東方将棋では牙や象の駒だった。城の駒は、戦車から船、大鳥と変へん遷せんしてきている」ラズエル島でのカルプルニアの説明を思い出す。「つまり駒の動きのとおりに出現地点が決定されている。補足すると、オダル退役軍人会館とジノレイ消防署は兵士の駒の前進だったというわけだ」


    　ギギナがそんなことも分からないのか、という軽けい侮ぶの視線をイーギーとジャベイラへと投げかけていた。絶対に、ギギナも知らなかったことは俺が保証する。


    「ヤナン・ガランとアムプーラの出現直前に、僧そう侶りよと城の禍まがつ式しきが出現した時点で気づくべきだった」


    　自分の頭の悪さに絶望しそうになった。


    「チェルス将棋の駒の源流や変遷なんてことに詳しく、召しよう喚かん咒式を使える高位咒式士。この条件だけで、レメディウス博士が関与していることは明らかだ。あのときに気づかない、俺たちの頭のほうがよほどおかしい」


    　最初から答えは明確に示されていたのだ。


    「頭の悪い俺たちに痺しびれを切らした禍つ式の支配者どもは、わざわざ出向いてきた。二体の禍つ式という驚くほど親切な示し唆さをし、さらに示しつづけた、ということだ」


    　思考に沈んだ俺が顔を上げると、睨にらみつけてくるイーギーの双そう眸ぼうに出会う。


    「禍つ式がチェルス将棋の駒だってことはわかった。だけど、これがどうして咒式弾頭の位置を示すんだ？　略して意味不明」


    「おまえ、わざと分からないフリしているのか？」


    　俺はイーギーの攻性咒式士としての将来が心配になってきた。たしかに腕は抜群に立つし直観力はあるが、絶望的に察しが悪い。ギギナと同じ道を忠実に追っているようだ。


    「この事件の指し手である死せるレメディウスに、禍つ式は契約以上の忠誠心を持っていない。その概念もないだろう」俺の脳のう裏りには鮮明に見えていた。「やつら大禍つ式アイオーンが終幕に俺たちを呼びよせたいなら、駒の位置を使って暗示させるしかない。もちろん、レメディウスの手筋を使ってな」


    　俺の脳裏には、カルプルニアの病室で見た、あの盤ばん面めんが鮮明に蘇よみがえっていた。最後の一手、兵士が竜に変わる手が見えた。


    「こいつは、この事件は、エリダナを盤面にした壮大なチェルス将棋だ。そして、レメディウスの有名な手筋、大陸大会で優勝したときの終盤の手筋を表わしていたんだよ！」


    　全員の顔に、驚きよう愕がくと憤ふん怒ぬの感情が走る。


    「ふざけやがって」


    　イーギーが犬歯を鳴らして呻うめいたジャベイラが唇を嚙かみしめて、自らの掌てのひらに拳を打ちあわせる。


    「よくもこんなバカげたことを考えたものだ。それが分かる、あなたもあなたですが」


    　ヤークトーの呆あきれたような顔に、俺は苦笑いを返す。


    　初春に巻きこまれたモルディーン枢すう機き卿けい長ちようの事件で、この手のくだらない謎なぞに慣れさせられたのだ。


    　別れるときに渡された指輪のために、おそろしく面倒な事態に陥おちいってもいるのだが。


    　俺は右手に目を落とした。紅の指輪の輝きが迎えた。


    「それで、そのふざけたチェルスで敗れる王の駒こまの位置が、ラズエル島。そして兵士が竜に変わった駒が、盤ばん面めんの中央に戻って王手をかけているのが、あそこというわけか」


    　ラルゴンキンの遠い眼まな差ざしを、全員が追った。


    　視線はラルゴンキン事務所の四階の窓から、外に向けられた。ビルの間から見えるオリエラル大河の対岸、セビティア記念公園があった。公園に茂る緑の木々の梢、そのさらに先に、天高くそびえる尖せん塔とうがあった。


    　エリダナに刻ときを告げるという役目を遙はるかの昔に放ほう棄きした、


    　時計台の威容だった。

  


  
    十章　蜘く蛛もの断頭台


    



    　　　　　ああ、我が友よ、不滅の楽らく土どを目指してはならない


    　　　　　可能性の領域を飲み干し、星々の海に漕こぎだそうと


    　　　　　我らは、我ら以上には決してなれないのだから


    
      ジグムント・ヴァーレンハイト　レメディウス・レヴィ・ラズエルへの返書

    


    
      皇こう暦れき四九六年

    


    



    



    　灰色の岩の山肌。吹きつける寒風。切りたった崖がけに沿う狭い山道を、人々の列が進む。


    　列の最後尾を行く老人がよろめく。足元から崖へと小石が落ちていった。崖から落ちそうになる老人を、左右からレメディウスとナリシアが支える。


    「しっかりしろドムル！」


    　励ましとともに、レメディウスがドムル老人の肩を支える。ドムルは顔を歪ゆがめて苦痛を堪こらえる。青年の手を丁てい寧ねいに外し、崖に転がる岩に腰を下ろす。長い吐息が唇から押しだされた。


    「……レメディウス、儂わしはもう無理だ。置いていってくれ」


    「なにを言うドムル！」


    　小さく首を振って、ドムルは立ち上がることを拒否した。レメディウスが見回すと、周囲が目に入る。男に女、老人に子供。放浪者たちの表情は憔しよう悴すいしきっていた。


    　歩けども歩けども、レメディウスたちの前には暗灰色の岩だけが続いていた。夜は気温が氷点下となって人々の体力を奪い、日中も高山の冷気が肌を刺す。休めば毒虫が人々の身体からだを齧かじり、やっと見つけた泥水を啜すすれば激しい下げ痢りにのたうちまわる。


    　デリラ山脈は、人を寄せつけなかった。


    「……レメディウス、数少ない食料を分けあい互いを支えあってきたが、ここが限界だ」〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の幹部であるハタムが苦く渋じゆうの決断を述べる。「まだ歩けるものだけで行け」


    「ダメだ！　それでは僕らもドーチェッタと変わらない！」


    　レメディウスが反はん駁ばくする。青年の声に、しかし誰も賛同せず、顔を伏せる。


    「同胞を見捨てて、ここを生き延びて、それで僕らはどうする!?　独裁者と同じことをしておいて、胸を張って戦えるのか!?」


    「そうよ！」ナリシアが必死に叫ぶ。「私たちは、ドーチェッタと違うはずよ！」


    　少女の健けな気げな声に、老人と青年がうなずく。一人二人と賛同し、うなずく。そして気力を振りしぼって、立ち上がっていく。苦く鳴めいを嚙かみ殺しながら、ドムルも立ち上がる。


    「僕は一人も見捨てない。絶対に全員で生きて帰る！」


    　レメディウスとナリシアが互いを支えあって歩きだす。疲れ果てた人々も歩みはじめる。最後に、ハタムが唇を嚙みしめ、つぶやいた。


    「……だが、だが、いつか限界が来るのだ」


    　そして二日目の夜、一人目が死んだ。[image: ]光の戦線に協力していた老婆だった。


    　翌朝には、[image: ]光の戦線の戦士でも重傷だったものが二人死んだ。


    　三日目の朝には、女とその子供が死んだ。昼には老人が死んだ。


    　毎日毎日人が死に、食料と水を巡って激しい争いが起こった。ついにはレメディウスが争う三人の男を処刑した。


    　三十三日目の夜、生き残った二十四人が岩陰で焚たき火びを囲んで休んでいた。


    　弱々しい炎に照らされたどの顔も、憔しよう悴すいし疲労しきっていた。青白く[image: ]やせこけ、まるで亡者の群れのようだった。


    「レメ、レメディウスよ」荒い呼吸とともにドムルが言葉を吐きだす。「限界、だ。こ、ここで決断して、く、くれ」


    　岩に背を預けて座る老兵の顔には、死相が色濃く刻まれていた。隣のレメディウスはドムルの顔を直視できなかった。


    「おま、えやナリシアや若く元気なも、のだけで先、先へ進め。この、ままでは全滅す、るだけだ」


    　嗄しわがれたドムルの言葉が地面へ落ちて、散った。


    「おまえは、儂わしら、は、正しい、のか？　いつか、幸せになれる、のか？」


    　レメディウスは答えられず、焚たき火びのなかへと枯れ木を投げる。


    　青年が顔を上げると、ドムルの顔は灰色になり、目を閉じていた。レメディウスは老兵のひび割れた唇へと手を伸ばす。


    　ドムルの呼吸は、すでに止まっていた。


    　レメディウスは震える拳を握り、地面に叩きつけた。皮ひ膚ふが破れ、砂に血が滲にじむ。


    　夜を引き裂く悲鳴があがった。レメディウスがデリラ山脈の夜へ走る。


    　岩場の外、デリラ山の闇に枯れ木が浮かびあがる。枯れ木の下で、ナリシアが服の裂け目から肌を晒さらしていた。少女を押さえつける屈強な男の姿があった。ハタムだった。


    「ハタム！　なにをしている!?」


    　振りかえったハタムの顔へ、レメディウスの拳が叩きこまれた。争う二人の男は夜の岩肌を転がる。


    　荒い呼吸と肉がぶつかる音が響いた。怒声をあげたレメディウスが、ハタムの後頭部を岩へ打ちつける。


    「なぜ、こんなことをするっ、ナリシアは、ナリシアはっ！」


    　切った唇から血を流しながら、レメディウスが叫ぶ。青年の手はハタムの襟えり元もとを絞めあげる。


    「知るか、よ。ドーチェッタに犯やられたのなら、俺が犯ってもいいだろうが！」


    　ハタムの目は昏くらい光を放ち、口から血泡を吹いて笑っていた。


    「もう止めて、もう嫌、こんな……」


    　レメディウスが振りかえると、衣服の前を合わせてナリシアが泣き崩くずれていた。


    「どうせ俺たちは死ぬんだ。おまえの理想につきあってな。だったら最後はいい思いをしてもいいだろうが！」


    　ハタムが言いはなった。レメディウスの胸中に灼しやく熱ねつの怒りが灯る。


    　暴政に虐しいたげられた人々が、理想に立ち上がったはずだった。しかし、場所が変わればこんなにも簡単に虐げる側に変わっていた。


    　人とはこのようなものなのか？　ドーチェッタも、そしてレメディウスも〈[image: ]しよ光こうの戦線〉も、なにひとつとして変わりはしないのだろうか。


    　レメディウスは哀しかった。


    　ハタムの襟元を絞める手に、力を込める。ハタムは逆らわなかった。


    「……レメディウス、俺、はおまえを憎むよ」ハタムは喉のどを絞しめられながらも哄こう笑しようした。「おま、えの理想で、は誰、も救われ、ない」


    　ハタムの首が折られた。唇からは血泡が漏もれた。男は、目を見開いたまま絶命した。


    　そして、生存者たちは原始の獣となった。


    　互いに不審の目を向けあい、分けあうはずの食料や水を隠すようになった。


    　四十一日目には、あきらかに内部の者の手による殺人が起こった。


    　その次の日も、またその次の日も争いが起きた。老人や女や子供。弱いものから奪われ殺された。最後は、派は閥ばつに分かれて争うようになっていた。


    　レメディウスの統制も利かなくなっていた。四十八日目には、ついに〈[image: ]しよ光こうの戦線〉同士で殺しあいが始まった。


    　四十九日目には、残る人々はわずか七人になっていた。また争って三人が死んだ。


    　五十四日目、衰弱したナリシアに食料を譲ゆずることに反対し、二人が襲いかかってきた。レメディウスは二人を殺した。


    　ついに、レメディウスとナリシアだけになった。


    



    



    　ベルモンティアヌス・ガガルモント・オセデク時計台。


    　オリエラル大河に突き出した半島状の土地に、その時計台はそびえていた。


    　観光客どころか地元住民でも、やたらと長い正式名称が面倒で、単に時計台と呼んでいる。


    　元々は、皇こう暦れき一一三年にエリダナを支配していたオセデク伯はく爵しやくのベルモンティアヌスという大貴族が、自らの威信をかけて建造した城じよう砦さいだった。しかし、皇暦二五二年の紛争での咒じゆ式しき攻撃で中央部が破壊されてしまった。


    　ベルモンティアヌスの子孫、オセデク伯爵のガガルモントが、祖先の建てた城砦の無む惨ざんな姿に奮起し、私財を投じて修復に取りかかった。


    　ガガルモントは先祖に対抗心を燃やしたのか、同年、崩ほう落らくした中央部に巨大な時計台を追加し、現在にいたるのである。


    　物もの見み櫓やぐらのような太く不格好な時計台は、建築物的におもしろいものではない。また、高層建築物が発達した現在では、二十階ほどの高さも目立つようなものでもない。


    　老ろう朽きゆう化のために補修工事が始まったが、大咒じゆ震しんからの復興で市の予算が尽きて頓とん挫ざした。何年も前から閉鎖され、放置されたままだった。


    　時計台は、市民がたまに遠く目に留めて存在を思い出すようなものである。


    　灰色の時計台の壁を見上げながら、俺はそんなどうでもいいことを思い出していた。


    　木の幹の陰からの不自然な姿勢での監視に、腰が痛くなった。幹を背にしたギギナの隣に腰を下ろす。


    「郡警察の咒式特化制圧部隊と、ラルゴンキン社が合同で突入すれば、総勢百三十人を越す攻こう性せい咒式士の一大部隊になる、のだけどな」


    　俺は知覚眼鏡クルークブリレの位置を直して、つぶやく。ギギナが答える。


    「ああ、十階かい梯ていを越す高位咒式士も四十人は集まる。いくら、ヤナン・ガランとアムプーラが強大な禍まがつ式しきだろうが、それだけの高位咒式士がそろえば圧倒できた、かもしれぬな」


    　俺とギギナは仮定の話をするしかない。


    「位置が判明した時点で、俺たち人類の勝ちだ、と言えれば良かったのだがな」


    　林のほうに目を向けると、膝をついていたベイリックと視線が合う。


    「すまないな」


    　似合わない積せき層そう甲かつ冑ちゆうに身を固めた警部補が、険しい表情で答えた。


    「ラズエル島に面する沿岸に、ほとんどの郡警察とすべての咒じゆ式しき特化部隊が出払ってしまっている。爆発時刻まで残り二十四分で、ここに到着することは不可能だ。それに……」


    「分かっているよ。上層部が俺の推測を信じなかったんだろう？」


    　苦く渋じゆうの表情でベイリックがうつむいた。


    「俺にしても、自分の推測が正しいかどうかは確信できない」とベイリックの自責の念を減らそうとする。「レメディウスと禍まがつ式しき事件の関係はあまりにくだらない符ふ合ごうにすぎて、逆に俺たちを誘うためだけに、アムプーラとヤナン・ガランが仕掛けた罠わな臭くさいとも言える」


    「俺と部下の三人が確認のために志願したのが精一杯だ。郡警察本隊は他の地点の捜索に向かっている」


    「市長のヒルベリオとしては、ラズエル島のみの限定被害とする安全策もとっておきたいのだろう」


    　時計台に目を戻して、俺は言葉を投げた。


    「ラズエル社の一二〇五人の命と、エリダナ市の七〇万人を越える命を天てん秤びんに掛ければ、市長の決断は正しいのだろうな……」


    　だが、俺は、俺だけは納得しない。


    　ラズエル島には、ジヴがいるからだ。


    　目線を林に戻す。傍かたわらのギギナが空を見上げていた。一いつ幅ぷくの絵画のような姿だった。


    「空が綺き麗れいだな」


    「おまえな……まあそうだな」


    　ギギナの自然な言葉に、俺は賛成してしまった。どのような事態だろうが、ギギナは変わらない。


    「ようやく分かった。ギギナは脳のう味み噌そに穴が開いているのではなく、穴の周りに脳味噌があるんだな」


    「真空脳としては、羨うらやましいか？」


    「ギギナのバカの段階は、もはや兵器の域だな」


    「おまえら、この状況でよくそんな、っだらねーことを言っていられるな。たとえるなら死刑台で乾杯しているのかよ」


    　向かいの木の蔭に潜ひそんでいるイーギーが、呆あきれたような声を出した。鬱うつ蒼そうとした木々の蔭には、同じような態勢で息を潜ひそめる人影の群れ。ラルゴンキン社の攻こう性せい咒式士の面々が、完全武装して集っていた。


    　時計台の周囲には隠れるような建物がないため、公園の林の中に本部を設置。全員で突入の時機をうかがっているのだ。


    「怖いのか？」


    　ギギナの投げかけた嘲ちよう弄ろうに、イーギーが沸ふつ騰とうして抜ばつ刀とうしそうになり、止まった。双剣を抱えて、浮いた腰を元の位置に戻す。


    「怖いに決まっている」イーギーの隣にいたジャベイラが苦笑していた。「相手はあのアムプーラとヤナン・ガラン。勝てる理由が見つからない」


    　女の顔には、暗い不安の影が射していた。


    「攻こう性せい咒じゆ式しき士しの戦いに奇跡はない。必ず実力で決まる」


    「冷静に考えれば、勝ち目はないな」


    　相手の言葉をギキナが肯定した。イーギーが疑問の色を帯びた眼まな差ざしを向ける。


    「ドラッケン族ってのは、恐怖を感じないのか？」


    「死ぬということに、それほど恐怖感を抱かない」ギギナの手は、屠と竜りゆう刀とうの回転式弾だん倉そうに大だい口こう径けい咒じゆ弾だんを込めていく。戦士は思案するような表情になる。「ただ、恐怖ごときに屈して、自らが納得できない選択をしたくはないだけだ」


    　屠竜刀の撃げき鉄てつを上げ、戦闘準備を終える。


    「それがドラッケン族の思考形式という洗脳かもしれない。だが、それを含めて自分自身の血と肉だ。それらの自己と呼ぶものが納得のいく選択を行い、その果てに不条理に死ぬのなら、悪くない」


    　ギギナの右目を跨またぐ竜と焰ほのおの刺青いれずみが、蒼く燃えあがるように見えた。


    　この武神といると、なんとかなりそうな気がしてくるから不思議だ。


    「安楽なだけの選択に流されれば必ず後悔する、か」確認するようにつぶやく。「後悔をも血と肉としつつ、次の選択をする。選択自体を選び、選ばないという選択をして……」　　


    　ギギナが言うように、俺の内の恐怖も惑いも、痛みも過去も、自己とするしかないのだろう。


    　俺たちの武器はおそろしく頼りないとはいえ、それしかないのだから。


    　そして、生の一瞬一瞬の選択に、ギギナは噓と偽りを排して選択している。だからこそ、あれほどまでに強く鮮烈な生きざまを貫けるのだろう。


    「だからこそ選択は尊い。その人間がなにをなし、なにをなさなかったかが存在を証明する」


    　ギギナが冷たい表情で吐きすてた。俺はうなずくことで同意を示す。


    　レメディウスが大きな天の言葉でエリダナを盤ばん面めんとして呪うのなら、俺たちは地を這はいずるような行動で対たい峙じするしかないのだ。


    　エリダナが盤面にされていると分かったことで、別のことを思いついた。ヤナン・ガランとアムプーラの咒式の正体は分からないが、盤面をひっくり返すことが対抗策となるのではないか？


    　俺は魔ま杖じよう剣けんヨルガを抱えなおし、咒式を検索する。必要とされるのは巨大な咒式だ。紡つむぎながら、他の攻勢咒式士に倣ならって突入の合図を待つ。足音に林に散らばる攻性咒式士たちの視線が集中する。


    　林の奥の本部から、ヤークトーを引きつれたラルゴンキンが現れた。


    　巨漢の眉み間けんには、深い皺しわが刻まれていた。腰の小箱から、葉巻が取りだされる。


    「どうやら、我らの奇襲が見抜かれているらしい」


    　ラルゴンキンは難問に対して考えるように葉巻を咥くわえる。


    「ヤナン・ガランとアムプーラによって、強力な咒じゆ式しき干かん渉しよう結界が時計台に張りめぐらされているようです」


    　ヤークトーが補足する。俺は絶望的な事実を確認しておく。


    「とくにヤナン・ガランの咒式干渉結界は、最初の遭そう遇ぐう時に証明されたように、あまりに強力すぎる」


    「不可能ですが、ここにいる咒式士全員が、仮に第七階位の咒式を使用しても破壊効果は減げん殺さいされます。巨大な時計台ごと、一瞬で咒式弾頭を灼やきつくすのは不可能でしょう」


    　俺とヤークトーの推測は一致していた。


    「飛ひ翔しよう咒式で取りつこうにも、上層からの咒式攻撃の的になるだけだろう。大禍つ式アイオーンの咒式を浴びにいきたいやつはいるか？」


    　返答があるわけもない。俺は、両手を小さく掲げてみせる。


    「だから完全な手詰まり、さ」


    「こちらに気づいているなら、大禍つ式アイオーンどもはなぜ咒式弾頭を発射しない？」


    　ギギナの疑問に俺が答える。


    「あちらとしても、邪魔がいくらでもできる不確実な遠えん隔かく発動はしないだろう。時限発動式を採用しているはずだ」


    「……だといいけどね」


    　ジャベイラが懸け念ねんを漏もらした。たしかに、推測するにも情報が足りない。


    「ヤナン・ガランとアムプーラに発動を任せている可能性もある」俺は考えてみる。「俺たちの接近に気づいても弾頭を発射しないということは、刻限までは〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の目的より、あのふざけた夜会を優先したいと考えられる」


    　論理を詰みあげ、残った道はひとつしかない。


    「つまり時間までに制圧すれば、あのおそるべき咒式弾頭は炸さく裂れつしない、という可能性がある。遊ゆう戯ぎに乗っかりつつ弾頭を停止させるか破壊する。そこにしか俺たちの活路はない」


    　俺の示した小さな希望に、咒式士たちがうなずく。


    「よし、向こうが真っ向勝負を望んでいるなら事態は簡単だ」そしてラルゴンキンが決断を下す。「戦って勝利すればラズエルは救われる！」


    　ラルゴンキンの目が、攻こう性せい咒式士たちを王侯のごとく睥へい睨げいした。右手に握られた巨大な魔ま杖じよう槍そう斧ふが掲げられた。鋭利な穂先は、公園の先にそびえる時計台を示す。


    「二班は、副隊長のワイトスが率いて右入り口から。三班は、同じく副隊長のブレイグが率いて左入り口から突入し、咒式弾頭を捜索しろ」


    　名前を呼ばれた二人の攻性咒式士が、魔ま杖じよう剣けんを掲げて返答。すぐに隊員を編成しはじめる。


    「ヤークトーとベイリック、警察士と九階かい梯てい以下の咒式士はここに残れ。咒式弾頭が発射されたら、咒式で迎撃しろ」


    「弾頭にヤナン・ガランかアムプーラが護衛についているかぎりは無意味でしょうが、私が行ってもなにもできません。賢明な分担です」


    　ヤークトーが答え、ベイリックが無言でうなずき、後ろへと下がっていく。


    「私とイーギーとジャベイラと一班、そしてガユスとギギナの最精鋭が正面から突入」鳶とび色の目には強きよう[image: ]じんな意志の光。「全力であのクソ禍まがつ式しきどもを叩く！」


    「推理ごっこがいつまで続くかと思ったが、ようやく私の出番だ」


    　ギギナも肯定する。


    「ヤナン・ガランとアムプーラという最上級の〈異い貌ぼうのものども〉を相手にして、十階かい梯てい未満の咒じゆ式しき士しでは足手まといにしかならない」


    「ヤークトー、勝率を計算してくれ」


    　ラルゴンキンの声に、老千せん眼がん士しが演算を始める。


    「エリダナを盤ばん面めんとしたチェルス将しよう棋ぎが続いているとして、駒こまの残り数だけ禍つ式がいると推測されます。そして、アムプーラとヤナン・ガラン。こちらは十三階梯が三人に、十二階梯二人を含む一八人の咒式士が突入します」


    　老咒式士はあっさりと勝率を弾いた。


    「我らの勝率は、三五・五五から三六・七八％といったところでしょう」


    「そこは、噓うそでも五〇％を越えていると言っておけよな」


    　イーギーが不敵な笑みを浮かべつつ、双そう剣けんの柄つかに手をかける。


    「悪い賭かけではない」


    　獰どう猛もうな笑みを口の端はに刻んで、ギギナは屠と竜りゆう刀とうを肩に担ぐ。


    「全員聞け」


    　ラルゴンキンの野太い声に、咒式士たちの視線が集まる。ラルゴンキンは葉巻をゴミ箱に投げ捨てた。


    「この一戦に、ここにいる二十四人の咒式士と四人の警察士の魔ま杖じよう剣けんに、ラズエル社員と訪問客の一二〇五人の命運がかかっている」


    　巨漢の声は静かで力強かった。


    「私はこの街が好きだ。我ら咒式士を受け入れる数少ない街、このエリダナがな。そしてこの街には美味うまい料理屋があり、我らの家族や友人がいる」


    「かわいい女どももな」


    　ギギナが言葉を足す。想いを寄せる女の面おも影かげを思い浮かべたのか、攻こう性せい咒式士の男たちが静かにうなずく。誰にでも、恋人や妻、娘に母、姉や妹がいるのだ。


    「あら、かわいい男もいるわよ」


    　ジャベイラが俺の顔を自分の頰へと引きよせた。今度は攻性咒式士の女たちが笑みを零こぼす。煽せん動どう者しやの俺としては盛りあげておくか。


    「逃げても誰も責めない。だが、ここで逃げたら後悔するうえに大損になる」


    　俺の言葉に、全員の顔に疑問符が浮かぶ。


    「考えてもみろよ。この戦いに生き残れば、ラズエル社からは礼金の取り放題だ。おまえらみたいなろくでなしでも、しばらくは人気者だ。この機会に童どう貞ていと処女でも捨ててこい」


    　俺の冗談に、全員が笑みや失笑を零こぼす。


    　ラルゴンキンも太い笑みを浮かべ、次の瞬間、表情を引きしめた。


    「だからこそ、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉と禍まがつ式しきどもには退場を願おう。地獄の底の底までな」


    　ラルゴンキンの怒声があがる。


    「一分後に総員で突入する、散開っ！」


    　二十八振りの魔ま杖じよう剣けんが振り上げられた。


    　そして、風よりも速く静かに、攻こう性せい咒じゆ式しき士したちが走りだす。


    



    



    　轟ごう音おん！


    　俺が紡つむいだ化学錬れん成せい系咒式第三階位〈爆ア炸イ吼ニ〉が炸さく裂れつ。トリニトロトルエンの秒速約六九〇〇メルトルの衝撃波と爆炎が、樫かし扉とびらを粉砕する。


    　粉ふん塵じんと木の破片を貫いて、俺たちは一いち陣じんの突風となって突入する。


    　時計台一階、石造りの城じよう砦さいの回かい廊ろうでは、爆裂の残響音以外の音が絶えていた。


    　天井の窓から射しこむ陽光が、埃ほこりの舞う室内を照らしていた。冷たい石いし畳だたみや、大木のような石柱の輪りん郭かくが浮かびあがっている。


    　回廊は奥へと続いている。石柱の間を、攻性咒式士たちは颶ぐ風ふうのように走りぬける。


    「来るぞ！」


    　先頭を走るラルゴンキンの叫び。前方の回廊の空中に、作用量子定数の変化が励れい起き。朧おぼろな光を帯びた、複雑な組そ成せい式しきが展開していく。


    　回廊の空気に波は紋もんがいくつも広がった。渦うずの中心から、胎たい児じが産まれるように禍つ式が顕けん現げんしてくる！


    「出産祝いを受けとって、そして懐かしの故郷、地獄の糞くそ海うみに帰りな！」


    　叫びとともに、ジャベイラの魔杖剣〈光を従えしサディウユ〉の先端で光が炸さく裂れつ。数条の光が前方へと放射される。


    〈光条灼弩閃レラージエ〉の咒式は、強力な電磁場干かん渉しようで自由電子の電子軌道をまとめ、硬Ｘ線レーザーを放つ。だが、電磁光学系咒式第六階位〈煌光灼弩連閃射レライエス〉は、硬Ｘ線レーザーの多重発動を可能にする。


    　数十の人面で構成される〈兵士〉が、数個に両断。数十の唇から悲鳴をあげた。自らの頭部を捧げもつ僧服姿の〈司教〉は、胸元の額に黒い穴を穿せん孔こうされ、倒れた。


    　ジャベイラの熱線は禍つ式の肉体を貫通し、切断していく。


    　強烈な光の刃が、弾け、散乱した。石柱の間から実体化した、立方体や三さん角かく錐すいの〈塔〉が、咒式干かん渉しよう結界を何重にも展開させはじめたのだ。


    　ラルゴンキン社の咒式士たちが放った雷撃や爆裂が、減げん殺さいされた。遠えん隔かく攻性咒式は、咒式士から距離が離れるほどに作用量子定数への干渉が弱まるためだ。


    「禍つ式に対しては効果が薄いっ！」


    　俺の叫びで、全員の牽けん制せい咒じゆ式しきが停止。結界の向こうで、後続の禍まがつ式しきが実体化していく。俺たちの後方からも、禍つ式どもが生まれてくる。ラルゴンキンが魔ま杖じよう槍そう斧ふを掲げる。


    「接近戦に持ちこめ！」


    　即座に咒式士たちは回かい廊ろうで円陣を組む。周囲からは、異い形ぎようの禍つ式が溢あふれる。即座に接近戦が開始された。


    　俺の眼前にある石柱の陰からは、蹄ひづめの音が響く。四肢をそなえた馬体からは、馬の頭の代わりに装そう甲こうされた騎士の上半身が生えていた。


    　騎士の頭部は、再び青黒い馬の頭へと戻っている。


    「馬か騎士かはっきりしろよ」


    　馬頭の騎馬兵はけたたましい嘶いななきをあげて、俺の疑問をあきらかにしてくれた。長槍を脇に抱えて猛然と突進してくる。〈矛槍射ベリン〉で迎えてやるが、槍の一振りで弾かれた。


    　長槍の穂先が、俺の心臓めがけて突きだされる。


    　俺の左胸の寸前で、槍の先端が停止していた。


    　横合いからイーギーの双剣が差しだされ、火花を散らして長槍を挟はさみ止めていたのだ。


    　異形の剛力とイーギーの膂りよ力りよくとが、俺の眼前で激しく争う。槍と双剣が金属質の悲鳴をあげる。


    　魔ま杖じよう剣けん〈右鳴りのラカースス〉と〈左利きのレグルスス〉から咒式と空から薬やつ莢きようが弾けた。刃は、槍の穂先を挟み砕くっ！


    　騎馬兵の体制が崩れた。左前脚の蹄で、踏みとどまる。しかし、イーギーが間合いに踏みこんでいた。交差していた双剣を、騎士の胸元へと突き入れる。


    　先ほどと同じ化学鋼こう成せい系咒式第三階位〈微ブ振ー刃ン〉が発動。双ふた子ごの刃身の金属が、微細な鋸のこぎりとなり、秒間五万回を越える超振動を引きおこす。


    　イーギーが両手に握る双剣を広げる。ヘモシアニンを含んだ青い血液と内臓をブチ撒まきながら、騎士と馬体が綺き麗れいに分断された。イーギーが馬の胸を蹴けりつけて後方宙返りをし、俺の傍かたわらに着地した。


    　馬は前脚の膝を折って回廊に倒れる。馬頭騎士の上半身は、落下しながらも折れた槍を投とう擲てきしようと右腕を掲げる。しかし、俺の放った〈爆ア炸イ吼ニ〉の爆裂で挽ひき肉にくになり、俺とイーギーに青い血ち飛沫しぶきを浴びせた。


    「やるね。俺の次の次に」


    　俺の言葉に、イーギーが呆あきれ顔。


    「戦闘中に喋しやべるな。ガユスはいつ口を閉じているんだ？」


    「おまえのほうが言葉は多い、って、この答えで俺のほうが多くなるな」


    　イーギーに返された俺は、すぐに言いかえす。


    　心底呆あきれた顔をしたイーギーは、次の瞬間には表情を引きしめる。アルリアンの戦士は、包囲網を破ろうとする前線へと向かう。青年の背に俺も続く。


    　ラルゴンキンとギギナの背に追いつく。回廊の石いし畳だたみに、石柱のような太い前脚が踏み下ろされる破砕音と、巨獣の咆ほう哮こうが反響する。


    　巨大な灰色の質量が、俺たちの前方を塞ふさいでいた。


    　太い四し肢し、家一軒ほどもある胴体。放熱板のような耳が顔の左右についている。長い鼻は第三の前脚のように揺れていた。


    　見上げるほどに巨大な、象の姿だった。俺は思い出したようにつぶやく。


    「たしかに〈司教〉の駒こまは、古いチェルス将しよう棋ぎでは象の駒だったが、これは反則だ……」


    　巨象は、通常より倍以上は長い鼻を、回かい廊ろうの高い天上に届く寸前にまで掲げた。次の瞬間、垂直の破は城じよう槌ついのごとく振り下ろす。


    　巨岩の落下にも等しい一撃を、ラルゴンキンが受けとめた。両拳の間、魔ま杖じよう槍そう斧ふの柄で受けたのだが、あまりの衝撃に、巨漢の踵かかとが石いし畳だたみを踏み砕く。


    　巨象の鼻先が弾け、放射状の鋭利な牙が飛びだす。


    　自分を串刺しにしようとする牙の殺到を、ラルゴンキンの左の巨拳が砕く。同時に魔杖槍斧を右手首の力のみで小枝のごとく回転させ、長い鼻を両断。


    　青い血霧の軌跡を描き、巨漢は肩口に槍斧を担ぐ。巨象が迎撃しようとするが、姿勢が傾く。


    　地を這はうように跳躍していたギギナの一撃が、巨象の右前脚を両断していたのだ。


    「集団戦だということを忘れるなよ、禍まがつ式しき！」


    　傾いた巨象の頭部に向かって、ラルゴンキンが魔杖槍斧〈剛ごう毅きなる者ガドレド〉を振り下ろした。恐怖に目を見開く巨象の眉み間けんへ、斧が叩きつけられる。同時に咒じゆ式しきが炸さく裂れつ。


    　化学錬れん成せい系咒式第五階位〈曝轟収斂錐波アミ・イール〉によって、斧の刃先より発生したヘキソーゲンの爆裂が、擂すり鉢ばち状の咒式指示式によって、一点に誘導される収束効果を起こす。死の錐きりとなった衝撃波が、巨象の分厚い頭ず蓋がいを粉砕する。


    　爆風は巨象の内臓を挽ひき肉にくにしていき、腹部が膨ぼう張ちよう。皮ひ膚ふの弾力破断限界を越えて破裂。青黒い血液と内臓が石畳にブチ撒まけられ、湯気をあげる。


    　ラルゴンキンが刃に乗せた〈曝轟収斂錐波アミ・イール〉は、岩盤掘くつ削さくにも使われるものだ。収しゆう斂れんした爆風は、通常の炸裂に数倍する貫通力を発はつ揮きし、近接咒式の極きよく致ちのひとつであることを見せつけた。


    　頭部を消失して均きん衡こうを失った巨象が、自らの内臓と青い血ち潮しおの海に倒れる。轟ごう音おんが回廊に響きわたる。


    　巨象の前脚を切断していったギギナは、留まることなく疾走。回廊のさらに奥へと駆けぬけていた。


    　疾走するギギナの前方にある石柱の陰に、波は紋もんが生まれる。左右から鈍にび色の立方体と三さん角かく錐すいの〈塔〉の禍つ式が生まれた。二体で一体らしく、同時に結界と爆裂咒式を紡つむぐ。


    「るるるるるああっっ！」


    　勇壮な咆ほう哮こうをあげ、ギギナの突進が加速する。ギギナは屠と竜りゆう刀とうネレトーの柄つかを引き伸ばす。全長二九九〇ミリメルトルという、両手持ちの槍に伸長したネレトーが、銀の円盤となって旋回。閃せん光こうをともなって振り降ろされる。


    　結界ごと右の立方体に吸いこまれるように斜めの斬ざん撃げきが疾はしりぬけ、翻ひるがえった斬ざん光こうが左の三さん角かく錐すいに線を描く。


    　ギギナが長外套コートをなびかせ、二体の間を駆けぬけた。高硬度の禍まがつ式しきたちは、四つに分断され、落下した。耳障りな四つの落下音と、青い体液が撒まきちらされた。


    　凄せい絶ぜつな軌跡は、美神の舞踊のような優雅さだった。


    　ギギナの疾しつ走そうは止まることなく、長槍となった屠と竜りゆう刀とうは翼のようにも見えた。さらに回かい廊ろうの終点に波は紋もん。禍つ式が湧きでてくる。


    　空間の波紋から、馬の頭部が生まれ落ちようとしていた。無表情な眼。唇には青い業ごう火か。巨大な馬の頭部だった。ギギナの屠竜刀が一いつ閃せん。


    　断面から青い血ち潮しおを噴出させ、馬の頭部が飛んでいく。首を無くした巨人の胴体があとから出現して、前のめりに倒れていく。


    　遅れて石床に逆さに落下した馬の頭部。死者の視界に捉えられたのは、ドラッケンの戦鬼の優美な後ろ姿だろう。


    「包囲網が崩れた、ギギナに続け！」


    　ラルゴンキンの号令に、禍つ式どもを青い血の海に沈めた咒じゆ式しき士したちが反応。一いつ斉せいに奥へと走っていく。


    　包囲網を抜けて前進する攻こう性せい咒式士たち。背後からは、禍つ式が怒号をあげながら追いすがってくる。俺が振り向きざまに咒式を放とうとした刹せつ那な、雷撃と爆裂咒式が炸さく裂れつ。


    　もう一度振りかえると、回廊の左右から出てくる攻性咒式士たちの姿があった。左右の棟で弾頭を捜索していた二班と三班が、中央部の俺たちに合流してきたのだ。


    「所長、左棟には弾頭がありません！」


    「同じく右にも痕跡なし」


    　ワイトスとブレイグ、二人の副隊長の報告。


    「バカとマヌケは高いところが好きだと言うが、やはり弾頭は時計台の上か」


    　ラルゴンキンが厳しい視線を回廊の奥、時計台の基底部に向ける。


    「一班、二班、三班はここで残りを足止めしろ。ワイトスとブレイグは、このまま我らに合流して時計台に突入、散開！」


    　攻性咒式士の群れは二方向に分かれて走りだす。俺の背後で、さらなる爆裂音と怒号が炸裂。禍つ式どもの絶叫があがる。


    　前進するギギナの背に、ラルゴンキン、イーギー、ジャベイラ、遅れて俺とワイトスとブレイグが続く。


    　俺は確信していた。


    　二度の戦闘で、俺とギギナとラルゴンキンの連中の呼吸も合ってきた今、この一団の総合戦闘力を止められるものなど、地上には存在しない。


    　ヤナン・ガランとアムプーラが相手といえども、まったく負ける気がしない。


    　なぜだか懐かしい気分だ。


    　ギギナに追いつくと、相棒の横顔にも笑みがあった。


    　迫ってくる回かい廊ろうの奥。再度の〈爆ア炸イ吼ニ〉の爆炎で扉をブチ破る。爆煙と扉の破片を駆けぬけ、俺たちは時計台基底部へと突進する。


    



    



    　時計台の塔の基底部には、広い石床が広がっていた。予想したような待ち伏せはなかった。


    　底から見上げると、時計台の内部は中空の楼ろう閣かくとなっていた。縦横に交差する支柱や梁はり、補修用の足場が幾き何か学がく的な構造となっていた。


    　階ごとに設けられた窓から、陽光が光の帯となって射しこんでいた。交差する光は、幾何学的な支持構造に複雑な陰影を加えている。


    　支柱や光の遙はるかな上方に、巨大な歯車や機械が見えた。あそこが時計を動かす機械なのだろう。


    「ここから上がれるぞ！」


    　ブレイグの声に、首を水平に戻す。髭ひげ面づらのブレイグは、頑丈な四方の壁に設えられた階段に向かっていた。俺はギギナを見た。相棒がうなずく。


    　ブレイグ以外の全員が、階段から上ることを選ばなかった。


    　イーギーと副官のワイトスが、そろって跳躍。同時に支柱を摑つかんで、さらに跳躍し、三階の高さの梁へと消えた。ラルゴンキンとジャベイラも続いて飛ひ翔しようする。


    　ギギナの右手が伸びて、俺の襟えり首くびを摑んだ。荷物でも扱うかのように持ち上げられ、次の瞬間、視界が揺れる。


    　俺の身体からだは、伽が藍らんの宙空に飛んでいた。


    　足の先に、下から俺たちを見上げるブレイグの髭面が見えた。跳躍が不得意らしきブレイグは、悔しげな顔。諦あきらめたように階段をさらに上がっていく。


    　ギギナの足の裏が梁に着地する衝撃。俺の身体は玩具おもちやのように揺れ、さらにギギナが上方への連続飛翔を敢かん行こう。


    「人の咒じゆ式しきだと楽だな、って痛え！」


    　五階部分に着地すると同時に、俺の脛すねが硬いものに打ちつけられた。痛みに呻うめくしかない。


    　見ると、梁に備えつけられていた金属の筒つつがあった。埃ほこりを被かぶっているが、古い消火器の金属の筒だった。


    　周囲を見回すと、同じような消火器が梁や支柱に備えつけられていた。よりによって自らの脛に当たるとは、俺の運はかなり悪い。


    「幸先が悪すぎる。おそろしく帰りたくなってきた」


    「心配するな。緻ち密みつな計算でわざと激突させてやっただけだ」


    　一言で切りすてるギギナに、俺は涙目で訴える。


    「あの、こんな状況で嫌がらせする意味ってなに？」


    「私は、自由とは、近代の前提である、とても大事な概念だと思っている」


    「自由すぎるわ！　あと近代の定義だけなぜ正確なのかが意味不明だ！」


    　ギギナが不満そうな顔をする。


    「とにかく、もう少しあれだ、宝物を運ぶように優しくしろ」


    「貴様が大事なものであるなら、私は世界に絶望する」ギギナが、膝を撓たわめた。「急ぐぞ。跳躍はもっと荒くなる」


    　ギギナが膝を伸ばそうとした瞬間、絶叫が楼ろう閣かくに反響した。


    　見上げた俺の頰に、熱い雫しずく。手に取ると、鮮血の飛沫しぶき。続いて、眼前の梁はりの交差部分に、濡れた音が弾けた。魔ま杖じよう剣けんを握った肘から先の右腕が落下し、絡まる。


    　絶叫が響いた。次々と落下してくるのは、小腸や肝かん臓ぞうらしき臓器の破片、[image: ]ねじれた両足。黒血の軌跡を曵ひきながら、奈落へと落下していく。


    　怒声と咒じゆ式しきの炸さく裂れつ音おん。先行していたイーギーとラルゴンキン、ジャベイラが上方から投げだされてきた。それぞれ、支柱や梁、補修用の足場に引っかかるようにして落下を防ぐ。


    「ワイトスが殺やられた！　あのクソったれ野郎っ！」


    　半面を鮮血に染めて、イーギーが叫ぶ。ラルゴンキンが魔ま杖じよう槍そう斧ふを構える。


    「来るぞっ！」


    　全員が楼閣の上方へと視線を向けた。魔杖剣には咒式が紡つむがれはじめる。


    　七階にある梁に立つのは、鎧よろい姿の巨人。〈戦の紡ぎ手〉ことヤナン・ガラン男だん爵しやくの威容だった。


    　巨人の右手は、ワイトスの頭部を摑つかんでいた。顔の半分が消失し、脳のう漿しようが零こぼれている。ヤナン・ガランは左手にもワイトスを下げていた。胸きよう腔こうから下が消失し、小腸が垂れ下がっているワイトスの上半身だった。


    　同どう僚りようの無む惨ざんな死体に、歴戦の攻こう性せい咒式士たちの動きが止まってしまっていた。


    「謎なぞかけを解いて、ようやくこの夜会の最終局面にまで辿たどりついたか」


    　俺たちを見下ろすヤナン・ガランの双そう眸ぼうは、真紅に輝いていた。


    「だが、せっかく最高の〈夜会〉を楽しみにしていたのに、これではつまらぬ」


    　全員の怒気が膨ふくれあがった。俺たちの攻性咒式が発動する瞬間、ヤナン・ガランがワイトスの頭部を投げ捨て、つぶやいた。


    「ここは空気が悪い。埃ほこりを払うから、少し退いておけ」


    「総員退避っ！」


    　ラルゴンキンの鋭い叫びに、俺たちの身体が反射的に後方へと緊急退避。紡いでいた咒式を切り換えつつ、時計台の壁にまで逃げた。


    　緊迫した場面に、階段を登ってきたブレイグが到着してしまった。


    「ブレイグっ！　逃げろっ！」というジャベイラの悲鳴は、音の波を伝える大気ごと消失した。ヤナン・ガランから塔の下方へと迸ほとばしる、極大の光の柱によって。


    　ブレイグに降りそそいだ爆光は、咒式防御や鎧など存在しないかのように、全身を貫通。超高熱で咒式士の身体を瞬間的に炭化、蒸発させた！


    　破滅の炎は、金属や木材の支柱や梁はりや足場も瞬時に消失させながら、怒ど濤とうとなって降りそそぐ。光は時計台の七階から一階へと垂直に貫いた。


    　轟ごう音おんが轟音で搔かき消され、熱せられた空気が刃となって吹き荒れる。


    　化学鋼こう成せい系咒じゆ式しき第四階位〈遮熱断障檻フォエニク〉の、ニッケル基き超ちよう合ごう金きんとチタン・アルミニウム金属化合物にホウ素や高こう融ゆう点てん元げん素そのハフニウムを添てん加かした断熱壁の内部で、俺たちは耐えていた。


    　狂乱の嵐が過ぎさった。眼前では、溶解した金属が陽炎かげろうをあげている。俺とラルゴンキンが二重に展開した、竜の火か焰えんの息吹すら防ぐ積せき層そう檻おりの一部が融ゆう解かいし、外部が見えていたのだ。


    　ヤナン・ガランの咒式の射線から充分以上に離れていて、この超破壊力。


    　檻を解除。時計台の窓枠に摑つかまりながら、身を乗りだす。熱風が俺の頰を叩いた。


    　見下ろすと、俺たちが登ってきた、支柱や梁の中央部が円柱状に消失していた。遙はるか下方、一階の石床には擂すり鉢ばち状の大穴が穿うがたれていた。大穴の底では、石床が融解し、泡立っていた。


    　俺の足元から落ちた石材の破片が、奈な落らくへと落下していった。破片は、一階に広がる灼しやく熱ねつの溶岩へと吸いこまれ、高熱の泡を弾けさせた。


    　ヤナン・ガランの巨体が、六階にまで下りてきていた。


    「この程度は完かん璧ぺきに避けろ。もう少しで〈宙界の瞳〉ごと消すところだったではないか」


    　俺は恐怖していた。


    　眼前の禍まがつ式しきが放ったのは、化学錬れん成せい系第七階位〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の咒式だった。


    　位相空間で核融合を起こした本来の威力よりは限定されてはいるが、数千から数万度の超々高熱を放射する、禁断の咒式だ。


    　恐ろしいのは、十三階梯に達する本職の化学錬成系咒式士の俺でさえ、発動準備に数時間もかかり、脳や神経系を灼やききる覚悟がいる禁きん忌き咒式を、一瞬で展開してみせたことだ。


    「咒じゆ力りよくと演算能力の、桁けたが違いすぎる！」


    「来ないのか？　汝なんじらはこの人の街を救うために、私を倒しにきたのではないのか？」


    　ヤナン・ガランの鮮紅色の瞳が、伽が藍らんの壁際にたたずむ俺たちに向けられた。


    　だが、誰一人として動けなかった。


    　ここにいるのは、十二から十三階梯にも達する高位攻こう性せい咒式士たちだ。


    　だが、大禍つ式アイオーンは桁が違う。圧倒的な戦力差に、全員が俺と同じ結論、絶対的な敗北を導きだしていたのだ。


    「動かぬのなら、そのまま再び地獄の業火を浴びるがいい」


    　ヤナン・ガランが右手を掲げる。すでに〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉の、膨ぼう大だいな咒印組そ成せい式しきの半分以上が組みあげられている。


    　絶望の鉤かぎ爪づめに心臓まで摑まれていた。傍かたわらを駆けぬけていく影。


    　屠と竜りゆう刀とうを肩口に掲げ、空中を飛ひ翔しようするギギナの背中が見えた。


    　ヤナン・ガランがワイトスの胴体を投げつけ、ドラッケンの戦鬼の接近を阻止しようとする。


    　屠竜刀が一いつ閃せんされ、死体の弾丸を両断。ヤナン・ガランとギギナ。両者が空中で交こう錯さく。


    〈空輪[image: ]ゲメイラ〉の咒式により、ギギナの肩や足裏に噴射口が生成され、圧縮空気を放射。空中で急制動をかけ、足を中心に前方回転。ヤナン・ガランの手が空を切る。大禍つ式アイオーンの上空から、ギギナの回転斬りが放たれる！


    　意表を衝つかれたヤナン・ガランが両腕を掲げるも、刃は止まらない。騎士の顔面に、屠と竜りゆう刀とうの冷たい刃が食いこむ！


    「よくぞ来た！　私はおまえのような勇者を待っていた！」


    　ヘモシアニンの青い血飛沫ちしぶきをあげながら、ヤナン・ガランが凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。青く染まった顔面に、さらにギギナの渾こん身しんの刃がめりこむ。


    　ヤナン・ガランが体を捻ひねり、ギギナも巻きこまれる。二人の戦鬼が時計台の空間を落下していく。


    　俺たちの階を通りすぎ、奈な落らくへと墜ちていくと思われた二人は、空中で分離。鐘しよう楼ろうの空間に立つ。まるで、不可視の地面があるかのように空中で停止していた。


    　俺は目を凝こらす。鐘楼の空中に、糸が張りめぐらされていた。落下の途中に、ヤナン・ガランが生体変化系第二階位〈蜘蛛絲スピネル〉の咒じゆ式しきで、巨大な蜘く蛛もの巣を生成したのだ。


    「さあ、ここが我らの闘技場だ」


    　死闘の開幕を告げる、ヤナン・ガランの大だい音おん声じよう。


    「地獄の勇者たちよ、いざ参れ！」


    　俺の左右をラルゴンキンが、イーギーが、ジャベイラが雄お叫たけびをあげながら駆けぬけた。四階の空中に浮かぶ禍まがつ式しきへと跳躍し、魔ま杖じよう剣けんの刃が殺到。動きに連動して、蜘蛛の巣の上をギギナが疾走。


    　上下左右、合計五条の魔杖剣の殺到を、ヤナン・ガラン男だん爵しやくがまともに受ける。


    　だが、禍つ式は必殺の刃を、すべて受けとめていた。


    　ジャベイラの細い刃を、巨きよ斧ふが受けとめ、続くイーギーの双剣を楯たてで弾いた。ラルゴンキンの槍斧を三みつ叉またの槍が防ぎ、ギギナの巨刃を大剣で逸そらしていた。


    　攻こう性せい咒式士たちの間を縫って、俺が紡つむいでいた〈電マ乖ー閻コ葬キ雷ア珠ズ〉のプラズマ弾が疾走。ヤナン・ガランに着弾する寸前、眩まばゆい光と火花に変換された。六角形の光の組そ成せい式しきが、大禍つ式アイオーンを守っていた。


    「ちょっと待て!?」俺は呆あきれていた。「この距離で隙すきを突いて、第五階位の咒式が完全無効化って、どこまで強力な結界だ!?」


    「弓きゆう弩どのような咒まじないは無ぶ粋すい、そして無益」


    　咒式剣士たちの攻撃を受けたヤナン・ガランの足裏で、撓たわんでいた蜘蛛の糸が弾性で戻る。


    　勢いを載せた巨斧と大剣と三さん叉さ槍やりと楯が、四人の咒式士たちに振るわれる。四人は、血や鎧よろいの破片を散らしながら、薙なぎ倒され、吹き飛ばされる。


    　鐘楼の壁へイーギーが叩きつけられ、支柱へラルゴンキンが背中から激突。ギギナは窓に投げつけられ、石材が砕ける。


    　ジャベイラが壁に衝突する寸前に、俺が体で受けとめた。転がりつつ、支柱に脇から激突。胸のなかでは、ジャベイラが微笑む。


    「あら、意外と優しい男だったのね」


    　ジャベイラは、右腕の肘ひじ、胸の裂れつ傷しようから激しく出血していた。


    「どちらかというと、俺も意外に思うくらい運が悪いみたいだけどね」


    　俺は、自らの肋ろつ骨こつと肋ろく軟なん骨こつの四本が折れていたことを確認していた。転がった先、俺の脇腹のあたりには、またも備えつけの消火器があったのだ。いくらなんでも不運すぎる。


    　激痛に呻うめきながらも視線を戻す。時計台の内部で交差した梁はりや支柱の上、ギギナやラルゴンキン、イーギーは、すでに戦闘態勢をとっていた。


    　だが、全員が鼻び孔こうや口の端から血を流していた。ギギナの治ち療ゆ咒じゆ式しきが次から次へと発動されている。


    　全員の視線が、梁に立つヤナン・ガランを凝視していた。大禍つ式アイオーンのありえない防御の理由が分かった。


    　右肩と左肩から生えた両腕が、禍まが々まがしい漆しつ黒こくの大剣を掲げていた。左脇腹の下から伸びた腕は、悪鬼の顔を模した楯たてを構えている。


    　右脇腹から生えた腕は、血色の大斧の柄を握っていた。下腹の側面から生えた両の第三腕が、不吉なまでに長大な三さん叉さ槍やりを下げている。


    　ヤナン・ガラン男だん爵しやくは、節せつ足そく動物のような二つの関節を持つ六本の腕を生やしていた。六本の手のそれぞれに、咒式合成した異界の武器を掲げているのだ。


    　双そう眸ぼうと額と頰に、都合六つの複眼があった。全身を覆おおうのは、昆虫のような緑の甲かつ冑ちゆう。元々巨大な全身が、さらに一回り巨大になっていた。どうやら〈戦の紡つむぎ手〉という異名は、蜘く蛛もにかかっていたらしい。


    「〈混沌ケイオス派〉でも有数であるこの干かん渉しよう結界があるかぎり、私に無ぶ粋すいな咒まじないは通用せぬぞ」


    　流れるような熟達の武人の動きで、六本の腕の先にある四つの武具が構えられた。禍まがつ式しきの武将は、完全装そう甲こうされた爪先で一歩を踏みだした。


    「禍つ式と人の闘争の古式に則のつとり、刃のみを携たずさえてかかってくるがいい！」


    　装甲が砕け、衣装が血ち塗まみれになった攻性咒式士たちが散開した。梁や支柱や足場を疾走し、飛ひ翔しよう。俺も魔ま杖じよう剣けんを握りなおして続く。


    　ヤナン・ガラン男爵は、俺の指輪に遠慮して遠隔攻性咒式を使わない。一見、俺たちに有利に思えるが、咒式を使わないときには、ニドヴォルクが使ったエニンギルゥド以上に強力な結界が鉄壁の防御を行う。


    　ヤナン・ガラン級の咒式干渉結界には、俺やジャベイラのような後衛はほぼ無力。つまり、相手が言うように、咒じゆ力りよくを宿した魔杖剣で直接攻撃を叩きこむしかない。


    　ラルゴンキンやギギナやイーギーが足先で間合いを詰めていく。そして、ついに戦の紡ぎ手と、疾しつ駆くする咒式士たちの間合いが接触した。


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうとラルゴンキンの魔杖槍そう斧ふによる、雷らい速そくと破は城じよう槌ついの連続刺し突とつを、さらに高速で閃ひらめいた悪鬼の楯が受けとめ、大だい音おん声じようをあげる。


    　返されるヤナン・ガランの大斧と三叉槍と大剣の嵐を、屠竜刀と魔杖槍斧が弾き、受けながす。火花が散り、刃の軌道に入った支柱や梁はりが微み塵じんにされていく。


    　ヤナン・ガランに対抗する咒じゆ式しき剣士たちの動きに、俺の目が追いつかない。


    　咒式剣士たちは、脳の神経細胞の刺激伝達を開始させるプロテインキナーゼＣの活動を活性化させる、ＥＮＨタンパク質を合成させる遺伝子を発現させている。


    　また、神経伝達を妨さまたげるのは、細胞内側の膜上に集まった陰イオンから離れ、マイナスに帯電していない領域が増え、脱分極の波が伝わることが早くなるためである。咒式剣士は、神経細胞内側の膜上の陰いんイオンを中性化させる電位依存性カルシウムチャンネルを新たに作りだす。跳躍伝導を行わない無む髄ずい神しん経けいですら、秒速五〇メルトルの速度で伝達し、常人の数十倍の神経伝達速度を可能とする。


    　ヤナン・ガランと咒式剣士たちの間では、凄すさまじい速度の刃の嵐が吹き荒れる。銀の閃せん光こうの乱舞に、俺の剣が割りこむ瞬間を見つけた。


    　間合いに入った俺を、即座に大剣が迎撃。ギギナの屠と竜りゆう刀とうが弾き、耳元で風切り音が唸うなる。大剣を弾いたギギナへと繰りだされる三さん叉さ槍やりを、ラルゴンキンの槍そう斧ふが強引に受けとめる。


    　凄まじい膂りよ力りよくで凶悪な三みつ叉またの槍が逸そらされていく。穂先が俺の前髪を焦こがすように掠かすめ、流れた。刃は、金属の支柱を薄紙のように貫通した。


    「貴様には無理だ」


    　ギギナが言い捨てて、前進していく。


    　これが前衛咒式士たちの世界。刀剣の暴風雨が支配する、刹せつ那なの世界だった。


    　翻ひるがえるヤナン・ガランの槍を、再びラルゴンキンの槍が迎げい撃げき。下に流して封じる。ラルゴンキンの逞たくましい背を蹴けって、イーギーが飛ひ翔しよう。下方から伸び上がる血色の巨きよ斧ふを、足を畳たたんで青年が回避。限界まで伸びた斧の峰みねをさらに蹴けって、双そう剣けんが振り下ろされる。刃はヤナン・ガランの兜かぶとを断ち割る。


    　急所への一撃を気にも止めない禍まがつ式しきが、両の第一腕を振る。握られていた大剣が水平の瀑ばく布ふとなって右から来襲。反射的に双剣を右体側に連ねて、イーギーが超衝撃を受ける。


    　漆しつ黒こくの大剣がイーギーの右の剣を砕き、右肘を切断。勢いをまったく減げん殺さいさせない刀身が、アルリアン人の首へと向かう。


    　闇の大剣が空気分子との摩ま擦さつを起こしながら、イーギーの頭髪を薙ないでいく。


    　ラルゴンキンがイーギーの足を摑つかんで、大剣の死の軌道から逃のがれさせたのだ。


    　連動する大斧が、ラルゴンキンの肩口へと叩きこまれる。重じゆう積せき層そう装そう甲こうを紙のように破壊し、血飛沫ちしぶきがあがる。


    　流れていたヤナン・ガランの大剣の水平軌道が反転。落雷のような一撃をラルゴンキンに向かって放たれるも、屠竜刀が迎撃。ギギナが刃の背に手を当てて、異界の剛力を押しとどめる。刃と刃が、金属質の絶叫をあげる。


    　ヤナン・ガランの右第二腕が動く。空あいたギギナの腹部へと、大斧が向かう。ドラッケン族は刃を弾く動作を利用して、後方へと跳躍。容よう赦しやない三さん叉さ槍やりの追撃。俺とジャベイラが突き出した刃が阻そ止ししようとするが、剛槍に軽々と弾かれる。


    　ギギナに迫る穂先。生体強化系咒じゆ式しき第二階位〈骨硬楯ボーント〉で、コラーゲン繊せん維い骨格にアパタイトとコラーゲンを高速成長させて硬化した骨の楯たてを広げ、槍の超衝撃を受けとめる。


    　ヤナン・ガランの手首が捻ひねられ、三みつ叉またの穂先が旋回。骨の楯を破砕し、甲こう殻かく鎧よろいごと左腕を貫通。


    　鮮血と破片を散らしながらも、ギギナは自らが生みだした楯を蹴けりつけて後方飛ひ翔しよう。


    　後方に下がっていた俺とジャベイラの隣に、ギギナが着地。ラルゴンキンやイーギーも並んでくる。


    　一瞬の攻防で、エリダナ最強の咒式剣士たちが満まん身しん[image: ]そう痍いになっていた。


    「双そう剣けんのイーギーを、孤こ剣けんのイーギーに変えないとならないな」


    　イーギーが苦痛に顔を歪ゆがめて笑った。駆けよったジャベイラが右腕から流れる血液に、苦い表情。


    「……よく笑っていられるものだ」


    　ジャベイラは、魔ま杖じよう剣けんに電でん磁じ雷らい撃げき系咒式第一階位〈灼剣ソーン〉を発動。


    「強制収容所の拷ごう問もんよりマシだ。俺の裸を見ると、女が引くからな」


    「もういい、黙っていろ」


    　悲痛な眼をしたジャベイラが、イーギーの右上腕の断面に灼しやく熱ねつの剣を押しあてる。吐き気がする臭気をあげながら、断面が炭化。出血を強引に抑える。


    　一方で、ギギナも重傷だった。三さん叉さ槍やりの一撃は、左腕だけでは止まっておらず、胸の甲殻鎧からも鮮血を流れさせていた。


    　ラルゴンキンも重傷だった。左肩口からの出血が、全身の重じゆう積せき層そう鎧よろいを朱に染めている。


    　治ち癒ゆと態勢の立てなおしの間も、全員の眼は禍まがつ式しきから一時も離れなかった。ヤナン・ガラン男だん爵しやくは無闇に追撃せず、武具を構えなおしていた。


    　イーギーの一撃で割れた兜かぶとから流れる、青い血ち潮しお。血液が顎あごに達し、さらに自らの甲殻鎧の胸に落ちていく。赤い複ふく眼がんが興味深そうに見ていたのだ。


    「我に傷をつけるか。これは愉快、愉快であるぞ！」


    　四つの武具を打ち鳴らして、ヤナン・ガランは勇壮な喜き悦えつの声をあげる。


    「夜会の獲物として不足なし。アムプーラには悪いが、あの咒式も〈宙界の瞳〉も私がいただこう！」


    　伽が藍らんの空気を震わせる、ヤナン・ガランの声。圧力に耐えながら、俺は相棒に尋ねる。


    「ギギナ、あいつの剣技はどの程度だ？」


    「今までの禍つ式たちは、三次元生物を越えた高次元生物ゆえの圧倒的な力と速度で戦う。しかし、それだけだ」ギギナが淡々と事実を述べていく。「同等の身体能力を持つ熟じゆく達たつの咒式剣士の振るう、人類が培つちかってきた剣技の敵ではない」


    　ヤナン・ガランを睨にらむギギナの眼は、強敵を認めていた。


    「だが、ヤナン・ガランは違う。人類の優位を保証している剣技においても、咒式剣士たちと比べてなんら遜そん色しよくない。どこで調ちよう律りつしたのかは知らぬが、少し変則ぎみでも超一流の剣術と槍そう術じゆつだ」


    　自らの血ち潮しおで血ち化げ粧しようを施ほどこしたギギナの顔が、強敵の出現への喜き悦えつに輝いている。つまり、とんでもなく危険な敵ということだ。


    「大昔の人間があれを見たなら、武神とでも思ったのだろうな」


    　最大級の賛辞だった。


    「だとすると、咒じゆ式しき剣士以上の圧倒的な身体能力と不死身の体を持つ、大禍つ式アイオーンのほうが絶対的に有利だな」


    　俺の分析にギギナがうなずく。


    「不利を覆くつがえすには、策を弄ろうする必要があるな」


    　俺は考える。咒式剣士の高速戦闘なら、一瞬の隙すきを作れば充分だ。なにがある？　あった。


    「ギギナ、ラルゴンキン、イーギー、ジャベイラ。策があるが、もう一度行けるか？」


    　俺の言葉に、イーギーやジャベイラが迷った。しかし、全員がうなずく。


    「貴様の人格は信用できないが、卑ひ怯きようさだけは信用できる」


    　ギギナの言葉に再び全員が強くうなずく。なにか悲しいが、俺は提案を述べる。


    「ラルゴンキン、葉巻をくれ」


    「葉巻を？　落ちつきたいのか？」


    「いいから、葉巻をあるだけよこせ」


    　俺はラルゴンキンが投げた小箱をうけとる。箱を捨てて、十数本の葉巻を左手に握る。


    「作戦は簡単だ。一気に押しこめ。俺が一瞬だけヤナン・ガランの隙を作る」


    　ラルゴンキンだけでなく、全員が怪け訝げんな表情を浮かべる。


    「迷っているヒマはない、来るぞっ！」


    　ヤナン・ガランが武具を掲げて突進しはじめており、咒式剣士たちも迎撃に向かう。


    　突撃する剣士たちの上空を、俺の咒式が越えていく。化学錬れん成せい系咒式第三階位〈緋竜七咆ハボリユム〉による七条のナパームの猛火は、ヤナン・ガランの結界の寸前で拡散する。梁はりや支持材の表面で激しく炎上する。俺が投とう擲てきしていた葉巻も、激しく燃えあがって煙を発する。


    「小こ賢ざかしい目め眩くらましなど通用せぬ！」


    　視界を塞がれた禍まがつ式しきが、強引に炎と煙を突き破ってくる。同時に咒式士たちの剣の群れが襲いかかる。


    　大剣と大斧と三さん叉さ槍やりの猛攻。大剣を屠と竜りゆう刀とうが受け、槍と矛ほこが激突し、打ち鳴らされる。


    　楼ろう閣かくの内部で燃えさかる炎が、幾き何か学がく的に交差する梁と支柱に複雑な陰影を加えていた。猛火が神話の一節のような死闘を照らしだしていた。


    「愚か者がっ！」


    　突きだされる長大な三叉槍。咄とつ嗟さに魔ま杖じよう剣けんヨルガで受けながすが、衝撃だけで軽い脳のう震しん盪とうを起こした。足が下がって梁から落ちそうになるも、なんとか踏みとどまる。


    「なにが愚か者だ！」


    　結界で咒式の炎が消火されていく。煙を吹き散らしながら、ヤナン・ガランの巨体が現れる。


    　禍まがつ式しきの大剣の突きを、大きく後退して回避。


    「こちらはジヴと千二百人の命が掛かっているんだ、てめえの戦士ごっこなど知るか！」


    　俺の言葉に、ヤナン・ガランが大きく息を吸った。禍つ式の武人の巨きよ軀くが、さらに膨ふくれあがる。全身には怒気が満ちていた。


    「ここは、貴様のような軟弱者がいる場所ではない！　神聖なる剣と矛ほこの裁きの場なのだっ！」


    　大禍つ式アイオーンは梁上の突進を開始。俺への怒りで直線の突撃になっている。俺の肩を摑つかむ手。


    　引かれて、体を入れ代えたジャベイラが尖せん剣けんを抱えて迎撃。ヤナン・ガランの長い手が振られる。漆しつ黒こくの大剣が空を切り裂いて降り下ろされ、女咒じゆ式しき士しの頭部を薙なぎはらう。


    　ジャベイラの姿が揺らぎ、禍つ式の咒式干かん渉しよう結界の範囲に入って完全消失した。電でん磁じ光学系咒式第二階位〈光幻軆イリユー〉による、ジャベイラの立体光学映像の詐さ術じゆつだった。


    　体勢が左へと流れたヤナン・ガランの脇へと、ラルゴンキンが突進。即座に三みつ叉またの穂先と巨きよ斧ふが怒ど濤とうとなって襲いかかる。ラルゴンキンが槍の穂先を弾き、大斧を回避。


    　大禍つ式アイオーンの大剣が水平の刃となって戻ってきた。ラルゴンキンの肘ひじでの防御をものともせず、脇腹へと向かう。


    　即死の刃は、表面で火花をあげて静止。ヤナン・ガランの複眼に驚嘆の表情が閃ひらめく。


    　化学鋼こう成せい系咒式第六階位〈重合鈞微隗甲鎧マー・モン〉でジルコニウム、チタン、ニッケル、銅など三種以上からなる合金の組織を一〇〇ナノメルトル以下で制せい御ぎよし、粒径をナノメルトル単位で均一に分布している状態にすると、通常よりも遙はるかに高い強度と靱じん性せいと耐食性を示す、ナノ金属となる。


    　超金属の鎧よろいを全身にまとったラルゴンキンは、まさに難なん攻こう不ふ落らくの城じよう砦さいとなり、ヤナン・ガランの刃すらも食いとめたのだ。


    「総員突撃せよっ！」


    　ラルゴンキンの槍そう斧ふがヤナン・ガランの刃を上へと弾いた。


    　ついに、禍つ式が握る四つの武具の防壁が開く。同時に弾丸となった華か剣けん士しイーギーが飛びこんでいた。


    　間合いに踏みこんできたイーギーに、黒き大剣が襲いかかる。しかし、返し刃は一瞬だけ遅かった。


    　肩口を切り裂かれながらも、イーギーが間合いを詰めた。左手の魔ま杖じよう剣けんを、流れた楯たての内側へ突き入れる。刃が左第二腕の肘を貫通し、破壊。ヤナン・ガランが憤ふん怒ぬの咆ほう哮こうをあげて、血色の斧を繰りだす。魔杖剣を手放したイーギーが梁はりの上へ側転して回避。


    　追撃として電光のごとき三叉の槍が放たれる。穂先の突進を、ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刀身が阻み、悲鳴をあげて絡みあう。


    　屠と竜りゆう刀とうを槍の穂先と嚙かみあわせたまま、ギギナがその強きよう靱じんな手首を返して支柱へと導く。三叉の槍の穂先は、金属の柱に食いこむ。


    　怒号をあげ斧を振り上げようとしたヤナン・ガランの顔に、苦痛の表情が閃ひらめいた。動きに瞬間的な停滞が起こった。


    　一瞬の隙すきに、ギギナが梁はりに長い柄をついて支点にし、後方回転。下から上への円えん弧こを描いた左足の爪つま先さきを、ヤナン・ガランが首を傾けて回避。


    　だが、左足に連動させたギギナの右爪先が、ヤナン・ガランの傾けた顎あごを蹴けりあげた。ギギナはそのまま後方へ回転し、着地。


    　割れ砕けた顎から青い血飛沫ちしぶきをあげながら、禍まがつ式しきが横よこ薙なぎの巨きよ斧ふを走らせる。しかし、地を這はうように低い姿勢をとっていたドラッケン族の上空を薙ないでいくだけ。終点で支柱に激突し、斧おのはなかばで止まる。


    　ヤナン・ガランの巨斧の一撃は、支柱を両断できないほどに速度と力が明確に落ちていた。ギギナの蹴りで脳のう震しん盪とうを起こしているのだが、肉体というものに慣れていない禍つ式には分からなかったのだ。


    　ギギナが手首を返す。三さん叉さ槍やりの柄に沿ってガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刀身を滑らせていく。刃は柄を握る右第三腕の手首に命中し、切断。ヤナン・ガランの槍の柄に軸足を乗せ、踏みこむ台とした。


    　ギギナの刃はヤナン・ガランの胸に叩きこまれ、鎧よろいを裂きつつ左第一腕まで疾はしりぬける。


    　青い鮮血の雨。床を掠かすめて蒼い火花を散らしていたラルゴンキンの槍斧が、猛獣となって跳はね上がった。


    　巨漢の穂先は、ギギナを追おうとしていた斧へと激突する。同時にラルゴンキンの槍斧の先端に紡つむがれていた、化学鋼こう成せい系咒式第三階位〈赫錏哭叫ハウレス〉が発動。金属還元熱反応の三千度の猛火が、火花とともに禍つ式の斧を溶解。握っていた右第二腕も火炎で灼やきつくす。


    　好機にギギナの刀身が翻ひるがえり、ヤナン・ガランの首筋へと急襲。


    　屠と竜りゆう刀とうは、防御しようと逆手に握った大剣の柄つかごと両断。ヤナン・ガランの頸けい動どう脈みやくに金属の牙が立てられ、ヘモシアニンの青い鮮血が噴出。ギギナの美び貌ぼうと全身を蒼く染めあげる。


    　禍つ式の咆ほう哮こうが、楼ろう閣かくを揺るがす。


    「み、見事なり、人の子らよ……」


    　大量の血を口こう腔こうから零こぼしたヤナン・ガランが、武人の笑みを浮かべた。


    「好きにはなれないが、武人としては嫌いなほうでもなかった」


    　返したギギナの屠竜刀ネレトーの回転式咒じゆ弾だん倉そうが、連続して火を噴いた。生体強化系咒式第五階位〈鋼剛鬼力膂法バー・エルク〉が発動。


    　全身の強化筋力が力点の柄に加わり、水平の断頭台となった刃が、ヤナン・ガランの首に作用。総頸動脈、左胸きよう鎖さ乳にゆう突とつ筋きん、左僧そう帽ぼう筋きん、そして脊せき髄ずいと大だい後こう頭とう神経を中心に、同様に鏡映しになっている右の首の諸器官を駆けぬけていった！


    　複眼の赤い残光を描きながら、ヤナン・ガランの頭部が宙空へと舞い上がった。放物線の頂点に達したあとは、落下に転じた。


    　青あお黔ぐろい血の軌跡とともに、鐘しよう楼ろうの奈落へと落下していった。


    　頭部と数本の腕を失った巨人の胴体は、それぞれの傷の断面から青い血を噴きあげながらも、鳴めい動どう。自らにまとわりつく咒じゆ式しき士したちを、巨きよ軀くの一振りで吹き飛ばす。


    「しつこいんだよっ！」


    　着地したイーギーには右手が存在しない。左手に魔ま杖じよう剣けん〈左利きのレグルスス〉の柄つかだけが握られていた。柄からは導線が伸びていた。導線は楯たてを握るヤナン・ガランの左第二腕に刺さっている刀身へとつながっていた。


    「まずは発はつ芽が！」


    　咒式の発動。ヤナン・ガランの首と腕の七つの傷口から、逆巻く奔ほん流りゆうが生まれた。


    　奔流は[image: ]ねじれあって七つの樹木の枝を繁らせた。枝の先端には幾百もの蕾つぼみが連なっていた。


    　イーギーが咒式を展開し、禍まがつ式しきの支配者の首なしの巨体が痙けい攣れんする。


    「さあ、ここからが、生体生成系咒式第四階位〈死屍色鬼櫻アムプス〉の本ほん領りよう発はつ揮き！　たとえるなら地獄の緑化運動！」


    　ヤナン・ガランの全身の血液が逆流。咒式植物の七つの枝に、体液が吸われていく。傷口から生えた樹木の先端にあるおびただしい数の蕾が痙攣し、一斉に開花した。


    　それは鮮烈な青、碧、蒼。


    　幾百幾千もの花弁が大きく開いていた。


    　ヤナン・ガランのヘモシアニンの青い血を吸って、なお青い桜の花は、幻想の美をもって咲き乱れていた。


    　禍つ式の傷口から生えた七つの枝に、満開の青い花弁が生まれ、楼ろう閣かくにそよぐ。


    　この世ならぬ幽ゆう玄げんの光景に、俺は立ちつくしていた。


    　華か剣けん士しイーギーが放った咒式は、外見の美しさとは違い、絶対的な死を呼ぶ陰いん惨さんで凶悪なものだった。


    　イーギーと接近戦を行い、触れられるだけで死が確定する。


    「てめえの好きな風流な死にざまだ」


    「花に嵐が足りないねっ！」


    　叫んだジャベイラの魔杖剣の先端で、電でん磁じ光学系咒式第六階位〈煌光灼弩連閃射レライエス〉が三重展開。数十条の流星となって空中を疾走した。


    　膨ぼう大だいな熱量を誇る光の刃の群れが、弱まった干かん渉しよう結界に着弾。赤外線レーザーより近距離で破壊力を発揮する硬Ｘ線レーザーは、破壊力のみで結界を薄紙のごとく貫通。ヤナン・ガランの胸板、肩、腕、腹、太ふと股ももへと突き刺さった。


    　ジャベイラが魔杖剣を振るうに従い、光の群れは縦横に吹き荒れた。


    　非情な硬Ｘ線レーザーが乱舞し、背後の支柱や梁はりごと禍つ式の体を灼やき斬っていく。まさに解体の光景だった。


    　再生能力や不死身を[image: ]ねじ伏せる、圧倒的な破壊。


    　禍つ式の心臓や脳がどこにあろうと関係ない、非情な殺さつ戮りくだった。


    　炭化した断面から蒸気をあげる間もなく、何百もの肉片が梁や支柱に落ちた。そして青い花弁を散らしながら、解体された肉片は奈な落らくの闇へと落ちていった。


    　荒い息を吐くイーギーとジャベイラ。二人が握る魔ま杖じよう剣けんの機関部と刀身から、硝しよう煙えんと蒸気があがった。


    　見たこともない伝でん導どう咒じゆ式しきを使うイーギーと、第六階位という高位咒式を三重展開するジャベイラの技は、神かみ業わざとしかいいようがない。


    　咒式の単純な破壊力では俺のほうが上だろうが、咒式の独[image: ]性ではイーギーが、制御力はジャベイラの方が一枚も二枚も上手だ。


    　華か剣けん士しイーギーと光幻士ジャベイラ。まさに、ラルゴンキン事務所の双そう璧へきと呼ぶにふさわしい壮絶な攻性咒式士だった。


    　止まっていた呼吸を吐いた。ラルゴンキンが倒れている俺を引き上げた。


    「どうやって、あのヤナン・ガランの動きを止めたのだ？」


    「いつ、毒ガス系の咒式を発動した？　いや、使っていても無効化されるはずだが？」


    　ジャベイラが疑問の声をあげる。ラルゴンキンの目に納得の光が浮かぶ。


    「なるほど、それで葉巻か」


    「そういうことだ」俺は悪魔の微ほほ笑えみを浮かべているだろう。「煙草たばこの葉に含まれるニコチン、ノルニコチン、アナバシンなど三十種類以上のニコチン系アルカロイドは、大昔に天然殺虫剤として使われていた。今でも園芸をしている人間の一部は、煙草を水に溶かして殺虫剤として使っているくらいだ」


    　説明を続ける。


    「俺たちにすれば煙たいくらいだ。しかし、蜘く蛛も類の呼吸器は、書しよ肺はいという気道が発展して形成される原始的な器官だ。単純な仕組みのために、空気中の有害物質を濾ろ過かする能力が低い。現実の肉体に慣れていないヤナン・ガランなら、赤ん坊が煙草を一気に吸うような気がしただろう」


    「私のかつての悪癖が役に立つとはな」


    　ラルゴンキンの言葉に、俺がうなずく。


    「また、葉巻が燃えるだけの純粋な化学反応だから、ヤナン・ガランの咒式干かん渉しよう結界では選別できない。大禍つ式アイオーンが、呼吸する空気まで選別しているほど繊せん細さいとは思えなかったのだが、見事に当たった」


    　ラルゴンキンの肩から離れて、俺は自分の力で立つ。不敵な笑みを浮かべてやる。


    「無口なヤナン・ガランに会話をしかけ、呼吸をさせるまでが俺の作戦というわけだ。ま、一種の戦闘補助だ。おまえたちの剣だけでも充分に倒せたようだから、ほとんど意味はなかったけどな」


    　イーギーとジャベイラが、口を開けていた。


    「おまえ、そんなややこしい戦闘をいつもやっているのかよ。略してなにかの病気か？」


    　感心するというより、呆あきれたような声をイーギーが漏もらした。アルリアンは、次の瞬間、梁はりに膝をついていた。続いて、傍かたわらのジャベイラが支柱に背を預けたまま梁に腰を下ろす。


    　二人の顔は蒼白になっていた。


    　イーギーは右腕を失い、肩や心臓の上に大剣を受けていた。ジャベイラも右腕から胸を横断する傷からの出血が止まらない。しかも咒じゆ式しきの三重発動で神経系統が破壊されている。


    　二人ともに、生きていることが不思議なくらいの重傷だ。


    　ラルゴンキンが息を吐いた。


    「おまえたち二人は、ここに残れ。あとは私とガユスとギギナで片づける」


    「そんな！」ラルゴンキンの宣告に、イーギーが叫ぶ。見捨てられまいとする子供の顔と声だった。「親おや父じは、俺よりそいつらを信用するのかよ！」


    「イーギー、状況を冷静に考えろ。おまえはもう戦える状態ではない」


    「嫌だ！　俺はラルゴンキンの親父と最後までいっしょだ！　たとえるなら親が子供を見捨てても、子供は親を見捨てない」


    　イーギーの目は本気だった。左手の魔ま杖じよう剣けんの引き金を引き、生体生成系咒式〈蔦葛腕タツデ〉を発動。右腕の断面から蔦つたが噴出し、[image: ]よりあわされていく。


    　蔦は五指までそろった緑の右腕を作る。イーギーは仮の右腕を掲げ、指まで自在に動く様子をラルゴンキンに見せる。


    「そうか分かった」


    　ラルゴンキンが背を向け、イーギーが安心して立ち上がろうとする。次の瞬間、旋風のように回転。魔ま杖じよう槍そう斧ふの柄尻でイーギーの顎あごを軽く打ちぬく。


    　巨漢が素早く動いて、意識を失ったイーギーの頭を厚い掌てのひらで支えた。眠るようなイーギーを、優しくジャベイラの膝に移す。ジャベイラもイーギーを丁てい寧ねいに受けとる。


    「拾ったときから世話のかかる伜せがれだな」


    　ラルゴンキンの目は優しい父の目だった。


    「ジャベイラ、イーギーを頼むぞ」


    「ここが私たちの限界みたいですね」


    　乱れた髪の下で、ジャベイラが弱々しく微ほほ笑えむ。


    「儂わしはもう疲れたのぢゃわい。後はてめえら腐れ魔ま羅らどもに任せてやるから、がんばってみたりみなかったり」


    　いい場面なのだろうが、ジャベイラの性格変化は、すでに一台詞せりふで四回も変化する離れ業わざを開始している。


    　イーギーとジャベイラはここに置いていく判断が正しい。次の戦闘に参加しても、なんとか最初の一撃は放てるだろう。だが、その後は戦えない。


    「行くぞ」


    　ドラッケンの戦士の声に、俺とラルゴンキンが振りかえる。ギギナはすでに鐘しよう楼ろうの梁はりに立っていた。


    「もう一体の化け物が、上で待っている」


    　ギギナの鋼はがねの瞳が、見上げていた。


    　時計台の最上層部を。

  


  
    十一章　蛇の刻限


    



    　　　　　心はひとつの世界である。


    　　　　　煉れん獄ごくを楽園に変え、楽園をたやすく燃やしつくしてしまう。


    　　　　　私の見ている世界と、君の見ている世界が同じ世界であることを確かめる方法は、


    　　　　　存在しないし、してはならない。


    
      ゼザスカ・リビデット「氷の国」　皇こう暦れき三九四年

    


    



    



    　月のない夜。天空に座す星々は、残ざん酷こくなまでの清せい冽れつさで輝いていた。


    　降ってくるような星夜の下、荒涼としたデリラ山脈が冷え冷えとそびえていた。


    　二人の放浪者は大岩の陰に倒れていた。二人とも飢うえと渇き、負傷と疲労で動けなかった。しかし最大の理由は絶望だった。


    「……レ、メディウ、ス」硬い地面に頰をつけたまま、ナリシアが弱々しい言葉を吐く。「こ、のま、までは、二人と、も、死ぬわ」


    　細い息を吐きながら、少女はさらに言葉を絞しぼりだす。


    「……あた、しが死ん、だら、あた、しを食べて、あなた、だ、けでも生き、延び、て」


    「バカな、ことを、言うな！」


    　身を起こしてレメディウスが激げつ昂こうする。だが、青年の声にも強さはなかった。レメディウスが見ても、少女の顔には死相が浮かんでいた。


    「…バ、カな、こと、じゃない、わ」そこでナリシアは血けつ痰たん混じりの咳せきを吐いた。唇を嚙かみしめて、必死に言葉を紡つむぐ。「あた、あたしは、なに、もできな、い小娘だけ、ど、あなたは、レメ、ディウスは、違う」


    　這はいよろうとするレメディウスを、ナリシアは手を上げて止める。


    「……あ、なたは、レメディ、ウスは、ウルムンを救え、る、偉い博士で戦士よ。だ、から死ん、じや、いけな、いの」


    「バカなことを言うな、僕は、ドーチェッタとは違う！　人の命に、上下はない！　僕、もナリシアも同じ人間、だ！」


    　冷たい夜気に肺を傷いため、レメディウスは咳せきこむ。苦痛を堪こらえて、言葉を続ける。


    「か、必ず、生きて帰るん、だ。そしてドーチエッ、タを、倒して、このウルムンを、平和で良い、国にする、んだ」


    　呻うめきながら、レメディウスの緑の瞳が夜空を見上げる。残ざん酷こくな冷たさで広がる一面の絶望に逆らうように、言葉を紡ぐ。


    「そし、て僕たちは、平凡で退屈で、幸せ、な人生を送るの、さ」


    「……素、敵ね。そう、なった、ら、いいわ、ね」


    　ナリシアの瞳から、枯れたはずの涙が清流となって零こぼれた。涙は、血と泥に塗まみれた目尻から耳じ朶だへと流れる。レメディウスが夜空を見上げたままうなずく。


    「必ず、そうなる。だから、死ぬ、なんて言うな」


    「……ねえ、レ、レメディ、ウス」


    　少女は優しく呼びかける。レメディウスが億おつ劫くうそうに顔を戻す。


    　地に伏したナリシアが、腫はれあがった右手を伸ばしていた。拷ごう問もんで爪が剝はがされた五指は、尖とがった岩を握っていた。鋭利な断面は、握っただけで指を傷つけ、血の雫しずくを生んだ。


    「ナリシア？」


    　レメディウスの唇は問いかけていた。青年の背筋に悪お寒かんが這いあがる。


    「……レ、メディウス、約束し、て。必ず、ウルム、ンを救って」少女の声には決意と絶望があった。「……すべての人が、女の、子が、あたし、のような目に遭あわ、ない国にして」


    「ナリシアっ！」


    　レメディウスには、ナリシアがなにをするつもりなのかが分かっていた。だが、瀕ひん死しの体は動かない。指先と腕で岩肌を這って、少女を止めに動く。


    「あな、たを、愛してい、るわ！　世界中の誰より、も。あたし自身より、も！」


    　レメディウスが全身の激痛を無視して少女へ這いよる距離より、ナリシアの手の鋭利な岩が、自身の白い喉のどへと届く距離のほうが短かった。


    　長い長いレメディウスの絶叫が、山々に響いた。


    　夜が過ぎさり、朝を迎えた。


    　そして昼が通りすぎ、夕日が沈んだ。


    　夜がまた訪れた。


    　レメディウスは哭ないていた。自ら喉を切り裂いたナリシアの亡なき骸がらを抱いて、慟どう哭こくしつづけるだけだった。涙などとうに枯れ、喉から鮮血を零こぼす慟哭だった。


    　なぜ、彼女のような優しい少女が、こんな悲ひ惨さんな死を迎えなければならないのか。


    　なぜ、ドーチェッタのような生きるに値しない存在が生きているのか。


    　彼は無む慈じ悲ひな世界へと絶叫して、問いかけつづけた。


    　デリラ山脈の冷気は寒気となって吹きすさび、死者と彼との時間を凍えさせた。


    　涙も枯れ、叫びつづけた喉は潰つぶれた。岩や自らの喉や顔を搔かきむしった両手のすべての指先に、爪は無かった。


    　優しげだったレメディウスの顔に、拷ごう問もんの傷が消えずに残っていた。傷跡以上に陰いん惨さんな形相が刻まれていた。


    　虚無となった緑の双そう眸ぼうが、腕のなかにある少女の亡骸を見つめていた。


    「……ナリシア、僕は、いや、私は僕を葬ほうむろう」


    　レメディウスの枯れ木となった腕が、少女の身体に伸びた。爪のない指先が粗そ末まつな服の釦ボタンを外していく。


    　膨ふくらみきらない小振りな乳ち房ぶさと、平らな腹部が夜気に現れた。


    　レメディウスの五指が、拷問と凌りよう辱じよくで傷だらけとなったナリシアの肌を愛いとしげに撫なでる。眼には鬼火。レメディウスの指先が肌に突き立てられた。力で皮ひ膚ふを引き裂いていく。


    「そして、君との約束を必ず果たす！」


    　レメディウスの双眸から、黒い血が涙のように零こぼれた。


    



    



    「時間はあと十三分か」


    　ギギナは屠と竜りゆう刀とうネレトーの回転式咒じゆ弾だん倉そうを開放。金属の階段に零れおちた空から薬やつ莢きようが、金管楽器の音色を奏かなでる。


    「愚かな禍まがつ式しきの脳天に、ガナサイト重じゆう咒じゆ合ごう金きんの刃を飾るには充分な時間だ」


    　続いて、六発の二十二口径の超大型咒弾を一いつ括かつ装そう塡てん。撃げき鉄てつを引きおこす。


    「正確な残り時間は、十三分と四十五秒だ」


    　俺は空の咒弾倉を捨て、新しい弾倉を、魔ま杖じよう剣けんヨルガの横腹へと叩きこむ。


    　薬室内部の咒弾と合わせて十三発の死神が、破壊の出番を待っている。


    「低能禍つ式を原子の塵ちりに還かえしてやるには、それくらいの時間でいいだろうよ」


    「おまえたちの口数の多さには驚かされるばかりだな」


    　ラルゴンキンの巨大な手が、咒じゆ式しき弾頭を魔ま杖じよう槍そう斧ふに叩きこむ。続いて遊ゆう底ていを引く音が響き、それが進撃の合図となる。攻こう性せい咒式士三人が、楼ろう閣かくの最上階へ向かう階段を登っていく。


    　天井の出口の前で止まり、互いに視線を合わせて無言でうなずく。一気に飛びでて、それぞれの魔ま杖じよう剣けんを周囲に向ける。


    　時計台内部の最上階。そこは時計を動かすための巨大な機関室だった。


    「やあやあ、攻性咒式士の諸君。夜会の終幕、レメディウスの呪いの舞台へようこそ」


    　どこからか、禍まがつ式しきアムプーラ子し爵しやくのふざけた口上が朗ろう々ろうと響いた。同時に轟ごう音おんが湧きおこった。


    　機関部が目覚めを歌い、床に這はう軸じくが軋きしり声をあげて生命の脈動を告げた。


    　人間よりも大きな歯車が、悲鳴をあげながらも遅々とした回転をはじめた。連動し、巨象よりも巨大な歯車が咆ほう哮こうし、悠ゆう然ぜんと回りはじめる。


    　大小さまざまな歯車の群れが、縦に横に回転し、金属質の声で混声合唱をはじめる。動かないはずの時計台が作動しはじめていた。


    「ヤナン・ガラン男だん爵しやくは殺やられたみたいだね。残念無念、これでは夜会の規則、九十三項へと移行せねばなるまい」


    　別の方向からの声に俺たちが振りむく。最大の威容を誇る歯車が、長大な円えん弧こを描いて動いていた。回る歯車の台形の歯を、交互に踏んで歩くアムプーラがいた。


    「この歯車は、まるで君たちのようだね」


    　放ほう蕩とう貴族と道化を合わせて、さらに二で割らないような衣装の大禍つ式アイオーンが、俺たちを見下ろしていた。


    「進んでも進んでも、結局は原始のお猿さんから一歩も進んでいない」


    「ありがたい忠告だな。それで、危険な玩具おもちやはどこに隠している？」


    　油断なく魔杖剣を握りこみながら、俺は問いかける。


    「それは秘密、と言いたいが、そこまではレメディウスに咒式縛ばく鎖さをかけられてはいないな」


    　歌うように嘲あざけるように、アムプーラは宣告する。


    「咒式弾頭は、この時計台のどこかにある。それはどこでしょう？」


    「こちらからも質問だ」手袋に覆おおわれた右手を掲げ、薬指に嵌はまった指輪を見せる。「この〈宙界の瞳〉とはなんだ？　おまえら禍つ式や竜が必死に求めているようだが、なんなんだ？」


    　禍つ式の支配者の瞳どう孔こうが、蛇へびのように収縮する。


    「君に言っても理解できないだろうが、それは世界の鍵かぎだ。それがあれば……」


    「じゃ、やるよ」


    　俺は無む造ぞう作さに指輪を投げる。驚いたアムプーラが、空中に放物線を描く指輪へと手を伸ばす瞬間、俺の〈電マ乖ー閻コ葬キ雷ア珠ズ〉のプラズマ弾が射出。原子核と電子が電離するほどの高熱の塊かたまりが、アムプーラの胸板に命中。


    　ラルゴンキンが追撃で放った〈曝轟蹂躪舞アミ・イー〉の爆裂が、歯車を粉こな微み塵じんに吹き飛ばし、爆煙を巻きあげる。


    　一瞬の隙すきを作るために、偽物の指輪を投げた俺の策がみごとに決まった。アムプーラの瞬間移動の正体は分からないが、光速咒じゆ式しきで不意をつけば反応できない。


    　もちろん本物の指輪は、俺の手袋の内側、右人差し指の根元に嵌はまったままだ。


    　轟ごう々ごうと渦うず巻まいていた爆煙が晴れていく。時計台の壁に開いた穴から光が零こぼれ、歯車や機械の破片が散乱する床が現れていった。


    「性格の悪い詐さ術じゆつだな。ガユスらしいといえばガユスらしい」


    「いえいえ、俺はいつでもギギナより紳士的だよ」


    　爆煙を手で払いつつギギナがつぶやき、俺が返しておく。ギギナの眼は前方から離されない。


    「咒式弾頭の場所を聞かなくてよかったのか？」


    「弾頭なんてものは、この上、鐘しよう楼ろうの屋上にでもあるのだろう。アムプーラは、そういうお決まりだか格式だかが好きそうだ」


    　俺が言葉を続けた瞬間、咒式士たちの六つの瞳に警戒の光が宿る。


    「……偽物の指輪か。さすがに私も焦ってしまうものだな」


    　俺たちの横に並んで、アムプーラが破壊の嵐の跡を覗のぞきこんでいた。


    　ギギナが無音で旋回。道化師の頭へと落雷のような刃を振り下ろす。


    　刃は、金属製の床に深く突き立った。


    「よくぞこれほど壊したものだ。自分たちの文化に対する敬意はないのかね？」


    　アムプーラの声が俺の背後から聞こえるのと同時に、振りむきざまに横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを放つ。


    　刃がアムプーラの白い右頰に届いた。しかし、切っ先は空を斬るだけだった。


    「よろしい、よろしい。非常によく分かった」


    　体勢を崩した俺の左横に、赤と緑の人影。両腕を組み、右手を細い顎あごに当てたアムプーラが立っていた。


    「楽しいお喋しやべりと夜会の舞いを同時にしたいという、君たちの貪どん欲よくな意向を尊重しよう」


    　音もなく間合いを詰めていたラルゴンキンとギギナ。左右から、重戦車と狂戦士の挟きよう撃げき。アムプーラは、腕を組んだ姿勢のまま空中に飛んで回避。畳たたまれていた両足が水平の電光となって閃ひらめいた。


    　右のラルゴンキンの左肩と、左のギギナの右上腕にある装そう甲こうを蹴けり破り、後方へと吹き飛ばすっ！


    　ラルゴンキンが歯車に背中から激突。装甲に包まれた五指の爪を床に立てて、ギギナが減速。時計台の支柱に横向きに着地。長ちよう駆くを翻ひるがえしたギギナが低空弾道で飛ひ翔しよう。刺し突とつを放つが、刃はアムプーラの白い両りよう掌てのひらの間で挟はさまれる。


    　着地したギギナの剛力が刃を押しこむも、両掌を中心点としたアムプーラは刀身の上で前転。開いていた左右の足が、電光の鋏はさみのように閉じられ、ギギナの頭部を襲う。


    　後方に頭を引いてギギナが躱かわす。禍まがつ式しきの爪先が掠かすめただけで甲こう殻かく兜かぶとを粉砕。ドラッケンの額に鮮血を跳ねさせる。


    　転がり逃げるギギナへとアムプーラの中段蹴りが放たれる。空中でラルゴンキンの槍そう斧ふが受けとめ、強制阻止。


    　ラルゴンキンの槍そう斧ふの柄が閃せん光こうのように翻ひるがえるが、寸前に槍斧を蹴けってアムプーラは後方回転。遠くの床に手をついて、逆さに着地した。逆さの唇から、蛇へびのような青い舌が踊る。


    　逆立ちしたアムプーラの両手が旋回して間合いを詰め、両足が残像を描く速度で旋回。回転する足が、ラルゴンキンに殺到。ナノ合金装そう甲こうを軋きしませ、内部のラルゴンキンの右太ふと腿ももを砕く音が響く。


    　槍斧を振りもどす遠心力で、ラルゴンキンが間合いから離れる。アムプーラの足の回転が降下し、床に着地。直進運動へと変換して追撃する。


    　両者の間を、俺の〈爆ア炸イ吼ニ〉による爆風の奔ほん流りゆうが吹きぬける。爆風の上空を超反応で見切っていたアムプーラが飛ひ翔しようしてくる。亜音速の右蹴りに頭を下げて躱かわす。


    　しかし、アムプーラが上半身を空で[image: ]ねじった反動で左足が降り下ろされた。俺の左上腕の筋肉が一撃で砕かれ、骨が折れた。


    　さらに連動した右足の落雷が放たれ、右鎖さ骨こつを掠かすめるだけで踏み砕く。折れた肩を足場とし、跳躍していった。


    　視界が朱に染まるほどの激痛。堪こらえて後ろも見ずに〈爆ア炸イ吼ニ〉を放つが、手応えなし。


    　振りかえると、道化師が爆裂の上空を宙返りしながら飛翔していく後ろ姿。俺とラルゴンキンが〈矛槍射ベリン〉を叩きこむが、アムプーラは時計台の闇へと消えていった。嘲ちよう笑しようだけが残った。


    　時計台の中央部にある水平の大歯車の上に、俺たちが集う。


    　三人が背中あわせの円陣を組み、魔ま杖じよう剣けんと視線を三方へ向ける。死角をなくして、周囲を警戒。歯車が軋む音だけが、伽が藍らんに響いていた。俺の全身にも苦痛の絶叫が響いていた。


    「常識外れの体術だな。我々の剣撃がすべて躱かわされた」


    　ギギナが吐き捨てた。俺も苦々しい思いを吐きだすしかない。


    「ヤナン・ガランですらかわいく思えてくるような、生物の限界を遙はるかに超越した凄せい絶ぜつ無む比ひな体術だ。髪の端に触れることすら不可能だった」


    「筋力が尋じん常じようのものではなく、装甲を無意味にする打撃だ。あの瞬間移動と組みあわされると、防ぎようがない」


    「私のナノ金属鎧よろいが耐えられても、内部の肉体が持たない」


    　頑健なラルゴンキンの推測も、苦しげな声になっていた。苦く鳴めいとともにギギナが続ける。


    「しかも、置き土産みやげが強烈だ」


    　俺の折られた左上腕全体が、灰色の硬質の物体に覆おおわれていた。見ている間にも、石は増ぞう殖しよくしている。


    　化学錬れん成せい系咒じゆ式しき第四階位〈石骸触腫掌サルマク〉は、シラフィンという酸さん化か珪けい素その結晶を作る酵こう素そを、相手の細胞膜に発現させる。細胞膜に珪けい酸さん沈着を起こさせ、ついには、全身の細胞を珪酸質に置換していく石化咒式だ。


    　右隣のラルゴンキンの苦しそうな声に、視線を走らせる。左肩装甲に原理干かん渉しようが行われたらしく、覗のぞいた肌から俺と同様の石化が起こっていた。


    　一般人なら即死だ。咒じゆ式しき抵抗力が強く、積せき層そう鎧よろいや咒式抵抗宝ほう珠じゆという耐咒式装備をこれでもかと身に着けている俺やラルゴンキンだからこそ、これくらいですんでいる。


    　厄やつ介かいなのは、咒式を受けた被害者の咒じゆ力りよくを喰って石化を発動することだ。施術者が止めないかぎり発症しつづけるために、別名咒式士殺しと呼ばれる咒式だ。


    　俺は苦く鳴めいを発し、その場に膝をついた。骨折の痛みに、さらに強力な苦痛が襲いかかる。


    　破れた上着の間、右鎖さ骨こつから肩にかけての皮ひ膚ふが溶解していた。赤黒い三角筋や大だい胸きよう筋きんまでが覗のぞいており、血泡を立てて肉を破壊していく。


    　右にいたギギナは、さらに悲ひ惨さんな状態だった。


    　右腕の肘から上が壊え死しして、崩れた皮膚から血液が染みだしている。上腕筋や上腕二頭筋からも血を含んだ皮ひ膚ふが崩れ、床に落ちた。


    　生体強化系咒式第四階位〈溶髑解蝕牙オティス〉により生成された蛇へびの毒に含まれる金属プロテアーゼは、血管の基底膜を破壊する致死毒。同じくトロンビン様酵こう素そは血液のプロトロンビンを活性化させ、血管内に微細な凝固を起こす。同時に凝固因子を消費しつくし、出血を止まらなくさせる出血毒だ。


    　ギギナが生体強化系咒式第三階位〈抗対蛋壊ボティス〉を自らと俺に発動。


    　プロテアーゼ類の分解作用を阻害する、人体にもともとあるプロテアーゼインヒビターという物質を合成して侵食を緩ゆるめている。併せて合成された鎮ちん痛つう剤ざいで、失神寸前の激痛が、死にたくなる激痛にまで緩かん和わされる。


    　二つの咒式は一度発動に成功すれば、受けた本人の咒力を喰って発動していく。そのため、対抗咒式で侵食を緩やかにできても、根本的な治療にはならない。


    「アムプーラの左手左足が石化、右手右足が猛毒の咒式を恒こう常じよう的に発動しているようだな」


    　ラルゴンキンの冷静な分析の声に、俺は笑うしかない。ギギナも同じだった。


    「中央の頭に咬かまれたら、意外に安産の効果があるらしいな」


    「今度ヒマなときに、ギギナで試そう」


    　破れそうな心拍に荒い呼吸を吐きながらも俺が返す。道化師の影が躍る。


    「さあさあ君たち、時間がないよ、あと十一分で小さな小さな死神たちが飛びだすよ」


    「正確には、十分と十四秒だっ！」


    　声の方向へ〈雷霆鞭フユル・フー〉を放ちながら怒鳴る。


    　百万ボルトルの蛇が歯車の表面で弾け、軽かろやかに躱かわすアムプーラの足先を一瞬だけ照らす。


    「アムプーラを近づけるな！　接近戦は危険だっ！」


    　俺とラルゴンキンの〈爆ア炸イ吼ニ〉の咒式が連続炸さく裂れつ。トリニトロトルエン爆薬の怒号と咆ほう哮こうが周囲で吠え猛り、歯車や鉄管を破壊し、支柱や機械を引き裂いていく。


    「では、行くよ」


    　アムプーラの嘲ちよう弄ろうするような声に、ラルゴンキンが高速反応。魔ま杖じよう槍そう斧ふが上空へと突き上げられる。


    　矛ほこの先の空間に、緑の影。垂直落下攻撃をかけようと瞬間移動していたアムプーラの顔面があった。


    「死角がない円陣の上空を狙うのは、安易すぎだ！」


    　魔ま杖じよう槍そう斧ふガドレドの穂先から鈍にび色の奔ほん流りゆうが迸ほとばしり、半月の笑みを浮かべたアムプーラの顔面と道化服の全身を貫通。化学鋼こう成せい系咒じゆ式しき第三階位〈錣磔監獄ボフィ〉によって発生した、チタン合金の槍と矛ほこの群れが禍まがつ式しきを天井へ叩きつけた。下向きの磔たつ刑けいにされたアムプーラが天井で跳ねる。


    　禍つ式を貫いた槍と矛から、さらに無数の刺とげと剣が噴出。金属の荊いばらの監かん獄ごくが生まれ、アムプーラを厳重固定。


    「原理不明の高速移動をしようが、檻で捕まえれば、あとは吹き飛ばすのみ！」


    　俺は化学鋼成系第四階位〈鍛澱鎗弾槍ウアープ〉を二重展開、発射。タングステンカーバイド製の砲弾が放たれる。戦車砲弾が、合金の磔はりつけ台だいごとアムプーラの体を破砕。背後にある頑丈な石造りの天井を吹き飛ばす！


    　瓦が礫れきと粉ふん塵じんが降りそそぐなか、俺たちは横転して退避していく。


    　転がった俺の目は、巨大な瓦礫の群れが落下してくる光景を捉える。ギギナが右手で俺を抱きよせる。甲こう殻かく鎧よろいで包まれた背に人間大の瓦礫がいくつも衝突。


    　しかし、瓦礫は何十もの破片に粉砕され、足元に落ちた。


    　ギギナの背に発生した、生体変化系咒式第二階位〈尖角嶺センガ〉による強化クチクラと合金骨格の数十もの穂先が、岩石を砕いて直撃を逸そらしたのだ。


    「俺の魅力に欲情するなよ」


    「その程度の皮肉しか言えないとはな。いつもの刻み殺したくなるような腐れ魅力はどこに行った」


    　ギギナが美び姫きのような口を歪ゆがめ、俺を抱えていた手を離す。瓦礫の上に左手を突くが、起き上がれない。負傷が酷ひどくて、脆ぜい弱じやくな俺の体力が限界に近いのだ。


    「世話の焼ける軟弱さだ。貴様がドラッケン族なら、恥ち辱じよくのあまりに死ぬところだ」


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうが俺の右脇に差しこまれ、無理やり立ち上がらせられる。


    　不満をぶつけようと見上げる。ギギナの美び貌ぼうが苦痛に歪んでいた。


    　絶対に弱みを見せない、誇り高きドラッケン族でも限界に近い。猛毒の咒式が全身を侵おかしはじめているようだ。


    　粉塵の向こうで、ラルゴンキンが立ち上がる。完全装そう甲こうされているランドック人の巨漢は、天井の崩落程度ではまったくの無傷。だが、石化が進行していて呼吸が苦しげだ。


    　俺自身は、石化と猛毒の二重奏で意識が飛びそうだ。三人ともに、一刻も早く咒式医師の治療を受けないと命が危ない。


    「弾頭ごと吹き飛んだのか？」


    　荒い息のラルゴンキンの言葉に周囲を見渡す。時計台の天井が吹き飛び、青空が見えていた。四方の壁も、支柱を残してほとんどが崩ほう壊かいしていた。


    　粉塵で白く染まった歯車や機械の群れの向こうに、エリダナの街の遠景が見えていた。自分でもよく分からない感慨が湧きあがった。


    「弾頭がありそうな屋上ごと破壊したのだが、もしかしたら時計台の機械に紛れさせているかもしれない」天井に空いた大穴を眺めつつ、俺は推測する。「探す時間はない。残る屋上ごと弾頭を完全破壊したほうが早いだろう」


    　俺は〈曝轟蹂躙舞アミ・イー〉を多重展開しはじめる。


    　天井に空いた大穴から、落下してくる物体。砲弾で破砕され、下半身だけのアムプーラだった。奇跡的に回転を続けていた歯車の上へと、下半身が落ちていく。


    　俺たちは、今日何度目かの驚きよう愕がくに背筋を貫かれた。


    　回転している歯車の歯の上に、足裏から着地。上半身を失った下半身だけのアムプーラが以前と変わらぬ歩みをしはじめたのだ。


    「酷ひどいなぁ。これでは美お味いしい料理も楽しめない」


    　腰から下だけの姿のどこから声が出ているのか、アムプーラが嘲ちよう弄ろうするような声で喋しやべった。右足を軸に回転し、前を向く。すでに上半身が完全に元に戻っていた。


    「はい、新品アムプーラ。従来製品より、派手さが、なんと当社比で一・四六倍！」


    　禍まがつ式しきの支配者が手を前に回し、道化の礼を行う。


    　アムプーラの左半面が石仮面に覆おおわれ、道化服もさらに毒々しい濃緑色と鮮紅色に変わっている。この姿がより本来のアムプーラに近いのだろう。


    「超再生、か？」


    「いや、再生過程などまったく確認できなかった。とにかくやつの移動は超高速移動などではない」


    　ギギナとラルゴンキンの推測の声には、焦しよう燥そうが滲にじんでいた。アムプーラの瞬間移動の正体に、ようやく俺は気づいた。


    「クソったれが！　アムプーラは〈軀位相換転送移ゴアープ〉を連続使用していやがるんだ！」


    　俺は苦い事実を吐きだす。


    「あいつの瞬間移動は、数法量子系咒じゆ式しき第七階位〈軀位相換転送移ゴアープ〉でしかありえない。やつは自己の体を環かん状じよう抑よく制せい力場で包み、量子段階まで情報化し、非物質化させる。自らの体を抑制力場で包んで、電子や陽子などの亜あ原げん子し粒りゆう子し段階に導き、分解して波動に変換する」


    　最悪の事実を告げていく。


    「元の座ざ標ひようと転移先が相対的に運動しているために起こる、光や電磁波などの波動の偏へん移いを演算し、情報と物質波動を転送。統合させて、自己を咒式で再生する瞬間移動法だ」


    「正気ではないな」


    　ギギナが苦い顔をする。


    「電波で情報を飛ばして、向こうの受話器で再生する通信機と似たような原理の咒式だ。同じ理由で、元の自分と転送先の自分は、完全に同一の記憶と肉体を持ってはいるが、まったくの別人だ」


    「蛇へびが脱皮を繰りかえしていくように、次々と肉体を乗り換えていく。つまり貴様は蛇の化身というわけ、か」


    　ギギナの屠と竜りゆう刀とうがアムプーラに向けられる。


    「正解、正解。ご名答」


    　二ふた叉またに割れた青い舌先を出して、アムプーラが嗤わらう。確認したギギナは苦い笑み。


    「蜘く蛛もに蛇へび、人類のほとんどはどちらかに生理的嫌悪感を持つと言うが、両方をそろえてくるとは親切なことだ」


    「俺は漠ばく然ぜんと、鎧よろい姿すがたのヤナン・ガランが近接戦闘型で、アムプーラが高速移動型の禍まがつ式しきだと考えていた」自らの声に絶望の色が滲にじんでいることが分かった。「前者より後者が与くみしやすいと推測していたが、大きな間違いだったようだ」


    「ヤナン・ガラン男だん爵しやくの超結界の防御力と近接戦闘能力は、確かに強力無比だ。しかし、卓たく越えつした咒じゆ式しき剣士をそろえれば倒すことができた」


    　ギギナは冷静に分析する。


    「だが、アムプーラ子し爵しやくは、たとえ一個軍団を集めようとどうにもならない。光の速度で移動する異界の子爵には、剣も咒式も触れることすら不可能だ」


    「どのような咒式なら、大禍つ式アイオーンを捉えられるというのだ？」


    　ラルゴンキンの言葉が、時計台に虚うつろに響いた。ラルゴンキンが出した命題はあまりに重すぎる。


    「ここで問題だ、アムプーラに勝利する意外な方法とは？」


    　俺の問いに、ギギナがすぐに答える。


    「赤毛か眼め鏡がねかの人間が、アムプーラに飲まれて内部から破壊するしかないな」


    「その条件に合がつ致ちするのは、この場では俺しかいないだろうが。しかもそれは石器時代の子ども向け映画の解決方法だ」


    「では貴様の答えは？」


    　呼吸が苦く鳴めいに近くなりながらも、俺は答える。


    「勝利という小さな言葉に囚とらわれることなく、来世をも含めた視点から考え、長い歴史の審判で人徳的に勝つ」


    「我らが今死ぬ、という点だけが問題だな」


    　ギギナが返すとおりだ。万ばん策さく尽つきた俺はさらに呼吸が苦しくなり、片膝をつく。そして、咳せきとともに血ち反へ吐どを床に吐き散らす。


    　石化が肺の上部に達し、猛毒が全身の血液細胞を破壊しはじめたようだ。


    　俺を抱き起こそうとしたラルゴンキンの巨きよ軀くが揺らいだ。床に突き立てた魔ま杖じよう槍そう斧ふに寄りかかって、自らが倒れることを防いだ。


    　隣のギギナも片膝をつき、倒れることを防ぐ。苦鳴とともに完かん璧ぺきな造形の紅唇から鮮血が零こぼれる。自らの胸元が黒血で染められていった。


    　アムプーラの呪いの咒式が、全員の命を奪おうとしているのだ。


    　暗黒の絶望に押しつぶされながらも、魔ま杖じよう剣けんを禍つ式へと掲げる。だが、切っ先は揺れ、意識が混こん濁だくしてきた。


    　激痛で真紅に明滅する視界の端に、蠢うごめくものが見えた。


    



    



    　時計台の階段から現れたのは、複ふく眼がんを持つヤナン・ガランの顔だった。


    　異界の支配者は、首の断面から八本の蜘く蛛もの脚を生やしていた。頭部だけで、階下から這はい上がってきたのだ。


    「これはこれは、ヤナン・ガラン男だん爵しやく。凄すごい執念だけど大丈夫？」


    　頭部だけとなった同胞の傍かたわらに、瞬間移動したアムプーラが立っていた。


    　ヤナン・ガランの紅の複眼が明滅する。表情には苦痛しかなかった。


    「私、はは、もう、駄目だ、脳機能、がが七八・四五％も消失し、して再、生す、るる咒じゆ力りよく、が、尽き、尽きた」


    　蜘蛛の口角からは、青い鮮血と乱れた言葉が零こぼれていく。


    「や、夜会、き規則九十三条、補足十二項に従って、わ、私を……」


    　続く言葉に、隙すきを衝ついて咒じゆ式しきを浴びせようとしていた俺たちの動きが止まる。


    「私、をを喰って、くれ……」


    「不測の事態ではあるが、最初の取り決めに従うとしよう」


    　頭部だけになった同胞を、アムプーラが右手で持ち上げる。蛇へびの子し爵しやくの赤い唇が大きく開かれる。唇の両端が切れ、耳まで裂けていく。


    　アムプーラの後頭部が背中に付くまで反りかえり、巨大な洞穴のような口こう腔こうが生まれた。


    　そしてヤナン・ガランを頭の先から飲みこんでいく。


    　アムプーラの喉のどが同族の頭の容積分だけ膨ぼう張ちようし、続いて腹部が満月のように膨ふくれた。次の瞬間には、元の平坦な腹に戻った。


    　驚きよう愕がくが収まると、苦い感情が喉の奥で詰まるのを感じた。


    「……てめえ、仲間を喰うとは、正気かっ!?」


    「君たち人類も同胞同士で殺しあっているではないか？」


    　青色の長い舌を踊らせ、アムプーラが笑う。


    「豊かなこのツェベルン龍りゆう皇おう国こくで君が呼吸するために、貧しい国、たとえばウルムン共和国の富が吸いあげられ、誰かが飢うえて死んでいる。それはある種の同胞殺しだよ」


    　アムプーラが示す事実に　全員が反論できなかった。


    「我ら禍まがつ式しきはそんな非効率的なことはしないのだよ。私はヤナン・ガランの情報をすべて吸収して役立てる。昨日見た君たち人間の劇でも、こう言っていた。『死んだ彼は、私の胸のうちで生きつづける』とね。人類には、私とヤナン・ガランほど正しくできてはいないと思うが」


    　そこでアムプーラの蛇の目に、強い光が宿る。


    「滅びていく世界から我らの眷けん属ぞくをこちらへと救いだすためなら、私は喜びとともにこの身を捧げよう。自己の保存よりも、種族という全体情報の保存が優越する」


    　俺は、いや全員が戦せん慄りつしていた。禍まがつ式しきはあまりに異質すぎる。


    　転移咒じゆ式しきといい、共食いによる情報伝達といい、禍つ式どもは自己の同一性や連続性になど、まったく拘こう泥でいしていないのだ。


    　禍つ式とは多にして個、ただひとつの目的に向かって互いに補完することができる、透とう徹てつした数式なのだ。


    　それは愚かな人類からは遙はるかに遠い、究極の生命体ではなかろうか。


    　竜にしろ禍つ式にしろ、人類より遥かな高みに存在しているようにも思えた。


    　苦痛で混こん濁だくする俺の思考の間に、アムプーラは少し考えるような眼差しを遠くへ向けていた。


    「そういう見地から、私はあのレメディウスを尊敬するよ」


    　大禍つ式アイオーンの眼は、遠いエリダナへの街を眺めていた。


    「彼も愛する少女を取りこむことにより、その壮烈な遺志を受け継いだ。非効率的にも思えたが、憎ぞう悪おと復ふく讐しゆうの情報量は等とう比ひ級きゆう数すう的に拡大している」


    　アムプーラは俺たちへと視線を戻す。


    「だが、君たちに我々が理解不能なように、我々には君たちが理解不能だ。私とヤナン・ガランの召しよう喚かんの媒ばい介かい物となった人間たち、ナジクとナバロにしてもそうだ。どうして自らの命を使ってまで、同族を殺そうとするのだ？」


    　蛇へびの眼まな差ざしは、真しん摯しな問いを宿していた。


    「どうして、たかが民族や信条の違いなどのために、同族同士で殺しあう？　どうして苦しみ飢うえている同族を助ける前に、家畜や動物などの権利に必死になる？　どうしてレメディウスはウルムンの人々の命を救うために、ツェベルンの咒式士の命を奪っているのだ？　その不等式は不可解だ。どうして？　どうして？　どうして？」


    　禍つ式の支配者は直線の瞳で問うてきた。だが、俺には答えられない。


    「時間稼ぎは、そこまででいいだろう」


    　俺は激痛を堪こらえながらも、笑みを返してやる。


    「どちらにしろ俺たちの勝ちだ。ヤナン・ガランの結界を消失させて、内部から天井ごと咒式弾頭を吹き飛ばすという計画に従うだけだ」


    　俺の左右では、ギギナとラルゴンキンが屠と竜りゆう刀とうと魔ま杖じよう槍そう斧ふを掲げ、後退姿勢に入る。あとは俺が咒式を放って、終了だ。蛇の眼差しでアムプーラが嗤わらう。


    「レメディウスを甘くみすぎているな。悪意の竜の王手はまさに今からだ！」　


    　アムプーラが両手と唇の端を大きく広げた。指先を自分の胸の中央へと突き入れる。硬直する俺たちの眼前で、異様な行動が開始された。


    　ヘモシアニンの青い血飛沫ちしぶきをあげながら、禍つ式は自らの大だい胸きよう筋きんごと肋ろつ骨こつを左右に開いていく。


    　肉と骨が砕け、目の覚めるような青い色の肺や心臓の間から、漆しつ黒こくの球体が覗のぞいた。


    「ヤナン・ガランとの同化により、咒式弾頭の発動条件、咒式士たちの咒じゆ力りよくと生体情報がそろった」


    　球体が前方へと迫りだしてくる。蒼あおい血に濡れ光る黒い肌が伸びていく。


    「レメディウスとの約束を果たし、我が〈秩序オルドネン派〉の願いが叶うときが来た」


    　胸板からは、ついに禍まが々まがしい円筒型の黒い姿が現れきった。近距離咒じゆ式しき弾頭の人間の身長ほどもある全容が顕けん現げんしたのだ。


    「さあ、時間だ。死神たちが飛ひ翔しようし、ラズエル島を黒き手で覆おおう」


    　我に返った俺とギギナとラルゴンキンが突進を開始する。弾頭は、最後部から紅ぐ蓮れんの炎を吐いた。アムプーラが炎の噴射を受けて、哄こう笑しようをあげる。


    　俺たちは疾走軌道を曲げ、時計台の歯車の間を縫ぬって飛翔しはじめた弾頭を追う。


    　疾しつ駆くする俺の前に、アムプーラが瞬間転移。大禍つ式アイオーンの手刀をギギナが屠と竜りゆう刀とうで迎げい撃げきし、赤い火花が弾ける。


    　ギギナとアムプーラの傍かたわらを、俺とラルゴンキンが駆けぬける。咒式を紡つむぎながら死の弾頭を追う。


    　魔ま杖じよう剣けんヨルガの先端から〈電マ乖ー閻コ葬キ雷ア珠ズ〉のプラズマ弾を射出。高速の一撃は、急加速した弾頭の尻を掠かすめ、時計台の床を破砕するだけだった。急ぎすぎて、弾頭の加速を捉えきれなかった。


    　弾頭は時計台の床を離れ、エリダナの中空に羽ばたく。紺こん碧ぺきのオリエラル大河が弾頭の背景に見えた。


    「やらせるかっ！」


    　飛びたつ弾頭の軌跡を追って、鈍色の奔ほん流りゆうが走った。銀の群れは弾頭の尻に襲いかかり、固定した。弾頭を捕らえたのは、〈錣磔監獄ボフィ〉による投と網あみ。魔杖槍そう斧ふの先端から生えた金属の格子を、ラルゴンキンが左手で摑つかんでいた。


    　弾頭の凄すさまじい推進力と、ラルゴンキンの超剛力が拮きつ抗こうしていた。左手の籠こ手てが砕け、血を撥はねさせながらも、巨漢の足が時計台の石床に深く沈む。


    「このエリダナは私の街だ。弾頭などで、ただの一人として死なせるものかっ！」


    　死神の飛翔に、優しき巨漢の背筋力が打ち勝った。緩かん慢まんな速度だが、弾頭は確実に空中から時計台へと引きよせられていく。


    　俺へと向けられたラルゴンキンの横顔は、神こう々ごうしいまでに勇壮だった。


    　本当の攻こう性せい咒式士、それはラルゴンキンのことを言うのだろう。


    　弾頭へと俺の再度のプラズマ弾が放たれようとしたとき、巨漢の太い口から鮮血が吹いた。ナノ金属の重じゆう積せき層そう鎧よろいに包まれた逞たくましい背から、指先が抜けていた。砕けつつも、指先は炎を宿していた。


    　ゆっくりと傾いていくラルゴンキンの脇から、超高熱のプラズマの焰ほのおを宿した五指が掲げられる。手の根元には、アムプーラの蛇へびの笑みが覗のぞいた。


    「こちらも必死なのでね。弾頭を止められると、我が眷けん属ぞくの願いが叶わない」


    　アムプーラの表情が驚きよう愕がくに変わる。心臓を貫通されながらも、ラルゴンキンは縛ばく鎖さを離さなかったのだ。


    「ガユス、やれ！」


    　ラルゴンキンの口から、血と怒号が放たれる。同時にアムプーラが俺の腰の前に転移、心臓へと雷のような手刀が放たれる。道化帽に左手を突いて、俺は禍まがつ式しきの頭上を飛びこえる。


    　心臓を狙う攻撃をしてくると読めば、俺にもこれくらいはできる。


    　前のめりに飛ひ翔しようし、前転。縛ばく鎖さを支える巨漢の左横へと滑りこみながら、俺は腰の後ろから魔ま杖じよう剣けん〈贖しよく罪ざい者しやマグナス〉を引きぬく。今の今まで延々と紡つむいでいた、化学錬れん成せい系咒じゆ式しき第七階位〈重霊子殻獄瞋焰覇パー・イー・モーン〉を放つ！


    　エリダナの上空を、強烈な爆光が疾しつ駆くしていく。展開しはじめた弾頭に瞬時に追いつき、金属の弾だん殻かくごと死の咒式へ襲いかかる。


    　弾頭のすべてを原子や素そ粒りゆう子しの段階にまで還かえし、破壊神の刃がエリダナの上空を駆けぬけていく！


    　輻ふく射しや熱ねつが烈風となって時計台の上を吹きぬけた。同時に、神経系が焼ききれる激痛が右手から脳へと駆け上がった。片膝をついた射撃姿勢のまま、俺は苦く鳴めいをあげる。


    　刀身から蒸気をあげるマグナスを握ることができず、床に落とした。耳障りな音。魔杖短剣の落下の振動が、俺の神経に響き、さらに押し殺した悲鳴を漏もらすことを強制した。


    　皮肉にも、レメディウス機関のおかげで気絶することはなかった。しかし、石化に猛毒に骨折に裂れつ傷しよう、神経系統と脳の過か負ふ荷か。俺の心身はすでに限界だった。


    「まあまあやるではないか、ガユス……」


    「ラルゴンキンが拘こう束そくして減速された目標なら、さすがに外しはしな……」


    　俺は、腐くさりきった自分の父親の顔などじっくりと眺めたことはない。


    　だか、小さな子供だった俺が、まだ信じていた正しきことのために喧けん嘩かをしてうつむいていたとき、頭を撫なでてくれた父はこんな顔をしていたのだろうか。


    　かぎりなく優しい顔のまま、ラルゴンキンの顔が傾斜していき、巨塔が崩れるように後方へ倒れた。


    「ラルっ……」


    　仰向けになったラルゴンキンの顔は、すべてをまっとうした満足そうな表情をしていた。


    　口先だけでなにもしない人間は掃はいて捨てるほどいる。


    　だが、ラルゴンキンは必ず行動で、その大きな背中で示してきた。


    　自分が住む街というだけで、顔も知らない人間のために命を張れる高貴な魂たましい。


    　男であり夫であり、父であり攻こう性せい咒式士であり、すべての責任を果たす人間。


    　これほど偉大な攻性咒式士を俺は知らない。これほど優しい男を俺は他に知らない。


    　俺は、なぜラルゴンキンに反発していたのだろう。


    　おそらく、俺とは正反対であるこの男の、そのまっとうさと気高さに、子供みたいに反発していたにすぎないのだろう。


    　双そう眸ぼうから零こぼれそうになる熱いものを堪こらえ、俺は死者へと語りかけた。


    「あなたの事務所は、俺が責任を持って支える！　偉大なラルゴンキンの名に恥じないようにする！」


    　背後へ振りかえる。アムプーラへ、不敵な笑みを向けてやる。


    「俺たちの勝ちだ！　夜会とレメディウスの復ふく讐しゆうは失敗だ！」


    　だが、歯車の上に腰を下ろし俺たちを見下ろすアムプーラは、喉のどの奥で泥が煮立つような声を出した。声は、嘲ちよう笑しようの響きに変わっていた。


    「それすらも、レメディウスの予測の範囲内だよ。彼は、私とヤナン・ガランのどちらが夜会の勝利者になってもいいようにしていたのさ」


    　蛇へびの瞳どう孔こうが収縮する。


    「ヤナン・ガランから受け継いだ咒じゆ式しき弾頭が失われた。だとしたら、私自身の咒式弾頭はどこに行ったのでしょう？」


    　嘲ちよう笑しようするアムプーラの背中から、炎が噴きあがった。漆しつ黒こくの弾頭が俺たちの反対方向、ラズエル島へと飛ひ翔しようしていく！


    「ここでもう一発、だと!?」


    　武器商人パルムウェイから買いつけられた咒式弾頭は二発。そして、レメディウスの狙いは最初からラズエル島なのだ。弾頭を止めるのに必死で、島がある方向を失念していた！


    　疾走していたギギナが、背後から俺の体に手を回して突撃する。歯車と瓦が礫れきの間を矢のように抜けて、時計台の縁からまったく躊ちゆう躇ちよすることなく跳躍。


    　重力加速度で落下していき、尾び骶てい骨こつが引きぬかれそうな感覚。ギギナの両りよう肩けん甲こう骨こつから、左右一対ついの強化骨格が噴出。表面を、さざ波のような黒い羽が埋めつくしていく。
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    　生まれた翼が大気を摑つかみ、揚よう力りよくを発生させた。


    　生体変化系咒じゆ式しき第二階位〈黒翼翅アルファス〉を発動させ、巨大な黒翼を背負ったギギナと、抱えられた俺がエリダナの空を滑空していく。


    　下方を飛ひ翔しようする弾頭が、第二加速に入った。速度を上げ、上昇軌道に乗りはじめる。ギギナも生体変化系咒式第二階位〈空輪[image: ]ゲメイラ〉を三重展開。背中の全面に噴射口を生成、猛烈な圧縮空気を噴出させて速度と高度を急上昇させる。


    　一瞬で、セビティア記念公園が眼下を過ぎさっていき、オリエラル大河の上空へと出る。


    　神経系がブチ切れようと、脳が沸ふつ騰とうしようと、弾頭を消してやる。


    「ジヴを殺させるものかよ！」


    　脳が灼やける激痛を堪こらえて〈雷霆鞭フユル・フー〉を放つが、弾頭には届かなかった。弾頭は急降下しており、水面すれすれを弾丸のように飛んでいく。


    　黒い天使となったギギナも急降下し、弾頭の後を追跡する。


    　衝撃波でオリエラル大河の水面が抉えぐられる。水みず飛し沫ぶきの紗しや幕まくが、高速飛翔する俺たちの後方へと続いていく。


    「ガユス、言っておくが長くは持たない」


    「分かっている」


    　ギギナの翼や噴射口の根元からは鮮血が噴きあがっていた。背後の空中へ、真紅の尾となって吹きながされていく。


    　強化系に特化しすぎたギギナは、生体系でもこの手の変化系が苦手だ。さらに、本来は空中での姿勢制せい御ぎよのための〈空輪[image: ]ゲメイラ〉の咒式を、飛行のために無理やり三重展開している。圧縮空気を噴射する負荷は、放熱機関の翼をもってしても処理しきれない。


    　攻こう性せい咒式士が自らの肉体に恒こう常じよう的に発動している基礎咒式を除いても、咒式の四重展開という前ぜん代だい未み聞もんの神かみ業わざだった。ギギナの頑健な体と神経系といえども、いつまで続けられるかは分からない。


    　俺の一撃で決めないと、ギギナと心中するという、史上最低の死にかたをすることになる。


    「アムプーラと弾だん頭とうを止める手はあるか？」


    「賭けるしかない！」


    　前方へと注意を戻した瞬間、俺とギギナの横手の空間にアムプーラが並行して飛翔し、瞬時に消失。


    　さらに前方にアムプーラが出現、再び消失。さらに遠い前方に姿を現し、道化の衣装を翻ひるがえして俺たちへと向かってくる。瞬間移動は反則だった。


    　アムプーラと空中で交こう錯さく。ギギナの屠と竜りゆう刀とうネレトーの刃と、禍まがつ式しきの両手の爪が緋ひ色いろの火花を上げて激突し、離れる。


    　空中での追跡劇は続くが、弾頭には追いつけない。前方の青い川面に、郡警察の船せん舶ぱくが散らばる様子が見えた。さらに先には、青い緑の木々と白い壁面の塊が小さく見えた。


    　ラズエル島が近づいていたのだ。


    　視界前方に、アムプーラが転移。体たい軀くを切りかえして俺たちへと弾丸の突進を行ってきた。即座に反応したギギナがアムプーラの顔面へと屠と竜りゆう刀とうを突きだすが、金属音とともに停止。衝撃で俺とギギナが押しもどされる。


    　蛇へびの口こう腔こうの毒牙が、ギギナの刃を止めていたのだ。


    　大禍つ式アイオーンの笑みとともに、両の貫ぬき手てが俺の腹部へと放たれた。


    　肝かん臓ぞうを撫なでまわされ、腎じん臓ぞうを愛あい撫ぶされる感触と激痛で、俺の視界が真紅に染まる。


    「乙女のようにかわいい悲鳴だねぇ」


    　ギギナの刃をくわえたままで、アムプーラが嗤わらった。俺は、自分の口から悲鳴があがっていることに初めて気づいた。


    　石化と猛毒の咒じゆ式しきが発動し、俺の内臓が破壊されていく。


    　ギギナの長い足がアムプーラの顎あごを蹴けりあげ、下顎骨を粉砕。同時に俺の腹ふつ腔こうから手が抜けていく感触に、怖おぞ気けが襲ってくる。


    　放たれるギギナの追撃の刃は、アムプーラが転移したあとの空気を斬りつけるだけだった。


    「ガユスっ、まだ生きているか!?」


    　ギギナの鋼はがねの言葉が遠く聞こえ、なんとか意識を戻す。


    「さ、最悪だ。強ごう姦かんされる女の気持ちが分かった」


    　右手で傷口を押さえているが、腹圧で桃色の小腸が零こぼれているのが見えてしまった。


    「これで泣きそうにならない人類がいたら教えてくれ。立場を交換しにいくよ」


    「貴重な経験だな。だが、治ち療りよう咒式を使うと落ちる。これで耐えろ」


    　そう言ったギギナの手が、俺の手の上から腹部を押さえた。内臓が溢あふれるのを押さえるためだが、凄すさまじい苦痛。


    「え、遠えん慮りよしろろ！　痛すぎ、てて意識がが飛ぶ！」


    「また来るぞ！」


    　叫びと同時にギギナが空中で反転。青空を背に、アムプーラの猛もう禽きんのような垂直落下攻撃が迫っていた。


    　ギギナが屠竜刀を掲げて、蹴りの超衝撃を受ける。ギギナが俺の内臓を押さえる五指に力が入り、激痛に気絶しそうになる。だが、俺はアムプーラを倒す咒式を紡つむがねばならない。ラルゴンキンの命題と俺の連想は、すでに答えを出していたのだ。


    　屠竜刀の上のアムプーラをギギナが力で弾き、反動で距離が大きく離れる。俺の視線の上、つまりオリエラル大河の青緑色の水面へと向かって。


    　ギギナが黒翼を羽ばたき、風圧で巻きあがる水みず飛し沫ぶきが俺の顔を濡らした。


    　水面に黒翼の先端を掠かすめながら、背面飛行の姿勢で前方へと飛ひ翔しようしていく。水面と無理な咒式の苦痛に耐えるギギナの表情を上に見ながら、高速飛行が続く。逆さとなった船せん舶ぱくの側面の間を駆けぬけていき、俺の心臓が縮みあがる。


    　さらに側面に転移してきたアムプーラの追撃をギギナが弾く。刃と拳が交こう錯さくする衝撃のたびに、ギギナの翼がオリエラルの川面に触れて水みず飛沫しぶきをあげる。


    　横よこ薙なぎのギギナの一撃を、横に逃げてアムプーラが回避。空中を踊るように飛ぶ大禍つ式アイオーンの背後に、船上で驚いている警察士たちの顔が飛びさっていく。


    　さらに重ねた咒じゆ式しきによる圧縮空気の噴射で、ギギナが反転。


    　黒翼をはためかせて揚よう力りよくを摑つかみ、さらに噴射。水面を爆発させて急上昇。陽光を受けて煌きらめく水と、俺の腹から零こぼれる鮮血の軌跡を描きながら、空高く駆け上がる。


    　陽光を背にしたギギナが一気に両翼を広げ、水の衣を振りはらう。


    　水滴が陽光に煌きらめき、ギギナ自身から放射される光にも見えるだろう。


    　それは、まさにこの世の終末を告げる死天使の姿。


    　ギギナに抱えられた俺は、苦痛に耐えながらもオリエラル大河の全景を眼下に見据える。知クルー覚眼鏡クブリレの下で眼を見開き、弾頭の姿を探す。


    　ラズエル島の手前で上昇する、黒い猛獣の姿を発見した！


    　ギギナが前方へと急加速。全力飛ひ翔しようで空気を切り裂いていく。大気の圧力で頭が下がると、俺の足先、右後方にはアムプーラが追尾してくる姿が見えた。


    　風圧に逆らって前を向くと、ラズエル島の上空で弾頭が分ぶん裂れつした瞬間が見えた。数十の小弾頭が、膨ぼう大だいな虹色の咒式を紡つむぎはじめた。四十二人の咒式士の生体情報と呪力を媒ばい介かいとし、疫えき病びようを司つかさどる禍まがつ式しきを呼びこむ組そ成せい式しきが展開していく。


    「これだ、この瞬間を待っていた！」俺たちと弾頭の間で、アムプーラは嘲ちよう笑しようを残して転移逃走する。「レメディウス、おまえとの契約を果たした。あとは私の好きにさせてもらう」


    　アムプーラは、弾頭と咒式の群れの上に姿を現す。大禍つ式アイオーンが組成式の端を摑むと、虹色の組成式が一気に活性化。アムプーラの演算能力が咒式を組みあげ、次元を歪ゆがませていく。


    「次元の穴が開くその瞬間こそ、我が眷けん属ぞくを呼びこむ穴を固定する好機なのだ！」


    　俺とギギナの口から、驚きよう愕がくの声が漏もれた。


    「次元の穴を開ける咒式を、禍つ式召喚に合わせて、利用することが狙いか！」


    「アムプーラやヤナン・ガラン級の禍つ式が、あの次元の入り口から大挙して出現してくるというのか……」


    　俺の背筋に怖おぞ気けが疾る。


    　四九八式の子し爵しやくと五〇一式の男だん爵しやくという二体でも、長命竜アルターなみの圧倒的な咒じゆ力りよくと戦闘力を持っていた。


    　やつら以上の番号の上位種、たとえば一から九九までの王侯級の大禍つ式アイオーン一体でも実体化すれば、咒式発見以前の悪夢の時代、さらには最終戦争に語られる大災害を引きおこす。


    　俺は唇を嚙かみしめる。恐怖ではなく、勝機に。


    「だが、瞬間移動咒式の原理が判明した今、おまえは不死身でもなんでもない、ただの獲物だ！」


    　俺の左腕と右肩、腹部が痛みの絶叫をあげるが、紡いでいた咒式組成式を開放。左手の魔ま杖じよう剣けんヨルガの先端から迸ほとばしった咒式が、膨大な咒じゆ印いん組成式を瞬時に広げていく。


    　咒式の仮想力による格こう子しは、瞬時に弾頭と展開していく咒式のすべてとラズエル島上空を覆おおうほどに広がる。


    　超巨大な球状結界に囚とらわれた、アムプーラの目が見開かれる。


    　直径二五〇メルトルという球体状の結界の体積は、半径である一二五の三乗×円周率πである三・一四×三分の四で、八一七七〇八三・二立方メルトル。


    　気温二十度で空気の重さが一・二二五グラムル立方メルトルだとすると、理想的な爆発を起こす比率、酸化プロピレン三五と空気の四五に調整。蒸気密度は二・〇〇、蒸気圧は五九キロパスカルル。必要とされる量は、体積×必要物質の体積比率×空気重量×同じ温度における蒸気圧での同じ体積での重量比。瞬時に計測が終了。


    「駒こまであるおまえが盤ばん面めんをいくら動こうと、これが詰みの手だ」


    　俺は叫ぶ。


    「その頭の悪い計画とともに滅べっ！」


    　咒じゆ式しきを発動。俺自身にとって前例がないほどの、膨ぼう大だいな質量を放つ。広大な結界内部で、爆縮され沸ふつ騰とうした五・七〇七六四四七トーンという膨大な量の酸化プロピレンが沸騰液体蒸気拡散爆発を起こし、秒速二〇〇〇メルトルという爆発的な速度で炸さく裂れつ。


    　強固な咒式結界とオリエラル大河全域の大気を震わす、極大の重低音が轟とどろきわたる。


    　間を置かず、結界内部に閃せん光こうが放電。自由空間蒸気雲爆発が発生し、小さな太陽のごとき橙だいだい色の大火球が発生した。


    　それは、化学錬れん成せい系咒式第七階位〈餓氣焰塵虐瀑旋渦パズ・ズー〉が産みだした、爆圧地獄の光景だった。


    　障害物も誤爆のおそれもない広大な空間という条件がそろうと、超広範囲結界が展開できる。最大直径で六〇〇メルトル、この場では最適な直径二五〇メルトルという、すべての攻性咒式中でも最大規模の破壊を引きおこすのである。


    　咒式反応を構成する物質が容易に合成可能なため、効果範囲を限定するほうに咒じゆ力りよくをそそげる。結界の制せい御ぎよに全力を投入。


    　俺とギギナの前方にある結界内部で、咒式が吠え猛る。怒ど濤とうの爆炎のなかで、咒式を支える弾頭とアムプーラが灼やきつくされていく姿があった。


    　気化燃料爆弾の恐ろしさは、爆速や猛度ではない。爆ばく轟ごう圧あつそのものは一二・〇重量キログラムル平方センチしかないが、圧力に逃げ場を許さず、全方位から均等に襲ってくる。通常の爆風は一瞬だが、気化燃料爆弾の爆轟圧の正圧持続時間、地獄の責め苦は凄すさまじく長いのだ。


    　弾頭は一瞬で破砕。アムプーラの眼球や皮膚や鼓こ膜まくが圧力によって破裂し、胸きよう郭かくが破れ、肺も圧あつ搾さくされる。腹ふく膜まくが弾けて内臓が撒まき散らされ、さらに破砕される。全方位の圧力は、アムプーラという存在を圧壊させた。


    　肉片となったアムプーラは、それでも残った脳で咒式を発動。転移して自らの体を再構成しようとする。


    　しかし、転移した場所でも地獄の業ごう火かと爆轟圧が待っていた。再生した肉体が瞬時に破壊つくされ、咒式が散乱する。ついに咒力が尽きて、大禍つ式アイオーンは焰ほのおの嵐に沈んでいく。


    「俺たちはチェルス将しよう棋ぎの規則に従う必要はない」俺は大禍つ式アイオーンが滅びる光景を眺めていた。「ならば駒こまの移動の限界範囲である盤ばん面めんごと破壊すればいい」


    　アムプーラの瞬間転移が無敵に近くても、制せい御ぎよできる転移距離は数メルトルから十数メルトル程度。何回か転移しようと、直径二五〇メルトルという超巨大攻こう性せい咒じゆ式しきの効果範囲から逃のがれることは不可能なのだ。


    　俺の目が驚きよう愕がくに見開かれる。


    「わ、わた私、ははっ！」


    　渦うず巻まく火炎のなかで、アムプーラはまだ絶命していなかった。


    「私はは、まが、禍まがつ式しきっ、の支配者！　我が百万の眷けん属ぞくを、死滅していく世界から、この世界に呼びよせるるために、ここ、こ、こで滅びるるわけわけ、には、いかなないいっ！」


    　アムプーラが咆ほう哮こうをあげた。咒式干かん渉しよう結界で咒式効果を減げん殺さいし、超再生能力で肉体を修復しはじめる。手が弾頭の咒式の切れ端を摑つかみ、再起動に入る。


    「さあ、だだ第二幕だ、そ、その〈宙界の瞳〉を賭かけてて、わた私とと、夜会を舞うのだ！」


    　だが、〈餓氣焰塵虐瀑旋渦パズ・ズー〉という咒式の真の恐ろしさはここからだ。


    　アムプーラの咆哮が止まり、喉のどから青い血反吐ちへどを吐いた。


    　大禍つ式アイオーンが絶望の双そう眸ぼうを俺に向けたとき、最後の効果が発動する。


    　凄すさまじい爆風のあとには、波形構造を持つ負の気圧とでも呼ぶべきものが必ず発生する。


    　正圧持続時間の長さに比例して二乗の長さを持つ圧力、負の一〇気圧という、凄まじい力がアムプーラの全身に襲いかかる。亡者の手となった圧力が、ありとあらゆる方向から、大禍つ式アイオーンの肉を引き千切る。


    　破裂した内臓と体組織の出血が、眼球を失った虚うつろな眼がん窩かや、鼻び孔こうや耳じ孔こう、口といった全身の穴から噴出した。脳も心臓も、肉体すべてが挽ひき肉にくとなった。弾頭の咒式も完全に散った。


    　墓の上を這はう者、最強の大禍つ式アイオーンたるアムプーラ子し爵しやくであった肉片は、劫ごう火かの底へと墜おちていった。


    　アムプーラは、この次元から永遠に消失した。


    　ラズエル島の上空で、俺とギギナが滑空していた。止めていた呼吸を吐いた。


    「終わったな」


    「ああ」


    　咒式による気化燃料爆発が収束していき、耳元を通りすぎる風の音が聞こえるだけになっていた。


    「これでラルゴンキンの仇かたきはとった」


    「気にするなとは言わぬ」俺の述じゆつ懐かいに、ギギナが穏やかな眼まな差ざしを眼下に向けていた。「だが、ラルゴンキンはああいう男だ。冥めい府ふで満足な笑みを浮かべているだろう」


    　視線を大河にかかるオリエラル大橋の方へ向ける。橋の上からこちらを見ている何人かの市民の顔が見えた。


    「平和なものだな」


    　俺がつぶやいたと同時に、下方から響く爆音。


    　オリエラル大橋の橋きよう脚きやくで爆煙が噴きあがっていた。白煙を切り裂いて上昇してきたのは、黒い咒じゆ式しき弾頭。心臓が瞬時に凍えた。


    　死せるレメディウスは、己が召しよう喚かんしたアムプーラすら騙だまし、囮おとりの弾頭を守らせていたのだ！


    　ギギナが背中の両翼を使って急旋回し、弾頭に向かう。俺は咒式で狙撃しようとしたが、腕が上がらない。


    　すでに究極の第七階位の咒式を二回使ってしまって、俺の咒じゆ力りよくは完全に枯こ渇かつしていたのだ。


    　格が違いすぎる。レメディウスのあまりの執念と周到さに、俺の心が絶望に屈した。


    「すまない」


    　ギギナの声も、遙はるか遠くに聞こえるだけだった。


    　オリエラル大河の上空、俺とギギナを越えていった死の弾頭から、死の咒式が展開。


    　ついに〈六道厄忌魂疫狂宴アヴァ・ドーン〉の膨ぼう大だいな咒じゆ印いん組そ成せい式しきが広がっていった。


    　ラズエル島の上空に、次元の穴を開ける膨大な力と、負の質量の物質が組みあげられていった。次元干かん渉しようが開始され空間が歪ゆがんでいき、地獄の門が開放されようとしていた。


    　暗い穴から、雲うん霞かのような黒き死神が滲にじみでてくる。


    　脳のう裏りにジヴの笑顔がよぎり、そして粉々に砕けていった。


    　俺の無力さ、頭の悪さがついに彼女を死なせることになった。


    　背後から熱風が押し寄せる。


    　巨大なプラズマ弾の群れが傍かたわらを駆けぬけていく。電でん磁じ雷らい撃げき系咒式第五階位〈電マ乖ー閻コ葬キ雷ア珠ズ〉のプラズマ弾だったが、俺が紡つむぐ雷撃咒式より、数倍も巨大な熱量だった。


    　炸さく裂れつした弾頭と、組成式が支えていた周囲の咒式が瞬時に蒸発、消失させられた。プラズマ弾は、ルルガナ内海の遙か南方の上空へと去っていった。


    　三たび背後を振りかえる。


    　大橋の上から、一人だけ去っていく人影が見えた。


    　遠すぎて判別できないが、背広と灰白色の後ろ髪だけが確認できた。


    「ラルゴンキンは、あんなところにまで攻こう性せい咒式士を配置していたのか」


    　背後のギギナが言葉を漏もらした。


    「ついでに、先ほどのことは無しだ」


    　俺が首を巡めぐらせると、憮ぶ然ぜんとしたギギナの表情があった。


    「なにが？」


    「分からぬならば、それでいい」


    　意味不明なギギナの言動は、いつものことだ。


    　ドラッケンを放っておいて、俺は眼下一面に広がるラズエル島、そしてエリダナの街へと目を向ける。


    　無機質なビル群に、雑然とした下町。木々の緑と多くの運河や川の青。


    　街角のあちこちで、俺たちを見上げる豆粒のような人々の顔があった。そのなかにジヴや、俺の知りあいがいるのだろう。


    　大嫌いなこのエリダナの街を、今だけは許す気分になっていた。


    「べつに謝罪する気はないのだが」ギギナの偉そうな宣言とともに噴ふん射しや咒じゆ式しきが停止した。「そろそろ咒式が限界だ」


    　滑空していた俺たちを即座に重力が捕らえた。ギギナと俺は、オリエラル大河へと急速落下していく！


    　耳元で空気が唸うなり、髪も服も上方へと引き千ち切ぎられるようにはためく！


    「手近な所へ下りろ！」


    　俺の言葉も空気に破砕され、あまりの速度に視界も狭まっていく。


    　ギギナが両翼を広げて揚よう力りよくを得ようとするが、空気の刃の前には無力に等しい。


    　足先には、陸地の木々の緑と白い建物が急速接近。


    「ガユス、私の封ふう咒じゆ榴りゆう弾だんを使えっ！」


    　ギギナの叫びに、俺は背後の相棒の革帯を探り、ありったけの爆裂の元を摑つかむ。眼下には、建物の窓から俺たちを見上げている人間の顔や、広場らしい芝しば生ふまでが見えている。


    　俺は封咒榴弾を振りぬきつつ、下へと向かって投とう擲てき。低てい位い爆ばく裂れつ咒式が芝生の前で多重炸裂し、爆風が大気と木々の梢こずえを震わせた。烈風を受けとめた全身の骨格と内臓が軋きしむ。


    　空気の力をギギナの黒翼が受けとめ、落下が減速。巨人の手で上へ引っ張られるような衝撃が俺を襲い、同時にギギナの翼が消失。


    　流星のような落下となり、急速接近してくる一面の芝生。足から衝突し、転がる。


    　視界には緑や白や大地が攪かく拌はんされるように回転していき、なにかに肩から激突してようやく回転が停止する。脳のう震しん盪とうが起こり、吐き気がする。


    　揺れる視界の焦点が合ってくると、ギギナの白はく磁じの美び貌ぼうが眼前にあった。


    「なんだ、ガユスは生きているのか。因いん果が応おう報ほうという言葉は噓だな」


    「ギギナがいるということは、ここは現世だな。あの世で俺とギギナが会うことはありえない。ギギナは地獄行きだが、俺は天国行きだからな」


    「ガユスを落ちこませる言葉を思いついた」ギギナが無表情に語る。「今日は、実はガユスの人生で最高の運勢の日だ」


    「これで最高の運勢かよ」


    　苦笑するしかなかった。


    　ギギナの手が、上に乗っていた俺を投げだす。もう全身のどこが骨折し内臓破裂しているのか分からない激痛だった。だからこそ、俺とギギナは皮肉な笑みを交わす。


    「ここは、どこだ？」


    　俺が顔を上げる。俺たちの回転を止めた、大理石の石せき碑ひが目に入る。


    「ラズエル島、公園？」


    　口内の血を吐きすてて見回すと、周囲は緑の芝生と木々が並ぶ公園だった。白衣や背広の人間が集まってくる。人々は俺たちを覗のぞきこむ。


    「先ほどの爆発はなんだね？　今日はそんな実験をする報告がなかったと思うが？」


    「君たちは自殺をしたかったのか？　そうであるなら、川は向こうだよ？」


    　いろいろな声をかけながら、何人かの白衣の咒じゆ式しき師しが座りこむ俺たちへと治ち療りよう咒式を発動してくれる。


    　左手と右肩の傷が修復され、溢あふれていた内臓が押しもどされて塞がった。応急処置がされていき、瀕ひん死しから重傷状態へと戻った。


    　痛みを堪こらえて立ち上がる。青いオリエラル大河の流れと、向こう岸が見えた。そして霞かすむような高層建造物の手前に、上層部が欠けた時計台が見えた。


    　俺とギギナは、どうやらラズエル島に着地したようだ。


    「……え？　噓うそ、もしかしてガユス？」


    　鈴の音ねのような声に振りむく。白金の髪の女、ジヴーニャが立っていた。


    「ここ、でなに、をしているの？」


    　ジヴの左手はパイらしきものが乗った皿を持って、右手は菓子の一片を刺した肉又フオークを握っていた。


    「って、ひどいケガじゃない！」


    　両手のものを投げだして、ジヴが俺へと駆けよってきた。ジヴの熱い体が、俺の胸へ飛びこんでくる。


    「……ジヴ、俺の血で服が汚れるよ」


    　言葉を聞いていないのか、俺の背中へと手を廻し、ジヴが抱きしめてくる。


    「バカ、服なんてどうでもいいのっ！」


    　顔を上げたジヴの緑の双そう眸ぼうが潤うるみ、涙を零こぼさんばかりになっていた。


    「またこんな大ケガをして、なにがあったの!?」


    　ジヴの清らかな視線に耐えられず、俺は目を逸そらす。


    「えっと、昨夜のことを直接ジヴに謝るために飛んできた。それだけ……」


    「バカっ！　そんなつまらない噓をつかないでよ！」と叫んだあと、ジヴは「バカ」と小さく　繰りかえし、俺の肩に顔を埋める。


    　黙りこんだ白金の髪の向こうに、ラズエルの人々が集まっていた。それぞれに先ほどの爆発について予測しはじめた。本当にラズエル島の人間にはレメディウスの悪意が知らされていなかったようだ。


    　ギギナは、女性社員に囲まれて不機嫌な顔をしている。放置決定。


    　ジヴが顔を上げる。翡ひ翠すいの眼まな差ざしは、遠い時計台を眺めていた。女の横顔には、痛切な感情と理解の光があった。だいたいの事態は看かん破ぱされたようだ。


    　ジヴの瞳が、俺を真正面から捉えた。


    　伝えたかったことを、言うべきだった。


    「もう一度謝りたかったのは本当だ。すべて俺が悪かった。すまない」


    「あなただけが悪いわけではない。でも、私が怒っていない、と言ったら噓になる」


    　静かなジヴの言葉が投げかけられた。


    「あなたの口の悪さが好きなのか、優しさが嫌いなのか、私自身にも分からない。たぶん、その両方なのかもしれない」


    　ジヴの表情には迷い。瞳には大きく乱れる感情があった。


    「だけど……」ジヴが小さく首を振った。「あなたがしてきたことに比べたら、私の嫉しつ妬とはくだらないことだと思う」


    　ジヴの瞳が俺の内部を覗のぞきこむ。


    「あなたの思い出はあなただけのもの。大事にするのもあなたの選択。それを忘れさせることができなかった、私の女としての器量不足だとも思う」


    「違うよジヴ。それはやはり俺が……」


    　そこで二人から言葉が失われた。探りあいは止まらず、互いに譲じよう歩ほをして演技で言い訳しているだけなのだろう。


    　伝えるべきはこんなことではない。分かっていたはずだ。


    「ジヴ、もう一度最初から始めよう。これが俺の正直な気持ちだ」


    　長い長い沈黙。


    　俺は答えを待ちつづけた。


    「とりあえず……」


    　ジヴの瞳の奥には、苦痛を堪こらえるような光があった。振りきるようにジヴが微ほほ笑えみ、紅の唇が小さく小さく開いた。


    「とりあえず、態度保留。今はそれでいい？」


    「ああ、それで充分だ」


    　俺はうなずいた。力が抜けて、ジヴの腕から滑り、芝しば生ふへと腰が落ちた。


    「ガユス、大丈夫!?」


    「ははは、安心したら力が抜けた」


    　心配顔で俺を抱えるジヴに、苦笑を向ける。


    「君のことだけが心配だったらしいね」


    　俺はジヴを見上げた。ジヴの緑の双そう眸ぼうは、愛と哀しみと、すべての感情が燃える坩堝るつぼとなっていた。俺は膝を立てて、起き上がる。


    「映画みたいに、男女の口づけひとつで物事が解決したら、楽なんだけどね」


    「私もそう思う」


    　ジヴが弱々しく微笑む。


    「試してみるか？」


    　俺は右手を伸ばし、ジヴの細い顎あごに添えた。上を向かせて、唇と唇を重ねた。


    　顔を離すと、戸惑うようなジヴの顔があった。


    「とくになにも解決はしないね」


    　ジヴが考えこむ。


    「でも、もう一回してくれたら、態度保留から善処にしてあげる」


    「俺はいいけど……」


    　冷静になって続ける。


    「人の目もあるから」


    　周囲の人々が珍しそうに見ていることに、ジヴがやっと気づいた。人々は興味深そうに眺めている。


    　尖とがった耳の先まで紅潮させたジヴが、俺の背に回した手を放した。ジヴは立ち上がり、半歩だけ離れた。俺は倒れた。


    「ええと、この人が恋人なので心配してケガして」そこでジヴは諦あきらめた。「……その、とにかく見なかったフリをしてください」


    　ラズエルの人々はなぜか厳げん粛しゆくな面おも持もちでうなずいた。白衣の研究者は、手元の紙片になにかを書きとめていた。


    　ジヴが苦笑した。俺も小さく笑うしかなかった。


    　いまだに、二人の、世界の問題はなにひとつとして解決していない。


    　俺の捻ねじれた生とジヴの直線の生。二つの相反する生きかたの妥だ協きようと歩みより。そして、それを続けることの難しさがあった。


    「それじゃ、病院に行きましょう。ラズエルにはいい咒じゆ式しき医師がいるはず」


    　俺はジヴに支えられて、なんとか歩みを進める。


    「美人の看護師がいるかどうか、それが重要だな」


    「はいはい。脳へ直接、太～い注射をしてもらいましょうね」


    　ジヴに抱えられながらも、俺は苦笑するしかない。


    「心配をかけたら怒るし、それを隠しても怒るし、最初の出会いを忘れても怒るし、昔の女を思い出したら怒るし。俺はどうしたらいいのだろうね？」


    　ジヴの笑みが、悪戯いたずらなものに変わる。


    「いいわよ。私だってときには昔の男を思い出すこともあるしね。お互いさまよ」


    「ちょっ、誰？」あたりまえの事実だが、俺は焦あせる。「そいつはどんな男なんだ!?」


    「教えな～い。せいぜい嫉しつ妬としていなさい」　


    　どこに位置させればいいかも分からずに、俺の手と目が空を彷徨さまよっていた。ジヴが真剣な顔をした。


    「おかえり、ガユス」


    　口くち許もとには柔らかな微笑みがあった。


    「今回は言えた」


    「ああ、ただいま」


    　二人で小さい笑みを交わす。


    　生の果てで、俺はくだらない攻こう性せい咒式士ごっこを止められないだろう。そして、ジヴは直線の眼まな差ざしを逸そらさないだろう。


    　俺とジヴは、未来から眼を逸らし、現在の感情で答えを出しただけだった。


    　だが、これから続く答えは、二人で探していけばいい。


    　ついには解決しないかもしれない。


    　だけど、今は束つかの間まの妥だ協きようで充分なのだ。


    　まだ去らぬ痛みを堪こらえ、そして俺は一歩を踏みだした。


    　あまりに困難な一歩だった。


    　だが、それでも歩みは続いていった。

  


  
    十二章　砂礫の終局図


    



    　　　　　　人類が最後の三人になった。


    　　　　　　それでも殺しあうだろう。二人が一人を除けものにし、結束するために。


    　　　　　　人類が最後の二人になった。


    　　　　　　それでも殺しあうだろう。自分一人が生き残るために仕方なく。


    　　　　　　人類が最後の一人になった。


    　　　　　　そして自殺するだろう。自分一人という孤独のために、


    　　　　　　さらには自分の中のなにかに耐えられずに。


    
      イェム・アダー「混こん沌とんの遺言」　皇こう暦れき四八九年

    


    



    



    「どこだ、どこにいる？」


    　デリラ山脈でナジクが白い息を吐いた。長身を覆おおう毛皮に遮しや光こう眼め鏡がねといった登山装備には、霜しもが張りついていた。ナジクの後ろには、同じ装備をした大男のナバロが続く。


    「どこかにいるはずだ！」


    　曇どん天てんの空の下で〈[image: ]しよ光こうの戦線〉の捜索隊が岩山を登っていく。暗灰色の岩肌はどこまでも広がっていた。ナジクとナバロが山頂で足を止める。


    　双眼鏡でナジクは周囲を見回す。ナバロも目視で周囲を見回す。二人に続く[image: ]光の戦線の捜索隊の一人が、息を吐いた。


    「……ナジク、ナバロ、おまえたちの気持ちは分かるが、この山に放置されて三か月も経っている」


    　壮年の男は、言いたくもない言葉を吐きだした。


    「……二人とも生きていない」


    「そんなはずはない！　今まで見つけた同胞の死体のなかに、二人のものはなかった！」


    　ナバロが叫ぶ。巨漢の声は荒こう涼りようとした景色に、岩肌に、枯れた木々に反響した。ナバロの熱い思いを理解しながらも、男は冷静な判断を告げる。


    「だが、このままでは俺たちまで遭そう難なんする。引きかえすべきだ」


    「分かっている」


    　激情を抑えるように、ナジクが答えた。


    「分かってはいるが、ナリシアが、レメディウスが死ぬなんて認めたくないんだ。そんな、そんな残ざん酷こくなことが……」


    　ナジクが哀しみを吐いた。男も苦痛を感じつつ述べた。


    「俺たち[image: ]光の戦線は、ナジクとナバロ、おまえたちまで失うわけにはいかない。もっとも格闘技と咒じゆ式しきに優れ、仲間想いのナジクと、砂漠一の勇敢な剣士であるナバロの兄弟まで失えば、組織は壊滅する」


    　男は、ナジクの肩に手を触れた。理り不ふ尽じんさに震える肩に、男も同じ悲しみを感じていた。


    「分かってくれ」


    　ナジクが肩を落とし、岩肌に膝をついた。昼間だというのに、デリラ山脈の気温は零れい下かに近くなっている。これからさらに気温が下がっていくだろう。


    「……帰ろう」


    　ナジクが弱々しい声で呻うめいた。巨漢のナバロが、兄に肩を貸して立ち上がらせる。


    「待て、あそこを見ろ！」


    　男の声に、兄弟が振りかえる。斜面の向こうを進む、人影があった。破れた服、足を引きずる歩みは、冥めい府ふを彷徨さまよう亡もう者じやのようだった。汚れた金の髪、細い肩といった後ろ姿に見覚えがあった。


    「レメディウスっ！」


    　捜索隊全員が荷物を放りだして斜面を駆け下り、人影に向かって走る。亡者は呼びかけの声が聞こえないように、歩みつづける。追いついたナジクが、人影の肩を摑つかむ。


    「レメディウス、生きていたか！」


    　振りかえらせると、ナジクとナバロ、そして[image: ]光の戦線の面々が言葉を失ってしまった。


    　彼らの眼前にいる人物、無言のレメディウスの姿は変わり果てていた。


    　[image: ]やせた体を包む服は、原型が判別不明なほどに破れていた。服の破れ目から覗のぞく砂漠色の肌は、拷ごう問もんの傷跡が縦横に走っていた。傷跡は、全身に広がっているのだろう。


    　なにより、レメディウスの容よう貌ぼうには、以前の面おも影かげが消えさっていた。


    　青年咒じゆ式しき博士の柔にゆう和わで繊せん細さいだった顔にも、無む惨ざんな裂れつ傷しようが縦横に刻まれていた。折れた鼻は変形し、削そがれたような頰に、顎あごは尖とがっていた。そして、以前とはまったく違う険しい表情が貼りついていた。


    　青年の顔は、地獄の鬼でさえ優しげに見えるほどの凶相。レメディウスの双そう眸ぼうには、禍まが々まがしい光が宿っていた。


    　あまりの変貌に、捜索隊の誰もがかけるべき言葉を失っていた。ナジクとナバロはレメディウスの肩を摑つかんで、交互に問いかける。


    「他の同胞はどうした!?」


    「妹は、いっしょに誘ゆう拐かいされたナリシアはどこだ!?」


    　二人の間に立つレメディウスは、暗い陰いん惨さんな笑みを浮かべた。


    「誘拐されたものは全員死んだ。私が殺したものもいる」レメディウスの歪んだ唇は、信じがたい言葉を吐いていく。「だが、ナリシアは私の内にいる」


    「ど、ういうことだ？」


    　ナジクには問いかえすことが精一杯だった。素そ朴ぼくな巨漢であるナバロはレメディウスと兄を見比べるばかりだった。レメディウスの顔に、闇色の笑みが広がっていく。唇が半月を描く。


    「喰ったよ」


    　かつてレメディウスであった存在の双眸に、鬼火のような陰惨な焰ほのおが躍っていた。昏くらい笑みは、哄こう笑しように近いほど大きくなっていた。


    「僕を生かすために、その身を捧げてな」


    「噓うそ、だろ、そんな……」


    　レメディウスが、右の掌てのひらを掲げる。五指が開かれ、握りこんでいたものがあきらかになった。全員が硬直した。


    　それはナリシアの緑の瞳、萎しなびた二つの眼球だった。


    　レメディウスは、掌を目の高さに掲げた。すでに乾ききった眼球を、愛しそうに眺めた。


    　眼球を掌の上で滑らせ、自らの口の中へと流しこむ。喉のどが膨ふくらみ、[image: ]えん下かした。


    「これでナリシアのすべては僕の、私の中だ」


    「レメディウス、貴様は正気か!?」


    　叫ぶ男に、青年だったものは悪鬼の笑みを返す。


    「弱く愚かなレメディウスはすでに死んだ。ナリシアとともにな」


    　業ごう火かの瞳が全員を射ぬいた。


    「僕は、いや私は、今日からドーチェッタを、ラズエルを灰かい燼じんに帰すためにすべてを捨てる。〈[image: ]しよ光こうの戦線〉はこの私に従って戦うのだ！」


    〈[image: ]しよ光こうの戦線〉に属し、泥沼の内戦を戦ってきた歴戦の勇士の全員が、恐怖し、畏い怖ふに打たれた。


    　レメディウスが抱える、無む明みようの絶望と哀しみの深しん淵えんさに。


    　新しいレメディウスがナジクとナバロに向きあう。


    「ナジク、ナバロ、私に力を貸してくれ。地獄の悪鬼を呼ぶために、その身を私に捧げてくれ！」


    　レメディウスの眼差まなざしは、絶対的なものだった。ナジクとナバロ、二人の兄弟が顔を見合せた。そして迷いを振りきって、うなずいた。


    「レメディウスが望むなら、俺たちは従おう。この身はおまえの道具だと思ってくれ」


    　復ふく讐しゆうの魔神たちが誕生したことを祝福するように、風が叫び、天が唸っていた。


    「そうだ、私こそが復讐者、私こそが悪鬼」


    　レメディウスが天を見上げて叫ぶ。


    「そして私こそが……」


    



    



    「どうして生きているんだ？　頑がん丈じようなおっさんだな」


    　俺の見舞いの言葉に、ラルゴンキンが首を巡らせた。太い唇に不敵な笑みを浮かべ、火がついていない葉巻を咥くわえている。


    　エリダナ中央病院の病室。特大の寝台に、それでも収まりきらないようなラルゴンキンの巨体が半身を起こしていた。寝台の横には副官のヤークトーが座る。電子書類を広げていることから、病室での会議中だったようだ。


    「心臓と左肺の大部分を貫通し破壊されたら、いくら丈夫な重じゆう機き槍そう士しでも、とりあえず死んでおけよ」


    　俺は呆あきれておく。ヤークトーが折りたたみ椅い子すを薦すすめてきたので、腰を下ろす。病室の片隅にある端末が報道を流している。


    「おまえらの基準では、な。一流の咒じゆ式しき剣士、前衛は心臓などの重要器官に補助を用意することもある」


    「人間じゃねーな、それ」


    　俺は苦笑する。病室の入り口に背を預けていたギギナが、ラルゴンキンへと視線を向ける。


    「それでも、負傷の翌日の今日に意識が戻り、明日には退院できる。ラルゴンキンの体力と回復力は異常だ」


    　ギギナの声にも、賛嘆より呆あきれの成分が勝っていた。ラルゴンキンは口の端はを歪ゆがめて豪放に笑う。


    「おまえたち若造とは鍛えかたが違うよ」鳶とび色の眼は、俺たちを見据えていた。「そちらはあまり健康そうでもないな」


    「まあ、ね」


    　手を上げようとした動作で、包帯に包まれた両腕に激痛が生まれる。


    「ラルゴンキンのような単細胞生物ではないからな」


    　自らの体を眺める。服の下にも包帯が巻かれ、咒じゆ符ふが貼りつけられている。


    「第七階位の禁きん忌き咒じゆ式しきの二連発で、過か負ふ荷かがかかった両腕と脳や神経系統が灼やききれた。ロルカが売りつけた、レメディウスの宝ほう珠じゆや機関部がなければ、廃人決定だったよ」


    　レメディウスの名前に、ラルゴンキンやヤークトー、そしてギギナも複雑な表情を浮かべることになった。


    「治療には小さな家が一軒建ちそうなほどの金が飛んだ。ラズエル社が治療費全額を出してくれなければ、俺の心臓が止まっていただろうな」


    　俺はラルゴンキンに視線を戻す。


    「それで、葬そう式しき、いや人生の卒業式はいつになるんだ？」


    「本当に口が減らない男だな」


    　ラルゴンキンが葉巻を机に置いて、苦笑した。瞳は急に遠い眼差まなざしになり、窓から外を見つめた。


    「私はそれでも生き残っているだけいい。惜しいやつらを失ってしまったよ」


    　ラルゴンキン事務所は、開店休業状態になっていた。主力のラルゴンキンとイーギーとジャベイラが入院中。時計台の戦いで、事務所五番手のワイトスと六番手のブレイグという中堅攻こう性せい咒じゆ式しき士しに、一階に残ったザリスとトレモンという攻性咒式士が死亡した。また他に四人の負傷者が入院している。


    　二十九人いた攻性咒式士のうち九人が死亡、七人が入院という現実に、あの一連の禍まがつ式しきどもとの戦いの凄すさまじさが分かる。


    　そして、郡警察や市民にも何十人と死者が出ている。


    　ラズエル島の社員と来訪者の一二〇五人を救うためとはいえ、あまりにも大きな犠牲だった。


    　大量虐殺を救った街の英雄として、市とラズエル社による厳げん粛しゆくな葬そう儀ぎが行われた。だが、死んでいった人々、遺族や周囲の人々の悲しみが癒いやされるわけもない。アーゼルと見たような葬式がまたエリダナのどこかで行われる。やりきれない。


    　ラルゴンキンが窓の外に向けた視線を、俺の目も追う。ラズエル島も時計台も、遠すぎて見えはしなかった。


    「そういえばガユス。我がラルゴンキン事務所に入ってくれるそうだが？」


    　俺の顔を、ラルゴンキンが真正面から見据える。俺は返答に詰まる。


    　ラルゴンキンが死んだと思ったときに、そういうことを口走ったような気もする。


    　答えられずに迷う。ギギナへと視線を向けると、鋼はがねの瞳は紫の色彩を帯びていた。


    「そんなもので良ければ、いくらでも持っていくがいい」


    　微量な戸惑いの成分が含がん有ゆうされていたが、あいかわらず自由気ままだ。


    　一回息を吸って、吐く。俺の返事は決まっていた。


    「ラルゴンキン、すまない」


    　謝罪の言葉を、ラルゴンキンの穏やかな眼差しが受けとめた。


    「あんたのところが大変なのは分かるから、仕事の下請けならいくらでも受ける。だが、まだあの事務所を畳たたむわけにはいかない」


    「分かっているよ」


    　ラルゴンキンは優しい象のような眼をして、太い顎あごを引いてうなずいた。


    　あの古めかしい事務所には、甘美さと痛みの思い出が詰まっている。


    　そして、いつか去っていった者たちが帰ってくるような気がする。その再会の日までは、閉めるわけにはいかないのだ。


    　再会のときにも、けっして黄金の日々が帰ってくるわけではない。あの日失われた絆きずなは、再会で激しい痛みをもたらすだろう。


    　愚かな感傷かもしれないが、決着は俺自身がつけねばならないのだ。


    　遠くを見据えるギギナの目にも、回かい顧こと懐かしむ色があった。想いは俺と同じだろう。


    「ま、断るだろうとは思っていたよ」


    　ラルゴンキンの声に力が宿る。巨漢の体に膨ふくれ上がるような圧力が満ち、急に病室が狭くなったように感じられた。


    「まだまだ若造には後を任せられない。おまえたちやパンハイマの時代など、当分は来ないと思えよ？」


    　ラルゴンキンの剛ごう毅きな笑み。俺たちは苦笑を浮かべるだけだった。巨漢の攻こう性せい咒じゆ式しき士しが寝台の背板に、身を預ける。軋きしむ音が病室に響く。静かだった。


    　片隅の端末が流す、報道番組に耳を傾ける。


    　エリウス郡とツェベルンとの境で、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の隠れ家が発見された。龍りゆう皇おう国こくの特殊部隊が突入し、六名を射殺。完全に壊滅させたという報道だった。


    「エリダナ市長のヒルベリオは、龍皇国による自治権の侵害だとして憤慨、か。いつものように演技だろうな」


    　俺は誰に聞かせることもなく、感想を漏もらした。


    　市がラズエル社を見捨てたことを隠すには、手ごろな事件だったのだろう。


    「では、俺たちは帰るよ」


    「ああ」


    　ラルゴンキンの分厚い手が掲げられた。ヤークトーは目礼を返した。


    



    



    　俺たちは病室を辞し、廊ろう下かへと出た。


    　病室の廊下で、二人の攻性咒式士、イーギーとジャベイラに出くわした。


    「なんだ、生きていたのか」


    「ほう、心配してくれるのかえ」


    　松まつ葉ば杖づえのジャベイラが俺に擦すりよってくる。重傷の女を邪険にするわけにもいかず、俺はされるがままにしておく。


    　どうでもいいけど、また人格設定が変わっている。


    　視線を動かす。包帯と咒じゆ符ふで全身を包んだイーギーが、ギギナと睨にらみあっていた。


    　二人とも無言だったが、包帯まみれのイーギーは右手を挙げて見せた。五指が動く。咒じゆ式しき治療で新しい腕が生成されたのだろう。


    　ギギナが静かに笑い、廊ろう下かを歩きだす。イーギーはラルゴンキンの病室へ、ギギナは病院の出口へとそれぞれに去っていった。


    「攻こう性せい咒式士は意地っ張りというか子供というか」


    　俺の横に立つジャベイラが、吐息を漏もらした。


    「あたしみたいに、その場その場でテケトーにやればいいのに」


    「前から思っていたのだが。ジャベイラ、性格設定を変えるのは、自己防衛のためか？　それとも多重咒式展開の秘ひ訣けつなのか？」


    　ジャベイラは俺を見上げた。女は謎なぞめいた微ほほ笑えみを浮かべていた。


    「いいえ、単に私自身が地味だから」


    　攻性咒式士が歩きさっていく。長い髪の後ろ姿を、俺はしばらく眺めていた。


    　俺は苦笑してその場を離れた。そしてギギナの背を追って歩きだす。


    　病院の外へ出る。事務所のヴァンが止めている場所へ向かう。通りすがりの駐車場のアスファルトに、わずかに残った焦げ跡に気づいた。


    　思わず俺は足を止めていた。


    　ヘロデルの最期の名な残ごりだった。


    　俺を裏切り、殺そうとした友人のことを、今は許せるような気がしていた。


    　過去の痛みも選択も、こうやって甘い郷きよう愁しゆうとなっていくのだろう。


    　いつかヘロデルの墓参りにでも行ってやろうかと思う。あいつが好きだったジェダ酒でも携たずさえて。


    　足を進めようとすると、俺を待っていたギギナの銀の双そう眸ぼうに出会った。


    　紫の輝きを帯びた深淵に、柔らかな感情が宿っていたような気がした。それは、俺の感傷のせいだろう。


    　俺の歩みはギギナを追い越し、先へと進む。相棒の足音が、俺の背後に続いた。


    　ギギナの足音が唐とう突とつに止まる。俺の足も止まった。


    　前方に広がるエリダナの路上には、黒塗りの大型車が停車していた。車の扉に肘ひじを預けたのは、暗灰色の背広姿をしたエグルド少尉だった。


    　エグルドの前には、同じ背広姿のゴッヘル中佐が腕を組んで立っていた。


    「エリダナを救った英雄と、少しお話をしたいという御方がいてね」


    



    



    　車は、エリダナの街角を走っていく。


    　すべての窓が、ポリカーボネイトと強化結晶アクリルの多層複合構造の防弾ガラスで覆おおわれていた。さらに内側の層には、抗咒式用の咒じゆ化か結けつ晶しようの不自然な煌きらめきが見てとれた。


    　エグルドとゴッヘルは運転席に座って車を疾駆させている。長い後部座席のさらに最後部に、俺とギギナが座っていた。


    「お楽しみ会が始まるのかな？」


    　俺のふざけた言葉に、王侯のように悠ゆう然ぜんと座るギギナが答える。


    「後部座席ごと爆破されるのかもしれぬ。秘密を知るものは消せ。よくある展開だ」


    「主人公は死なないだろう？」


    「では気をつけろ。貴様はどうみても脇役顔だ。前にも二回ほど死んでいることを忘れるな」


    　ギギナが指摘する事実に、言いかえせない。俺も、そして誰も主役になどなれない。


    「そろそろ話をしてもよいかな？」


    　運転席の背後、俺たちと向かいあわせの席から言葉が放たれる。


    　獅し子しの鬣たてがみのような黄金の髪、氷河の底のような碧あおの瞳。黒の軍服に豊満な肉体を押しこめた女の姿がそこにあった。俺は唾つばを飲む。ギギナの手に力が込められる。


    「そう緊張せずともよい」


    　女の艶あでやかな紅唇の両端が吊りあがる。


    「といっても、諸君らは私の親戚、あのモルディーンとすでに出会っているから慣れているだろうが」


    「そろそろお出ましの時間だと思っていましたよ」


    　俺は笑みを返してやる。


    「皇国の意志を決める円えん卓たく評ひよう議ぎ会かいの一人にして、イルム選皇王軍最高司令官。銀ぎん環かん勲くん章しようを二度も受けた、歴戦の武人。ロンドラム公爵にしてゲイナン侯爵。龍りゆう皇おう国こく軍の内務監察長官」


    　言葉を刃に変える。


    「だが、数ある重要な顔のひとつに、龍皇国の暗部を司つかさどる諜ちよう報ほう機関〈竜の顎あぎと〉の最高司令官の顔がある。そうですよね、イルム選皇王殿下？」


    「ゼノビアでいい。家名や称号で呼びあうのは、年寄りの習慣だ」


    　女じよ傑けつは艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。モルディーンと同年代のはずだが、高位咒じゆ式しき士しにつきものの肉体老化の鈍どん化かに生来の美び貌ぼうが合わさり、輝くような存在だった。


    「それで、イルム選皇王殿下が我らごときになんの御用でしょうか？」


    　仲良くお話をする気がないという宣告にも、女傑の笑みは変わらなかった。


    「まずは、エリダナを救った英雄にお祝いを述べようと思ってな」


    　苦々しい笑みが俺の唇に刻まれていただろう。


    「ええ、あなたのくださった情報でね」


    　俺は続ける。


    「武器商人のパルムウェイに〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉が払った以上の金を積んで、やつらの隠れ家の場所を吐かせた。ついでに、匿とく名めいの通報で郡警察を動かした。用済みになったパルムウェイを、口封じのために[image: ]光の鉄槌の制裁に見せかけて消した」


    　白い喉のどを仰のけ反ぞらせて、ゼノビアが笑う。


    「これはこれは、少しは頭の回る若造だこと。モルディーンが少しは気に留めるわけだ」顔が下ろされ、氷河の双そう眸ぼうが俺を見据える。「だが、真相は違う。〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の狂気に怯えた、パルムウェイのほうから密告に来たのだよ」


    　俺の心が凍えていく。


    「しかしなぜだ。なぜこんな回りくどいことをする？」


    「残念ながら、このエリダナに対し、龍りゆう皇おう国こくが表立って介かい入にゆうするわけにはいかない」


    　ゼノビアが艶えん然ぜんと微ほほ笑えむ。


    　疑問が残る。まったく意味不明の疑問が。


    「ズオ・ルーと二度目に会ったときから、ずっと気にかかっていたことがある」


    　敬語など吹き飛んでいた。問いかけるしかない。


    「龍皇国が、[image: ]光の鉄槌にレメディウスが入り掌しよう握あくしたという醜しゆう聞ぶんを消したいのは分かる。しかし、それは国家、あなたの〈竜の顎あぎと〉が殲せん滅めつに向かうほどのことではない」疑問の核心が鮮明になってきた。「むしろ、より過激な刃、しかも民間のレメディウスの刃がドーチェッタに突きつけられることになり、龍皇国の暗躍の痕こん跡せきも消える。なにをそんなに心配している。いや、それ以上に、あのレメディウスがラズエルと皇国をそこまで憎む理由がな……」


    　女王は微ほほ笑えむ。膝の上で優雅な指が組まれていた。俺は気づいた。ひとつだけ理由がある。


    「まさか、そんな」


    　俺は確信した。それしかない。


    「ドーチェッタと、あの悪魔と、龍皇国が手を組むということか！」


    　俺の叫びが、車内の空気を切り裂いた。ゼノビアの微笑みが消え、苦々しげな自じ嘲ちように変わっていた。


    「半分だけの正解、といったところだな」


    　俺の胸の前にギギナの右腕が掲げられ、激げつ昂こうを制する。


    「どういう理屈になっている？」


    　ドラッケンの銀の双眸が、憤ふん怒ぬの坩る堝つぼのように燃えていた。


    「諸君は、龍皇国や七都市同盟の主産業を知っているかね？」


    　ゼノビアの声は、氷点下の冷たさを帯びていた。


    「そう、各種咒じゆ式しき産業だ。製造に加工、流通に情報、医療に教育、そして軍事。それを支えるのは最先端の咒式技術と、最後にはどうしても資源が必要となる」


    　女王の声には、呪うような響きがあった。


    「ツェベルン龍皇国の咒式産業に不足しがちなのは、各種希少金属や地下資源だ。だが、必要なタンタルにルテチウム、スカンジウムにイットリウム、さらには金や鉄やアルミなどの大規模鉱脈が、ある場所で連続して発見された。よりにもよって、あのウルムン共和国でな」


    　車内には沈黙。ゼノビアの静かな告白だけが続く。


    「供給量を調整すれば国際価格を破壊し、大陸経済を恐慌に陥おちいらせることも可能だ。その調整権をドーチェッタごときに握らせるわけにはいかないのだ」ゼノビアは告げる。「ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟は緊急会談を設けた。そして武器取引があったラズエル社を通して、砂漠の独裁者であるドーチェッタに接触した」


    　ゼノビアが続ける。


    「結論はこうだ。ドーチェッタの独裁政権を、龍皇国と七都市同盟は容認する。その代わり、希少金属鉱山の採掘に、皇国と同盟が加わり価格調整権を三分割する」


    　恐ろしい言葉に、俺は問いかえしていた。


    「どうしてドーチェッタと組む必要がある？　〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉が独裁政権を倒せば、皇国の権けん益えきになるだろうが？」


    「皇国の経済は緊急を要する。一瞬でも資源流通が混乱したならば崩ほう壊かいする。いつか独裁政権が倒れ、即座に安定的な政権が樹立する、などという不確実で楽観的な未来を待ってはいられないのだ」


    　ゼノビアは冷れい徹てつな為い政せい者しやの判断を口にした。


    「ウルムンの資源はウルムン人民のものだと掲げている[image: ]光の鉄槌と、皇国が妥だ協きようする道など存在しない。しなかったのだ」


    　女王は艶あでやかな足を組み替え、結論を下す。


    「レメディウスは人質のままで死に、[image: ]光の鉄槌は悪あく辣らつな組織として壊滅する。それで大多数の人間が満足し、救われるのだ」


    　レメディウスの、あの底無しの憎ぞう悪おの理由の一端が分かった。彼は家業と祖国とに裏切られていたのだ。


    「……人質交換の場は、すでにラズエルと軍による処刑場に決定されていた、ということか」


    「国家のために、そこまで汚い手を使うのか。誇り高きドラッケンには理解できぬ」


    　吐きすてたギギナに、俺も心中で同意していた。


    「それは高潔なことだ」


    　戦士の誇り高さを嘲ちよう笑しようするような笑みだった。ゼノビアの女王の目は、俺たちを見据えた。


    「だがな、我が国の経済を守り、これ以上に失業者を増やさないためなら、私は龍皇の血族としての責務を果たすべく、どんな卑劣で悪辣なことでもする」女王の目は、責任を理解するものの覚悟を浮かべていた。「遠い砂漠の国の民が圧政に苦しもうと、知りはしない。自分の国の問題を自分たちで解決できない愚か者どもに、私はいっさいの同情を抱かない」


    　ゼノビアの表情には、後悔や良心の呵か責しやくなど浮かんでいなかった。


    　モルディーンが論理と遊ゆう戯ぎの竜なら、ゼノビアは徹底した実利主義者だった。


    　彼女には、モルディーン流の遊びなどいっさい存在しない。相手を追いこみ、死の息吹で滅ぼしていく火竜のような女だった。


    「おまえたちが、最悪の独裁者を助け、地獄の国を生みだしておいて無関係だと!?」


    　俺の怒りの弾だん劾がいが放たれた。ゼノビアの双そう眸ぼうには、俺以上の瞋しん恚いの焰ほのおが宿っていた。


    「君はいつまで公平な立場でものを言い、私を責める気だ？　この決断はモルディーン枢すう機き卿けい長ちようがまとめた」


    　声には刃の鋭利さが宿っていた。


    「諸君らが、あの狡こう猾かつな怪物を護衛した、春先の会談で決定されたのだ！」


    　落雷を受けたように、俺とギギナは動けなかった。


    　責めていたはずの俺たち自身が、最悪の陰いん謀ぼうの片棒を担がされていた。


    　モルディーンの操くり糸いとは、長い時間と距離を置いても、いまだ俺たちを手放してはいなかったのだ。


    　俺とゼノビア女王の視線が、静かな雷いかずちとなって衝突する。


    「この会見の意味はなんだ!?　俺たちに真相を伝える意味はどこにある!?」


    「すべてが片づこうとしている今、真相はとくに秘密にするようなことではないし、少しの時が経てば誰もが知ることになる」


    　ゼノビアの青い目に興味の色が孕はらまれていた。


    「ただ、あのモルディーンの策さく謀ぼうに関わり、なお生きている人間を見ておこうと思ったのだ。そこで、無害な場所で泳がしてみただけだ」


    　ゼノビアの獰どう猛もうな表情が、俺とギギナに向けられる。


    「まったく大したことはなかったな。少々頭は回るし、かわいらしい顔をしているが、ただそれだけだ」


    　俺とギギナは、女王の宣告に必死に耐えていた。


    「おまえは……」


    　俺の唇は、ようやく言葉を絞しぼり出した。


    「おまえはモルディーンだ、龍皇の一族は、そのすべてが人喰い竜なのだ」


    　ゼノビアは寂しげに微ほほ笑えんだ。


    「……あの男と同類にされたくはなかったな」


    　疲労したように、女王は座席に深く背を預けた。ゼノビアの顔は、一千歳を経た長命竜アルターにも見えた。


    「君たちに対する私の興味も尽きた。ここらで失礼させていただこう」


    　ゼノビアの姿が、唐とう突とつに消失した。


    



    



    　遠距離通話を切ったゼノビアは、椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついていた。


    　言葉もなく、氷の眼まな差ざしは中空を見つめていた。


    「……最後に痛いことを言ってくれる。若いものは遠えん慮りよがないな」


    　ゼノビアの独り言を聞きとれなかったのか、入り口の護衛が怪け訝げんそうな顔を浮かべた。護衛官は、詮せん索さくを止めてすぐに謹きん厳げんそうな顔に戻る。


    「ゼノビア殿でん下か、そろそろお時間です」


    　護衛の言葉に、ゼノビアが細い顎あごを傾けるようにうなずく。疲れを振りきるように立ち上がる。


    　控え室の外に出ると、控えていた人影が走りよる。案内役の少年が頭を深く下げて、ゼノビアを迎えた。


    「こちらでございます」


    　緊張しきっている少年に先せん導どうされて、女じよ傑けつと護衛の一団が緋ひ色いろの絨じゆう毯たんを粛しゆく々しゆくと進む。


    　廊ろう下かの端にある巨大な扉が外へと開かれた。乾いた風が、ゼノビアの黄金の髪を燃えあがらせる。


    　眼前には、この国では産出されない大理石の白はく亜あの宮殿。城の向こうには、砂岩造りの貧相な街並みがあった。そして人工物の背景すべてを埋めつくす砂漠の色が、どこまでも広がっていた。


    　ウルムンの現状を戯ぎ画がにしたような光景を、ゼノビアは眺めていた。案内役の少年の蒼白な顔に気づき、女王は先を急いだ。


    　ゼノビアが遅れれば、少年が責任を取らされて、一族ごと処刑されるのだろう。


    　ここはウルムン共和国、ドーチェッタが支配する国なのだ。


    　長い廊下を通り、扉が開かれる。ゼノビアは会場に足を踏みいれた。


    　条約締てい結けつの場となっている閲えつ兵ぺい場じようは、さながら古代の闘技場のような広大な敷地を誇り、独裁者の権力を誇示していた。


    　閲兵場の四方に設しつらえられた階段状の席には、目にも鮮やかな豪ごう奢しやな紗しや幕まくがかかっていた。ウルムン共和国やツェベルン龍りゆう皇おう国こく、ラペトデス七都市同盟やバッハルバ大光国と、各国の政府要人たちが所狭しと並んでいた。


    　くだらない大おお仰ぎようさばかりが目につく光景に一いち瞥べつをくれ、ゼノビアはツェベルン龍皇国側に用意された席へと歩きだす。


    　会場の隅には、ドーチェッタを称たたえるための民衆が配置されていた。龍皇国の黒と金で構成された国旗の下をくぐり、自らの席に向かう。


    　趣味の悪い黄金飾りの椅い子すを眺め、ゼノビアは不愉快そうな表情を浮かべる。次に隣の椅子に座っていた男を見つけ、より不愉快そうな眼になった。


    「ダルキアノ、用事はおわったのかい？」


    　視線を前方に向けたままの男、啓けい示じ派教会の第一種礼装に身を包んだモルディーン枢すう機き卿けい長ちようの問いだった。


    　自分の従兄いとこと目を合わせぬように、ゼノビアは椅子に腰を下ろす。


    「真名のダルキアノで私を呼ぶな。もうそんな仲ではない。分かったかギュネイア」


    　拒絶をこめて返すゼノビアに、モルディーンが声もなく笑う。


    「ゼノビアが私をギュネイアと呼んだことはない。ギュネイオンと古真音発音で呼ぶ。君はなにを試したいのだね？」


    「ここにいるおまえが、本物だとはかぎらないからな」


    「その手はもう使えないんだけどね。それにしても、さすがは我が従妹いとこどの……」


    「自分と同じくらい性格が[image: ]ねじくれている、と続けたいなら止めておくがいい。私は、その手の冗談が嫌いだ」


    　ゼノビアの物言いに、モルディーンが不敵な笑みを浮かべた。枢すう機き卿けい長ちようの指は、軽かろやかな旋律で肘ひじ掛かけを叩いていた。指輪の青い宝石が輝いている。


    「私の唯一の欠点は、冗談が言えないところだよ」


    　ゼノビアは無感動に鼻先で笑う。枢機卿長が続ける。


    「君のイルム七騎士が向かえば、〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉など一瞬で片がついただろうに。あ、今は四人だったかな？」


    　ゼノビアの顔に激情の閃せん光こうが掠かすめ、一瞬で消えた。


    「四人になっているのも、手出しできなかったのも、貴様の十二翼よく将しようが邪魔をしたからであろうが」


    　ゼノビアの蒼い宝玉のような瞳に、怒りの炎。眼まな差ざしは右へと動いていった。


    　モルディーンの椅い子すの背後の左右に控える、隻せき眼がんの積せき層そう鎧よろいの男と、飛行眼鏡を額にかけた青年へと。


    「ツェベルン龍りゆう皇おう国こく本国でも放送されているのだから、そんな怖い顔をしてはダメだよ。せっかくの美び貌ぼうを台無しにしないように、はい笑顔、笑顔」


    　美しき女王が見回すと、大陸中の報道局の撮影機と記者たちが目に止まった。


    　ゼノビアは鼻先で笑っただけで、愛想を向けなかった。電子の目に軽く片手を振りながら、モルディーンが言葉を紡つむぐ。


    「それでも例の件は巧うまくいったようだね。さすがはゼノビア、楯たての王だ」


    「貴様の後始末など、今後は二度としない」


    「もともとは君の父君の失しつ政せいだよ。十五年前、私はウルムンなどに手を出すな、と忠告したのだけどね」


    　ゼノビアの唇が獰どう猛もうな笑みを浮かべた。


    「だから、親切な娘である私が、父君を引退させて差しあげた」


    「愛人と隠し子を全員暗殺して、廃人にするまで追いこまなくてもよかったのでは？」


    「無能力者が責任ある地位に一秒いるごとに、一人の国民が死ぬに等しい」


    「ヴァーレンハイトの言葉、か。そうだった。私が君に教えたことだったな」


    　モルディーンは愉快そうに続けた。


    「寝台の上で、ね」


    　モルディーンの揶や揄ゆにも女じよ傑けつの瞳は揺るがなかった。ゼノビアが吐きすてる。


    「円えん卓たく評ひよう議ぎ会かいの決定には従う。だが、ドーチェッタの豚と手を組むなど吐き気がする」


    　苛か烈れつな女王の双そう眸ぼうは、眼前に広がる虚礼の光景を見据えていた。


    「ドーチェッタ君と実際に握手をするのは執政官だ。それすらも間にあわないだろうけどね」


    「どういう意味だ？」


    　従妹の問いが返されたが、モルディーンは微ほほ笑えみを崩さない。笑みのままに前方を顎あごで示す。


    「イルム王よ、前を向きたまえ。裸の王様の登場だ」


    　モルディーンの言葉を搔かき消すような、万ばん雷らいの拍手が湧き起こる。


    　視線を向けると、遙はるか下方の閲えつ兵ぺい場じようにある四つの門が開く。国旗を先頭に、濃緑色の軍服の一団が見えてきた。管楽器を抱えた軍人たちが、騒々しい国歌を吹き鳴らす。


    　一いつ糸し乱れぬ統制で軍ぐん靴かの音を響かせ、数千人もの軍隊が闘技場へと行進していく。


    　複雑な行進がウルムンの国旗を描き、闘技場に広がっていく。軍人の群れは、濃緑色の大おお海うな原ばらのようだった。


    　管楽器が一際高く吹き鳴らされた。行進の最後列から、大おお仰ぎような護衛に十と重え二は十た重えに囲まれた典てん礼れい車しやが現れた。車は、閲兵場中心に設しつらえられた赤あか絨じゆう毯たんの上を進む。


    　車上には、兵士たちへと手を振る砂漠の独裁者の姿があった。浅黒い肌に弛し緩かんした笑みを浮かべ、ドーチェッタは顎あご髭ひげを揺らしていた。


    　強制した拍手に手を振って答えるたびに、肥ひ満まんした腹を包んでいる軍服がはち切れそうになる。胸に下がった金や銀の勲くん章しようが、鱗うろこのように陽光に輝く。自分で自分に与える虚きよ妄もうの勲章だった。


    　数千人の兵士が、歓呼と拍手の音を鳴らした。


    「ドーチェッタのような男が、なぜ最高権力者になれたと思う？」


    　おざなりな拍手をしながら、モルディーンが問いかけた。ゼノビアは即座に答える。


    「このウルムンの国民が、底抜けの愚か者だからだ」


    「そのとおり。ドーチェッタは完かん璧ぺきに民主主義的な国民投票で選ばれた、正当な国家元首だ。元々は良き技術者、良き理想に燃えていた。しかし就任後に、一変して独裁者になるのを見抜けなかったのは、心地よい言葉に騙だまされた国民の責任でもある」


    　モルディーンが淡々と分析を述べた。


    「その国の政治家を見れば、国民の頭の程度が分かる。けだし名言だね」モルディーンの声が、そこで少しだけ真剣味を帯びた。「では、砂漠といえども昔から地下資源に恵まれ、さらに新鉱山まで発見されたウルムンが、どうしてここまで貧しいのかな？」


    「政治の腐敗による非効率と不公正、貧富の差、非ひ寛かん容ような宗教による人間の制限、と言いたいが、私はこの国の基本的な思考がすべての原因だと考える」


    　ゼノビアは為い政せい者しやの目と声で続けた。


    「人類は自分が同一の状態であると考え、価値を手に入れる手段は、それを独占して他人に与えないものだと考えている。だが、そんな静止的、利己的な生きかたは、人類共同体を崩ほう壊かいさせてきた。社会集団ごとの感情や価値観は驚くほど多様だ。だが、人類社会がうまくいく規則は実は二つしかない」


    　透とう徹てつした瞳が、閲兵場の虚礼と、ウルムン共和国の民を眺める。


    「それは『人類社会は贈ぞう与よと返答によって常に変化していく』と『自分が欲するものは、他人から与えられるという形でしか獲かく得とくできない』と刷りこむことの二つだけだ」


    　女王は哀れむように、言葉を告げた。


    「隣りん人じん愛あいや自己犠牲は、人間性の現れなどではなく、根源なのだ。これがない文明は歴史以前にすべて滅びてきたのだろう」


    　ゼノビアの巨きよ視し的な分析に、モルディーンは深々とうなずいた。


    「たしかに現代のウルムンは、独裁者と宗教などで二つの規則が崩くずれつつある末期的な状態だ。恐怖の論理しかない無明の社会ともいえる。だが、それだけではない」


    　モルディーンの黒い双そう眸ぼうは、寂しげな色を帯びていた。


    「いや、その一点において、ドーチェッタも私たちも同類なのだろうな。五十一人を生かすために四十九人を殺す、論理の圧政者でしかありえない」


    「そのくらいは理解し、自覚もしている。だが、それ以外の方法を私も世界も知らないのだ」


    　青い眼に苦悩を宿したゼノビアがつぶやく。モルディーンは自じ嘲ちようするように続けた。


    「人同士の理解を阻はばむもの、そう、思考と言葉こそが我々の最大の味方にして敵なのだろうね」


    　枢すう機き卿けい長ちようは遠くへと眼差しを向けた。砂漠を越えて、遙はるかな世界へと。


    　言葉と視線は、赤毛で知覚眼鏡クルークブリレの咒じゆ式しき士しに向けられていたのかもしれない、とゼノビアは結論づけた。気づくと、モルディーンの顔はゼノビアに向きあっていた。


    「だからこそ龍皇の血族のなかでも、私ともっとも気があうのは君なのだよ」


    「それはどうも。しかし、その栄えい誉よは謹つつしんで辞退させてもらおう」


    　ゼノビアが苦笑とともに撥はねつける。椅い子すに深く身を沈めた枢機卿長の唇が、小さくつぶやいた。


    「……それゆえに、いつか君と私は戦うことになるだろうね。この国と星と、人の行く末をかけて」


    　従兄いとこの不吉な囁ささやきを聞き逃さなかったゼノビアは、モルディーンに問いただそうとした。


    「どういうことだ？」


    　笑みを浮かべた従兄いとこの横顔が、人影に塞ふさがれた。積せき層そう甲かつ冑ちゆうに全身を包んだ隻せき眼がんと飛行眼鏡の青年の護衛が、前に一歩動いていた。


    　ゼノビアがなおも問いかけようとすると、派手な金管楽器の音楽が鳴る。


    　二人の皇族が視線を戻す。閲えつ兵ぺい場じようではドーチェッタを称たたえる儀式が最高潮に達していた。絨じゆう毯たんを歩いて二人の少女が進む。護衛の環が開き、少女たちが典てん礼れい車しやに近づく。


    　赤や白に咲き誇る花束が、車上に立つ独裁者に捧げられる。


    　ドーチェッタが満面の笑顔で手を伸ばし、花束を受けとる。花束を握ったまま、左右の少女の肩に馴なれなれしく手を回した。


    　二人の少女の細い肩の輪りん郭かくが歪ゆがんだ。


    　轟ごう音おん。


    　閃せん光こうと火炎が弾け、少女たちの体が爆散した。


    　衝撃波が吹きつけ、ゼノビアが腕で顔を覆おおった。女王の黄金の髪が後方になびく。飛んできた破片がゼノビアの背後の紗しや幕まくを引き裂き、大理石の壁に突き立つ。


    　轟音が薄れていった。周囲では各国の要人が負傷していた。ゼノビアは気づいた。これほどの爆裂咒じゆ式しきに対し、自らにまったく被害がないことに。


    　視線を上げると、前方にはモルディーンの護衛二人の背中があった。飛行眼め鏡がねの虚きよ法ほう士しは、体の表面の波は紋もんから破片が零こぼれるのを眺めている。幼い顔は笑っていた。


    「見て見て兄貴。破片が亀の産卵みたいにペモペモ出てくるよ」


    　隻せき眼がんの機剣士は無言。自分の積せき層そう甲かつ冑ちゆうに突き立った破片を、面白くもなさそうに手で払っていた。


    「猊げい下か、御身にお怪け我がはございませぬでしょうか？」


    「無視した、兄貴が僕を無視したよ！　猊下から兄貴に、無視はいけない子のすることだよってメリメリ怒ってあげて！」


    「うーん、私は人に命令するのはあまり好きではないから、これはあくまで独り言だよ？　イェスパー君がベルドリト君に少し構ってあげたりしたら、私は嬉うれしいな」


    　モルディーンの言葉に、機き剣けん士しは踵かかとをそろえて威い儀ぎをただす。


    「猊下の御命令とあらばこのイェスパー、一命に代えても任務を遂すい行こういたします」


    「だから命令でも任務でもないのだけど。イェスパー君は合金なみに硬いね」


    　呆あきれるモルディーンをよそに、イェスパーは厳げん粛しゆくな面おも持もちでベルドリトへと向きなおる。兄弟の視線が交こう錯さくする。


    「ベルドリトよ……」


    「な、なに兄貴？」


    「とにかく黙れ」


    「うわーん、そんな構いかたをする兄貴なんか嫌いだ！　ペンポロピコ野郎だ！」


    　主従三人の場違いな会話を前に、ゼノビアは戦せん慄りつに貫つらぬかれていた。


    　ゼノビアは二人の翼よく将しようが、爆発前に動いていたという事実を思い出してしまったのだ。


    　思い出して、女王は閲えつ兵ぺい場じようへと向きなおる。


    　眼下の爆発地点には、大穴が穿うがたれていた。生き残った兵士たちが、専せん制せい君くん主しゆの姿を捜して駆けよる。


    　大穴の淵ふちから太い手が覗のぞく。続いて、身を起こしたドーチェッタの顔が現れた。


    　高位数法咒式士たるドーチェッタの対咒式装備は、半端なものではない。各種の防御咒式を起動させ、爆発の直撃を防いだのだ。少女を使った人間咒式爆弾も、独裁者の体には傷一つとしてつけることができなかったのだ。


    　ドーチェッタは穴から立ち上がり、自身の無事と不死性を人々に誇示した。


    「私は、ウルムンは不滅である！」


    　軍人たちが、拍手と歓呼の声をあげる。会場の隅にいる民衆は、一瞬遅れて控えめに声をあげた。


    　次の瞬間、光が発生した。


    　ドーチェッタを巻きこむように、膨ぼう大だいな虹色の組そ成せい式しきが展開。閲兵場の底全体に結界が張られ、連なる兵士たちの上空を覆おおっていく。


    　ドーチェッタと兵隊たちの上空で、さらなる咒式が嵐のように展開していく。それは白びやく夜やの極きよつ光こうにも似た、幻想的な光景だった。


    　全員が見上げるなか、結界内に圧倒的な力が満ちた。極光を突き破って、闇が吹きだした。


    　溢あふれたのは、微細な黒と赤の雲うん霞か。疫えき病びようを司つかさどる凄すさまじい数の禍まがつ式しきの群れだった。


    　物質世界に解放された禍つ式は、あらゆる有機生命体に対する憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬを吐きだす。


    　閲えつ兵ぺい場じように禁きん忌きの咒じゆ式しきが吠え猛り、死の疫病が吹き荒れる。


    　咒式の侵食により、ドーチェッタの全身に膿のう疱ほうが発生し、瞬時に破裂。血と膿うみが飛び散る。


    「レメ、ディ……、これがおまえ、の……」


    　耳や鼻や口からは、絶叫とともに黒血が噴出した。内臓を破壊されていく激痛にドーチェッタが転げまわる。同時に肛こう門もんから漏もれだした赤黒い下げ痢りがその制服を染めていく。


    「だが、これではなにも解決しな……、これでは……」


    　叫ぼうとした専せん制せい君くん主しゆの目が白はく濁だくした。脳細胞と内臓が生きながら溶解したのだ。全身の穴や性器や溶け崩れた皮ひ膚ふから、溶解した液体が流れはじめる末期症状に到達。


    　極限の苦痛に精神が砕かれ、ドーチェッタは哄こう笑しようをあげていた。


    　ついに全身の骨格や筋肉組織が崩ほう壊かいした。膝が崩れ、ドーチェッタは倒れる。地面についた両手が破裂し、肘と肩が砕けて血液を撒まき散らす。


    　血と粘ねん液えきに塗まみれた肉につ塊かいとなって、ドーチェッタは地に崩れ落ちていった。


    　ドーチェッタの兵隊たちも同様の地獄の責め苦を受けていた。断だん末まつ魔まをあげながら逃げまどうも、病魔に血と肉を喰らわれていった。


    〈六道禍骸嵬餓狂宴アヴア・ドーン〉の咒式が、限度のない憎悪と憤怒で、ウルムンの独裁者のすべてを蹂じゆう躪りんし破壊していた。


    　悲鳴、絶叫。怒号。眼下の光景に我に返り、逃げだす各国要人や招待された民衆、事態を収拾しようとするウルムン軍人が入り乱れ、会場は大混乱に陥った。


    



    



    　黒塗りの車を見送り、俺とギギナは街角に立ちつくしていた。


    「どうにもはっきりしない幕切れだな」


    「いつものことだ」


    　病院に停めてある車を思い出した。俺たちは歩きはじめる。エリダナの雑ざつ踏とうに戻ると、ビルの壁面に街頭画面があった。


    　昼の報道番組が流れ、市長ヒルベリオが映った。昨日の事件と禍つ式事件に関しての、　市長会見が始まっていた。不愉快になって、目を逸そらそうとすると人影が目に入る。


    　俺は魔ま杖じよう剣けんを引きぬく。だが、男の右手が俺の柄つか頭がしらを押さえていた。


    「……やはり生きていたか」


    　砂色の髪に遮しや光こう眼め鏡がね。岩を削けずったような鋭角の顔に、縦横に疾る傷痕。歴戦の将軍の容よう貌ぼう。


    〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の党首代理〈砂さ礫れきの人喰い竜〉こと、ズオ・ルーの姿だった。


    　エリダナの雑ざつ踏とうのなかで、俺とギギナは、ズオ・ルーと向かいあっていた。人々は俺たちの左右を興味もなく通りすぎていくだけ。


    　猛もう禽きん類の表情を浮かべるギギナを、手で制止した。内心の動どう揺ようを隠しながらも、俺は問いかける。


    「それで砂漠の戦士がどうして俺たちの前にいる。ラズエル島襲撃を阻止された仕返しでもする気か？」


    「そのような気はない」


    　街頭画面が、緊急報道に切り換わった。画面には黒い霞かすみ。逃げまどい、病魔に倒れる人々の阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄。俺とギギナは遠いウルムン共和国の惨さん劇げき、ドーチェッタ暗殺の生放送を見ることになった。


    　大通りの人波の何人かが、画面を見上げていた。


    「これでいい」


    　後ろに下がったズオ・ルーがつぶやく。


    「ドーチェッタには、その所業にふさわしい惨みじめな死が下される」


    　遮しや光こう眼め鏡がねの奥から、俺を見つめる眼光があった。


    「私はただ〈竜の顎あぎと〉の動きを追っているのみ。大物がいれば殺してやろうとしていたのだが、事件に深く関わったものの姿を見つけただけである」


    　老将は愉快そうに唇を歪ゆがめて、俺から離れる。すぐに人々の流れが二人の間に入る。魔ま杖じよう剣けんを抜くことを諦あきらめた。雑ざつ踏とうの向こうでズオ・ルーが微ほほ笑えむ。


    「そして、なにも恨うらんでなどいない。一連の作戦は、最初から最後までレメディウスの読みどおり」


    　頭を殴なぐられたような衝撃を受けた。俺はすべてがレメディウスの策だということに、ようやく気づいた。


    「困っているものは、荊いばらの棘とげの枝でさえ摑つかむ。その諺ことわざを実じつ践せんし、俺たちが見事に引っかかったというわけか」


    　俺は唇を嚙かみしめた。〈砂さ礫れきの人食い竜〉が笑う。竜の笑みだった。


    「ラズエル島への攻撃は失敗するが、それも計算のうち」ズオ・ルーは淡々と告げる。「ラズエル島で爆発させていれば、ツェベルン龍りゆう皇おう国こくとラペトデス七都市同盟という二大強国の怒りを買い〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉など一瞬で消される。干かん渉しようを阻止したいだけで、ウルムンに外国勢力と敵意を呼びこむつもりはない」


    「ウルムンに手を出せば、次は本気だと思わせる心理的な脅しというわけか」


    　俺は小さな声で吠えた。ズオ・ルーに対する違和感が大きくなる。


    「弾頭発射の本当の狙いは、武器商人のパルムウェイから買った大量の武器を、この街から一気に運びだすための囮おとりに外ほかならない」


    　ズオ・ルーの言葉は、俺を戦せん慄りつさせた。


    　禍まがつ式しきと咒式弾頭騒ぎで、郡警察や市内の咒式士たちはラズエル島へと集結していた。


    　あの騒乱のなか、エリダナとエリウス郡から逃のがれるラズエル社関係者の列が続いていた。国境の警備は、まったくの開放状態だった。


    　逃げだす列のなかに咒じゆ式しき武器を満まん載さいしていた運うん搬ぱん車しやが混じっていても、誰も確認などしていない。


    「咒式弾頭を二発手に入れても、演算装置の大禍つ式アイオーンと火薬たる咒式士たちの命で、発動できるのは一発のみ」


    　ズオ・ルーが真相を告げる。


    「チェルス将しよう棋ぎの勝利条件は、女王ではなく王を倒すこと。だとしたら、ラズエルとドーチェッタのどちらに使うかは最初から明白であろう？」


    〈[image: ]しよ光こうの鉄槌〉の隠れ家で、俺たちと〈竜の顎あぎと〉が見せられたレメディウスの映像。それすらも、レメディウスとズオ・ルーの心理的な誘導だったのだ。


    　誰もがラズエル島を狙うものだと信じこまされ、踊らされた。


    　あまりに壮大な盤ばん面めん。この人喰い竜の真の意図に、俺たちは戦せん慄りつしていた。


    　エリダナをチェルス将棋に見立てるとみせて、実はウルムンを盤面にしているという智ち略りやく戦を、ついにズオ・ルーが完かん璧ぺきに制したのだ。


    「独裁者ドーチェッタがいない今、輸送した武器でウルムンの民衆が立ちあがる。そして新しい国が現れる」


    「……ズオ・ルー、それは誰の理想だ？」


    　俺は眼前の男の正体が分かってきた。続く言葉をゆっくりと吐きだす。


    「いや、レメディウス博士よ！」


    　砂色の髪の男が、初めて感情らしきものを示した。


    「レメディウスは、あのものは人質交換のとき死んだが？」


    　俺は笑いかえしていた。あまりに無力な笑みを。


    　遮しや光こう眼め鏡がねの奥から、砂漠の戦士の視線が俺を見据えていた。


    「レメディウスに[image: ]光の鉄槌、ゼノビアに竜の顎、カルプルニアとラズエル、すべての人々が噓をついていた。ただ二人だけが噓をつかなかった」


    　俺の言葉に、男はただ耳を傾けていた。


    「それは二体の禍まがつ式しき、アムプーラとヤナン・ガランだけだ」


    　エリダナの街角、雑ざつ踏とうのなかで俺とズオ・ルー、いやレメディウスが対たい峙じしていた。


    「彼らは縛ばく鎖さの範囲で真実を隠すことはあっても、レメディウスのことを一度として過去形で呼ばなかった。邪悪で残忍な、最悪の〈異い貌ぼうのものども〉たる禍つ式。だが、彼らは噓をつかない」


    「人類だけが同じ種族で騙だましあい、殺しあう」


    　男が言葉を漏もらした。俺は指摘しつづける。


    「彼らの言葉を基準にして考えれば結論が出る。あとは逆算していけばいいだけだ。まず、人質交換のレメディウスは偽物となる。遺伝子や咒式波長の識しき別べつ装置で本物だとされたが、装置の開発者がレメディウス博士自身だとすると、手にとったときにいくらでも騙だませる」


    　俺は右手を掲げる。指先は、男の顔を指し示す。


    「おまえの深い翡ひ翠すいの瞳が証拠だ。叔お母ばのカルプルニアと同じ色の瞳がな」


    　長い長い沈黙。なにかを吐きだすように男は口を開いた。


    「ここにいたって隠す必要もないだろう」


    〈砂さ礫れきの人喰い竜〉は遮しや光こう眼め鏡がねを外した。緑の双そう眸ぼうが晒さらされた。


    　昏くらい緑の炎が俺とギギナを射ぬいた。


    「かつての私はレメディウス・レヴィ・ラズエル。だが今は砂礫の人喰い竜ズオ・ルーにすぎない」


    「なにが人喰い竜だ。おまえは人質交換の場で、〈[image: ]しよ光こうの鉄てつ槌つい〉の仲間を偽物に仕立て上げて楯たてとした。自分の命惜しさでな！」


    　俺の弾だん劾がいの言葉に、だが、レメディウスは嗤わらった。騙だまされたものを笑う、勝者の笑みだった。


    「私がそんな無意味な行動をすると思うのは愚かであろう。そしてあの低能のゼノビアと〈竜の顎あぎと〉が、私の裏をかけるとでも？」


    　舌が真相を紡つむぐ。


    「あのレメディウスとされる死体は、[image: ]光の戦線の先代党首、皇国に通じていたゼムンにすぎない」


    　俺はレメディウスの昏くらい心に恐怖していた。


    　こいつは背信者のゼムンを、派は遣けんした竜の顎自身の手で殺させたのだ。人質交換が失敗する危険を冒おかしてまで。


    　いや、失敗などあるわけがなかった。


    　この超高位数法咒じう式しき士し、十三階梯を遙はるかに越えた天才を竜の顎ごときでは倒すことなど不可能だ。


    　だが、俺は負けるわけにはいかない。


    「おまえは人質交換のときに、カルプルニアを試したのだ。いくら姿が変わっても、自分のことに気づくはずだと」言葉で対決するしか、俺には残されていなかった。「気づくのなら、自分が単なる便利な新製品開発装置ではなかったと証明されるとでも思ったのだろう。おそらく、あれがおまえの決断の瞬間だったのだろう」


    　俺はレメディウスを問いつめる。砂漠の竜は黙ったままだった。


    「しかし、おまえは道具だったと証明された。皇国に協力してラズエルが暗殺の場を作ったことでな。反動で、おまえの天てん秤びんは正義ごっこの完かん遂すいに傾いた」


    　ラズエル社の老婦人、カルプルニアは非情だった。


    　俺たちの前での甥おいを心配するような演技も、竜の顎がレメディウスごと自らを消そうとしたことへの牽けん制せいに、便利に使うためだった。ラズエル社の無事も読んでいた。


    　消すには面倒な俺たちを楔くさびとして打ちこんで、徹底的にラズエル社を守ろうとしたのだ。


    　レメディウスは指し手のつもりだろうが、自身が駒こまのひとつだったのだ。


    　だからこそ、レメディウスとしての自分を葬ほうむり、ズオ・ルーとなりきるための人質交換の儀式だったのかもしれない。


    　さらに、俺はレメディウスの内心へと切りこむ。


    「あの咒じゆ式しき兵器さえあれば、ドーチェッタ暗殺の機会などいくらでもある。武器の搬はん送そうにエリダナでの大騒ぎを起こす必要などなかった。時間をかけてでも静かにエリダナを出るほうが得策のはずだ」


    　だが、レメディウスはなんの痛つう痒ようも感じていなかった。


    「凡ぼん庸ような推測にすぎない。ラズエルやカルプルニアのような卑ひ小しような存在は、最初から私の視界に入っていない。おまえたちや〈竜の顎あぎと〉も含めてな。私の盤ばん面めんの相手は、十五年前からただ一人しかいない」


    　レメディウスは、俺ではない他の誰かに語りかけているようだった。


    「なぜ、こんなことをする？　なぜ破壊を求める!?」


    　俺の言葉に呼こ応おうするように、レメディウスの全身から凄すさまじい怒気が噴出する。


    「なぜ、だと!?」


    　双そう眸ぼうには、緑の業ごう火かが噴きこぼれんばかりに燃えさかっていた。


    「これ以外に圧政者を倒し、自由と平和を取りもどす方法があると？」


    　激烈な叫びに、俺は気け圧おされる。隣のギギナの顔にも、畏い怖ふに似た表情が浮かんでいた。


    　それほどまでに、レメディウスの圧力は凄すさまじかった。怒気に道行く人々の足が止まる。ようやく俺とレメディウスの対たい峙じに気づき、人々が避けていく。


    「エリダナの人々を殺してなにが自由だ、なにが平和だ！」


    　俺は絞しぼりだすように声を出し、レメディウスの圧力に抗あらがう。だが、声は続く。


    「おまえたちが安あん穏のんと生きているだけで、搾さく取しゆされた砂漠の民衆が死んでいる。責任がないとは言わせない」


    「だが、だからといって、こんな選択が正しいはずがない」


    　俺の言葉は消えそうになっていた。


    「……では、代案を示せ」


    　レメディウスの絶対零れい度どの声に、俺は言葉を失う。


    「どのような方法ならウルムンの民を救える？　体制に逆らい、内臓を引きだされて殺される男を、何十人もの兵士に凌りよう辱じよくされる女を、飢うえと病で死んでいく子供を、そしてナリシアを、どんな方法が、言葉が救う？」


    　レメディウスの双眸は、深い哀しみを湛たたえていた。


    　それは剽ひよう悍かんな砂漠の将軍の顔ではなく、世界の理り不ふ尽じんに立ちつくす少年の顔だった。


    　この天才の恐ろしいまでの哀しみの根源が推測できてしまった。


    「そうか、レメディウス、おまえは今この場でも……」


    　人間の記憶量は、意識しているだけで一〇〇〇億ビットル。無意識の部分では一兆×一万ビットルほどだと言われている。


    　俺の思考が迷いやすいのは、苦い記憶を忘れられないということだ。


    　だが、俺の記憶能力など比較にならない。天才レメディウスはすべてを記憶しているのだ。


    　レメディウスの会話の奇妙な文法には過去がなく、現在進行形だった。


    　青年の脳内では、過去の記憶のすべてが、今まさに眼前に起こっているのと同じ鮮明さで感じられるのだろう。


    　彼の内部では過去も現在も同じ価値で、まったく同時に存在している。


    　忘ぼう却きやくとは優しい救いであり、時間感覚の根源なのだ。忘却という恩おん寵ちようをなくしたレメディウスの緑の双そう眸ぼうに映っているのは、地獄の真っ只中にあるウルムンの光景だろう。


    　レメディウスの鼻先には血と死臭が臭におい、耳には悲鳴と断だん末まつ魔まが響き、胸中の傷口からは痛みと哀しみの鮮血が溢あふれている。


    　俺とギギナと対たい峙じしている、今この瞬間にも、レメディウスの心は記憶の業ごう火かに灼やかれているのだ。


    「頼む。もしそれを知るなら教えてくれ。人々を救う方法を、誰も傷つけないで済む方法を！　ナリシアを救う方法を！」


    　この世の果てを見てきた天才の静かな絶叫は、俺の胸を抉えぐった。


    「こんな、こんなことをしても、結局、ウルムンの問題はなにも解決していない」俺は弱々しく反論するしかない。「……ただ、第二、第三のドーチェッタが生まれるだけだ」


    　答えになっていなかった。ただの言葉の羅ら列れつ、理念を語ったにすぎない。レメディウスが渇望するのは、今、そこで苦しみ死ぬ人々を救う方法なのだ。


    　俺の答えに失望し、レメディウスは小さく首を振った。止まった瞳は、微み塵じんの迷いも存在しない〈砂さ礫れきの人喰い竜〉のものに戻っていた。


    「そのときは、私がいくらでも殺してやるだけだ。次も、その次も、そのまた次も。ただナリシアとウルムンの民のために」


    　復ふく讐しゆう者しやに対して、俺はなにも言えなかった。


    　俺がレメディウスの立場で、俺の言葉を聞いたならば、やはり失望するだろう。


    　レメディウスは俺を哀れむような笑みを浮かべた。そして背中を向けて雑ざつ踏とうへと歩きだした。


    　ここでこの男を殺さねば、苛か烈れつな復讐のためにさらに人が死ぬ。


    　プレメレナ、テュラスの従兄いとこ、ワイトスにブレイグ、そして他の人々のように。今度は俺やジヴが新たに死者の列に加わるかもしれない。


    　俺が魔ま杖じよう剣けんの柄つかに手を伸ばすと、レメディウスが振りかえった。緑の瞳は一いち瞥べつし、そして何事もないように前に向きなおった。歩いていく姿は、無防備だった。


    　レメディウスの背中は、多少の人間を巻きこんででも、おまえは撃てるかと問うていた。俺はもう迷わない。走りつつ、レメディウスだけを殺害する攻性咒じゆ式しきを放つ。


    　しかし、作用量子定数への干かん渉しようも、波動関数の変化も起こらなかった。俺の足が止まった。


    「おまえたちの魔杖剣の宝珠も私の特許である。不意を衝かれないかぎり、いくらでも細工ができる」


    　背中を向けたままで、レメディウスが訥とつ々とつと語った。先ほど魔杖剣に触れられたことを思い出した。俺にはもう手がない。ギギナが前に出る。


    「貴様は不愉快だ。ナリシアにしろウルムンにしろ、他人の遺志を自分の意志と勘違いしているにすぎない！」


    　ギギナが踏みこみ、屠と竜りゆう刀とうの斬ざん撃げきを放とうとした。


    　刃は抜かれることなく、背中で震えていた。


    　ギギナに遅れて、俺も気づいた。長命竜アルターや大禍つ式アイオーンなみの強力な干かん渉しよう結界が張られていたことに。


    　レメディウスが干渉結界を広げる。退けられた大気の風圧で、商店の店先の品々が吹き飛び、街路の紙かみ屑くずが吹き荒れ、人々が押しのけられる。


    　服を突風に煽あおられた人々が、なにごとかと周囲を見回す。


    　レメディウスは、背中を無防備に晒さらして立っていた。


    　だが、その周囲には何重もの干渉結界と、威い嚇かくするような六つもの強大な攻こう性せい咒じゆ式しきが並行展開している。


    　レメディウス・レヴィ・ラズエルこそ、大陸有数の数法系咒式士だった。あの強大なアムプーラとヤナン・ガランですら、圧倒的な支配力からは一歩も逃のがれられなかったのだ。俺やギギナごときの手に負える相手ではない。


    「ナリシアの遺志も含めて私自身の意志。それを選びとった私の意志が私を動かす。それは、もはや私自身にも止められない」


    　背中越しの錆さびた声が、さらに連ねられた。


    「力の差以前に、おまえたちでは私に勝てない。なぜならおまえたちには覚悟が足りない。賢さかしげに批判はできても、なにもできないしなにも成そうとしない。そのような人間など恐れるに足らない。そのような人間は、存在していないに等しい」


    　レメディウスの鋭利な言葉の剣が、俺の心臓を微み塵じんに砕く。


    　俺は徹底的に打ちのめされた。人波に消えていくレメディウスの後ろ姿を見送るしかできなかった。


    　俺とギギナは、エリダナの雑ざつ踏とうにただ立ちつくしていた。


    　人は天才に憧あこがれる。だが、すべてを見通す天才は、必然的に常人の気づかない苦悩まで見通すこととなる。


    　すべての痛みを鮮明に抱えたまま、時間の感覚をなくし、記憶の劫ごう火かに灼かれながら、人は生きていけるのだろうか。


    　俺には、いや、誰にもけっして耐えられない。神すらも彼を救えないだろう。


    　自らの身が灰になるまで、レメディウスの心は、哀しみと憎しみ、灼しやく熱ねつの感情に焼かれつづけるのだ。


    　俺は雑踏に呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。街頭ではウルムンの惨さん劇げきが放映されつづけていた。人々が見上げていたが、しかし、すぐに興味をなくして歩き去っていった。


    　立ちつくす俺の鼻先を、懐かしい香りが掠かすめた。


    「彼女との通信、あれはわたしからの贈り物よ」


    　耳元で囁ささやかれた声。


    「お蔭かげであなたたちはよく動いてくれた」


    　先ほどの香りが〈欲望の九番〉の香水だと思い出した。俺は身体からだごと振りかえった。


    　人混みに蜂はち蜜みつ色の肌と灰白色の髪を探した。当然ながら、どこにも見つからなかった。


    「どうした？」


    　ギギナの問いかけに、俺は無言で立ちつくしていた。


    　そして「なんでもない」とだけ言って、向きなおり、歩きだした。


    　事件は俺たちの手を離れた。


    



    



    　咒じゆ式しき結界の内部では死神の群れが哄こう笑しようしていた。


    　ウルムンの独裁者と軍人たちが蹂じゆう躪りんされる、地獄の光景が続いていた。


    　閲えつ兵ぺい場じように隣接する壇だん上じようの席でも、騒乱と狂乱が巻き起こっていた。　


    　逃げまどう人々のなかで、静かに席に座したままのモルディーン枢すう機き卿けい長ちようの姿があった。


    　結界内部で暴れる黒い死神の群れと、外に座す黒こく曜よう石せきの双そう眸ぼうが出会う。


    「レメディウス、私は君の警告を真しん摯しに受けとるためにここに来た。そして確かに君の盤ばん面めんの手筋は、十五年前以上に完かん璧ぺきで苛か烈れつなものだった」


    　モルディーンの静かな声が発せられた。


    「下がれモルディーン、ここは危険だ！」


    　黄金の髪を振り乱してゼノビアが叫んでいた。従兄いとこである枢機卿長は、聞こえもしないようにただ自分の言葉を紡つむいでいた。


    「あのとき、私は君を手放すべきではなかった。これでは単なる天才の手筋にすぎない。君がいくらチェルス将しよう棋ぎの天才であっても、世界には、その枠わく組ぐみには絶対に勝てないのだとなぜ分からない」


    「猊げい下か、御避難を！　我々ではあの咒式を防げません！」


    「危ないよ猊下、死んじゃうよ！　危険だから逃げてよ！」


    　イェスパーとベルドリトの二人の翼よく将しようが必死に避難をうながすが、モルディーンは席から動かない。黒い嵐の乱舞を前に、言葉だけが続く。


    「チェルス将棋と音楽と数学。この三つにだけ独[image: ]的な天才が現れるのは、その三つだけが言語と意味を必要としない領域だからだ」


    　モルディーンの声は、思考に沈みこんでいくように陰いん鬱うつだった。


    　階段を乗りこえて膨ぼう張ちようする死神の咒式が、逃げ遅れた人々の一部を呑みこんだ。即座に腫しゆ瘍ようが全身に発生し、絶叫をあげて絶命する。


    　結界の侵食は、龍りゆう皇おう国こくの貴き賓ひん席せき、モルディーンにまで迫ってくる。


    　だが、枢すう機き卿けい長ちようは動かない。自らの主君を救おうとする二人の翼将だが、モルディーンの至し尊そんの体に触れることを躊躇ためらい、動けなかった。


    「しかし、チェルスは世界の縮しゆく図ずなどではなく、不毛な遊ゆう戯ぎの一形式にすぎない。その問題は深遠ではあるが退屈で、果てにはなんら論理哲学上の意味もない」惨さん劇げきを前にしても、淡々と声は続く。「チェルスは音楽や純粋数学と同じく、自じ己こ撞どう着ちやくの世界の罠わなにはまった知的生物の不可解な特性を示すものであろう。それゆえに、あまりに無力だ」


    　破滅の咒じゆ式しきは、すでにモルディーンの足元まで迫っている。黒い死神は爪先から数十センチにまで達していた。横に立つゼノビアが決断する。


    「こいつの[image: ]ねじれた頭脳はそれでも龍りゆう皇おう国こくに必要だ」


    　モルディーンの前に、ゼノビアが進みでた。すでに抜いていた魔ま杖じよう剣けんを掲げ、咒じゆ弾だんが弾ける。龍皇の一族を名乗るに相応ふさわしい、強大な咒式干かん渉しよう結界が展開。死の咒式の進行を阻む。


    「長くは持たん！　翼よく将しようども、イルム王の私が許す、モルディーンを下がらせろ！」


    　女王の動きと叫びに、翼将二人が硬直から放たれた。ベルドリトがゼノビアの咒式干渉に協力して殺さつ戮りく咒式の膨ぼう張ちようを防ぐ。


    「猊げい下か、非礼のほどは、なにとぞ御ご容よう赦しやくださいっ！」


    　叫んだイェスパーが、枢すう機き卿けいの細い体に右手をかける。イェスパーの手を、モルディーンの手が払った。


    　助けなど拒否するように、モルディーンが椅い子すから立ち上がる。


    　絶叫、悲鳴、怒号。逃げまどう人々のなか、モルディーンは立ちつくす。世界という暴風に立ち向かうように、毅き然ぜんと立っていた。


    「だが、世界は、人は、その最初から言語と意味に呪われている。たかが天才などという矮わい小しようなものでは、対たい峙じすることすらできないのだ。我が双ふた子ごの兄がそうだったように」


    　モルディーンの言葉は、逃げまどう人々の悲鳴をも切り裂いて、遠いどこかへと向けられる。


    「君ほどの頭脳が、なぜ待てなかった。なぜ絶望に身を任せた。白と黒ではない灰色の引き分けもひとつの戦略だと、次につながる一手だと受け入れなかった。どうして盤ばん面めんを限定してしまったのだ」


    　枢機卿長は静かに目を閉じた。孤独さを嚙かみしめるように。


    「レメディウスよ、論理と正しさだけに頼り、世界を善と悪に分けた瞬間、それゆえに君は敗北するだろう。徹底的に、壊かい滅めつ的に、自分自身にすら裏切られて」


    　唇からは、鎮ちん魂こんの言葉が漏もれた。


    「私はその予定された死を、死産された可能性を悼いたむ」


    　モルディーンの顔には、寂しげな陰りが射しこんでいた。

  


  
    十三章　灰と祈りと


    



    　　　　　　この世の刻ときの果てで


    　　　　　　私たちの涙と血が砂さ礫れきを濡らしているだろう。


    　　　　　　私たちは完全にはならないだろう


    　　　　　　私たちは楽園には立ってはいないだろう


    　　　　　　それでも、それでも私は（以降絶筆）


    
      レメディス・レヴィ・ラズエル　日記の遺稿より　皇こう暦れき四九六年

    


    



    



    　五月二十七日、暗殺されたドーチェッタ将軍の政権を継いだブルング大佐は、さらなる圧政を敢かん行こうし、反対者を粛しゆく清せいしはじめた。


    　五月二十九日、砂礫の人食い竜ことズオ・ルーが率いる〈新生[image: ]しよ光こうの鉄槌〉により、ブルング大佐は暗殺される。


    　五月三十日、ブルング大佐の後を継いだハジス参さん謀ぼう長ちようと、ドーチェッタ派だったアッガラ防衛大臣が激突。


    　ウルムンは、ついに未み曾ぞ有うの内戦へ突入したとの報道が流れていた。


    　モルディーン枢すう機き卿けい長ちようが苦笑する幻聴を聞いたような気がした。


    　俺が知るあの男なら、悪あく辣らつで頭の回るドーチェッタと手を組むより、次の独裁者に協力して傀かい儡らいとしたほうが、鉱山の採掘権に深く切りこめると笑っているのだろう。


    　いや、むしろウルムンがこのまま混乱しつづけたほうがいい、とすら思っているのかもしれない。


    　周辺諸国の平和とウルムンの人民のために、渋々ながらも龍りゆう皇おう国こくが事態解決に動いたという態度で進しん駐ちゆうし、自然な流れでウルムンを手に入れる展開を望んでいるのだろう。


    　だが、俺はさらに深く考える。


    　モルディーンなら、もっと楽な手段を取るだろう。


    　そう、ウルムンが永遠に混乱しつづけることを、ただ放置しておくという策を。


    　放置されているかぎり、希少金属や資源の鉱山の大規模採掘は開始されない。


    　そして各種産業の製品は今までどおりの価格を維持し、ツェベルンと大陸の経済は安定しつづける。


    　一イェンも使わず、一いつ兵ぺい卒そつの命も失われず、極めて合理的である。


    　放置しておいて、ウルムンの混乱が収しゆう拾しゆうするのが何十年後であれば、産業自体が現在とはまるで違うものになっているだろう。また、何年後であれば、第一か第二の策に戻ればいいだけのことだ。そのときは、ウルムンという国が弱まっており、今よりずっと切りとることが簡単になっているだろう。


    　記憶や演算という知能と知識の面では、モルディーンなど比べようもないくらい、天才であるレメディウスのほうが上だろう。


    　だが、レメディウスには、最初から勝利の可能性がなかった。


    　レメディウスの盤ばん面めんは、モルディーンの、いや、世界という巨大な盤面の、悲しいまでに小さな片隅でしかなかったのだ。


    　俺が理解しているくらいのことは、レメディウスにも分かっていただろう。


    　だが、彼は行動しないわけにはいかなかった。ただ見ているだけであることが、できなかったからだ。


    　新聞をゴミ箱に投げすてた。俺は窓まど枠わくに背を預ける。


    　二階の窓枠を等分線にしたエリダナの景色と、事務所の二階の室内が見える。


    　俺の足先、窓の脇に置かれた椅い子すがあった。外から戻り、椅子に腰掛けるギギナが目に止まった。


    　椅子のヒルルカに座って、ギギナは屠と竜りゆう刀とうの整備を始めた。ギギナを見ていると、なにもなかったような気もする。俺もギギナに倣ならい、時間まで魔ま杖じよう剣けんの整備でもすることにした。しかし新聞はすでにゴミ箱に投げ入れていた。


    「ギギナ、俺にも拭ふくものをくれ」


    　ギギナが新聞紙を投げてきた。俺は魔ま杖じよう剣けんの上にエリュシオン紙を広げる。


    　夕刊だった。ドーチェッタ暗殺の号外紙面の片隅に、見知った名前があった。そこには〈砂さ礫れきの人喰い竜〉こと、ズオ・ルーの死亡記事が出ていた。


    　民衆を前に蜂ほう起きを呼びかける演説の最中に、呼びかけた民衆に石いし礫つぶてを投げられたズオ・ルーは逃走。翌日、ウルムン首都のウルトニア郊外で、ズオ・ルーの死体が発見されたそうだ。死体には首がなかったことから、暗殺されたらしい。


    　〈新生[image: ]しよ光こうの鉄槌〉は激しい抗戦を開始し、暫ざん定てい政府軍と激突したあとの市街地の写真があった。死者と破壊された街並み。写真の構図に見覚えがあった。


    　ウルムンへ取材に行くと言っていた、アーゼルが撮影したのだろう。


    　遠い異国で、アーゼルはなにを思ったのだろうか。俺は、人々はなにを思うのだろうか。


    　俺は新聞を畳たたんだ。畳んだ新聞紙で魔杖剣ヨルガの機関部についた油汚れを拭ふき、手が止まる。ついでのようにギギナに伝えておく。


    「レメディウスが死んだそうだ」


    「そうか」


    　ギギナは気のない返事をしただけだった。俺が作業に戻ろうとすると、囁ささやきが聞こえた。


    　眼を上げると、ギギナが屠と竜りゆう刀とうを分解しながら無意識に唄を口ずさんでいるようだった。墓地で聞いた、鎮ちん魂こんの唄だった。


    「ギギナ、歌っているのか？」


    　俺の問いにギギナの手が止まる。超然とした表情で、作業を再開した。


    「ただの竜のための鎮魂の唄、クドゥーだ。あのレメディウスも竜のようなものだったと思ってな」


    　ギギナの鋼はがね色の瞳が、刀身に落ちる。


    「くだらない感傷は、私には似合わぬな」


    「いや、そうでもない」


    　俺にはギギナの行動を否定できなかった。感傷を振りはらうように、ギギナは首を左右に振った。ドラッケンの戦士は作業に戻っていく。唄は止んでいた。


    　俺は弾だん倉そうを引きぬき、内部の接触端子を拭いてから戻した。次に機関部の本格的な分解にかかろうとする。


    　ふと、鍔つば元もとにある機関部、レメトゲンⅣ型が目についた。


    　それを造った天才咒じゆ式しき師しに思いを馳せる。


    　レメディウス・レヴィ・ラズエル咒式博士。あなたは優しすぎた。


    　その優しさゆえに、正義と民衆のために、命を懸かけて戦った。


    　人民を圧政者から解放し、外国の干かん渉しようと搾さく取しゆを排除する。そして、独裁者ドーチェッタを倒し、続く独裁者の模も倣ほう者しやたちも倒した。


    　レメディウスのその思想に一点の間違いもない。


    　だが、民衆は、あなたの崇すう高こうな正義や理想、復ふく讐しゆうなどどうでもよかったのだ。


    　どんなに邪悪で苛か烈れつな独裁だろうと、日々の安あん寧ねいが続くのならば、人々にとって偽政者や支配者など誰でもよかったのだ。


    　あなたほどには、誰も克こく明めいに記憶はできない。我らはどんな汚お辱じよくも懊おう悩のうも、すべて忘ぼう却きやくし、そして「世の中は変わらないさ」と弱々しい笑みをともなった惰だ性せいで慣れてしまえるのだ。


    　いつの間にか、ギギナの唄がまた響いてきた。


    　俺は事務所の窓の外へと顔を向ける。


    　そこには当然のごとく、雑然とした街の日常が広がっていた。街角にビルが並び、車が車道を行き交い、人々は忙しそうに歩いていく。


    　この星のどこかで誰かが血を流し、愛しい人の屍しかばねを抱きしめて慟どう哭こくしていても、我らは忘れてしまう。


    　弱き我らには、自分以外の哀しみ、いや自分の哀しみすら満足に抱えてはいられないのだ。


    　今すぐ、すべてを。若者と革命家の想いを、人は笑うだろう。


    　無む慈じ悲ひで無意味な世界に、それでも平伏せずに抗あらがう人々を、俺には笑うことはできない。愛だ、平和だ、と賢さかしげに語るだけのものに、誰を責める資格があるのだろう。


    　誰も、彼ら自身もそんな虚うつろな言葉を必要としていない。レメディウスが欲しかったのは、現実の方法だけだったのだ。


    　崇すう高こうな理想に人としての優しさ。そして天才的な頭脳を持つレメディウスであっても、世界の悲ひ惨さんさに対して何一つできなかった。


    　偉大で愚かなレメディウスよ。できるなら、もう一度あなたに問いかけたい。


    　あなたは惨みじめで誇りすらない自らの死が予測できたはずだ。それなのに、なぜ戦えたのか？


    　あなたの敗北は、力が足りなかっただけではないはずだ。だとしたら、なぜなのか？


    　答えがあるはずもなかった。窓からは、初夏の訪れを告げる、乾いた風が吹いていた。


    　それは、遠い砂漠の国から届くはずもない、熱い風のような気がした。


    　記憶の焰ほのおに燃えつき、灰となった竜よ。


    　その残ざん滓しがただの灰だったとは、俺は思いたくない。


    　人々の本当の幸福を願ったレメディウスの志こころざしは、人々の砂の心へと広がり、大地を造る一ひと摑つかみの灰となり、いつかなにかが芽吹くことを、俺は祈る。


    　無骨な機関部が、鈍い肌を見せていた。


    　手に握っていた号外の紙面が再び目に留まる。裏面には、レメディウスの首なし死体には高位の電でん磁じ雷らい撃げき系咒じゆ式しきの痕跡があったという文章があった。


    　俺は思い出していた。


    　レメディウスが去った後にすれ違った甘い香水の臭においと、かつての恋人クエロの背筋が総毛立つような雷撃系咒式の冴えを。そして、ラズエルを救ったあのおそるべきプラズマ弾を。


    　俺はくだらない推測を振りきるように新聞を投げすてた。魔ま杖じよう剣けんを抱えるよう、窓まど枠わくに背を預ける。目を閉じた。


    　部屋には、囁ささやくようなギギナの唄だけが響いていた。


    　もうすぐ、ジヴが迎えに来る。俺が約束したように、海鳥亭へと食事にいくことになる。


    　ジヴが来るまで少し眠ることにした。


    　それはレメディウスには存在しない救い。


    　凡ぼん庸ような忘ぼう却きやくが、俺の記憶と傷をさらっていくだろう。


    



    



    　遠い砂漠の国に、ナリシアという家名もない少女と、レメディウス・レヴィ・ラズエル咒じゆ式しき博士とが、並んで歩いていた時代があった。


    　少女は砂漠の町を見つめていた。砂岩の建物が並び、疲れた顔をした人々が行き交う。子供の泣き声が遠く聞こえた。ナリシアの目に寂しさが宿る。


    「いつかウルムンから、世界から争いごとが消えて、平和に幸せになればいいのに」


    　ナリシアの唇が小さな声を紡つむいだ。隣を歩く青年は、少女の言葉に唇を嚙かみしめた。


    「それは無理だ。どうしても人は争うよ」


    「分かっているよ」


    　少女が寂しそうに言った。うつむいた顔が動き、青年を見上げる。


    「でも、最初に願わなければ、祈らなければ、なにも始まらない」


    　見上げる黒い眼差しは、青年の胸に暖かいものを生んだ。青年は、少女の素そ朴ぼくな考えを愚かなことだと切りすてることはできなかった。


    「そう、かもしれない」


    　青年の柔にゆう和わな顔に、優しい笑みが生まれた。


    「でも、僕がまず真っ先に願うのは、ナリシアがいつまでもそうやって考えられるようにってことだよ」


    「変なの」


    　少女は青年に向かって笑みを返す。砂漠の日射しのように、いっさいの汚れが混じらない清潔な笑顔だった。


    「僕にとっては大事なことだよ」


    　青年は眩まぶしそうに少女を見つめた。真しん摯しな想いが口を衝ついてでた。


    「僕が死んで灰になっても、この願いを、いや祈りを君に告げることは、なによりも大事なことなんだ」


    　砂漠の街角で、二人は足を止めた。少女と青年は互いを見つめる。


    「では二人でいっしょに願い、祈り、そして告げよう」


    「うん」


    　レメディウスが微ほほ笑えみ、ナリシアが笑った。二人の視線はウルムンの町へと向けられた。


    　二人ともに、その願いが、祈りが叶うはずもないと知っていた。


    　だが、それでも。


    　それでも人は願い、抗あらがうのだろう。


    　言葉で、行動で、胸の内で。そして砂漠で、街角で、画面の前で。


    　正しく絶望し、なお生まれる希望。灰より生まれる祈りとなって。


    　二人の想いは、砂漠の乾いた風に乗り、人々の胸を抜け、街並みを抜け、


    　そして、どこかへと飛び去っていった。
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